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凡
例 

 
一
、
横
光
利
一
作
品
か
ら
の
引
用
は
、
原
則
と
し
て
河
出
書
房
新
社
版
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
本
論
文
の
性
質
上
「
旅

愁
」
の
引
用
部
に
関
し
て
は
、
特
記
し
な
い
限
り
初
出
本
文
を
採
用
し
た
。 

 

一
、
本
文
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、
旧
漢
字
は
現
行
の
表
記
に
改
め
た
。
た
だ
し
固
有
名
詞
や
作
品
名
に
関
し
て
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
と
こ
ろ
も

あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
引
用
文
中
の
傍
点
や
ル
ビ
は
、
特
記
し
な
い
限
り
原
文
の
ま
ま
に
し
た
。
誤
字
・
脱
字
に
つ
い
て
も
「
マ
マ
」
と
付
記

の
上
、
そ
の
ま
ま
と
し
て
い
る
。 

 

一
、
引
用
文
中
で
中
略
を
行
っ
た
箇
所
に
は
（
中
略
）
、
原
文
の
文
脈
を
明
確
に
す
る
た
め
に
言
葉
を
補
っ
た
場
合
は
［
論
者
注
： 

］
の
よ
う
に

［ 

］
で
括
っ
て
示
し
た
。
斜
線
「
／
」
は
改
行
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
本
論
内
で
、
通
例
と
は
異
な
る
意
味
で
使
用
し
て
い
る
語
彙
に
つ

い
て
は
〈 

〉
と
表
記
し
て
区
別
し
た
。 

 

一
、
引
用
し
た
本
文
の
出
典
に
つ
い
て
、
新
聞
や
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
名
は
「 

」
で
表
記
し
、
単
行
本
や
新
聞
・
雑
誌
の
名
称
は
『 

』

で
表
記
し
た
。
ま
た
、
年
次
は
西
暦
で
の
表
記
を
原
則
と
し
、
月
刊
紙
誌
に
つ
い
て
は
年
月
ま
で
、
日
刊
紙
誌
は
年
月
日
ま
で
の
表
記
と
し

た
。
引
用
文
献
名
の
副
題
を
示
す
ダ
ッ
シ
ュ
「
―
―
」
は
省
略
し
、
題
目
と
副
題
の
あ
い
だ
に
全
角
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
て
記
載
し
た
。 



 

 

 

       

横
光
利
一
の
欧
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験
と 

帰
国
後
の
日
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序
章 

横
光
利
一
は
欧
州
で
ど
の
よ
う
な
足
跡
を
残
し
て
い
た
の
か 

   

一 
横
光
利
一
の
欧
州
体
験
の
意
義 

 

一
九
三
六
年
二
月
二
〇
日
、
横
光
利
一
は
神
戸
港
か
ら
日
本
郵
船
箱
根
丸
に
乗
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
出
発
す
る
。
渡
欧
の
き
っ
か
け
は
、
東
京
日

日
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
か
ら
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
視
察
を
勧
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
１
）
。
横
光
を
乗
せ
た
箱
根
丸
は
、
台
湾
・
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ア
デ
ン
等
の
寄
港
地
に
寄
り
つ
つ
、
三
月
二
七
日
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
。
横
光
は
そ
こ
で
下
船
し
、
翌
二
八
日
パ
リ
に
到
着
す

る
。
そ
の
後
パ
リ
を
生
活
の
拠
点
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
間
横
光
は
ロ
ン
ド
ン
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト
・
チ
ロ
ル
な
ど
を
見
て
回
っ
て
い
る
。
ベ
ル
リ
ン
に

向
か
っ
た
の
は
七
月
二
四
日
で
あ
っ
た
。
横
光
は
当
初
の
予
定
通
り
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
視
察
し
、
観
戦
記
を
数
回
書
く
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
閉

会
を
待
た
ず
帰
国
を
決
意
す
る
。
そ
し
て
八
月
一
一
日
、
ベ
ル
リ
ン
を
立
ち
、
シ
ベ
リ
ア
経
由
に
て
日
本
へ
向
か
う
こ
と
に
な
る
。
東
京
の
自
宅

に
到
着
し
た
の
は
八
月
三
一
日
で
あ
っ
た
。 

こ
の
約
半
年
間
の
欧
州
体
験
を
横
光
は
、
ジ
ャ
ン
ル
や
モ
チ
ー
フ
を
変
え
つ
つ
も
、
長
期
に
わ
た
り
作
品
化
し
続
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例

え
ば
、
欧
州
滞
在
時
か
ら
執
筆
し
て
き
た
海
外
紀
行
文
や
書
簡
を
ま
と
め
構
成
さ
れ
た
「
欧
州
紀
行
」（『
欧
州
紀
行
』
創
元
社
、
一
九
三
七
年
四
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月
）
、
作
家
横
光
を
思
わ
せ
る
主
人
公
梶
が
登
場
す
る
〈
梶
も
の
〉（
２
）

と
呼
ば
れ
る
短
篇
小
説
群
、
そ
の
ほ
か
「
王
宮
」（
『
大
陸
』
創
刊
号
、
一
九

三
八
年
六
月
）
や
「
シ
ル
ク
ハ
ッ
ト
」
（
『
改
造
』
二
〇
巻
四
号
、
一
九
三
八
年
四
月
）
な
ど
の
小
説
、「
ス
フ
イ
ン
ク
ス
」（『
改
造
』
二
〇
巻
七

号
、
一
九
三
八
年
七
月
）
や
「
北
京
と
巴
里
」（
『
改
造
』
二
一
巻
二
号
、
一
九
三
九
年
二
月
）
な
ど
の
比
較
文
化
論
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
で

も
や
は
り
欠
か
せ
な
い
の
は
、
帰
国
後
の
一
九
三
七
年
か
ら
連
載
開
始
さ
れ
た
長
篇
小
説
「
旅
愁
」（
３
）

で
あ
ろ
う
。「
旅
愁
」
は
、
横
光
が
亡
く
な

る
直
前
の
一
九
四
六
年
ま
で
描
か
れ
て
い
た
未
完
の
大
作
で
あ
り
、
敗
戦
後
、
日
本
回
帰
も
し
く
は
日
本
賛
美
の
テ
ク
ス
ト
と
し
て
断
罪
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
約
半
年
間
の
欧
州
体
験
は
、
横
光
が
亡
く
な
る
ま
で
の
間
、
絶
え
ず
想
起
さ
れ
続
け
、
横
光
の
文
学
活
動
に
影
響
を

与
え
て
い
く
の
で
あ
る
。 

加
え
て
興
味
深
い
の
は
、
横
光
の
欧
州
体
験
が
当
時
の
文
壇
や
時
代
状
況
に
お
い
て
も
、
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
た
点
に
あ
る
。 

ま
ず
は
、
横
光
に
対
す
る
文
壇
の
期
待
か
ら
み
て
い
こ
う
。
横
光
は
当
時
「
文
学
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
一

九
三
〇
年
代
の
日
本
文
学
を
牽
引
し
て
い
く
存
在
で
あ
っ
た
。
十
重
田
裕
一
は
、
渡
欧
前
年
の
一
九
三
五
年
に
『
紋
章
』
（
改
造
社
、
一
九
三
四
年

九
月
）
が
第
一
回
文
芸
懇
話
会
賞
を
受
賞
、
「
純
粋
小
説
論
」
（『
改
造
』
一
七
巻
四
号
、
一
九
三
五
年
四
月
）
が
文
壇
で
話
題
を
呼
び
、
さ
ら
に
渡

欧
直
前
の
一
九
三
六
年
一
月
か
ら
横
光
の
初
め
て
の
全
集
『
横
光
利
一
全
集
』（
全
一
〇
巻
、
非
凡
閣
社
、
一
九
三
六
年
一
―
一
一
月
）
が
刊
行
開

始
さ
れ
た
点
に
注
目
し
、
「
横
光
の
外
遊
が
新
聞
や
雑
誌
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
で
大
々
的
に
取
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
「
メ
デ
ィ
ア
に
映
し
出

さ
れ
る
〈
文
学
の
神
様
〉
の
歐
洲
紀
行 

一
九
三
六
年
、
横
光
利
一
の
外
遊
と
そ
の
報
道
を
め
ぐ
っ
て
」『
横
光
利
一 

歐
洲
と
の
出
会
い 

『
歐

洲
紀
行
』
か
ら
『
旅
愁
』
へ
』
井
上
謙
・
掛
野
剛
史
・
井
上
明
芳
編
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
年
七
月
、
一
五
七
頁
）
と
説
明
す
る
。
た
し
か

に
、
文
学
者
達
の
期
待
ぶ
り
は
、
『
文
芸
通
信
』
（
四
巻
三
号
、
一
九
三
六
年
三
月
）
内
で
、
「
渡
欧
に
際
し
横
光
利
一
氏
へ
［
論
者
注
：
目
次
で
の

題
名
は
「
渡
欧
す
る
横
光
利
一
へ
」
］」
と
い
う
小
特
集
が
組
ま
れ
る
程
で
あ
り
、
実
際
横
光
の
出
発
と
帰
国
の
際
に
は
、
多
く
の
人
が
東
京
駅
に
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押
し
か
け
て
い
た
様
子
が
各
メ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
報
道
（
４
）

さ
れ
て
い
く
。 

そ
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
は
、
横
光
が
同
人
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
『
文
学
界
』（
三
巻
四
号
、
一
九
三
六
年
四
月
）
で
の
座
談
会
「
横
光
利
一

渡
欧
歓
送
会
」
で
あ
ろ
う
。
同
座
談
会
は
横
光
が
出
席
し
、
な
お
か
つ
親
交
の
深
か
っ
た
人
達
が
集
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
各
人
が
横
光
に
対
し

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
期
待
を
か
け
て
い
く
。
各
人
の
発
言
を
抜
き
出
し
て
み
る
。 

 

・
僕
は
や
つ
ぱ
り
会
つ
て
話
し
て
も
ら
ひ
た
い
ね
、
ジ
イ
ド
と
か
ね
…
…
。（
林
房
雄
） 

・
眼
と
耳
の
訓
練
を
し
て
き
た
い
よ
。
そ
れ
か
ら
得
て
き
た
感
覚
で
も
つ
て
、
ま
た
帰
つ
て
き
て
文
学
が
見
ら
れ
る
の
が
楽
し
み
な
ん
だ
よ
。

（
小
林
秀
雄
） 

・
俺
が
横
光
さ
ん
に
所
望
す
る
の
は
向
ふ
の
社
会
情
勢
を
見
て
き
て
そ
れ
を
日
本
と
比
較
し
て
よ
く
伝
へ
て
ほ
し
い
と
い
ふ
こ
と
だ
な
。（
舟

橋
聖
一
） 

・
横
光
氏
は
イ
タ
リ
ー
へ
行
く
の
で
す
か
、
行
つ
た
ら
文
芸
復
興
の
こ
と
を
考
へ
て
欲
し
い
な
。（
阿
部
知
二
） 

 

同
座
談
会
の
冒
頭
付
近
で
、
横
光
自
身
は
「
僕
な
ん
か
行
つ
て
帰
つ
て
き
て
、
話
し
を
す
る
。
す
る
と
、
横
光
利
一
だ
か
ら
あ
あ
思
つ
た
と

か
、
あ
れ
や
横
光
の
見
方
だ
と
、
か
う
言
は
れ
る
の
が
厭
だ
よ
。（
中
略
）
た
と
へ
ば
も
し
ま
ぐ
れ
あ
た
り
に
本
当
の
も
の
を
見
て
き
た
つ
て
、
横

光
利
一
だ
か
ら
あ
あ
思
つ
た
ん
だ
、
と
さ
う
い
つ
て
引
摺
ら
れ
ち
や
ふ
ん
だ
、
そ
れ
が
厭
だ
よ
」
と
繰
り
返
し
吐
露
し
て
い
た
が
、
各
人
お
構
い

な
し
と
い
っ
た
形
で
横
光
を
日
本
文
学
の
代
表
者
と
し
て
送
り
出
そ
う
と
し
て
い
く
。
い
さ
さ
か
注
文
が
過
ぎ
る
嫌
い
も
あ
る
が
、
逆
に
こ
う
し

た
過
度
な
期
待
こ
そ
、
横
光
の
渡
欧
の
意
義
を
物
語
っ
て
い
る
。
中
川
成
美
は
こ
う
し
た
文
壇
の
横
光
へ
の
反
応
を
踏
ま
え
、
「
横
光
利
一
と
い
う
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一
枚
看
板
を
背
負
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
心
理
状
態
に
追
い
こ
ま
れ
て
い
っ
た
」（「「
欧
州
紀
行
」
論
へ
の
試
み 

横
光
利
一
の
巴
里
」『
立

教
女
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
一
四
号
、
一
九
八
三
年
一
月
）
と
指
摘
し
、
古
矢
篤
史
は
同
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
、「
横
光
は
「
特

派
」
さ
れ
た
立
場
と
し
て
国
際
情
勢
に
関
す
る
報
道
を
「
代
表
」
す
る
責
務
も
ま
た
負
っ
て
い
た
」（「「
見
聞
記
」
が
「
寂
し
い
旅
行
記
」
に
至
る

ま
で 

横
光
利
一
と
一
九
三
六
年
前
後
の
国
際
情
勢
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
」『
横
光
利
一
研
究
』
一
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
と
述
べ

て
い
る
。
両
者
の
指
摘
通
り
、
横
光
は
個
人
的
な
遊
学
で
は
な
く
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
や
日
本
文
学
を
背
負
う
使
命
が
与
え
ら
れ
て
い
く
の
で
あ

る
。 も

う
一
点
、
横
光
の
欧
州
体
験
の
意
義
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
の
近
代
史
と
い
う
次
元
に
お
い
て
で
あ
る
。 

か
つ
て
福
沢
諭
吉
が
「
西
洋
ノ
文
明
ハ
我
国
体
ヲ
固
ク
シ
テ
兼
テ
我
皇
統
ニ
光
ヲ
増
ス
可
キ
無
二
ノ
一
物
ナ
レ
バ
之
ヲ
取
ル
ニ
於
テ
何
ゾ
躊
躇

ス
ル
コ
ト
ヲ
セ
ン
ヤ
断
シ
テ
西
洋
ノ
文
明
ヲ
取
ル
可
キ
ナ
リ
」（「
西
洋
ノ
文
明
ヲ
目
的
ト
ス
ル
事
」『
文
明
論
之
概
略
』
一
巻
、
一
八
七
五
年
四

月
、
五
〇
頁
）
と
提
言
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
近
代
化
は
総
じ
て
西
洋
化
の
道
で
も
あ
っ
た
。
大
日
本
帝
国
憲
法
は
ド
イ
ツ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
憲

法
、
民
法
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
、
海
軍
は
イ
ギ
リ
ス
海
軍
と
い
う
よ
う
に
、
明
治
維
新
以
降
日
本
政
府
は
、
様
々
な
西
洋
の
シ
ス
テ
ム
を
参
照
し

つ
つ
近
代
化
を
促
進
し
て
き
た
。
司
馬
遼
太
郎
は
『
坂
の
上
の
雲
』
に
お
い
て
、「
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
坂
の
上
の
青
い
点
に
も
し
一
朶
の
白
い
雲
が
か

が
や
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
の
み
を
み
つ
め
て
坂
を
の
ぼ
っ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
」（「
あ
と
が
き 

一
」『
坂
の
上
の
雲
』
八
巻
、
一
九
九
九
年

二
月
、
三
一
二
頁
）
と
明
治
の
時
代
精
神
を
表
し
て
い
る
。
近
代
化
の
た
め
に
坂
を
登
っ
て
い
く
途
上
、
そ
れ
が
明
治
時
代
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。 で

は
、
日
本
が
近
代
化
の
坂
を
登
り
終
え
た
の
は
何
時
頃
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
渡
邊
一
民
が
興
味
深
い
仮
説
を
立
て
て
い

る
。
渡
邊
は
、
島
崎
藤
村
『
夜
明
け
前
』
（
第
二
部
、
新
潮
社
、
一
九
三
五
年
一
一
月
）、
和
辻
哲
郎
『
風
土
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
九



序章 横光利一は欧州でどのような足跡を残していたのか 

- 5 - 

 

月
）
、
西
田
幾
多
郎
『
哲
学
論
文
集
』（
一
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
一
二
月
）
が
完
成
さ
れ
た
一
九
三
五
年
に
着
目
し
、「
今
世
紀
は
じ
め
の

三
〇
年
間
に
西
洋
と
日
本
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
か
え
し
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
提
起
さ
れ
た
問
題
に
、
い
ち
お
う
の
決
着
を
つ
け
た
年
、
そ
こ
に
い

わ
ば
近
代
日
本
の
ひ
と
つ
の
到
達
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
」（「
一
九
三
五
年
前
後
」『
林
達
夫
と
そ
の
時
代
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
八
年
七
月
、

八
二
頁
）
と
定
義
し
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
。
「
日
本
が
ア
ジ
ア
の
大
国
と
な
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
人
一
人
一
人
が
維
新
以
来
の
祖
国
の
近
代
の

歴
史
そ
の
も
の
を
担
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
し
か
も
そ
う
し
た
も
の
を
背
負
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
新
し
い
現
実
と
対
決
す
る
こ
と
―
こ

う
し
た
新
し
い
西
洋
と
日
本
と
い
う
問
題
こ
そ
『
旅
愁
』
の
提
起
す
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
」（「
日
本
へ
の
回
帰 

横
光
利
一
『
旅
愁
』

を
め
ぐ
っ
て
」
『
フ
ラ
ン
ス
の
誘
惑 

近
代
日
本
精
神
史
試
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
、
一
五
五
頁
）。
日
本
の
近
代
史
の
中
に
横
光

の
欧
州
体
験
や
「
旅
愁
」
を
位
置
付
け
よ
う
と
す
る
渡
邊
の
仕
事
は
、
次
の
吉
田
健
一
・
梶
木
剛
の
指
摘
と
も
通
じ
て
い
る
。 

 

現
実
と
は
我
々
と
外
界
の
交
渉
に
よ
つ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
現
実
を
知
る
に
は
、
眼
は
外
に
で
は
な
く
て
、
絶
え
ず
我
々
自
身

に
向
け
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
故
に
そ
れ
は
自
意
識
の
問
題
で
あ
り
、
近
代
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
も
の
が
自
意
識
で
あ
る
の

と
同
じ
く
現
実
の
観
念
は
近
代
に
属
し
て
い
る
。
横
光
利
一
は
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
に
現
れ
た
日
本
の
最
初
の
近
代
人
だ
つ
た
。
（
中
略
）
彼
は
外
国

に
旅
行
し
た
興
奮
を
抑
え
る
の
で
緊
張
し
た
意
識
に
パ
リ
の
現
実
を
映
し
、
そ
れ
と
日
本
の
現
実
の
差
ま
で
を
意
識
す
る
と
い
う
仕
事
を
し
た

の
で
あ
つ
て
、
こ
の
こ
と
が
彼
の
外
遊
を
一
つ
の
歴
史
的
な
事
件
に
し
て
い
る
。（
吉
田
健
一
「
横
光
利
一
と
ヨ
オ
ロ
ッ
パ
」『
東
西
文
学
論
』

新
潮
社
、
一
九
六
〇
年
五
月
、
一
二
六
頁
） 

 

こ
こ
［
論
者
注
：
横
光
の
欧
州
体
験
］
に
は
、
お
そ
ら
く
か
つ
て
明
治
の
エ
リ
ー
ト
洋
行
者
た
ち
が
そ
こ
で
感
じ
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
み
じ
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め
さ
も
な
く
、
大
正
の
坊
ち
ゃ
ん
遊
学
者
ど
も
が
そ
こ
で
そ
う
し
た
で
あ
ろ
う
よ
う
な
没
入
も
な
く
、
い
い
も
の
は
良
く
、
駄
目
な
も
の
は
駄

目
だ
と
明
瞭
に
い
う
き
っ
ち
り
し
た
自
意
識
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
う
い
う
自
意
識
を
〈
近
代
〉
の
所
産
だ
と
い
う
な
ら
ば
、
横
光
利
一

は
い
ま
紛
れ
も
な
く
〈
近
代
〉
を
も
っ
て
パ
リ
の
な
か
に
い
る
、
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
梶
木
剛
「『
旅
愁
』
へ
」『
横
光
利
一
の
軌

跡
』
国
文
社
、
一
九
七
九
年
八
月
、
二
二
四
頁
） 

 

渡
邊
・
吉
田
・
梶
木
の
三
者
と
も
、
明
治
・
大
正
期
の
文
学
者
の
洋
行
と
は
異
な
る
点
、
つ
ま
り
近
代
化
を
あ
る
程
度
達
成
し
た
と
い
う
国
内

の
時
代
状
況
や
、
そ
こ
で
生
じ
る
自
意
識
の
観
点
か
ら
、「
近
代
人
」
横
光
利
一
の
欧
州
体
験
の
意
義
を
読
み
取
っ
て
い
く
。 

加
え
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
視
点
を
移
し
て
み
れ
ば
、
一
九
三
四
年
、
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
が
総
統
に
就
任
。
一
九
三
五
年
、
イ
タ
リ
ア
に
よ

る
第
二
次
エ
チ
オ
ピ
ア
戦
争
。
そ
し
て
一
九
三
六
年
に
は
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
を
中
心
と
し
た
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
内
閣
の
誕
生
と
ス
ペ
イ
ン
内
乱

が
勃
発
し
て
い
く
。
大
久
保
喬
樹
は
、
当
時
の
時
代
を
「
現
代
史
の
転
換
期
」
と
み
な
し
、
「
横
光
は
、
こ
の
転
換
の
世
界
史
的
意
味
と
は
何
な
の

か
、
日
本
は
こ
の
転
換
に
ど
う
対
応
す
べ
き
か
、
ど
う
い
う
方
向
に
む
か
っ
て
進
む
べ
き
な
の
か
を
ひ
た
す
ら
考
え
つ
づ
け
て
い
た
」
（「
現
代
史

転
換
の
証
言
者
」
『
欧
州
紀
行
』
講
談
社
文
芸
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月
、
二
七
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
一
九
三
五
年
前
後
、
日
本
が
近
代
化

を
達
成
し
た
の
に
対
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
混
迷
を
極
め
た
時
代
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
横
光
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
足
を
踏
み
入
れ
て
い

く
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
横
光
の
欧
州
体
験
や
帰
国
後
書
か
れ
る
こ
と
に
な
る
「
旅
愁
」
に
は
、
西
洋
の
シ
ス
テ
ム
や
思
想
を
輸
入
・
参
照

し
て
き
た
明
治
・
大
正
期
と
は
異
な
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
姿
と
、
近
代
と
い
う
坂
を
登
り
終
え
た
後
の
日
本
が
表
出
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。 

以
上
の
よ
う
に
、
横
光
の
一
九
三
六
年
の
欧
州
体
験
は
、
横
光
自
身
の
文
学
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
日
本
文
学
史
、
そ
し
て
日
本
の
近
代

史
に
お
い
て
も
、
重
要
な
意
義
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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二 

横
光
利
一
の
足
跡
を
辿
る
た
め
に 

 

本
論
文
は
、
横
光
利
一
の
欧
州
体
験
と
帰
国
後
の
作
品
に
描
か
れ
た
日
本
表
象
に
注
目
し
、
横
光
が
ど
の
よ
う
に
し
て
日
本
回
帰
と
呼
ば
れ
る

思
想
的
境
地
に
辿
り
着
い
た
の
か
と
い
う
問
題
を
論
究
し
て
い
く
。
重
視
す
る
の
は
、「
空
間
的
視
座
」
と
「
時
間
的
視
座
」
と
い
う
二
つ
の
観
点

で
あ
る
。
空
間
と
時
間
と
い
う
両
軸
か
ら
分
析
を
試
み
る
こ
と
で
、
従
来
の
研
究
成
果
よ
り
も
さ
ら
に
解
像
度
を
上
げ
、
横
光
の
欧
州
体
験
や
そ

こ
で
の
作
品
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
つ
の
観
点
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
説
明
を
左
記
に
て
行
っ
て
い
る
。 

 

Ⅰ 

フ
ラ
ン
ス
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
横
光
の
欧
州
各
国
で
の
体
験
へ
の
注
目
（
空
間
的
視
座
） 

 

横
光
利
一
の
欧
州
体
験
に
関
す
る
先
行
研
究
は
毎
年
の
よ
う
に
発
表
さ
れ
続
け
て
い
る
。
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
し
て
み
て
も
、
そ
の
数

は
二
〇
〇
近
く
に
も
及
ぶ
（
本
論
と
関
連
す
る
論
文
に
つ
い
て
は
、
各
章
に
て
そ
の
都
度
言
及
し
て
い
く
）。
し
か
し
、
こ
う
し
た
数
多
く
の
先
行

論
を
概
観
し
て
み
る
と
、
「
旅
愁
」
を
頂
点
と
し
た
テ
ク
ス
ト
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
が
あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
横
光
の

欧
州
体
験
は
「
旅
愁
」
に
結
実
し
て
い
っ
た
と
み
な
さ
れ
、
欧
州
体
験
を
素
材
と
し
た
「
厨
房
日
記
」（『
改
造
』
一
九
巻
一
号
、
一
九
三
七
年
一

月
）
や
「
罌
粟
の
中
」（
『
改
造
』
二
六
巻
二
号
、
一
九
四
四
年
二
月
）
な
ど
の
〈
梶
も
の
〉
、
海
外
紀
行
文
の
「
欧
州
紀
行
」
が
サ
ブ
テ
ク
ス
ト
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
く
と
い
う
傾
向
で
あ
る
。 
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横
光
利
一
研
究
の
基
本
文
献
で
あ
る
『
横
光
利
一
事
典
』（
井
上
謙
・
神
谷
忠
孝
・
羽
鳥
徹
哉
編
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
）
の
作
品

項
目
を
み
て
い
け
ば
、「
「
罌
粟
の
中
」
に
つ
い
て
は
研
究
も
批
評
も
少
な
い
」（
小
田
桐
弘
子
「
罌
粟
の
中
」
九
七
頁
）
、「
戦
後
唯
一
の
本
格
的
な

小
説
で
あ
り
、
最
後
の
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
い
」（
半
田
美
永
「
微
笑
」
一
七
六
頁
）
、「『
欧
州
紀
行
』
自
体
の
ま
と

ま
っ
た
研
究
は
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
」（
戸
塚
隆
子
「
欧
州
紀
行
」
二
五
七
頁
）
と
い
っ
た
文
言
が
並
ぶ
。
ま
た
「
横
光
の
見
す
え
て
い
る

人
間
精
神
の
混
沌
、
錯
綜
し
た
心
理
の
闇
に
つ
い
て
も
、
よ
り
詳
細
な
検
討
を
加
え
つ
つ
、「
旅
愁
」
の
内
包
す
る
主
題
と
「
梶
も
の
」
の
両
面
か

ら
、
い
っ
そ
う
の
検
証
を
進
め
る
べ
き
だ
ろ
う
」
（
森
本
穫
「
恢
復
期
」
七
七
頁
）、「
東
北
の
農
村
と
そ
こ
で
生
活
す
る
農
民
の
姿
が
、
作
家
横
光

の
生
き
方
に
与
え
た
影
響
を
、
「
旅
愁
」
や
『
夜
の
靴
』
と
と
も
に
検
討
し
た
い
課
題
で
あ
る
」（
鈴
木
吉
維
「
終
点
の
上
で
」
一
一
三
頁
）
な
ど

の
よ
う
に
、
欧
州
体
験
に
関
す
る
作
品
は
絶
え
ず
「
旅
愁
」
と
並
行
し
て
読
ま
れ
て
い
く
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
く
。「
旅
愁
」
と
銘
打
た
れ
た
論

文
は
数
多
く
存
在
す
る
一
方
、
前
述
し
た
作
品
群
へ
の
注
目
が
そ
れ
ほ
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
長
篇
小
説
が
上
位
で
、
短
編
小
説
や
海

外
紀
行
文
が
下
位
と
い
う
研
究
上
の
ジ
ャ
ン
ル
意
識
も
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。 

こ
れ
と
関
連
す
る
先
行
論
の
問
題
点
と
し
て
、
横
光
の
欧
州
体
験
が
も
っ
ぱ
ら
パ
リ
に
比
重
が
置
か
れ
て
き
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
も
ち
ろ

ん
横
光
が
パ
リ
に
長
期
間
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
そ
の
要
因
の
一
つ
だ
が
、
や
は
り
「
旅
愁
」
前
半
部
の
舞
台
が
パ
リ
だ
っ
た
こ
と
も
そ
う
し
た

傾
向
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
「
旅
愁
」
は
帰
国
後
、
約
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
書
き
続
け
ら
れ
て
き
た
大
作
で
あ
る
。
そ
の
た

め
横
光
の
欧
州
体
験
を
考
え
る
に
は
、
パ
リ
を
舞
台
と
し
た
「
旅
愁
」
の
再
検
討
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
横
光
が
滞
在
し
て
い
た
一
九

三
六
年
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
人
民
戦
線
運
動
の
隆
盛
の
ほ
か
、
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
影
響
力
の
大
き
さ
な

ど
、
政
治
的
・
文
化
的
に
も
多
種
多
様
な
国
々
が
覇
を
競
い
合
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
横
光
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
体
験
を
「
王
宮
」
に
、
ブ
ダ
ペ
ス

ト
体
験
を
「
罌
粟
の
中
」
な
ど
の
よ
う
に
後
年
作
品
化
し
て
い
く
。
横
光
の
欧
州
体
験
＝
パ
リ
体
験
と
み
な
し
て
し
ま
う
と
、
横
光
の
一
九
三
六
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年
の
多
様
な
国
々
や
道
中
で
の
体
験
を
黙
殺
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。 

し
た
が
っ
て
本
論
文
で
は
、
欧
州
体
験
を
基
に
し
た
多
様
な
作
品
群
を
「
旅
愁
」
の
サ
ブ
テ
ク
ス
ト
で
は
な
く
、
並
列
的
か
つ
独
立
し
た
作
品

と
し
て
み
な
し
て
い
く
。
パ
リ
や
「
旅
愁
」
だ
け
に
収
斂
さ
せ
ず
、
様
々
な
国
で
の
体
験
や
作
品
を
分
析
し
て
い
く
こ
と
で
、
横
光
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
認
識
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
、
ま
た
後
年
の
日
本
回
帰
の
思
想
に
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
か
を
よ
り
大
き
な
射
程
で
考
察
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
「
旅
愁
」
で
の
新
た
な
一
面
を
照
射
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。 

 

Ⅱ 

戦
前
・
戦
中
・
戦
後
と
い
う
各
時
代
の
特
異
性
と
連
続
面
へ
の
着
目
（
時
間
的
視
座
） 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、
「
旅
愁
」
は
戦
後
、
日
本
賛
美
・
戦
争
肯
定
の
書
と
し
て
断
罪
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。「
旅
愁
」
論
で
必
ず
と
言
っ
て
も
い

い
程
に
引
用
さ
れ
る
杉
浦
明
平
「
横
光
利
一
論 
「
旅
愁
」
を
め
ぐ
つ
て
」（『
文
学
』
一
五
巻
一
一
号
、
一
九
四
七
年
一
一
月
）
を
例
に
取
ろ

う
。
杉
浦
は
同
文
章
に
て
「
旅
愁
」
を
「
痴
呆
の
書
」、
登
場
人
物
の
矢
代
を
「
早
発
性
痴
呆
」
と
み
な
し
、
次
の
よ
う
に
激
烈
な
批
判
を
展
開
し

て
い
く
。 

 

し
か
る
に
こ
う
い
う
狂
人
が
瘋
癲
院
に
押
込
め
ら
れ
ず
白
昼
の
街
路
を
横
行
す
る
に
委
せ
た
と
い
う
こ
と
は
決
し
て
意
味
の
な
い
こ
と
で
は

な
く
、
何
か
誰
か
に
役
に
立
つ
た
か
ら
だ
と
推
測
し
て
も
誤
り
で
は
な
い
。
誰
の
何
の
役
に
立
っ
た
か
？
（
中
略
）
矢
代
も
横
光
も
日
本
帝
国

主
義
に
尽
す
こ
と
が
出
来
た
の
だ
、「
旅
愁
」
其
他
幾
巻
の
書
物
の
障
子
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
人
民
か
ら
科
学
的
に
思
惟
し
良
識
を

以
て
歴
史
を
見
透
す
こ
と
を
妨
げ
、
狂
乱
の
戦
争
へ
戦
争
へ
と
狩
り
立
て
る
の
に
役
立
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
自
分
の
文
学
を
一
切
悪
魔
に
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売
り
渡
し
て
進
軍
ラ
ッ
パ
を
吹
き
な
ら
し
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
横
光
の
全
作
品
は
精
神
病
理
学
研
究
者
に
博
士
論
文
の
好
資
料
を
提
供
す

る
役
に
し
か
立
た
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

横
光
に
向
け
ら
れ
た
こ
う
し
た
批
判
は
何
も
杉
浦
だ
け
で
は
な
い
。
前
年
の
一
九
四
六
年
、
戦
争
責
任
者
と
し
て
横
光
を
名
指
し
し
た
小
田
切

秀
雄
「
文
学
に
お
け
る
戦
争
責
任
の
追
求
」
（
『
新
日
本
文
学
』
一
巻
三
号
、
一
九
四
六
年
三
月
）
や
、
戦
時
下
で
の
横
光
の
文
学
活
動
を
点
検

し
、
戦
後
に
お
い
て
そ
の
無
意
味
さ
を
説
い
た
加
藤
周
一
「
文
学
検
察
」（『
文
学
時
標
』
六
号
、
一
九
四
六
年
四
月
一
日
）
な
ど
か
ら
も
う
か
が

え
る
。 

し
か
し
、
杉
浦
ら
の
「
批
判
が
戦
後
版
の
本
文
を
読
ん
で
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
戦
前
の
本
文
を
読
ん
だ
と
き
の
印
象
に
基
づ
く
も
の
な

の
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
は
大
き
く
異
な
っ
て
く
る
」
と
い
う
十
重
田
裕
一
の
指
摘
（「
第
二
次
世
界
大
戦
後
版
「
旅
愁
」
第
一
篇
の
検
閲
と
表

現
」
『
表
現
と
文
体
』
明
治
書
院
、
二
〇
〇
五
年
三
月
、
二
四
七
頁
）
は
重
要
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、「
旅
愁
」
は
戦
後
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

（G
en

eral 
H

e
ad

q
u

arters

／S
u

p
rem

e 
C

o
m

m
an

d
er 

fo
r 

th
e 

A
llied

 
P

o
w

ers

）
の
検
閲
に
よ
っ
て
、
本
文
の
書
き
換
え
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
加

え
て
、
初
出
か
ら
初
版
時
、
い
わ
ゆ
る
戦
前
版
テ
ク
ス
ト
の
構
成
の
際
に
も
多
数
の
改
稿
が
み
ら
れ
、「
旅
愁
」
各
篇
の
区
切
り
に
つ
い
て
も
、
そ

の
執
筆
時
期
に
お
い
て
揺
れ
動
い
て
い
る
（
５
）
。
そ
れ
ゆ
え
、
河
出
書
房
新
社
版
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
の
編
集
を
手
掛
け
た
保
昌
正
夫
は
、

「
『
旅
愁
』
は
、
そ
の
成
り
た
ち
か
ら
し
て
無
理
を
通
し
た
体
裁
の
も
の
で
あ
る
と
結
論
さ
れ
よ
う
。
定
本
「
旅
愁
」
は
厳
密
に
は
あ
り
え
な
い
と

も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、
こ
の
〈
畢
生
の
大
作
〉
は
宙
ぶ
ら
り
ん
な
、
未
完
成
な
運
命
を
負
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
」
（「「
旅

愁
」
抄
」
『
横
光
利
一
』
明
治
書
院
、
一
九
六
六
年
五
月
、
一
四
四
―
一
四
五
頁
）
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
旅
愁
」
は
、
戦
前
・
戦
中
・

戦
後
と
い
う
社
会
や
政
治
体
制
、
人
々
の
価
値
観
が
激
動
す
る
時
代
の
中
で
書
き
継
が
れ
て
き
た
作
品
で
あ
り
、
な
お
か
つ
そ
の
本
文
自
体
も
絶
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え
ず
揺
れ
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
。 

だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
揺
れ
動
く
「
旅
愁
」
を
イ
マ
・
コ
コ
の
地
点
か
ら
分
析
し
、
断
罪
し
て
い
く
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

必
要
な
の
は
、
戦
後
の
地
点
か
ら
「
旅
愁
」
の
問
題
性
を
糾
弾
す
る
の
で
は
な
く
、
戦
前
な
ら
戦
前
、
戦
中
な
ら
戦
中
と
い
っ
た
同
時
代
状
況
を

重
ね
合
わ
せ
て
い
く
作
業
で
あ
る
。
例
え
る
な
ら
ば
、
横
光
の
足
跡
を
定
点
観
測
的
に
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
同
時
代
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
再
現

し
、
論
者
自
身
も
そ
の
足
跡
を
一
歩
一
歩
辿
っ
て
い
く
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
初
出
・
戦
前
版
・
戦
後
版
な
ど
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

毎
の
改
稿
過
程
の
検
討
が
有
効
な
手
段
に
な
り
得
る
だ
ろ
う
。
本
論
文
で
も
、
こ
う
し
た
異
同
箇
所
の
検
討
は
適
宜
行
っ
て
い
く
。
し
か
し
そ
れ

だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
本
論
文
で
は
、
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
と
い
っ
た
同
時
代
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
再
現
や
、
先
で
み
て
き
た
パ
リ
以
外
の
国
々
で
の

体
験
、
「
旅
愁
」
と
並
行
し
て
書
か
れ
た
作
品
群
も
参
照
し
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、「
旅
愁
」
だ
け
に
収
斂
さ
れ
な
い
、
横
光
の
欧
州
体
験

の
実
態
を
よ
り
総
合
的
に
捉
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
本
論
題
に
付
さ
れ
た
「
総
合
的
研
究
」
に
は
、
こ
の
よ
う
な
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。 

横
光
利
一
の
作
品
を
「
好
資
料
」
と
み
な
し
、
遠
く
離
れ
た
地
点
か
ら
観
察
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
論
者
自
ら
も
横
光
の
足
跡
を
一
歩
一
歩

辿
り
、
そ
の
時
々
で
の
感
覚
や
思
索
に
思
い
を
は
せ
、
そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
言
葉
に
耳
を
傾
け
て
い
く
。
そ
う
し
た
知
的
営
為
を
行
う
こ
と

で
、
初
め
て
横
光
文
学
の
可
能
性
と
問
題
性
を
ア
ク
チ
ュ
ア
ル
な
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 
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三 

本
論
の
趣
旨
と
構
成 

 
「
空
間
的
視
座
」
と
「
時
間
的
視
座
」
と
い
う
二
つ
の
観
点
か
ら
分
析
を
行
う
本
論
文
は
、
全
六
章
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。 

第
一
章
「
航
路

ル

ー

ト

を
詠
む
・
起
源

ル

ー

ツ

を
詠
む
―
―
横
光
利
一
と
洋
上
句
会
―
―
」
で
は
、
横
光
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
着
く
ま
で
の
欧
州
航
路
で
の
体
験

を
取
り
上
げ
る
。
航
海
中
に
開
催
さ
れ
た
計
五
回
の
洋
上
句
会
で
の
俳
句
と
、
高
浜
虚
子
の
熱
帯
季
題
論
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
横
光
の
俳
句
観

と
海
外
認
識
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
く
。 

第
二
章
「
隆
起
す
る
「
欧
州
紀
行
」
―
―
横
光
利
一
の
パ
リ
体
験
―
―
」
で
は
、
滞
在
中
に
書
か
れ
た
海
外
紀
行
文
「
欧
州
紀
行
」
を
取
り
上

げ
、
横
光
の
パ
リ
体
験
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
帰
国
後
の
地
点
か
ら
遡
及
的
に
物
語
化
さ
れ
た
「
旅
愁
」
と
は
異
な
り
、
人
民
戦
線
運
動
が
ピ

ー
ク
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
パ
リ
に
て
書
か
れ
た
「
欧
州
紀
行
」
は
、
ま
さ
に
わ
か
ら
な
い
も
の
を
わ
か
ら
な
い
な
り
に
書
き
記
そ
う
と
し
た
作
品

だ
と
い
え
る
。
「
欧
州
紀
行
」
で
の
横
光
の
視
線
や
そ
の
特
異
性
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
く
こ
と
で
、「
旅
愁
」
と
は
異
な
る
パ
リ
が
表
出
し
て

い
る
こ
と
を
突
き
止
め
て
い
く
。 

第
三
章
「
書
き
変
わ
る
日
本
と
東
欧
―
―
横
光
利
一
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
―
―
」
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
と
い
っ
た
列
強
国
と
は
異
な
る

〈
周
縁
〉
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
着
目
し
た
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
の
出
来
事
を
素
材
と
し
た
小
説
「
罌
粟
の
中
」
の
分
析
と
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
に
お
け

る
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
の
思
潮
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
横
光
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
加
え

て
、
「
罌
粟
の
中
」
で
の
作
品
モ
チ
ー
フ
と
、
同
時
期
に
書
か
れ
た
「
旅
愁
」
第
五
篇
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た
い
。 

第
四
章
「
横
光
利
一
と
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
―
―
身
体
感
覚
・
認
識
・
ト
ポ
ス
―
―
」
で
は
、
タ
イ
ト
ル
の
通
り
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
・
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
体
験
を
取
り
上
げ
る
。
横
光
の
渡
欧
の
目
的
で
あ
っ
た
の
に
加
え
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
思
惑
が
強
く
反
映
さ
れ
た
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
や
ベ
ル
リ
ン
の
様
子
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
体
感
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
本
章
で
は
、「
欧
州
紀
行
」
で
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
時
の
記

述
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
観
戦
記
を
分
析
す
る
こ
と
で
、
横
光
が
ど
の
よ
う
に
選
手
を
評
価
し
、
思
惟
を
巡
ら
せ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
確
認
し

て
い
く
。
ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
得
た
横
光
の
身
体
観
が
ど
の
よ
う
に
、
「
旅
愁
」
に
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た

い
。 第

五
章
「
〈
異
言
語
〉
へ
の
旅
と
愁
い
―
―
横
光
利
一
「
旅
愁
」
論
―
―
」
で
は
、
矢
代
の
〈
異
言
語
〉
体
験
に
注
目
し
、「
旅
愁
」
前
半
部
と

第
三
篇
以
降
の
連
続
性
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
「
旅
愁
」
を
読
み
進
め
て
い
け
ば
、
日
本
対
西
洋
と
い
っ
た
抽
象
的
・
思
想
的
な
問
題
が
提
出
さ

れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
登
場
人
物
達
を
取
り
巻
く
多
種
多
様
な
〈
異
言
語
〉
が
全
篇
を
通
し
て
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

る
。
パ
リ
生
活
で
の
〈
異
言
語
〉
体
験
や
、
帰
国
後
の
標
準
語
と
異
な
る
言
語
と
の
出
会
い
が
、
ど
の
よ
う
に
矢
代
の
思
想
に
影
響
を
与
え
て
い

っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。 

第
六
章
「
そ
れ
で
も
最
期
は
微
笑
を
浮
か
べ
て
―
―
横
光
利
一
「
微
笑
」
論
―
―
」
で
は
、
横
光
が
戦
後
戦
争
責
任
者
と
ま
で
断
罪
さ
れ
た
中

で
発
表
し
た
小
説
「
微
笑
」
を
取
り
上
げ
る
。
「
微
笑
」
に
登
場
す
る
栖
方
や
作
品
内
の
固
有
名
に
注
目
し
、
ど
の
よ
う
に
横
光
が
戦
中
戦
後
と
い

う
時
代
を
捉
え
直
し
、
ま
た
戦
後
と
い
う
イ
マ
を
歩
き
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。 

終
章
で
は
、
全
六
章
で
抽
出
し
た
論
点
か
ら
、
一
貫
し
た
テ
ー
マ
や
発
展
性
を
確
認
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
欧
州
体
験
を
経
た
横
光
文
学
の
可

能
性
と
問
題
性
を
提
示
し
て
い
く
。 
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注 

（
１
） 

横
光
の
渡
欧
に
つ
い
て
は
、
前
年
一
九
三
五
年
の
頃
か
ら
話
が
あ
が
っ
て
い
た
。
白
野
ペ
ン
十
郎
に
よ
る
と
「「
家
族
会
議
」［
論
者
注
：

一
九
三
五
年
八
月
九
日
か
ら
一
二
月
三
一
日
ま
で
『
東
京
日
日
新
聞
』・『
大
阪
毎
日
新
聞
』
に
て
連
載
さ
れ
た
長
篇
小
説
］
を
執
筆
す
る

前
か
ら
、
横
光
の
洋
行
は
決
定
し
て
ゐ
た
け
れ
ど
、
こ
れ
の
連
載
が
完
了
す
る
と
間
も
な
く
、
正
式
に
日
日
新
聞
社
に
入
社
し
た
。
従
つ

て
、
洋
行
は
日
日
か
ら
の
特
派
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
。
勿
論
洋
行
費
の
大
半
は
、
日
日
新
聞
社
が
負
担
し
、
縁
故
の
深
い
文
芸
春
秋
社
か

ら
も
多
少
援
助
す
る
」（
「
洋
行
す
る
二
作
家 

武
者
小
路
と
横
光
」『
文
芸
』
四
巻
三
号
、
一
九
三
六
年
三
月
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
た
し

か
に
、
同
年
発
表
さ
れ
た
座
談
会
「
横
光
利
一
文
学
談
」（『
行
動
』
三
巻
九
号
、
一
九
三
五
年
九
月
）
や
、
横
光
の
「
藤
澤
桓
夫
宛
書
簡
」

（
一
九
三
五
年
一
二
月
一
九
日
消
印
）
内
に
も
、
渡
欧
の
話
題
が
出
て
い
る
。
井
上
謙
は
そ
れ
に
加
え
、「『
東
京
日
日
新
聞
』
が
こ
の
二

月
で
丁
度
創
刊
六
十
五
周
年
を
迎
え
る
た
め
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
っ
た
」（「
欧
州
紀
行
」『
横
光
利
一 

評
伝
と
研
究
』
お
う
ふ

う
、
一
九
九
四
年
一
一
月
、
二
九
七
―
二
九
八
頁
）
こ
と
も
遠
因
だ
っ
た
と
み
て
い
る
。 

（
２
） 

神
谷
忠
孝
は
「
厨
房
日
記
」（
『
改
造
』
一
九
巻
一
号
、
一
九
三
七
年
一
月
）、「
終
點
の
上
で
」（『
中
央
公
論
』
五
六
年
一
号
、
一
九
四
一

年
一
月
）
、「
恢
復
期
」（
『
改
造
』
二
三
巻
七
号
、
一
九
四
一
年
四
月
）、「
罌
粟
の
中
」（『
改
造
』
二
六
巻
二
号
、
一
九
四
四
年
二
月
）、
そ

し
て
「
微
笑
」（
『
人
間
』
三
巻
一
号
、
一
九
四
八
年
一
月
）
の
主
人
公
す
べ
て
が
梶
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
読
み
よ
う
に
よ
っ
て

は
異
常
心
理
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
で
共
通
点
」（「
科
学
と
狂
気 

「
微
笑
」」『
横
光
利
一
論
』
双
文
社
出
版
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
、
一

二
九
頁
）
が
あ
る
と
概
括
す
る
。
黒
田
大
河
は
そ
れ
を
受
け
、「
二
項
対
立
的
な
状
況
、
そ
し
て
そ
れ
を
無
化
し
て
行
く
」
特
徴
を
挙
げ
、

「
二
項
対
立
を
ず
ら
し
続
け
る
の
が
「
梶
も
の
」
で
あ
り
、『
旅
愁
』
を
補
完
す
る
も
の
で
も
あ
る
」（「
横
光
利
一
の
回
帰 

欧
州
体
験
か

ら
『
旅
愁
』
へ
」『
横
光
利
一
と
そ
の
時
代 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
・
戦
争
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
一
七
六
―
一
七
八
頁
）



序章 横光利一は欧州でどのような足跡を残していたのか 

- 15 - 

 

と
付
言
す
る
。 

（
３
） 

「
旅
愁
」
の
詳
し
い
書
誌
情
報
は
本
論
文
の
「
補
足
資
料
一 

「
欧
州
紀
行
」・「
旅
愁
」
書
誌
情
報
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
４
） 

当
時
の
状
況
は
「
〝
文
学
の
神
様
〟
帰
る
」（『
文
芸
通
信
』
一
九
三
六
年
一
〇
月
）
な
ど
の
記
事
か
ら
う
か
が
い
知
れ
る
。
当
時
の
東

京
駅
の
様
子
に
つ
い
て
、
中
山
義
秀
は
「
駅
へ
き
て
み
る
と
、
大
変
な
見
送
り
人
で
あ
る
。
ホ
ー
ム
に
出
る
際
、
地
下
道
で
武
田
麟
太

郎
や
林
芙
美
子
等
の
姿
を
見
か
け
た
。
ホ
ー
ム
に
の
ぼ
っ
て
み
る
と
、
横
光
の
車
窓
の
前
は
、
二
重
に
も
三
重
に
も
列
を
つ
く
っ
て
、

人
波
が
う
ず
ま
い
て
い
る
」
（
『
台
上
の
月
』
新
潮
社
、
一
九
六
三
年
四
月
、
一
五
七
頁
）
と
回
想
し
て
い
る
。 

（
５
） 

初
出
か
ら
初
版
（
戦
前
版
テ
キ
ス
ト
）
に
お
け
る
本
文
異
同
や
各
篇
の
構
成
意
識
に
つ
い
て
は
、
古
矢
篤
史
「
洋
上
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
の

肖
像 

横
光
利
一
「
矢
代
の
巻
」
（
『
旅
愁
』）
の
往
路
を
め
ぐ
る
考
察
」
（
『
繍
』
一
九
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
が
端
的
に
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
参
考
に
な
る
。
古
矢
は
、
一
九
四
〇
年
六
月
に
改
造
社
か
ら
単
行
本
『
旅
愁
』
が
刊
行
さ
れ
る
際
、
そ
の
第
一
篇
の
構
成
が
、

「
矢
代
の
巻
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
『
東
京
日
日
新
聞
』
連
載
六
五
回
分
と
、
一
年
半
以
上
の
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
あ
っ
た

『
文
芸
春
秋
』
（
一
九
三
九
年
五
月
―
一
九
四
〇
年
四
月
）
全
一
二
回
の
内
の
最
初
の
三
回
分
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
点
に
注
目
す

る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
初
出
か
ら
初
版
に
か
け
て
の
構
成
意
識
の
「
再
分
節
化
が
い
か
に
『
旅
愁
』
の
執
筆
さ
れ
た
時
代
性
を
見
え

な
く
さ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
」
を
指
摘
す
る
。 
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第
一
章 

航
路

ル

ー

ト

を
詠
む
・
起
源

ル

ー

ツ

を
詠
む 

―
―
横
光
利
一
と
洋
上
句
会
―
― 

   

一 

欧
州
航
路
を
詠
む 

 

一
八
九
六
年
三
月
、
日
本
で
欧
州
航
路
が
開
通
す
る
。
洋
行
と
呼
ば
れ
る
時
代
の
始
ま
り
で
あ
る
。
日
本
の
名
立
た
る
知
識
人
達
（
政
治
家
・

官
吏
・
学
者
・
実
業
家
）
は
、
日
本
郵
船
の
船
に
乗
り
込
み
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
う
。
彼
ら
は
西
洋
の
思
想
や
技
術
を
取
得
し
、
帰
国
後
そ
の
経

験
を
も
と
に
日
本
の
近
代
化
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

し
か
し
、
航
路
と
い
う
体
験
そ
の
も
の
に
着
目
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
単
な
る
目
的
地
へ
の
途
上
と
だ
け
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
多
様
な
問

題
を
含
み
込
ん
で
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
和
田
博
文
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
を
中
心
と
す
る
列
強
の
植
民
地
化
の
趨
勢
や
、
異
文
化
接
触
に

よ
る
他
者
と
の
出
会
い
（
こ
れ
は
同
時
に
日
本
人
と
い
う
意
識
の
問
い
直
し
に
も
繋
が
る
）
と
い
っ
た
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。 
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欧
州
航
路
紀
行
史
の
他
者
と
自
己
を
め
ぐ
る
声
は
一
様
で
は
な
い
、
し
か
し
様
々
な
声
が
反
響
す
る
な
か
で
、
主
調
音
の
よ
う
に
束
ね
ら
れ

て
く
る
声
が
あ
る
。
そ
れ
は
ア
ジ
ア
を
植
民
地
化
し
て
き
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
強
に
対
す
る
憤
り
で
あ
り
、
植
民
地
を
統
轄
す
る
イ
ギ
リ
ス
へ

の
感
嘆
で
あ
り
、
極
東
の
帝
国
を
目
指
す
願
望
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
主
調
音
が
交
錯
す
る
先
に
、
や
が
て
「
大
東
亜
戦
争
」
に
突
き
進
ん
で
い

く
、
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
構
想
が
姿
を
現
す
の
で
あ
る
。
（「
欧
州
航
路
の
海
図 

地
中
海
東
部
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
峡
」
『
海
の

上
の
世
界
地
図 

欧
州
航
路
紀
行
史
』
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
一
月
、
二
六
頁
） 

 

和
田
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
欧
州
航
路
で
の
体
験
は
、
日
本
人
の
西
洋
列
強
に
対
す
る
憧
憬
と
反
発
、
植
民
地
化
さ
れ
て
い
た
ア
ジ
ア
諸
国
を

ど
の
よ
う
に
日
本
人
が
み
て
き
た
の
か
、
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
視
点
が
や
が
て
戦
争
へ
突
き
進
ん
で
い
く
日
本
の
時
代
状
況
と
ど
の
よ
う
に
結
び

つ
い
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
問
題
が
内
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

近
年
こ
う
し
た
問
題
意
識
が
あ
っ
て
か
、
欧
州
航
路
で
の
体
験
を
取
り
上
げ
た
研
究
書
が
数
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
先
で
挙
げ
た

和
田
博
文
『
海
の
上
の
世
界
地
図 

欧
州
航
路
紀
行
史
』
は
、
膨
大
な
資
料
を
用
い
つ
つ
、
航
路
開
通
前
史
か
ら
戦
後
ま
で
の
約
一
〇
〇
年
に
わ

た
る
欧
州
航
路
史
を
編
ん
で
い
る
。
橋
本
順
光
・
鈴
木
禎
宏
編
『
欧
州
航
路
の
文
化
誌 

寄
港
地
を
読
み
解
く
』（
青
弓
社
、
二
〇
一
七
年
一
月
）

は
、
和
辻
哲
郎
の
『
風
土
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
九
月
）
を
分
析
の
中
心
に
添
え
つ
つ
も
、
寄
港
地
と
い
う
視
点
か
ら
渡
航
者
の
体
験
や
そ

こ
で
の
特
色
を
描
き
出
し
て
い
る
点
で
興
味
深
い
。
木
畑
洋
一
『
帝
国
航
路

エ
ン
パ
イ
ア
ル
ー
ト

を
往
く 

イ
ギ
リ
ス
植
民
地
と
近
代
日
本
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
八

年
一
二
月
）
で
は
副
題
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
体
制
下
の
ア
ジ
ア
地
域
を
日
本
人
は
ど
の
よ
う
に
経
験
し
、
思
索
を
深

め
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
取
り
上
げ
た
三
冊
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
な
観
点
を
打
ち
出
し
つ
つ
も
、
日
本
の
近
代
化
や

寄
港
地
先
で
の
体
験
へ
の
注
目
が
共
通
し
て
お
り
、
今
後
欧
州
航
路
の
問
題
を
考
え
る
上
で
の
必
読
文
献
と
な
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。 
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た
だ
、
こ
れ
ら
の
著
書
を
足
掛
か
り
に
日
本
人
渡
航
者
の
紀
行
文
を
い
く
つ
か
読
ん
で
い
く
と
、
気
に
な
る
点
が
一
つ
浮
か
び
上
が
っ
て
く

る
。
そ
れ
は
、
渡
航
者
の
多
く
が
船
上
な
い
し
寄
港
先
で
頻
繁
に
俳
句
（
も
し
く
は
短
歌
）
を
詠
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
俳
句
が
小

説
な
ど
と
は
異
な
り
、
文
学
に
あ
ま
り
縁
の
な
い
人
々
で
も
気
軽
に
詠
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
そ
の
要
因
に
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
だ
け
で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
渡
航
者
が
俳
句
を
詠
も
う
と
す
る
の
か
と
い
う
欲
望
そ
の
も
の
に
ま
で
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

こ
こ
で
参
考
と
な
る
の
は
、
後
に
本
章
で
も
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
高
浜
虚
子
の
文
章
で
あ
る
。
虚
子
は
、
一
九
三
六
年
の
欧
州
航
路
で
の
体
験

の
際
に
打
電
・
発
表
し
た
「
花
鳥
諷
詠
を
説
く
」
（『
渡
仏
日
記
』
改
造
社
、
一
九
三
六
年
八
月
）
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

船
は
領
土
の
延
長
で
あ
つ
て
、
マ
ル
セ
ー
ユ
に
着
き
ロ
ン
ド
ン
に
着
く
の
は
其
処
ま
で
日
本
の
領
土
が
延
長
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
つ

て
、
日
本
の
本
土
と
音
信
す
る
の
に
も
日
本
の
料
金
で
自
由
に
無
線
電
信
を
も
つ
て
通
信
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
花
鳥
諷
詠
の
詩
を

か
れ
等
に
説
く
こ
と
は
、
花
鳥
諷
詠
国
の
領
土
の
延
長
と
い
ふ
こ
と
が
出
来
る
。（
四
六
五
頁
） 

 

船
で
の
渡
航
や
、
俳
句
の
国
際
的
な
広
が
り
が
「
領
土
の
延
長
」
に
繋
が
る
と
い
う
虚
子
の
指
摘
は
興
味
深
い
。
橋
本
順
光
は
こ
の
文
章
や
、

虚
子
の
「
熱
帯
季
題
」
論
（
こ
れ
も
本
章
に
て
後
述
し
て
い
く
）
を
取
り
上
げ
、「
虚
子
の
旅
は
極
言
す
れ
ば
欧
州
航
路
の
領
土
化
と
要
約
す
る
こ

と
さ
え
可
能
だ
ろ
う
。（
中
略
）
虚
子
以
前
に
も
、
俳
句
や
歌
、
漢
詩
は
洋
行
の
途
上
で
よ
く
詠
ま
れ
て
た
が
、
無
聊
を
慰
め
る
手
遊
び
の
域
を
出

る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
虚
子
は
、
そ
れ
を
は
っ
き
り
「
花
鳥
諷
詠
国
の
領
土
」
の
拡
大
と
明
言
し
、
熱
帯
を
含
め
て
世
界
の
名
所
を
自
国
語
化
し

た
の
で
あ
る
」
（
「
欧
州
航
路
の
文
学 

船
の
自
国
化
と
紀
行
の
自
国
語
化
」『
欧
州
航
路
の
文
化
誌 

寄
港
地
を
読
み
解
く
』
青
弓
社
、
二
〇
一
七

年
一
月
、
三
四
―
三
五
頁
）
と
評
価
付
け
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
虚
子
の
俳
句
に
よ
る
「
領
土
の
延
長
」
化
の
志
向
が
、
植
民
地
化
の
欲
望
と
も
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捉
え
直
す
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
外
国
の
風
物
を
俳
句
に
よ
っ
て
詠
む
、
言
い
換
え
れ
ば
「
自
国
語
化
」
し
て
い
く
と
い
う
行

為
は
、
先
の
渡
航
者
の
俳
句
を
詠
む
欲
望
と
通
底
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
欧
州
航
路
で
俳
句
を
詠
む
と
い
う
こ
と
は
、
日

本
的
な
表
象
行
為
に
軸
足
を
置
き
つ
つ
、
日
本
の
外
に
あ
る
未
知
な
る
風
物
を
分
節
化
し
、
把
握
し
て
い
く
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
１
）
。

そ
し
て
こ
れ
は
同
時
に
、
俳
句
が
国
境
を
越
え
て
い
く
こ
と
で
生
じ
る
問
題
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
く
る
だ
ろ
う
。 

以
上
の
よ
う
な
観
点
も
踏
ま
え
つ
つ
、
本
章
で
は
横
光
利
一
の
欧
州
航
路
で
詠
ま
れ
た
俳
句
に
注
目
す
る
。
横
光
は
一
九
三
六
年
に
日
本
郵
船

箱
根
丸
に
乗
船
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
う
。
こ
の
箱
根
丸
に
先
ほ
ど
言
及
し
た
高
浜
虚
子
が
同
船
し
て
い
た
の
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

だ
が
、
そ
こ
で
洋
上
句
会
が
計
五
回
催
さ
れ
て
い
る
。
句
会
で
の
横
光
の
詠
ん
だ
句
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
横
光
が
外
国
の
風
物
を

日
本
語
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
そ
の
変
遷
と
問
題
点
を
抽
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
章
の
も
う
ひ
と
つ
の
目
的
と
し
て
、
帰
国
後
の
横

光
の
日
本
回
帰
の
問
題
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
行
論
で
指
摘
さ
れ
た
欧
州
航
路
に
お
け
る
西
洋
へ
の
憧
憬
や
反
発
と
い
っ
た
視
点
を
考
慮
に
入
れ
れ

ば
、
横
光
の
帰
国
後
の
創
作
活
動
に
も
欧
州
航
路
で
の
体
験
が
何
か
し
ら
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
欧
州

航
路
―
俳
句
―
日
本
回
帰
と
い
っ
た
関
係
性
を
視
野
に
い
れ
つ
つ
、
横
光
の
洋
上
句
会
で
の
俳
句
を
吟
味
し
て
い
こ
う
（
２
）
。 

 

二 

揺
れ
る
船
内
・
身
体
・
心
情 

 

横
光
利
一
は
一
九
三
六
年
二
月
二
〇
日
、
神
戸
港
か
ら
日
本
郵
船
箱
根
丸
に
乗
船
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
う
。
横
光
を
乗
せ
た
箱
根
丸
は
上

海
・
香
港
・
ペ
ナ
ン
・
コ
ロ
ン
ボ
・
ア
デ
ン
・
カ
イ
ロ
な
ど
の
寄
港
地
を
経
由
し
な
が
ら
、
三
月
二
七
日
マ
ル
セ
イ
ユ
に
到
着
。
横
光
は
そ
こ
で
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下
船
し
、
翌
日
パ
リ
へ
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
約
四
〇
日
間
の
船
旅
で
あ
っ
た
。 

横
光
の
欧
州
航
路
で
の
体
験
を
考
え
る
上
で
、
箱
根
丸
の
機
関
長
で
あ
る
上
ノ
畑
純
一
の
存
在
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
上
ノ
畑
は
機
関

長
で
あ
る
と
同
時
に
虚
子
の
弟
子
で
あ
り
、
「
楠
窓

な
ん
そ
う

」
と
い
う
俳
号
が
あ
っ
た
。
横
光
・
虚
子
・
上
ノ
畑
の
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
今
回
の
航
海
の
日

程
や
出
来
事
を
紀
行
文
に
書
き
残
し
て
い
る
。
横
光
は
「
欧
州
紀
行
」（
『
欧
州
紀
行
』
創
元
社
、
一
九
三
七
年
四
月
）、
虚
子
は
『
渡
仏
日
記
』

（
改
造
社
、
一
九
三
六
年
八
月
）
、
そ
し
て
上
ノ
畑
は
彼
の
追
悼
の
際
に
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
『
楠
窓
を
偲
ぶ
』（
日
比
和
一
編
、
故
上
ノ
畑
純
一

氏
遺
稿
追
憶
記
編
纂
所
、
一
九
四
〇
年
三
月
）
の
中
の
諸
編
で
あ
る
。
三
者
の
紀
行
文
を
そ
れ
ぞ
れ
対
置
し
て
い
く
こ
と
で
、
横
光
の
欧
州
航
路

で
の
体
験
の
内
実
を
よ
り
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
３
）
。 

横
光
の
四
〇
日
間
の
船
上
生
活
に
お
い
て
、
虚
子
と
上
ノ
畑
と
の
出
会
い
は
、
大
き
な
意
味
を
も
た
ら
す
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
際
た
る
例
が
航

海
中
、
上
ノ
畑
の
発
案
に
よ
り
船
上
に
て
句
会
が
催
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
『
楠
窓
を
偲
ぶ
』
収
録
の
上
ノ
畑
の
文
章
「
一
日
一
信 

虚
子
先
生
に

随
伴
し
て
」（
４
）

と
い
う
航
海
日
誌
に
よ
る
と
、
出
発
か
ら
一
〇
日
過
ぎ
く
ら
い
か
ら
、
船
客
の
中
に
虚
子
か
ら
俳
句
を
学
び
た
い
と
い
う
人
が
出

て
き
た
の
で
、
洋
上
句
会
を
催
す
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
〇
頁
）
。
こ
の
句
会
の
参
加
者
の
中
に
は
、
東
洋
史
学
研
究
者
の

宮
崎
市
定
や
、
歯
車
研
究
で
著
名
な
成
瀬
政
男
、
陸
軍
所
属
の
長
谷
部
照
伍
な
ど
が
い
た
。
例
え
ば
宮
崎
市
定
は
、
当
時
船
内
で
は
一
等
か
ら
三

等
に
分
か
れ
て
お
り
上
甲
板
は
す
べ
て
一
等
船
室
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
が
、
上
ノ
畑
か
ら
洋
上
句
会
に
誘
わ
れ
た
た
め
一
等
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
に
出

入
り
で
き
た
と
回
想
し
て
い
る
（
５
）
。
洋
上
句
会
が
、
日
本
人
同
士
の
階
級
差
を
超
え
、
交
流
し
始
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
横
光
も

三
月
一
日
「
私
は
船
客
や
船
員
達
と
殆
ど
友
達
に
な
つ
て
し
ま
つ
た
」、
三
月
二
日
「
欧
州
航
路
の
船
客
と
い
ふ
も
の
は
、
ど
こ
か
の
学
校
へ
入
学

し
た
や
う
な
も
の
だ
」
と
述
べ
、
洋
上
句
会
以
後
船
客
と
の
交
流
が
徐
々
に
増
え
始
め
て
い
く
。 

句
会
は
航
海
中
計
五
回
開
催
さ
れ
、
場
所
も
香
港
・
ペ
ナ
ン
・
コ
ロ
ン
ボ
・
ア
デ
ン
と
い
っ
た
各
寄
港
地
間
で
の
洋
上
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
句
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会
の
テ
ー
マ
で
あ
る
兼
題
も
、
そ
の
寄
港
先
や
地
域
の
海
上
に
ま
つ
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
横
光
自
身
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
句
会
に
臨
ん
で
い

た
の
だ
ろ
う
か
。
上
ノ
畑
は
『
楠
窓
を
偲
ぶ
』
所
収
の
「
横
光
利
一
の
〝
俳
句
〟 

渡
欧
船
中
の
を
り

く
」
に
て
、「
最
も
熱
心
で
、
そ
し
て
最

も
真
面
目
な
句
作
者
で
あ
つ
て
、
少
し
身
体
の
具
合
が
悪
い
と
云
ふ
時
で
も
、
決
し
て
句
会
を
休
ま
れ
た
事
は
な
か
つ
た
」（
七
五
頁
）
と
記
し
て

い
る
。
加
え
て
、
上
ノ
畑
が
記
し
た
次
の
横
光
の
発
言
も
興
味
深
い
。
「
小
説
を
作
る
者
に
は
俳
句
の
表
現
法
を
知
つ
て
置
く
と
大
変
役
に
立
つ
。

殊
に
今
の
小
説
家
を
志
望
す
る
若
い
者
の
心
理
は
混
乱
し
て
居
る
。
そ
れ
を
統
一
づ
け
る
為
に
も
役
に
立
つ
。
／
小
説
の
骨
子
は
多
く
人
事
の
葛

藤
で
あ
る
が
、
之
を
助
け
る
描
写
に
は
俳
句
で
唱
へ
る
写
生
が
必
要
と
思
ふ
」（
七
三
頁
）。
こ
れ
は
一
見
す
る
と
小
説
家
志
望
の
若
者
へ
向
け
た

創
作
指
南
の
考
え
な
の
だ
が
、
横
光
自
身
の
句
会
で
の
姿
勢
と
も
通
じ
て
い
る
だ
ろ
う
。
横
光
は
句
会
当
日
の
二
月
二
九
日
、
妻
へ
の
手
紙
の
中

に
「
船
中
の
心
理
の
移
動
、
及
び
自
然
を
地
図
と
引
き
く
ら
べ
て
見
て
ゐ
て
貰
ひ
た
い
」
（「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
横
光
千
代
子
宛
書
簡
」）
と
書
き

記
し
て
い
た
（
６
）
。
船
旅
と
い
う
外
の
風
景
と
比
例
し
変
化
し
て
い
く
自
身
の
心
理
、
そ
れ
を
俳
句
と
い
う
自
己
と
風
物
と
の
関
係
の
中
で
捉
え
て

い
く
表
象
行
為
に
よ
っ
て
、
把
握
も
し
く
は
統
一
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
横
光
の
狙
い
が
読
み
取
れ
る
。
計
五
回
の
洋
上
句
会
で
詠
ま
れ
た
横
光

の
俳
句
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
横
光
が
ど
の
よ
う
に
外
国
の
風
物
を
知
覚
・
表
象
し
、
そ
の
心
理
が
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

そ
の
際
参
考
と
な
る
の
は
、
先
で
紹
介
し
た
上
ノ
畑
の
「
一
日
一
信
」
で
あ
る
。
こ
の
航
海
日
誌
に
は
、
全
五
回
の
句
会
に
つ
い
て
の
詳
細
な

情
報
、
例
え
ば
句
会
参
加
者
や
会
場
、
そ
し
て
参
加
者
一
人
に
つ
き
一
句
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
欧
州
航
路
と
い
う
同
じ
空
間
で
比
較
的
共
通
の

景
色
を
見
て
き
た
句
会
参
加
者
が
、
ど
の
よ
う
な
場
面
を
切
り
取
り
、
そ
こ
に
自
己
の
感
傷
を
乗
せ
て
い
っ
た
の
か
。
他
の
参
加
者
が
詠
ん
だ
俳

句
も
適
宜
参
照
す
る
こ
と
で
、
横
光
の
俳
句
の
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
、「
一
日
一
信
」
の
中
で
兼
題
が
記
さ
れ
て
い
る

点
も
重
要
で
あ
る
。
句
会
当
日
に
出
さ
れ
る
席
題
と
は
異
な
り
、
兼
題
は
事
前
に
句
会
の
題
が
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
参
加
者
は
そ
の
題
を
頭



第一章 航路
ル ー ト

を詠む・起源
ル ー ツ

を詠む

 

- 22 - 

 

に
入
れ
つ
つ
、
寄
港
先
や
船
内
の
情
景
を
切
り
取
っ
て
い
こ
う
と
心
掛
け
て
い
く
。
つ
ま
り
、
俳
句
を
詠
む
よ
う
に
外
国
の
風
物
を
知
覚
し
て
い

く
の
で
あ
る
。
横
光
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
帰
国
後
、
水
原
秋
櫻
子
と
の
対
談
の
中
で
、「
俳
句
の
題
が
出
て
か
ら
一
日
位
そ
の
こ
と
を
考
へ
て

居
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
質
問
さ
れ
た
の
に
対
し
、
横
光
は
「
考
へ
ま
す
ね
。
し
か
し
、
題
が
出
て
考
へ
る
や
う
ぢ
や
ま
だ
だ
ら
し
が

な
い
」
（
「
対
談
記
」
『
俳
句
研
究
』
三
巻
一
二
号
、
一
九
三
六
年
一
二
月
）
と
答
え
て
い
る
。
横
光
は
兼
題
に
よ
っ
て
、
外
国
の
風
物
を
い
か
に
し

て
俳
句
の
よ
う
に
知
覚
し
、
詠
み
と
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
意
識
に
苛
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
位
田
将
司
の
、「『
欧
州
紀
行
』
の
パ

ラ
グ
ラ
フ
は
短
く
切
ら
れ
て
お
り
「
写
生
―
俳
句
」
が
は
ら
む
「
短
」
さ
の
集
積
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
の
各
パ
ラ
グ
ラ
フ
の

末
尾
は
「
俳
句
」
で
結
ば
れ
る
」
（
「『
欧
州
紀
行
』
と
い
う
「
純
文
学
」 

「
純
粋
小
説
論
」
と
自
意
識
を
め
ぐ
る
「
穴
」」『「
感
覚
」
と
「
存

在
」 

横
光
利
一
を
め
ぐ
る
「
根
拠
」
へ
の
問
い
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
四
年
四
月
、
二
三
九
頁
）
と
い
う
指
摘
も
、
上
記
の
よ
う
な
意
識
に
起

因
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
周
知
の
通
り
、
横
光
は
「
話
す
よ
う
に
書
く
」
で
は
な
く
、「
書
く
よ
う
に
書
く
」
こ
と
を
実
践
し
て
き
た
作
家
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
と
欧
州
航
路
で
の
体
験
を
書
記
化
す
る
際
に
至
っ
て
は
、「
書
く
よ
う
に
書
く
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
詠
む
よ
う
に
書
く
」
と
い
っ

た
方
が
正
確
だ
と
い
え
る
。 

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
つ
つ
、
第
一
回
洋
上
句
会
で
の
俳
句
か
ら
吟
味
し
て
い
き
た
い
。
第
一
回
目
は
二
月
二
九
日
、
香
港―

シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
間
の
船
上
で
開
催
さ
れ
た
。
兼
題
は
、
「
桃
」
と
「
香
港
嘱
目
」
で
あ
っ
た
。
嘱
目
と
は
、
目
に
触
れ
た
も
の
詠
む
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
で
横
光
は
、
「
天
井
に
潮
ざ
ゐ
映
る
昼
寝
か
な
」
と
い
う
句
を
提
出
し
て
い
る
。
他
の
参
加
者
の
句
を
確
認
し
て
い
く
と
「
香
港
の
春
暁
の
船
皆

動
く
」
（
高
浜
虚
子
）
、「
は
な
む
け
の
桃
吹
き
ほ
こ
る
サ
ル
ン
か
な
」（
奥
田
彩
坡
（
７
）
）、「
両
替
て
春
の
波
止
場
に
立
ち
に
け
り
」（
成
瀬
政
男
）

な
ど
、
旅
立
つ
際
の
別
れ
や
航
海
し
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
、
船
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
な
ど
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
他
の
参
加
者
の
中
で
比
較

的
横
光
と
同
じ
よ
う
な
シ
ー
ン
を
詠
ん
だ
句
と
し
て
は
、
上
ノ
畑
の
「
窓
の
外
は
廈
門
沖
と
や
桃
の
花
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
上
ノ
畑
は
部
屋
の
中
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か
ら
、
兼
題
で
あ
る
「
桃
」
や
「
香
港
」
を
上
手
く
取
り
入
れ
つ
つ
句
を
詠
ん
で
い
る
が
、
横
光
は
そ
う
し
た
窓
の
外
の
風
景
で
は
な
く
、
部
屋

の
天
井
を
見
て
、
そ
こ
に
反
射
し
た
潮
騒
の
光
景
を
描
出
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

「
欧
州
紀
行
」
を
み
て
い
く
と
、
当
時
横
光
が
多
く
筆
を
割
い
て
い
た
の
は
、
船
上
生
活
を
経
る
こ
と
で
生
じ
た
身
体
へ
の
意
識
と
、
変
化
の
な

い
海
の
様
子
に
つ
い
て
で
あ
る
。
句
会
の
前
日
、
二
月
二
八
日
に
は
、
船
が
揺
れ
動
く
こ
と
で
頭
が
朦
朧
と
な
っ
て
い
き
、「
外
は
眼
に
触
れ
る
も

の
海
ば
か
り
だ
。
二
尺
の
高
さ
の
窓
の
中
央
に
あ
る
水
平
線
が
、
窓
い
つ
ぱ
い
に
上
つ
た
り
下
つ
た
り
し
て
ゐ
る
だ
け
」
と
あ
る
。
句
会
で
提
出

し
た
句
は
、
こ
の
よ
う
な
航
海
直
後
の
経
験
を
詠
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
興
味
深
い
の
は
上
ノ
畑
が
記
し
た
横
光
と
虚
子
と
の
会
話
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
横
光
が
虚
子
に
「
海
外
の
風
物
を
句
に
す
る
に
字
余
り
に
な
つ
て
困
り
ま
す
。
ベ
ッ
ド
の
上
に
横
た
は
つ
て
、
白
い
ペ
ン
キ
で

塗
つ
た
天
井
に
青
い
湖
が
キ
ラ

く
映
る
の
を
句
に
し
よ
う
と
し
て
も
、
ど
う
し
て
も
字
が
余
つ
て
困
り
ま
し
た
」（「
横
光
利
一
の
〝
俳
句
〟 

渡
欧
船
中
を
り

く
」
前
掲
、
七
四
―
七
五
頁
）
と
漏
ら
し
て
い
る
。
海
外
の
風
物
や
船
内
で
の
自
身
の
心
境
を
一
七
文
字
と
い
う
俳
句
の
定
型

に
沿
っ
て
表
現
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
横
光
は
吐
露
し
て
い
る
（
８
）
。
船
が
揺
れ
動
く
た
め
頭
が
朦
朧
し
て
い
る
状
態
に
陥
り
、
そ
の
た
め
外
の
風

景
を
見
ず
室
内
に
て
昼
寝
を
試
み
よ
う
と
す
る
が
、
天
井
に
も
海
が
映
し
出
さ
れ
て
い
く
。
本
来
足
許
に
あ
る
は
ず
の
海
が
天
井
に
も
映
し
出
さ

れ
る
光
景
に
、
揺
れ
る
船
内
と
睡
眠
に
よ
る
半
覚
醒
的
な
身
体
感
覚
が
相
ま
っ
て
、
海
が
四
方
八
方
を
取
り
囲
ん
で
い
る
と
い
っ
た
横
光
の
内
向

的
な
心
情
が
象
徴
的
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

続
い
て
、
第
二
回
目
の
洋
上
句
会
で
あ
る
。
第
二
回
目
は
、
三
月
三
日
、
香
港―

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
間
で
開
催
さ
れ
、
兼
題
は
「
雛
」
と
「
更

衣
」
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
横
光
は
、「
カ
ム
ラ
ン
の
島
浅
黄
な
る
更
衣
（
９
）
」
を
提
出
し
て
い
る
。
他
の
参
加
者
の
中
で
「
更
衣
」
を
取
り
入
れ
た

句
を
み
て
み
る
と
、
「
更
衣
カ
ム
ラ
ン
沖
で
あ
り
に
け
り
」（
寺
井
俊
坊
）、「
ト
ラ
ン
ク
を
か
き
乱
し
つ
つ
更
衣
」（
成
瀬
政
男
）、「
食
堂
の
ボ
ー
イ

美
し
更
衣
」
（
奥
田
彩
坡
）
、
「
ま
の
あ
た
り
高
趾
支
那
と
よ
更
衣
」（
長
谷
部
照
伍
）
な
ど
が
並
ぶ
。
横
光
と
似
た
よ
う
な
情
景
を
詠
ん
だ
句
と
し
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て
は
、
『
渡
仏
日
記
』
内
で
紹
介
さ
れ
た
虚
子
自
身
の
句
「
衣
更
て
甲
板
に
出
ぬ
島
見
ゆ
る
」（
四
二
頁
）
が
そ
れ
に
該
当
す
る
だ
ろ
う
か
。
し
か

し
、
虚
子
を
含
め
た
他
の
参
加
者
の
句
と
比
較
し
て
み
て
も
、
横
光
は
自
分
自
身
や
船
内
の
人
々
が
衣
更
し
た
情
景
で
は
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
の
カ

ム
ラ
ン
湾
に
あ
る
島
（
お
そ
ら
く
ビ
ン
バ
ー
島
だ
と
思
わ
れ
る
）
が
、
夕
日
も
し
く
は
朝
日
に
よ
っ
て
色
が
徐
々
に
変
化
し
て
い
く
様
を
詠
ん
で

い
る
。 

句
会
の
開
催
日
時
が
三
月
三
日
の
雛
祭
で
あ
る
点
も
注
目
に
値
す
る
。
虚
子
の
『
渡
仏
日
記
』
内
に
は
、
当
日
季
節
感
を
出
す
た
め
、
朝
食
の

際
に
雛
祭
り
の
絵
葉
書
が
配
ら
れ
、
昼
過
ぎ
に
は
桜
餅
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
四
二
頁
）。
加
え
て
上
ノ
畑
の
「
一
日
一
信
」

に
よ
れ
ば
、
「
部
屋
の
湿
度
八
十
八
度
、
朝
か
ら
海
水
着
を
着
て
プ
ー
ル
に
通
ふ
男
女
船
客
の
姿
を
見
る
な
ど
、
聊
か
雛
気
分
に
そ
ぐ
は
な
い
」
と

考
え
、
句
会
の
会
場
内
に
雛
人
形
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
い
う
（
一
〇
四
―
一
〇
五
頁
）
。
赤
道
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
温
度
や
湿
度
が
高
く
な
り
、

徐
々
に
夏
服
に
着
替
え
始
め
る
船
内

（

１０
）

の
中
で
、
雛
祭
り
と
い
う
日
本
的
時
間
を
演
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
兼
題
が
「
雛
」（
春
）
と

「
更
衣
」
（
初
夏
）
と
い
う
異
な
っ
た
季
語
な
の
も
象
徴
的
で
あ
ろ
う
。
先
の
参
加
者
の
何
人
か
の
句
に
は
、
そ
の
よ
う
な
船
内
で
の
身
体
的
な
体

感
と
日
本
的
時
間
と
の
落
差
を
詠
ん
だ
も
の
も
み
ら
れ
る
。 

横
光
の
句
に
戻
れ
ば
、
横
光
は
「
欧
州
紀
行
」
の
中
に
先
の
句
以
外
に
も
「
古
里
の
便
り
は
無
事
と
衣
更
」
と
「
衣
更
は
る
か
に
椰
子
の
傾
け

る
」
が
虚
子
の
入
選
に
入
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。「
古
里
の
…
」
に
お
い
て
は
、
日
本
に
残
し
て
来
た
家
族
と
の
距
離
の
遠
さ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
便
り
に
記
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
国
内
の
状
況
と
は
異
な
り
、
イ
マ
・
コ
コ
の
自
分
は
「
衣
更
」
を
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
季
節
観
の
違

い
も
看
取
で
き
よ
う
。
ま
た
、
「
衣
更
…
」
と
先
ほ
ど
の
「
カ
ム
ラ
ン
の
…
」
の
両
句
に
共
通
し
て
い
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
は
、「
カ
ム
ラ
ン
の

島
」
や
「
椰
子
」
と
い
っ
た
現
地
の
風
物
を
遠
く
船
上
か
ら
眺
め
て
い
る
点
に
あ
る

（

１１
）

。
日
本
か
ら
遠
く
離
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
ま
だ
外
国
の
寄

港
先
に
対
し
て
も
積
極
的
に
感
情
を
向
け
よ
う
と
し
な
い
、
い
わ
ば
船
内
で
漂
っ
て
い
る
横
光
の
心
境
が
読
み
取
れ
る
。
第
一
回
目
の
句
で
は
、
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船
か
ら
外
の
風
物
を
見
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
第
二
回
で
は
一
見
外
界
の
風
景
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ
横
光
の
対
象
と
の

物
理
的
・
心
理
的
な
距
離
の
遠
さ
が
継
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

三 

ず
れ
始
め
る
季
節
・
季
語
・
月 

 

次
に
第
三
回
と
第
四
回
の
句
会
で
の
俳
句
を
連
続
し
て
み
て
い
き
た
い
。
第
三
回
は
、
三
月
九
日
ペ
ナ
ン―

コ
ロ
ン
ボ
間
に
て
開
催
さ
れ
、
兼

題
は
寄
港
地
で
あ
る
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
」
も
し
く
は
「
ペ
ナ
ン
」
、
そ
し
て
「
洋
上
」
に
関
す
る
嘱
目
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
横
光
は
「
京
に
似
し
彼

南
は
月
の
真
下
に
て
」
を
提
出
し
て
い
る
。
第
四
回
は
、
三
月
一
三
日
コ
ロ
ン
ボ―

ア
デ
ン
間
な
の
だ
が
、
上
ノ
畑
の
文
章
に
は
兼
題
の
記
載
は

な
い
。
た
だ
、
礪
波
美
和
子
が
既
に
指
摘
（
「
高
濱
虚
子
・
横
光
利
一
ら
の
洋
上
句
会 

宮
崎
市
定
の
サ
イ
ン
帳
と
『
楠
窓
を
偲
ぶ
』
を
中
心
に
」

前
掲
）
し
て
い
る
よ
う
に
、
句
会
の
際
「
印
度
洋
」
と
い
う
言
葉
は
「
熱
帯
季
題
」
で
あ
る
と
虚
子
か
ら
説
明
を
受
け
た
と
上
ノ
畑
が
記
述
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
兼
題
は
「
熱
帯
季
題
」
だ
と
推
測
で
き
る
。
そ
こ
で
横
光
は
「
十
五
夜
の
月
は
シ
ネ
マ
の
上
に
あ
り
」
を
提
出
し
て
い
る
。 

こ
こ
で
押
さ
え
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の
は
、
先
の
「
熱
帯
季
題
」
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
二
回
目
の
句
会
の
状
況
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
外
国
の
風
物
を
俳
句
と
い
う
日
本
的
な
表
象
方
法
で
詠
ん
で
い
く
と
、
四
季
が
異
な
る
外
国
で
ど
の
よ
う
に
季
語
を
用
い
れ
ば
よ
い
の
か
と

い
う
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
。
そ
こ
で
、
虚
子
は
熱
帯
地
域
で
も
通
用
す
る
「
熱
帯
季
題
」
を
新
た
に
創
出
し
こ
れ
を
提
唱
し
て
い
く
。
虚
子
は

三
月
一
〇
日
、
上
ノ
畑
に
口
述
筆
記
を
さ
せ
発
表
し
た
「
熱
帯
季
題
小
論
」
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
提
言
し
て
い
る
。「
季
題
は
ど
こ
ま
で
も
動

か
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
置
い
て
、
新
た
に
夏
の
部
に
、
熱
帯
と
い
ふ
一
部
を
設
け
て
そ
の
熱
帯
の
天
文
、
地
文
、
地
名
、
動
物
、
植
物
、
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著
名
な
行
事
等
は
、
そ
の
も
の
が
暑
い
熱
帯
の
季
感
を
現
は
す
も
の
と
し
て
季
題
と
な
り
得
る
と
い
ふ
こ
と
に
し
た
ら
よ
か
ら
う
と
思
ふ
」（『
渡

仏
日
記
』
前
掲
、
四
〇
四
頁
）
。
そ
し
て
虚
子
は
、
海
外
に
い
る
俳
人
た
ち
が
熱
帯
季
題
を
用
い
、
そ
の
土
地
特
有
の
風
物
を
写
生
し
「
花
鳥
諷

詠
」
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
へ
期
待
を
抱
い
て
い
く

（

１２
）

。
虚
子
の
こ
の
よ
う
な
考
え
は
帰
国
後
も
継
続
し
て
い
た
よ
う
で
、
虚
子
が
手
掛
け
て
い

た
『
新
歳
時
記
』
（
三
省
堂
出
版
）
の
一
九
四
〇
年
四
月
の
改
訂
版
の
際
、
夏
の
部
に
「
熱
帯
季
題
」
の
項
目
が
追
加
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

（

１３
）

。 横
光
も
出
航
当
初
か
ら
俳
句
に
お
け
る
季
節
や
季
語
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、
虚
子
に
次
の
よ
う
に
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
い
た
。

「
歳
時
記
に
は
、
例
へ
ば
春
暁
な
ん
と
云
ふ
、
実
に
簡
潔
な
文
字
で
多
く
の
内
容
を
コ
ン
デ
ン
ス
し
た
言
葉
が
沢
山
出
て
来
る
の
で
関
心
し
て
居

ま
す
。
然
し
初
心
者
が
歳
時
記
を
読
む
と
、
直
ぐ
無
雑
作
に
そ
れ
を
使
ひ
過
ぎ
て
、
却
つ
て
害
が
あ
り
は
し
な
い
で
せ
う
か
」
（
上
ノ
畑
楠
窓
「
横

光
利
一
の
〝
俳
句
〟 

渡
欧
船
中
の
を
り

く
」
前
掲
、
七
四
頁
）。
従
来
の
季
語
に
頼
り
切
ら
な
い
横
光
の
姿
勢
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
横
光
は
虚
子
の
「
熱
帯
季
題
」
論
の
説
明
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
対
す
る
横
光
の
反
応
は
、
虚
子
の
よ
う

に
積
極
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
「
欧
州
紀
行
」
三
月
一
二
日
に
お
い
て
「
私
は
俳
句
に
は
、
季
感
季
語
が
な
け
れ
ば
、
俳
句
で
は
な

い
と
思
ふ
。
し
か
し
、
熱
帯
へ
来
て
実
想
を
歪
め
て
ま
で
強
ひ
て
季
語
季
感
を
盛
る
必
要
は
今
の
と
こ
ろ
あ
る
ま
い
。
（
中
略
）
理
論
を
実
相
に
従

へ
る
べ
き
期
間
を
知
る
こ
と
が
何
事
も
肝
要
だ
」
と
記
す
。
こ
れ
ら
の
横
光
の
季
感
・
季
語
に
対
す
る
考
え
方
を
総
合
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。
つ
ま
り
、
季
語
に
は
先
人
達
が
積
み
重
ね
て
来
た
イ
メ
ー
ジ
や
意
味
内
容
が
幾
重
に
も
含
み
込
ま
れ
て
お
り
、
俳
句
の
初
心
者
が
そ
れ
を

無
批
判
に
、
ま
た
公
式
的
に
使
用
し
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
反
発
で
あ
る
。「
熱
帯
季
題
」
の
問
題
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
り
、
い
わ
ば
日
本
人
、
し
か

も
わ
ず
か
な
期
間
に
立
ち
寄
っ
た
だ
け
の
旅
行
者
が
演
繹
的
に
季
語
を
創
出
し
そ
れ
を
公
式
化
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
自
分
自
身
の
身

体
や
情
動
を
拠
り
所
に
し
て
、
未
知
の
外
国
の
風
物
や
そ
の
実
相
を
捉
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
っ
た
横
光
の
句
作
の
姿
勢
が
読
み
取
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れ
る

（

１４
）

。 

こ
の
よ
う
な
熱
帯
季
題
の
話
題
を
踏
ま
え
、
先
の
第
三
回
と
第
四
回
の
句
を
吟
味
し
て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
、
第
三
回
で
の
句
「
京
に
似
し
彼

南
は
月
の
真
下
に
て
」
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
ペ
ナ
ン
島
は
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
商
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ラ
イ
ト
の
提
案
に
よ
り
、
一
八
世
紀
に
イ
ギ

リ
ス
の
海
峡
植
民
地
と
な
り
、
そ
の
後
、
交
易
の
拠
点
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
く
。
横
光
た
ち
が
訪
れ
た
当
時
に
お
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
だ

け
で
は
な
く
、
中
国
人
・
イ
ン
ド
人
ら
多
様
な
民
族
が
集
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
形
成
し
て
い
っ
た
、
い
わ
ば
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
な
海
洋
都
市

で
あ
っ
た
。
当
日
の
ペ
ナ
ン
で
の
横
光
の
行
程
は
「
欧
州
紀
行
」
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
虚
子
の
『
渡
仏
日
記
』
に
よ
る
と
三
月
六

日
、
虚
子
と
上
ノ
畑
は
現
地
の
日
本
人
が
経
営
す
る
朝
日
ホ
テ
ル
の
人
達
に
ガ
イ
ド
を
頼
み
、
ペ
ナ
ン
の
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
か
ら
車
に
乗
り
、
蛇

寺
や
極
楽
寺
と
い
っ
た
ペ
ナ
ン
の
観
光
名
所
を
回
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
途
中
で
の
稲
田
の
田
園
風
景
を
虚
子
は
「
日
本
の
田
舎
と
酷
似
し

て
居
つ
た
」
（
六
二
頁
）
と
書
き
残
し
、
句
会
に
て
「
稲
田
あ
り
笯
あ
り
日
本
に
似
た
る
か
な
」
と
い
う
句
を
提
出
す
る
に
至
る
。
多
国
籍
な
交
易

都
市
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本
的
な
風
景
が
眼
前
に
広
が
っ
て
い
た
こ
と
へ
の
驚
き
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

（

１５
）

。
だ
と
す
れ
ば
、

横
光
も
同
様
の
光
景
を
目
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

他
の
句
会
参
加
者
の
句
を
み
て
み
る
と
、
「
椰
子
の
森
昼
く
れ
ば
稲
田
開
け
た
り
」（
成
瀬
政
男
）、「
家
鴨
追
ひ
て
稲
田
の
そ
ば
に
マ
ラ
ヤ
か

な
」
（
落
合
麟
一
郎
）
、「
北
緯
二
度
日
月
星
辰
新
な
り
」（
長
谷
部
照
俉
）、「
甲
板
で
寝
る
印
度
人
月
の
下
」（
高
浜
章
子
）
と
い
っ
た
句
が
並
ぶ
。

こ
の
よ
う
な
第
三
回
句
会
で
の
句
を
み
て
い
け
ば
、
次
の
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
一
つ
目
は
、
虚
子
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
ペ
ナ
ン
で
の
田
園
風
景

を
詠
ん
だ
句
。
二
つ
目
は
、
緯
度
が
日
本
と
異
な
る
た
め
、
月
や
星
の
見
え
方
が
異
な
る
こ
と
へ
の
驚
き
を
詠
ん
だ
句
で
あ
る
。
横
光
の
先
の
句

「
京
に
似
し
彼
南
は
月
の
真
下
に
て
」
は
、
こ
う
し
た
二
つ
の
要
素
を
一
つ
の
句
の
中
に
取
り
入
れ
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
の
句
で

重
要
な
の
は
、
ペ
ナ
ン
が
京
都
と
似
て
い
た
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
そ
の
時
の
月
が
真
上
に
位
置
し
て
い
る
と
い
っ
た
気
づ
き
に
あ
る
。
つ
ま
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り
、
外
国
の
風
物
が
京
都
に
似
て
い
た
と
い
う
発
見
、
し
か
し
月
の
位
置
や
満
ち
欠
け
な
ど
か
ら
、
や
は
り
そ
こ
は
日
本
で
は
な
い
の
だ
と
い
う

二
段
階
の
認
識
の
変
化
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（

１６
）

。 
第
四
回
で
の
句
「
十
五
夜
の
月
は
シ
ネ
マ
の
上
に
あ
り
」
も
月
が
真
上
に
あ
る
と
い
う
構
図
を
取
っ
て
い
る
点
で
同
様
で
あ
る
。「
欧
州
紀
行
」

を
み
て
み
る
と
、
三
月
一
三
日
に
船
上
の
デ
ッ
キ
に
て
映
画
が
上
映
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
句
も
そ
の
時
の
様
子
を
詠

ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
の
参
加
者
の
句
を
み
て
み
る
と
、「
支
那
客
の
涼
み
将
棋
や
印
度
洋
」（
宮
崎
市
定
）、「
セ
イ
ロ
ン
は
芭
蕉
の
垣
に
虹

立
て
り
」
（
柴
虚
風

（

１７
）

）
、
「
満
点
の
雲
み
な
動
く
印
度
洋
」（
久
山
舷
楼
）、「
僧
は
皆
黄
の
衣
着
て
は
だ
し
か
な
」（
上
ノ
畑
楠
窓
）、「
ア
カ
シ
ヤ
の

落
花
を
踏
ん
で
イ
ン
デ
ヤ
ン
」
（
高
浜
虚
子
）
な
ど
が
並
ぶ
。「
印
度
洋
」
と
い
う
語
句
は
熱
帯
季
題
に
入
る
と
虚
子
が
述
べ
た
た
め
か
、
参
加
者

は
イ
ン
ド
で
の
様
々
な
情
景
や
人
々
の
姿
を
各
々
の
視
点
か
ら
切
り
取
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
横
光
は
印
度
洋
に
あ
る
月
を
、
日
本
的
な
月
の
認

識
や
時
間
意
識
を
含
意
し
た
「
十
五
夜
」
に
言
い
換
え
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
月
が
真
上
に
あ
る
と
い
う
意
外
性
を
強
調
し
て
い
る
。
第
三
回

句
会
に
お
い
て
、
月
を
詠
ん
だ
参
加
者
は
大
勢
い
た
が
、「
一
日
一
信
」
の
第
四
回
句
会
で
記
さ
れ
た
句
の
中
で
月
そ
の
も
の
を
詠
ん
だ
の
は
横
光

た
だ
一
人
で
あ
る

（

１８
）

。
三
月
一
二
日
、「
熱
帯
へ
来
て
実
想
を
歪
め
て
ま
で
強
ひ
て
季
語
季
感
を
盛
る
必
要
は
今
の
と
こ
ろ
あ
る
ま
い
」
と
述
べ
た

横
光
の
問
題
意
識
が
こ
の
句
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
横
光
は
虚
子
の
熱
帯
季
題
の
提
唱
と
い
う
公
式
化
に
抗
い
つ
つ
、
自
分
自
身
の
こ
れ
ま
で
の

知
覚
・
感
性
を
基
軸
に
し
つ
つ
、
句
作
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
し
か
し
、
外
国
で
見
た
月
を
日
本
的
な
語
句
に
重
ね
つ
つ
詠
も
う
と
試
み
る
が
、

月
が
日
本
と
異
な
る
高
度
・
光
景
で
あ
る
た
め
落
差
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
る
。
安
易
に
外
国
の
風
物
を
俳
句
に
よ
っ
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
な
い
と

い
っ
た
困
難
さ
が
横
光
の
第
三
回
・
第
四
回
の
句
に
て
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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四 

航
路

ル

ー

ト

か
ら
起
源

ル

ー

ツ

へ
の
旅 

 
最
後
に
第
五
回
目
の
句
会
で
あ
る
。
第
五
回
は
三
月
二
〇
日
、
場
所
は
ア
デ
ン―

ス
エ
ズ
運
河
間
で
開
催
さ
れ
、
兼
題
は
「
ア
デ
ン
嘱
目
」
と

「
洋
上
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
作
家
ポ
ー
ル
・
ニ
ザ
ン
が
「
ア
デ
ン
、
ア
ラ
ビ
ヤ
」
に
お
い
て
、
航
路
が
交
差
す
る
ア
デ
ン

を
「
数
多
く
の
縄
を
し
っ
か
り
と
束
ね
る
結
び
目
」（（『
世
界
文
学
全
集
Ⅰ
―
10
』
小
野
正
嗣
訳
、
池
澤
夏
樹
編
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
〇
八

年
一
一
月
（
原
著
：
一
九
三
一
年
）、
六
九
頁
）
と
称
し
た
よ
う
に
、
当
時
か
ら
ア
デ
ン
は
、
イ
ン
ド
洋
の
交
易
圏
に
お
け
る
中
継
貿
易
の
拠
点
と

し
て
栄
え
て
き
た
。
横
光
は
そ
の
よ
う
な
場
所
に
お
い
て
、
「
石
に
残
る
ア
ラ
ビ
ヤ
文
字
の
懐
し
き
」
と
詠
ん
で
い
る
。
他
の
参
加
者
の
句
を
み
て

み
る
と
、
「
空
高
く
砂
漠
の
中
の
茂
み
か
な
」
（
市
川
恒
雄
）、「
峨
々
と
し
て
一
草
も
な
き
ア
デ
ン
か
な
」（
成
瀬
政
男
）、「
緑
蔭
に
痩
せ
し
駱
駝
の

姿
か
な
」
（
寺
井
俊
坊
）
、
「
風
車
ア
デ
ン
の
浜
に
潮
汲
む
と
」（
落
合
麟
一
郎
）、「
銭
乞
ふ
も
し
う
ね
か
ら
ざ
る
ア
ラ
ブ
あ
は
れ
」（
高
濱
虚
子
）
等

が
あ
り
、
砂
漠
や
駱
駝
と
い
っ
た
そ
の
土
地
特
有
の
風
土
や
情
景
が
詠
ま
れ
て
い
る
。
「
欧
州
紀
行
」
三
月
一
七
日
に
、
横
光
は
ア
デ
ン
に
あ
る
小

さ
な
博
物
館
に
て
、
紀
元
前
の
発
掘
物
や
化
石
を
鑑
賞
し
、「
こ
の
地
は
ア
フ
リ
カ
と
の
交
通
の
要
路
で
あ
り
、
印
度
へ
廻
る
ア
ラ
ビ
ヤ
の
先
端
で

あ
る
か
ら
、
昔
か
ら
争
奪
が
激
し
か
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。
「
欧
州
紀
行
」
単
行
本
化
の
際
に
、
先
の
句
が
こ
の
文
章
の
後
に
挿

入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
の
感
想
を
詠
ん
だ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
横
光
の
よ
う
に
ア
デ
ン
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
参
加
者
の
句

と
し
て
は
、
東
洋
史
学
研
究
者
で
あ
る
宮
崎
市
定
「
英
人
が
砂
漠
に
築
き
し
ア
デ
ン
か
な
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
カ
イ
ロ
の
博
物
館
を
見

学
し
た
三
月
二
一
日
の
横
光
の
記
述
を
み
て
み
る
と
、「
豊
富
な
遺
物
が
ど
れ
も
こ
れ
も
五
六
千
年
前
の
物
ば
か
り
だ
。
こ
ん
な
風
に
な
れ
ば
、
わ

れ
わ
れ
の
知
覚
は
通
じ
な
く
、
却
つ
て
興
ざ
め
て
し
ま
ふ
も
の
だ
」
と
い
う
境
地
に
至
っ
て
い
る
。
先
ほ
ど
の
ア
デ
ン
に
お
け
る
俳
句
で
は
、
そ
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う
し
た
古
代
の
遺
跡
な
ど
に
書
か
れ
た
文
字
、
し
か
も
日
本
語
で
は
な
い
ア
ラ
ビ
ヤ
語
が
懐
か
し
い
と
横
光
は
詠
ん
で
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
の

か
。
も
ち
ろ
ん
ア
デ
ン
と
カ
イ
ロ
と
の
差
や
、
俳
句
と
散
文
と
い
っ
た
違
い
は
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
を
差
し
引
い
て

も
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
近
代
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
知
覚
で
は
古
代
の
事
物
は
捉
え
き
れ
な
い
と
い
う
こ
と
、
し
か

し
そ
こ
に
書
か
れ
た
文
字
が
懐
か
し
い
と
い
う
感
覚
、
両
者
の
こ
の
一
見
相
反
す
る
問
題
を
考
え
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
横
光

の
熱
帯
季
題
や
言
語
に
関
わ
る
考
え
方
が
参
考
に
な
っ
て
く
る
。 

航
海
当
初
、
横
光
は
虚
子
に
対
し
、「
季
語
に
は
多
く
の
内
容
が
コ
ン
デ
ン
ス
さ
れ
て
い
る
」（
上
ノ
畑
楠
窓
「
横
光
利
一
の
〝
俳
句
〟 

渡
欧

船
中
の
を
り

く
」
前
掲
、
七
四
頁
）
と
尋
ね
て
い
た
。
加
え
て
、
第
三
回
・
第
四
回
の
横
光
の
句
会
で
の
境
地
を
踏
ま
え
れ
ば
次
の
よ
う
に
解

釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
横
光
は
既
存
の
文
字
や
言
葉
の
内
実
に
分
け
入
り
、
ま
た
想
像
力
を
駆
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
代
に

生
き
る
我
々
で
も
そ
の
文
字
に
内
包
さ
れ
て
い
る
内
容
（
こ
こ
で
は
ア
デ
ン
の
歴
史
や
そ
の
土
地
で
の
人
々
の
感
覚
）
を
、
た
と
え
そ
れ
が
外
国

や
外
国
語
で
あ
ろ
う
と
も
知
覚
し
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
夢
想
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
俳
句
が
外
国
の
風
物

を
捉
え
る
こ
と
の
難
し
さ
も
こ
こ
に
起
因
し
て
い
る
。
俳
句
や
そ
こ
で
の
季
語
に
は
、
日
本
も
し
く
は
日
本
語
の
伝
統
や
意
味
内
容
が
幾
重
に
も

組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
そ
れ
を
使
用
し
て
未
知
な
る
外
国
の
風
物
を
詠
ん
で
い
く
と
、
齟
齬
を
き
た
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
洋
上
句
会

の
計
五
回
の
句
作
を
通
し
て
、
横
光
は
言
語
に
ビ
ル
ト
イ
ン
さ
れ
た
歴
史
性
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
航
路

ル

ー

ト

を
詠
む
か
ら
起
源

ル

ー

ツ

を
詠
む
へ
、
こ
れ

こ
そ
が
横
光
の
洋
上
句
会
の
体
験
の
内
実
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

本
章
の
最
後
に
パ
リ
到
着
後
、
そ
し
て
「
旅
愁
」
執
筆
に
至
る
横
光
の
文
学
活
動
に
お
い
て
、
俳
句
や
起
源
へ
の
関
心
が
ど
の
よ
う
に
発
展
し

て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
素
描
し
て
い
き
た
い
。 

欧
州
航
路
で
培
っ
た
横
光
の
俳
句
観
は
、
パ
リ
到
着
後
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
パ
リ
到
着
後
の
五
月
二
二
日
、
横
光
は
ヨ
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ー
ロ
ッ
パ
で
俳
句
を
詠
む
こ
と
に
つ
い
て
思
惟
を
巡
ら
せ
た
後
、
欧
州
航
路
で
の
虚
子
の
俳
句
を
想
起
す
る
。「
印
度
洋
で
、
高
浜
虚
子
氏
は
、
／

印
度
洋
月
は
東
に
日
は
西
に

（

２０
）

／
と
い
ふ
句
を
つ
く
ら
れ
た
が
、
こ
の
句
ほ
ど
下
手
な
句
は
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
幼
稚
な
平
凡
さ
に
落
ち
込

ん
だ
所
に
、
名
手
で
な
け
れ
ば
落
ち
込
み
難
い
、
外
国
と
い
ふ
超
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
穴
が
あ
る
」。
外
国
の
風
物
を
俳
句
に
よ
っ
て
表
象
す
る
こ
と
の

困
難
さ
を
抱
き
続
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
実
際
、
横
光
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞
在
中
に
お
い
て
も
俳
句
を
詠
ん
で
は
い
る
が
、
「
欧
州
紀
行
」

に
そ
れ
ら
の
句
を
収
録
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
位
田
将
司
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
横
光
が
心
理
的
、
気
分
的
に
俳
句
を
詠
ま
な
く
な
っ
た
わ

け
で
な
く
、
意
識
的
／
無
意
識
的
に
も
俳
句
を
詠
め
な
く
さ
せ
る
テ
ク
ス
ト
形
式
が
、
そ
こ
で
作
用
し
て
い
た
」
（『
欧
州
紀
行
』
と
い
う
「
純
文

学
」 

「
純
粋
小
説
論
」
と
自
意
識
を
め
ぐ
る
「
穴
」」
前
掲
、
二
三 

七
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
さ
に
「
詠
む
よ
う
に
書
く
」
こ
と
を
実
践

し
て
き
た
横
光
に
よ
っ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
物
を
俳
句
に
よ
っ
て
表
象
し
て
い
く
こ
と
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た

（

１９
）

。 

帰
国
後
、
横
光
の
こ
の
よ
う
な
俳
句
観
は
、
よ
り
射
程
の
広
い
言
語
観
へ
と
発
展
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
水
原
秋
櫻
子
と
の
対
談
（「
対
談

記
」
『
俳
句
研
究
』
前
掲
）
を
例
に
と
ろ
う
。
横
光
は
、
虚
子
が
提
唱
し
た
熱
帯
季
題
に
つ
い
て
「
私
は
兎
に
角
船
の
中
で
、
こ
ち
ら
の
言
葉
と
か

地
名
と
か
、
そ
れ
を
出
せ
ば
季
に
な
つ
て
ゐ
る
と
高
濱
さ
ん
が
仰
し
や
る
け
れ
ど
、
そ
れ
も
納
得
出
来
ぬ
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
発
言
し
、
ま
た

「
ベ
ル
リ
ン
で
月
を
見
て
び
つ
く
り
し
ま
し
た
ね
。
ド
イ
ツ
語
で
は
月
は
男
性
に
な
つ
て
ゐ
る
の
は
尤
も
だ
と
思
つ
た
ん
で
す
［
論
者
注
：
ド
イ

ツ
語
で
の
「
月
」
は
〝M

o
n

at

モ

ン

ト

〟
］
。
カ
ツ
と
非
常
に
強
い
感
じ
が
す
る
ん
で
す
。
男
と
い
ふ
感
じ
で
す
よ
」
と
言
う
。
加
え
て
、
概
念
化
さ
れ
て

し
ま
っ
た
季
節
や
季
語
の
イ
メ
ー
ジ
に
対
し
「
そ
れ
は
日
本
の
国
で
今
ま
で
何
億
何
十
億
の
人
間
の
頭
を
通
つ
て
来
た
か
分
ら
な
い
も
の
が
歳
時

記
に
な
つ
て
」
お
り
、「
歳
時
記
を
編
纂
す
る
時
に
截
然
と
分
け
て
了
ふ
と
い
ふ
こ
と
に
は
随
分
困
難
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
述
べ
る
に
至
る
。
季
語

を
含
め
た
言
葉
の
意
味
内
容
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
よ
る
歴
史
や
感
性
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
自
国
語
で
外
国
の
風
物
を
捉
え
る
こ
と
で
ギ
ャ
ッ

プ
が
生
じ
て
し
ま
う
と
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
横
光
の
言
語
に
内
在
さ
れ
た
歴
史
性
へ
の
注
目
は
、
そ
の
後
も
継
続
・
発
展
し
て
い
く
。
例
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え
ば
、
次
の
二
つ
の
文
章
を
み
て
み
よ
う
。 

 

今
か
ら
十
七
年
ほ
ど
前
、
初
め
て
京
城
ま
で
行
つ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
な
る
ほ
ど
、
大
陸
と
い
ふ
も
の
は
か
う
い
ふ
も
の
か
と
、

空
の
青
さ
の
内
地
と
ど
こ
と
な
く
違
ふ
透
明
な
、
応
援
力
の
少
し
も
な
い
、
は
か
な
く
美
し
い
、
底
気
味
悪
い
空
を
仰
い
で
思
つ
た
。
そ
れ
ま

で
は
空
と
い
ふ
言
葉
を
見
て
も
、
私
の
頭
の
中
に
は
、
日
本
の
空
の
色
よ
り
感
ず
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
。
山
と
い
つ
て
も
、
樹
の
茂
つ
た

日
本
の
山
よ
り
眼
に
浮
ん
で
来
な
か
つ
た
。
／
こ
れ
が
、
山
と
か
空
と
か
と
い
ふ
具
体
的
な
物
で
あ
る
か
ら
、
違
ふ
の
は
尤
も
だ
が
、
一
度
び

抽
象
名
詞
と
な
つ
て
民
族
と
か
、
法
律
と
か
、
習
慣
と
か
、
宗
教
あ
る
い
は
知
性
、
感
性
、
直
観
、
な
ど
と
い
ふ
言
葉
に
な
れ
ば
、
大
陸
で
も

島
国
で
も
、
等
価
値
を
も
つ
た
イ
メ
ー
ヂ
と
な
つ
て
、
人
々
の
頭
の
中
を
通
過
す
る
か
と
な
る
と
、
極
度
に
厳
密
に
調
査
す
れ
ば
、
数
字
以
外

は
や
は
り
こ
れ
も
疑
は
し
い
。
具
体
物
が
違
へ
ば
、
抽
象
名
詞
の
内
容
も
自
然
と
ど
こ
か
で
違
は
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
だ
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ

だ
け
は
同
じ
も
の
だ
と
思
ふ
錯
覚
は
、
人
の
頭
脳
に
深
く
侵
入
し
て
、
現
代
に
及
ん
で
ゐ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
、
よ
く
私
は
考
へ
る
。

（
「
島
国
的
と
大
陸
的
」
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
八
年
五
月
二
〇
日
） 

 

ど
の
や
う
な
言
葉
も
、
言
葉
で
あ
れ
ば
、
そ
の
国
の
感
覚
か
ら
起
つ
て
来
て
ゐ
る
こ
と
は
、
論
を
俟
た
な
い
。
外
国
語
と
い
へ
ど
も
、
そ
の

国
に
入
つ
て
来
た
以
上
は
、
そ
の
国
民
の
感
覚
が
、
こ
れ
を
自
分
の
も
の
と
し
て
使
ふ
。
そ
し
て
、
そ
の
と
き
、
そ
の
言
葉
の
持
つ
本
来
の
意

味
と
同
様
に
、
私
ら
が
感
覚
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
最
も
現
実
的
に
考
へ
る
な
ら
、
不
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
誰
に
も
分
明
な

こ
と
だ
つ
た
に
拘
ら
ず
、
こ
れ
を
同
一
の
も
の
と
思
ふ
錯
覚
が
、
ど
ん
な
に
過
去
の
人
々
を
苦
し
め
、
批
判
を
誤
ら
し
め
、
頭
を
無
為
に
陥
れ

た
か
は
、
知
る
人
は
知
つ
て
ゐ
る
に
相
違
な
い
。（「
小
説
中
の
批
評
」『
東
京
日
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
四
一
年
四
月
九
日
） 
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言
葉
は
「
そ
の
国
の
感
覚
か
ら
起
つ
て
来
て
ゐ
る
」
こ
と
、
そ
の
た
め
た
と
え
意
味
と
し
て
は
同
じ
言
葉
を
指
し
て
も
自
国
語
と
外
国
語
は
異

な
っ
た
イ
メ
ー
ジ
を
有
し
て
い
る
は
ず
だ
と
横
光
は
推
測
す
る
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
言
葉
を
使
用
し
て
外
国
の
風
物
を
表
象
化
し
て
い
く
こ
と

は
少
な
か
ら
ず
齟
齬
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
。
横
光
が
俳
句
を
詠
む
こ
と
で
直
面
し
た
問
題
が
こ
こ
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
横
光
の
言
語
観
は
、
帰
国
後
執
筆
さ
れ
た
「
旅
愁
」
に
も
影
響
を
与
え
て
い
く
。
例
え
ば
、
東
野
と
久
慈
の
論
争
に
お

い
て
、
東
野
は
「
僕
は
外
国
か
ら
来
た
抽
象
名
詞
と
い
ふ
や
つ
は
、
分
析
用
に
は
使
ふ
け
れ
ど
も
、
人
間
の
生
活
心
理
を
測
る
場
合
に
は
、
極
力

使
は
な
い
用
心
を
し
て
る
ん
だ
よ
」（
「
旅
愁
（
続
篇
）」『
文
芸
春
秋
』
一
九
三
九
年
六
月
）
と
論
じ
る
。「
旅
愁
」
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
東
洋

と
西
洋
の
対
決
と
そ
れ
に
伴
う
論
争
の
中
に
、
言
語
の
持
つ
歴
史
性
や
他
言
語
と
の
差
異
が
重
要
な
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
問
題
視
さ
れ

て
い
る
「
旅
愁
」
後
半
部
の
日
本
回
帰
の
場
面
も
同
様
で
あ
る
。
矢
代
が
塩
野
の
見
舞
い
か
ら
帰
ろ
う
と
す
る
場
面
に
て
、「
今
は
む
か
し
」
と
い

う
言
葉
に
注
目
し
、
「
今
が
つ
ま
り
む
か
し
で
、
今
か
う
し
て
ゐ
る
こ
と
が
、
む
か
し
も
か
う
し
て
ゐ
た
と
い
ふ
こ
と
で
す
が
ね
。
き
つ
と
僕
ら
の

大
む
か
し
に
も
あ
な
た
と
僕
と
の
や
う
に
、
こ
ん
な
に
し
て
帰
つ
て
来
た
先
祖
た
ち
が
ゐ
た
の
で
す
」
（（「
旅
愁
（
第
三
篇
）」『
文
芸
春
秋
』
二
〇

巻
八
号
、
一
九
四
二
年
八
月
）
と
千
鶴
子
に
説
明
す
る
。
言
葉
を
拠
り
所
に
し
て
、
過
去
の
人
々
に
思
い
を
馳
せ
る
と
い
っ
た
プ
ロ
セ
ス

（

２１
）

は
、

洋
上
句
会
第
五
回
で
横
光
が
詠
ん
だ
句
と
も
通
底
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
考
え
て
い
く
と
、
矢
代
が
古
神
道
の
失
わ
れ
た
文
字
で
あ
る
「
イ
ウ

エ
」
を
発
声
す
る
こ
と
で
生
の
実
感
を
抱
く
と
い
っ
た
場
面
も
地
続
き
で
あ
る
と
い
え
る
。
横
光
の
欧
州
へ
の
航
路

ル

ー

ト

は
四
〇
日
ほ
ど
だ
っ
た
。
し

か
し
、
起
源

ル

ー

ツ

へ
の
旅
は
日
本
帰
国
後
も
続
い
て
い
く
の
で
あ
る
。 

  



第一章 航路
ル ー ト

を詠む・起源
ル ー ツ

を詠む

 

- 34 - 

 

 
 

注 

（
１
） 

こ
の
よ
う
な
渡
航
者
の
欲
望
は
、
丸
山
圭
三
郎
の
〈
言
分
け
構
造
〉
と
し
て
も
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
丸
山
は
「
動
物
一
般
が
も

つ
生、
の
機
能
に
よ
る
種、
独
自
の
外
界
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
」
を
〈
身
分
け
構
造
〉
と
措
定
す
る
の
に
対
し
、
言
語
に
よ
る
「
シ
ン
ボ
ル
化

能
力
と
そ
の
活
動
」
に
よ
っ
て
、
世
界
を
分
節
化
し
て
い
く
機
能
を
〈
言
分
け
構
造
〉
と
定
義
づ
け
て
い
る
（「
病
め
る
動
物
＝
人
間 

ホ
モ
・
パ
テ
ィ
エ
ン
ス
」
『
文
化
の
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
』
勁
草
書
房
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
、
七
一
―
七
四
頁
）。 

（
２
） 

横
光
と
俳
句
に
関
す
る
代
表
的
な
論
考
と
し
て
中
田
雅
敏
『
横
光
利
一 

文
学
と
俳
句
』（
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
）
が
挙
げ

ら
れ
る
。
同
書
で
は
、
同
時
代
の
俳
壇
の
潮
流
や
横
光
が
血
縁
者
と
自
称
し
て
い
た
松
尾
芭
蕉
の
影
響
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
、
新
感
覚

派
時
代
か
ら
「
旅
愁
」
に
至
る
ま
で
の
横
光
の
文
学
活
動
の
新
た
な
側
面
を
照
射
し
て
い
る
。
本
章
は
同
書
か
ら
多
く
の
知
見
を
得
て

い
る
が
、
た
だ
そ
の
後
発
表
さ
れ
た
先
行
研
究
も
含
め
、
全
五
回
の
句
会
で
の
横
光
の
句
を
実
際
の
欧
州
航
路
の
体
験
に
即
し
て
分
析

し
て
い
る
も
の
は
管
見
の
限
り
み
ら
れ
な
い
。
本
章
は
、
そ
う
し
た
研
究
状
況
の
更
新
も
目
的
と
し
て
い
る
。 

（
３
） 

先
行
論
に
お
い
て
、
三
者
の
紀
行
文
を
比
較
検
討
す
る
試
み
は
既
に
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
児
島
由
理
は
、
横
光
の
「
欧
州
紀

行
」
と
虚
子
の
『
渡
仏
日
記
』
で
の
航
路
時
や
マ
ル
セ
イ
ユ
到
着
後
の
体
験
の
比
較
検
討
を
行
い
、
両
者
の
認
識
の
差
異
と
そ
の
特
徴

を
丁
寧
に
抽
出
し
て
い
る
（
「
高
浜
虚
子
と
横
光
利
一
の
船
旅 

『
渡
仏
日
記
』
と
『
欧
洲
紀
行
』
」『
実
践
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
三
〇

巻
、
二
〇
〇
九
年
三
月
）
。
礪
波
美
和
子
は
、
横
光
と
虚
子
の
紀
行
文
に
加
え
、
上
ノ
畑
の
『
楠
窓
を
偲
ぶ
』
や
同
船
者
で
あ
っ
た
宮
崎

市
定
所
有
の
サ
イ
ン
帳
と
乗
客
名
簿
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
本
章
で
も
取
り
上
げ
る
計
五
回
の
洋
上
句
会
の
実
態
に
つ
い
て
明
ら
か
に

し
て
い
る
（
「
高
濱
虚
子
・
横
光
利
一
ら
の
洋
上
句
会 

宮
崎
市
定
の
サ
イ
ン
帳
と
『
楠
窓
を
偲
ぶ
』
を
中
心
に
」『
叙
説
』
三
八
巻
、

二
〇
一
一
年
三
月
）
。
本
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
先
行
論
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
横
光
の
洋
上
句
会
で
の
俳
句
と
そ
こ
で
の
体
験
に
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注
視
す
る
こ
と
で
、
横
光
の
認
識
の
変
化
や
気
づ
き
、
な
ら
び
に
帰
国
後
の
創
作
活
動
へ
の
展
開
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
。 

（
４
） 

初
出
は
『
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
（
三
九
巻
七
―
九
号
、
一
九
三
六
年
四
―
六
月
）。
な
お
、
同
時
期
に
虚
子
の
「
渡
仏
日
記
」
も
『
ホ
ト
ト
ギ

ス
』
誌
上
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
か
、
上
ノ
畑
の
「
一
日
一
信
」
内
に
て
「
私
も
先
生
の
渡
仏
日
記
と
併
用
さ
せ
、
先
生
の

分
と
重
複
し
な
い
様
に
し
て
、
毎
日
「
一
日
一
信
」
を
書
く
こ
と
に
先
生
と
御
打
合
せ
し
て
執
筆
し
て
居
る
」（
九
七
頁
）
と
い
う
記
述

が
あ
る
。 

（
５
） 

宮
崎
市
定
「
東
と
西
と
の
交
錯 

横
光
利
一
と
歴
史
」（『
展
望
』
二
一
四
号
、
一
九
七
六
年
一
〇
月
）・「
箱
根
丸
同
船
記
」（『
定
本
横

光 

利
一
全
集 

月
報
』
八
号
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
二
年
二
月
）。 

（
６
） 

こ
の
書
簡
は
、
「
欧
州
紀
行
」
の
単
行
本
化
に
際
に
渡
航
直
後
の
二
二
日
の
記
述
と
し
て
修
正
・
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
黒
田
大
河

は
、
そ
の
際
に
「
自
然
の
変
化
と
自
分
の
気
持
ち
を
後
で
引
き
く
ら
べ
て
み
た
い
」
と
加
筆
・
修
正
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
、「
自
己

の
認
識
の
対
象
化
と
い
う
動
因
を
持
つ
こ
と
を
示
し
て
い
る
」（「
作
品
と
し
て
の
『
歐
洲
紀
行
』 

『
旅
愁
』
へ
の
助
走
」『
横
光
利
一

と
そ
の
時
代 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
・
戦
争
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
一
四
三
頁
）
と
指
摘
す
る
。 

（
７
） 

熱
帯
産
業
重
役
の
奥
田
直
常
の
こ
と
。「
彩
坡
」
と
い
う
俳
号
は
虚
子
が
名
付
け
た
こ
と
が
上
ノ
畑
の
「
一
日
一
信
」
の
中
で
書
か
れ
て

い
る
（
一
〇
一
頁
）
。 

（
８
） 

中
川
成
美
が
航
路
中
「
横
光
は
虚
子
を
頂
点
に
置
く
日
本
人
社
会
に
自
己
を
定
着
さ
せ
た
」（「「
欧
州
紀
行
」
論
へ
の
試
み 

横
光
利

一
の
巴
里
」
『
立
教
女
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
一
四
号
、
一
九
八
三
年
一
月
）
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
参
加
者
の
俳
句
を
選
評
し
て
い
た

虚
子
が
俳
句
の
定
型
を
重
ん
じ
て
い
た
こ
と
も
、
一
七
文
字
に
こ
だ
わ
っ
た
要
因
だ
と
い
え
る
。 
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（
９
） 

こ
の
句
は
、
帰
国
後
「
無
季
有
季
（
そ
の
一
）」
と
い
う
題
で
『
帝
国
大
学
新
聞
』（
一
九
三
六
年
一
一
月
二
三
日
）
に
掲
載
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
際
に
は
「
カ
ム
ラ
ン
の
島
緑
な
る
衣
更
」
と
あ
り
、「
浅
黄
」
が
「
緑
」
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
欧
州
紀
行
」

内
で
は
、
本
句
を
含
め
た
同
日
の
横
光
の
句
は
「
更
衣
」
で
は
な
く
「
衣
更
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。 

（
１０
） 
「
欧
州
紀
行
」
内
に
も
こ
の
時
期
か
ら
夏
服
に
着
替
え
始
め
る
描
写
が
目
立
っ
て
く
る
。
例
え
ば
、
三
月
一
日
「
昨
日
ま
で
は
オ
ー
バ

ー
を
着
て
ゐ
る
も
の
が
あ
つ
た
が
今
日
は
幾
ら
か
暑
く
な
つ
た
。
入
梅
ご
ろ
だ
。
印
度
支
那
の
沖
合
で
あ
る
」、
三
月
二
日
「
初
め
て
夏

服
を
着
る
。
私
は
夏
服
に
着
替
へ
た
最
後
の
船
客
で
あ
る
」。 

（
１１
） 

松
岡
ひ
で
た
か
は
「
衣
更
…
」
の
句
に
つ
い
て
、「「
傾
け
る
」
が
、
平
凡
を
脱
し
て
い
る
。
一
句
に
一
種
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
付
け
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
「
傾
け
る
」
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
句
は
、
陸
上
で
の
句
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

船
の
揺
ら
ぎ
の
表
現
な
の
で
あ
る
」（
『
横
光
利
一
の
俳
句
』
交
友
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
〇
年
二
月
、
一
〇
〇
頁
）
と
評

価
づ
け
て
い
る
。 

（
１２
） 

虚
子
の
季
題
へ
の
こ
だ
わ
り
は
、
当
時
俳
壇
で
広
が
り
を
み
せ
て
い
た
無
季
俳
句
の
問
題
と
も
通
底
し
て
い
る
。
中
田
雅
敏
は
、
同
時

期
の
無
季
俳
句
の
潮
流
や
新
興
俳
句
の
状
況
を
参
照
す
る
こ
と
で
、「
高
浜
虚
子
は
ひ
た
す
ら
「
季
語
」
を
死
守
し
て
、「
俳
句
は
文
学

で
は
な
い
」
「
俳
句
は
詩
で
は
な
い
」
の
道
を
進
め
て
、
俳
句
が
文
壇
や
詩
壇
か
ら
の
影
響
を
免
が
れ
る
道
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
っ

た
。
そ
れ
故
、
横
光
利
一
と
渡
欧
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
後
親
し
い
交
わ
り
を
持
と
う
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」（『
横
光
利

一 

文
学
と
俳
句
』
前
掲
、
一
一
五
頁
）
と
結
論
付
け
る
。
日
本
と
季
節
が
異
な
る
外
国
で
あ
っ
て
も
、
な
ん
と
か
季
題
を
組
み
入
れ

よ
う
と
す
る
虚
子
の
試
み
は
、
ま
さ
に
俳
壇
の
潮
流
に
対
す
る
抵
抗
と
そ
の
実
践
だ
っ
た
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

（
１３
） 

虚
子
の
こ
の
よ
う
な
姿
勢
は
パ
リ
到
着
後
も
同
様
で
あ
っ
た
。
虚
子
は
五
月
六
日
、
ポ
ー
ル
＝
ル
イ
・
ク
ー
シ
ュ
ー
や
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
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ヴ
ォ
カ
ン
ス
ら
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
カ
イ
詩
人
と
の
会
合
の
際
に
、
俳
句
を
三
行
詩
に
置
き
換
え
、
ま
た
季
語
に
も
特
段
こ
だ
わ
っ
て
い

な
か
っ
た
彼
ら
に
対
し
、
「
そ
れ
は
詩
で
あ
つ
て
俳
句
で
は
な
い
」、「
季
を
外
に
し
て
俳
句
は
な
い
」（『
渡
仏
日
記
』
前
掲
、
二
八
四

頁
）
と
、
繰
り
返
し
俳
句
に
お
け
る
季
節
の
大
切
さ
を
力
説
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
虚
子
の
俳
句
を
通
し
た
日
仏
交
流
や
、
フ
ラ
ン

ス
俳
人
達
の
反
応
に
つ
い
て
は
、
「
座
談
会
「
両
大
戦
期
の
日
仏
文
化
交
流
」」（『
両
大
戦
期
の
日
仏
文
化
交
流
』
松
崎
碩
子
・
和
田
桂

子
・
和
田
博
文
編
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
五
年
三
月
）、
柴
田
依
子
「
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
イ
カ
イ
詩
人
の
「
日
本
」 

ポ
ー
ル
＝
ル
イ
・

ク
ー
シ
ュ
ー
を
め
ぐ
っ
て
」
『
満
鉄
と
日
仏
文
化
交
流
誌
『
フ
ラ
ン
ス
・
ジ
ャ
ポ
ン
』』（
和
田
桂
子
・
松
崎
碩
子
・
和
田
博
文
編
、
ゆ
ま

に
書
房
、
二
〇
一
二
年
九
月
）
な
ど
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
１４
） 

日
置
俊
次
は
、「
欧
州
紀
行
」
内
を
含
め
た
横
光
の
俳
句
の
特
徴
と
し
て
、「
現
代
俳
句
に
お
け
る
季
語
の
斡
旋
を
め
ぐ
る
約
束
ご
と
に

囚
わ
れ
ぬ
自
由
さ
が
見
ら
れ
る
」
、
「
自
身
の
素
人
く
さ
さ
、
い
わ
ば
稚
気
を
自
分
で
愛
そ
う
と
し
て
い
た
」（「
横
光
利
一
試
論 

「
旅

愁
」
に
お
け
る
俳
句
」『
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
養
部
研
究
紀
要
』
三
一
巻
、
二
〇
〇
一
年
三
月
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
要
因

も
横
光
の
先
の
季
語
に
対
す
る
考
え
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
。 

（
１５
） 

一
九
三
八
年
に
同
地
を
訪
れ
た
野
上
弥
生
子
も
同
様
の
感
想
を
抱
い
て
お
り
、「
後
に
残
し
て
来
た
故
郷
に
結
び
つ
け
て
考
へ
や
う
と

す
る
の
も
旅
の
心
」
（『
欧
米
の
旅
（
上
）』
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
年
五
月
、
六
二
頁
）
だ
と
述
べ
て
い
る
。 

（
１６
） 

既
に
横
光
は
「
欧
州
紀
行
」
三
月
二
日
の
時
点
で
、
オ
リ
オ
ン
座
が
真
上
に
あ
り
、
そ
れ
が
赤
道
に
か
か
っ
た
標
で
あ
る
と
書
い
て
い

る
。
三
月
一
六
日
に
お
い
て
も
夜
に
船
の
デ
ッ
キ
に
上
り
、
南
十
字
星
な
ど
の
日
本
か
ら
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
星
を
探
し
て
い

る
。 

（
１７
） 

逓
信
省
事
務
官
で
あ
っ
た
柴
官
六
の
こ
と
。「
虚
風
」
と
い
う
俳
号
は
、
奥
田
彩
坡
同
様
、
虚
子
が
名
付
け
た
こ
と
が
上
ノ
畑
の
「
一
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日
一
信
」
の
中
で
書
か
れ
て
い
る
（
一
〇
一
頁
）
。 

（
１８
） 

横
光
の
発
言
に
よ
る
と
句
会
で
は
最
大
七
句
ま
で
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
た
め
（
上
ノ
畑
楠
窓
「
横
光
利
一
の
〝
俳
句
〟 

渡

欧
船
中
の
を
り

く
」（
前
掲
、
七
四
頁
）、「
一
日
一
信
」
に
記
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、「
月
」
に
つ
い
て
詠
ん
だ
参
加
者
は
横
光
以

外
に
も
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
て
も
、
他
の
参
加
者
の
多
数
が
「
月
」
よ
り
も
「
印
度
洋
」
や
イ
ン
ド
を
、

そ
れ
に
対
し
横
光
は
第
三
回
か
ら
継
続
し
て
「
月
」
を
詠
ん
で
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。 

（
１９
） 

中
川
成
美
は
、
虚
子
の
欧
州
航
路
で
の
俳
句
を
検
討
し
、「
虚
子
に
言
わ
せ
れ
ば
そ
の
人
自
身
の
主
観
が
底
か
ら
に
じ
み
出
る
よ
う
な

境
地
は
ど
こ
に
も
表
現
さ
れ
て
い
な
い
」
と
し
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
こ
の
退
歩
こ
そ
が
日
本
語
を
支
え
る
リ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
」

（
「
紀
行
文
と
い
う
リ
ア
リ
ズ
ム 

虚
子
と
日
本
語
表
現
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
七
四
巻
一
一
号
、
二
〇
〇
九
年

一
一
月
）
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。 

（
２０
） 

し
か
し
、
「
旅
愁
」
第
一
・
二
篇
で
は
、
登
場
人
物
達
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
風
物
を
俳
句
で
詠
も
う
と
す
る
場
面
が
度
々
出
て
く
る
。
こ

う
し
た
横
光
の
試
み
は
、
欧
州
航
路
か
ら
続
く
、
俳
句
で
外
国
を
詠
む
と
い
う
課
題
を
克
服
す
る
た
め
だ
っ
た
と
い
え
る
。 

（
２１
） 

田
口
律
男
は
、「
今
は
む
か
し
」
と
い
う
言
葉
に
あ
る
「
半
ば
強
引
な
コ
ー
ド
の
捻
じ
ま
げ
は
、
必
然
的
に
、
時
制
の
混
乱
を
惹
き
起

こ
す
」
と
し
、
「
時
間
性
・
歴
史
性
の
無
化
が
こ
こ
で
は
問
題
な
の
だ
。（
中
略
）
過
去
の
出
来
事
が
現
在
の
時
空
に
、
暴
力
的
に
接
合

さ
れ
、
無
媒
介
的
に
暗
合
一
致
す
る
の
で
あ
る
」（
「
横
光
利
一
『
旅
愁
』
序
論 

記
号
の
帝
国
」『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
五
九
巻
四

号
、
一
九
九
四
年
四
月
）
と
指
摘
す
る
。
田
口
が
指
摘
す
る
よ
う
な
現
在
と
過
去
を
接
続
し
て
い
く
よ
う
な
矢
代
の
志
向
は
、
横
光
の

洋
上
句
会
で
の
体
験
で
得
た
境
地
と
も
通
じ
て
い
く
の
で
あ
る
。 
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第
二
章 

隆
起
す
る
「
欧
州
紀
行
」 

―
―
横
光
利
一
の
パ
リ
体
験
―
― 

   

一 

「
欧
州
紀
行
」
に
描
出
さ
れ
た
パ
リ
の
多
面
性 

 

横
光
利
一
の
欧
州
体
験
を
記
し
た
作
品
と
い
え
ば
、「
旅
愁
」
を
想
起
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
横
光
が
欧
州
滞

在
中
に
執
筆
・
発
表
さ
れ
て
い
っ
た
海
外
紀
行
文
「
欧
州
紀
行
」（『
欧
州
紀
行
』
創
元
社
、
一
九
三
七
年
四
月
）
の
存
在
で
あ
る
。 

「
欧
州
紀
行
」
は
絶
え
ず
「
旅
愁
」
と
の
関
係
性
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
先
行
研
究
を
端
的
に
ま
と
め
れ
ば
、「
欧
州
紀
行
」
を
論
じ
る

こ
と
で
「
旅
愁
」
や
横
光
の
日
本
回
帰
に
至
る
端
緒
を
開
く
か
、「
旅
愁
」
の
影
響
関
係
か
ら
離
れ
「
欧
州
紀
行
」
そ
の
も
の
の
価
値
を
見
出
し
て

い
く
か
に
分
類
で
き
る
。
近
年
に
お
い
て
は
後
者
に
比
重
を
置
い
た
論
考
が
多
い
。
例
え
ば
、
黒
田
大
河
は
「
欧
州
紀
行
」
の
改
稿
・
初
出
発
表

時
期
に
着
目
す
る
。
そ
し
て
「
横
光
利
一
個
人
の
体
験
の
上
に
、
そ
れ
を
作
家
と
し
て
言
語
化
し
た
初
出
の
レ
ベ
ル
、
帰
国
後
の
認
識
の
深
ま
り

を
言
語
化
し
た
レ
ベ
ル
、
最
終
的
に
そ
れ
ら
が
一
つ
の
作
品
の
中
に
織
り
込
ま
れ
た
単
行
本
の
レ
ベ
ル
」（
「
作
品
と
し
て
の
『
歐
洲
紀
行
』 

『
旅
愁
』
へ
の
助
走
」『
横
光
利
一
と
そ
の
時
代 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
・
戦
争
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
一
四
二
頁
）
が
あ
る
こ
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と
を
読
み
取
る
。
中
村
三
春
は
、
日
本
主
義
や
古
神
道
の
思
想
が
一
義
的
に
描
か
れ
て
い
る
「
旅
愁
」
に
対
し
、「
欧
州
紀
行
」
は
「
発
表
・
成
立

事
情
に
お
け
る
複
数
性
と
と
も
に
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
も
複
数
的
で
あ
る
」
こ
と
を
抑
え
、「
理
念
的
に
も
文
芸
的
に
も
、
横
光
の
進
み
え
た
最
終

的
境
地
が
可
能
性
と
し
て
望
見
さ
れ
る
」
（
「
幻
像
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン 

『
旅
愁
』
と
メ
タ
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
『
欧
州
紀
行
』」『
花
の
フ
ラ
ク
タ

ル 

20
世
紀
日
本
前
衛
小
説
研
究
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
二
年
一
月
、
一
三
四
―
一
四
二
頁
）
と
評
価
付
け
る
。 

本
章
も
両
論
と
同
じ
く
「
欧
州
紀
行
」
そ
の
も
の
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
重
視
す
る
の
は
、
先
で
触
れ
た
よ
う
に

「
欧
州
紀
行
」
の
初
出
時
の
文
章
の
多
く
が
、
滞
在
中
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
横
光
は
パ
リ
到
着
直
後
、「
私
の
頭
の
中
で
は
、
渦

が
幾
つ
も
巻
き
つ
づ
け
、
衝
突
し
、
崩
れ
、
巻
き
込
み
合
ひ
、
不
断
に
変
化
を
つ
づ
け
て
い
く
」（
四
月
六
日
）、「
パ
リ
ー
か
ら
受
け
る
私
の
印
象

は
、
廻
る
カ
ツ
ト
グ
ラ
ス
の
面
を
見
て
ゐ
る
や
う
に
日
日
変
化
し
て
や
ま
ぬ
。
そ
の
日
の
結
論
は
、
前
日
の
結
論
と
は
反
対
に
な
り
、
次
の
日
は

ま
た
前
日
と
は
趣
き
を
異
に
し
て
し
ま
ふ
」
（
四
月
七
日
）
と
「
欧
州
紀
行
」
に
記
し
て
い
く
。
こ
こ
で
の
心
理
の
揺
れ
動
き
や
混
乱
は
、
横
光
自

身
の
性
質
だ
け
で
は
な
く
、
旅
の
途
中
で
執
筆
さ
れ
て
い
っ
た
「
欧
州
紀
行
」
と
い
う
作
品
の
特
徴
に
も
起
因
す
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
欧
州
紀

行
」
は
現
在
進
行
中
の
旅
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
く
紀
行
文
な
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
は
人
民
戦
線
運
動
の
渦
中
に
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
日
々
変
化
し
て
い
く
パ
リ
の
情
景
を
、
横
光
は
わ
か
ら
な
い
な
り
に
書
記
化
し
て
い
こ
う
と
試
み
て
い
く
の
で
あ
る
。
日
々
変
動
し

て
い
く
情
景
と
横
光
の
心
情
が
織
り
込
ま
れ
た
「
欧
州
紀
行
」
は
、
帰
国
後
、
自
身
の
体
験
を
想
起
・
追
憶
し
、
作
品
化
し
て
い
く
「
旅
愁
」
と

は
、
そ
の
性
質
を
異
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
本
章
で
は
「
欧
州
紀
行
」
を
「
旅
愁
」
の
サ
ブ
テ
ク
ス
ト
で
は
な
く
一
個
の
文
学
テ
ク
ス
ト
と
し
て
み
な
す

こ
と
で
、
そ
こ
で
描
出
さ
れ
た
横
光
の
意
識
の
機
微
と
パ
リ
の
情
景
を
掬
い
取
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
適
宜
「
旅
愁
」
を
並
置
さ
せ
「
欧
州
紀

行
」
で
の
パ
リ
と
、
「
旅
愁
」
で
の
パ
リ
と
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 
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二 

書
記
化
し
え
な
い
空
白

ブ
ラ
ン
ク

と
横
光
の
パ
リ
生
活 

 

中
川
成
美
は
「
旅
先
と
い
う
異
空
間
の
非
日
常
性
の
な
か
で
触
発
す
る
外
界
と
の
違
和
と
い
う
感
覚
は
、
何
故
か
「
書
記
化
」
す
る
と
い
う
欲

望
が
喚
起
」
（
「
在
欧
左
翼
知
識
人
の
軌
跡
」
『
立
命
館
言
語
文
化
研
究
』
一
九
巻
三
号
、
二
〇
〇
八
年
二
月
）
す
る
と
述
べ
る
。
た
し
か
に
、「
欧

州
紀
行
」
で
の
横
光
は
パ
リ
に
向
か
う
ま
で
の
間
、
船
内
や
寄
港
地
で
の
出
来
事
と
そ
れ
に
よ
る
内
面
の
変
化
を
日
記
に
書
き
綴
っ
て
い
っ
た
。

し
か
し
三
月
二
八
日
夕
方
、
横
光
は
パ
リ
に
到
着
す
る
の
だ
が
、
そ
の
後
一
週
間
何
も
書
い
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
ほ
ぼ
毎
日
の
よ
う
に
日
記
を

記
し
て
い
た
横
光
に
と
っ
て
、
こ
の
空
白
部
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
一
週
間
後
の
四
月
四
日
、「
見
る
べ
き
所
は
皆
見
て
し
ま
つ

た
。
し
か
し
、
私
は
こ
こ
の
事
は
書
く
気
が
起
ら
ぬ
」
と
パ
リ
で
の
日
々
を
書
き
出
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
同
日
付
の
妻
宛
て
の
手
紙
に
も
「
僕

は
も
う
見
る
べ
き
も
の
は
、
こ
の
一
週
間
全
部
み
て
し
ま
つ
た
の
で
、
ど
こ
も
見
た
い
と
は
思
は
な
い
」（「
手
紙
１
」）
と
あ
る
。 

で
は
こ
の
空
白
の
一
週
間
、
横
光
は
何
を
見
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
横
光
と
箱
根
丸
で
同
船
し
て
い
た
高
濱
虚
子
の
『
渡
仏
日
記
』（
改
造
社
、

一
九
三
六
年
八
月
）
を
見
て
い
け
ば
、
虚
子
達
一
行
は
パ
リ
到
着
翌
日
の
三
月
二
九
日
に
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
を
伴
い
パ
リ
市
内
を
観
光
し
て
い
る
。

横
光
も
そ
こ
に
同
行
し
て
い
た
（
高
濱
虚
子
「
巴
里
に
同
行
し
て
」『
改
造
文
芸
』
創
刊
号
、
一
九
四
八
年
三
月
）。 

 

ト
ー
マ
ス
・
ク
ツ
ク
会
社
と
い
ふ
の
は
か
ね
て
友
次
郎
の
俳
句
で
お
な
じ
み
で
あ
つ
た
マ
デ
レ
ー
ヌ
と
い
ふ
寺
院
の
前
に
あ
つ
た
。
／
コ
ン

コ
ー
ル
ド
の
広
場
、
シ
ヤ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー
の
街
、
凱
旋
門
、
そ
れ
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
墓
の
あ
る
と
こ
ろ
に
行
き
、
諸
官
衙
を
見
、
ル
イ
十
六
世
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の
居
つ
た
と
い
ふ
あ
と
、
其
周
囲
の
古
い
建
物
、
其
中
に
は
ヴ
イ
ク
ト
ル
・
ユ
ー
ゴ
ー
の
住
ん
で
ゐ
た
と
い
ふ
家
等
を
見
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺

院
に
も
這
入
つ
て
見
た
。
（
高
濱
虚
子
『
渡
仏
日
記
』
前
掲
、
一
四
九
頁
） 

 

マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
へ
、
そ
こ
か
ら
サ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
を
西
へ
進
み
凱
旋
門
に
到
着
。
そ
の
後
セ
ー
ヌ
河

を
渡
り
左
岸
へ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
墓
が
あ
る
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ
ド
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
へ
向
か
う
と
い
う
コ
ー
ス
で
あ
る
。
瀧
本
二
郎
『
欧
米
漫

遊
留
学
案
内 

欧
州
篇 
昭
和
一
〇
年
版
』
（
欧
米
旅
行
案
内
社
、
一
九
三
四
年
一
〇
月
）
の
「
巴
里
一
週
間
見
物
」
の
項
に
は
、
第
一
日
目
の
ル

ー
ト
に
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
か
ら
サ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
、
凱
旋
門
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
墓
と
い
っ
た
ル
ー
ト
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
三
一
七
―
三
二
六

頁
）
。
虚
子
達
の
行
程
は
パ
リ
観
光
の
定
番
コ
ー
ス
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
横
光
は
パ
リ
到
着
ま
で
、
寄
港
地
で
の
観
光
名
所
を
事
細
か
く
記
し
て
い

た
が
、
パ
リ
に
お
い
て
は
「
書
く
気
が
起
ら
ぬ
」
と
述
べ
書
か
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、「
欧
州
紀
行
」
で
描
か
れ
て
い
く
パ
リ
は
「
見
る
べ
き
所
は

皆
見
て
し
ま
つ
た
」
後
の
パ
リ
だ
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

興
味
深
い
こ
と
は
、
単
行
本
『
欧
州
紀
行
』
の
出
版
と
同
じ
月
に
連
載
が
開
始
さ
れ
た
「
旅
愁
」
第
一
回
目
と
第
二
回
目
（『
東
京
日
日
新
聞
』

夕
刊
、
一
九
三
七
年
四
月
一
四
―
一
五
日
）
の
文
章
に
前
述
し
た
観
光
名
所
が
ふ
ん
だ
ん
に
描
か
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。 

 

二
人
は
河
岸
に
添
つ
て
エ
ツ
フ
エ
ル
塔
の
方
へ
歩
い
て
い
く
。（
中
略
）
矢
代
と
久
慈
は
セ
ー
ヌ
河
に
添
つ
て
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
墓
場
の
あ

る
、
ア
ン
バ
リ
イ
ド
の
傍
ま
で
来
た
。
（
中
略
）
ア
ン
バ
リ
イ
ド
か
ら
、
ギ
ヤ
ル
ド
ル
セ
イ
に
か
か
つ
て
来
る
と
、
河
岸
の
欄
壁
に
添
つ
て
、

古
本
屋
が
つ
づ
い
て
来
た
。
（
中
略
）
矢
代
は
前
方
の
島
の
中
か
ら
霞
ん
で
来
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
の
尖
塔
を
望
み
な
が
ら
云
つ
た
。 
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矢
代
と
久
慈
は
、
セ
ー
ヌ
右
岸
か
ら
左
岸
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
ま
で
歩
き
、
そ
こ
か
ら
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
墓
が
あ
る
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ
ド
、
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
寺
院
へ
と
歩
い
て
い
く
。
虚
子
達
の
左
岸
以
降
の
ル
ー
ト
と
一
部
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
水
野
尚
は
こ
の
「
旅
愁
」
冒
頭
部
に
着

目
し
、
「
パ
リ
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
言
及
す
る
こ
と
で
、
読
者
を
旅
の
気
分
に
招
き
入
れ
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
」（「
対
立
と
同
一
性 

横
光
利

一
『
旅
愁
』
に
お
け
る
パ
リ
の
地
理
学
」
『
人
文
論
究
』
六
一
巻
二
号
、
二
〇
一
一
年
九
月
）
と
結
論
付
け
る
。
し
か
し
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
、

「
旅
愁
」
を
読
者
に
向
け
ら
れ
た
作
品
、
「
欧
州
紀
行
」
を
パ
リ
と
の
摩
擦
・
格
闘
（
１
）

の
結
果
生
み
出
さ
れ
た
個
人
的
な
作
品
と
位
置
づ
け
る
の

は
早
計
で
あ
る
。
「
旅
愁
」
を
読
み
進
め
て
い
け
ば
、
連
載
第
三
回
目
か
ら
は
矢
代
達
が
パ
リ
に
到
着
す
る
ま
で
の
物
語
が
回
想
形
式
で
挿
入
さ
れ

る
。
そ
し
て
第
二
〇
回
目
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
五
月
一
一
日
）
か
ら
物
語
現
在
に
戻
り
、
第
一
・
二
回
目
の
内
容
の
続
き
が

描
か
れ
て
い
く
。
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
ま
で
来
た
矢
代
と
久
慈
は
「
左
の
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
を
背
に
し
て
パ
ン
テ
オ
ン
の
方
へ
上
つ
て
い
」
き
、
サ

ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
付
近
の
イ
タ
リ
ア
料
理
店
で
食
事
を
と
る
。
そ
し
て
こ
の
場
面
か
ら
「
旅
愁
」
の
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
矢
代
と
久
慈
の
論
争

が
開
始
さ
れ
て
い
く
。 

帰
国
直
後
、
横
光
は
自
身
の
欧
州
体
験
と
今
後
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
吐
露
し
て
い
た
。 

 

自
分
の
生
れ
た
国
土
に
じ
つ
と
動
か
ず
に
生
活
し
て
ゐ
る
と
、
世
界
の
見
方
が
、
誰
か
か
ら
教
へ
ら
れ
た
見
方
を
応
用
さ
せ
て
、
あ
れ
こ
れ

と
考
へ
て
ゐ
る
も
の
だ
が
、
さ
て
一
度
国
土
を
離
れ
、
自
分
の
眼
で
直
接
実
況
を
眺
め
て
観
察
す
る
と
、
ひ
ど
く
今
迄
の
考
へ
と
か
け
離
れ
た

実
物
と
な
つ
て
世
界
が
現
れ
て
来
る
。
し
か
し
、
こ
れ
を
人
に
伝
へ
る
方
法
は
な
い
。（
中
略
）
日
日
異
国
で
眼
に
し
た
事
を
、
そ
の
ま
ま
書

き
連
ね
や
う
も
の
な
ら
、
お
よ
そ
私
が
退
屈
し
た
そ
の
ま
ま
の
退
屈
を
、
人
々
の
頭
に
植
ゑ
つ
け
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
（「
無
題
」『
横
光

利
一
全
集
月
報
』
九
号
、
非
凡
閣
社
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
） 
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「
今
迄
の
考
へ
と
か
け
離
れ
た
実
物
と
な
つ
」
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
光
景
を
読
者
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
け
ば
よ
い
の
か
横
光
は
苦
悩
す

る
。
こ
の
言
説
を
下
敷
き
に
考
え
れ
ば
、
「
旅
愁
」
の
序
盤
の
構
造
は
次
の
よ
う
に
言
い
換
え
ら
れ
る
。
第
一
・
二
回
目
の
矢
代
と
久
慈
の
セ
ー
ヌ

両
岸
で
の
歩
み
は
「
誰
か
か
ら
教
へ
ら
れ
た
見
方
」、
つ
ま
り
言
説
で
構
築
さ
れ
た
パ
リ
の
観
光
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
読
者
へ
定
着
さ
せ
、
そ
こ
か
ら

徐
々
に
「
今
迄
の
考
へ
と
か
け
離
れ
た
実
物
と
な
つ
」
た
パ
リ
を
開
示
さ
せ
て
い
く
と
い
う
手
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
セ
ー
ヌ
河
の
表
象
の

さ
れ
方
も
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。「
旅
愁
」
第
一
九
回
目
（『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
五
月
九
日
）
で
は
、
パ
リ
到
着
直
後
「
隅

田
川
を
小
さ
く
し
た
や
う
な
河
」
が
セ
ー
ヌ
河
だ
と
知
り
矢
代
達
は
驚
く
。
し
か
し
第
一
・
二
回
目
、
物
語
現
在
の
セ
ー
ヌ
河
は
「
見
る
べ
き

所
」
で
あ
る
観
光
名
所
を
数
多
く
記
し
た
せ
い
か
、
そ
の
よ
う
な
印
象
は
感
じ
ら
れ
な
い
。「
誰
か
か
ら
教
へ
ら
れ
た
」
パ
リ
か
ら
「
今
迄
の
考
へ

と
か
け
離
れ
た
実
物
と
な
つ
」
た
パ
リ
へ
と
読
者
を
誘
導
さ
せ
る
工
夫
が
確
認
で
き
る
。 

さ
て
「
欧
州
紀
行
」
に
戻
れ
ば
、
横
光
が
パ
リ
で
の
生
活
を
し
て
い
く
際
に
直
面
し
た
の
は
金
銭
の
問
題
で
あ
る
。
横
光
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
生
活

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
大
阪
毎
日
新
聞
社
パ
リ
特
派
員
城
戸
又
一
は
、
横
光
が
東
京
日
日
新
聞
社
か
ら
月
二
百
円
の
手
当
を
受
け
て
い
た
こ
と
を

証
言
し
て
い
る
（
中
川
成
美
「
「
欧
州
紀
行
」
論
へ
の
試
み 
横
光
利
一
の
巴
里
」『
立
教
女
学
院
短
期
大
学
紀
要
』
一
四
号
、
一
九
八
三
年
一

月
）
。
当
時
の
公
務
員
の
初
任
給
が
約
七
五
円
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
て
み
れ
ば
、
月
二
百
円
は
決
し
て
少
な
く
な
い
金
額
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
年

パ
リ
を
訪
れ
た
伊
藤
正
雄
が
、
「
円
の
為
替
換
算
率
が
悪
い
か
ら
日
本
の
金
を
持
つ
て
来
て
費
ふ
と
高
く
な
る
の
で
あ
る
。
仏
蘭
西
人
で
月
給
を
貰

つ
て
居
る
人
は
決
し
て
高
い
と
は
思
つ
て
居
ら
ぬ
ら
し
い
」（『
欧
米
空
の
旅
』
帝
国
社
臓
器
薬
研
究
所
、
一
九
三
七
年
六
月
、
三
二
頁
）
と
述
べ

た
よ
う
に
、
当
時
の
為
替
レ
ー
ト
は
急
激
な
円
安
フ
ラ
ン
高
だ
っ
た
（
２
）
（
フ
ラ
ン
高
は
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
政
権
誕
生
ま
で
続
く
）。
横
光
と
同
時

期
に
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留
学
生
だ
っ
た
桶
谷
繁
雄
が
フ
ラ
ン
ス
政
府
か
ら
一
三
五
〇
フ
ラ
ン
（
日
本
円
に
し
て
約
三
二
〇
円
）
を
支
給
さ
れ
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「
大
い
に
楽
な
生
活
を
し
た
」
（
『
新
し
い
パ
リ
新
し
い
フ
ラ
ン
ス
』
文
芸
春
秋
新
社
、
一
九
五
二
年
一
〇
月
、
一
六
〇
頁
）
の
と
は
対
照
的
に
、

横
光
の
パ
リ
生
活
は
終
始
金
銭
の
問
題
が
大
き
く
の
し
か
か
っ
て
い
っ
た
。 

 
さ
つ
き
は
正
金
へ
行
つ
て
、
現
金
二
百
円
を
フ
ラ
ン
に
替
へ
て
み
た
。
八
百
五
十
フ
ラ
ン
だ
。
こ
れ
で
幾
日
あ
る
か
。
夫
婦
で
自
炊
す
れ

ば
、
一
人
の
半
分
で
、
二
人
が
完
全
に
い
け
る
。
金
を
特
に
よ
け
い
に
使
つ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
何
と
な
し
に
入
る
の
だ
。
買
ひ
物
な

ん
か
こ
こ
へ
来
て
、
ま
だ
煙
草
ぐ
ら
ゐ
だ
の
に
。
見
物
代
が
ゐ
る
の
だ
。
／
エ
ツ
ヘ
エ
ル
塔
で
さ
へ
、
昇
る
の
に
十
フ
ラ
ン
だ
。
チ
ツ
プ
代
と

い
ふ
の
は
月
に
百
五
十
円
は
ゐ
る
さ
う
だ
。
全
く
何
で
も
チ
ッ
プ
だ
（「
四
月
一
五
日 

パ
リ
よ
り
横
光
千
代
子
宛
書
簡
」） 

 

生
活
者
と
し
て
自
炊
し
て
い
け
ば
な
ん
と
か
暮
ら
せ
な
く
も
な
い
が
、
観
光
者
と
し
て
過
ご
せ
ば
見
物
代
・
チ
ッ
プ
が
莫
大
に
か
か
っ
て
し
ま

う
。
横
光
の
「
見
る
べ
き
所
」
を
書
記
化
し
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
は
、
観
光
者
と
し
て
観
光
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
生
活
者
と
し
て
暮
ら
し
て
い
く

金
銭
が
急
激
に
減
っ
て
い
く
と
い
う
背
景
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
３
）
。
四
月
七
日
、
横
光
は
パ
リ
の
街
並
み
に
つ
い
て
「
何
と
か
か
と
か
、
旅

人
を
喜
ば
す
工
夫
に
熱
中
し
て
、
う
つ
と
り
す
る
物
ば
か
り
ふ
ん
段
に
並
べ
立
て
て
は
く
れ
る
の
だ
が
、
そ
ん
な
物
に
は
び
つ
く
り
も
出
来
ず
、

向
う
の
下
心
ば
か
り
が
い
や
に
眼
に
つ
く
」
と
記
し
て
い
る
。
本
来
観
光
者
で
あ
る
は
ず
の
横
光
が
「
旅
人
」
を
相
対
化
し
て
い
る
の
も
、
先
の

姿
勢
と
通
じ
て
い
る
だ
ろ
う
。 

帰
国
後
、
横
光
は
「
巴
里
な
ん
て
金
が
な
け
れ
ば
少
し
も
面
白
く
な
い
と
こ
ろ
だ
ね
」（
藤
澤
桓
夫
「
大
阪
日
記 

横
光
さ
ん
を
迎
へ
る
」『
文

芸
』
四
巻
一
〇
号
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
）
、
「
外
国
に
居
る
日
本
人
程
不
幸
な
も
の
は
な
い
、
月
給
を
沢
山
や
ら
な
け
れ
ば
可
哀
相
で
し
や
う
が

な
い
や
う
に
感
じ
た
ね
」
（
「
欧
羅
巴
漫
遊
問
答
」
前
掲
）
と
周
囲
に
漏
ら
し
て
い
る
。
帰
国
後
も
金
銭
の
問
題
が
尾
を
引
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か



第二章 隆起する「欧州紀行」

 

- 46 - 

 

る
。
し
か
し
、
「
旅
愁
」
で
の
矢
代
達
の
パ
リ
生
活
に
は
、
横
光
の
よ
う
な
金
銭
を
心
配
す
る
姿
は
見
ら
れ
な
い
。「
一
番
物
価
の
安
い
日
本
か

ら
、
一
番
高
い
物
価
の
パ
リ
へ
来
た
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
五
月
三
〇
日
）
と
言
及
は
あ
り
つ
つ
も
、
矢
代
達
は
論
争
の
際

に
夕
食
代
（
百
フ
ラ
ン
）
を
賭
け
合
い
、
モ
ン
マ
ル
ト
ル
の
高
級
キ
ャ
バ
レ
ー
で
二
千
フ
ラ
ン
も
散
財
す
る
。
金
銭
や
生
活
と
い
う
点
に
お
い
て

「
欧
州
紀
行
」
と
「
旅
愁
」
、
両
テ
ク
ス
ト
の
差
異
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
同
時
に
「
旅
愁
」
で
描
か
れ
な
か
っ
た
パ
リ
が
「
欧
州

紀
行
」
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
も
い
る
。 

 

三 

パ
リ
と
い
う
〝
山
〟 

 

横
光
は
「
今
迄
の
考
へ
と
か
け
離
れ
た
」
パ
リ
を
ど
の
よ
う
に
知
覚
・
分
節
化
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
横
光
は
五
月
一
三
日
、
パ
リ
の
気

に
入
っ
た
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
リ
ユ
ウ
・
ラ
・
ボ
エ
ッ
シ
イ
か
ら
サ
ン
ト
ノ
レ
間
の
通
り
、
オ
ー
グ
ス
ト
・
コ
ン
ト
通
り
、
ロ
ン
パ
ン
・
ゼ
・
サ
ン

ゼ
リ
ゼ
ー
、
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
の
四
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
順
次
み
て
い
き
、
横
光
の
パ
リ
に
対
す
る
ま
な
ざ
し
と
そ
の
評
価
軸
を
確
認
し
て
い

く
。
ま
ず
は
リ
ユ
ウ
・
ラ
・
ボ
エ
ッ
シ
イ
か
ら
サ
ン
ト
ノ
レ
間
の
通
り
で
あ
る
。 

 

今
日
も
マ
チ
ス
の
展
覧
会
の
あ
る
前
ま
で
来
る
。
い
つ
た
い
、
こ
の
街
ま
で
二
里
は
あ
る
の
だ
が
毎
日
来
た
く
な
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

こ
の
リ
ユ
ウ
・
ラ
・
ボ
エ
ッ
シ
イ
か
ら
サ
ン
ト
ノ
レ
の
長
さ
十
町
足
ら
ず
の
通
り
は
、
パ
リ
ー
の
伝
統
の
一
番
濃
厚
に
出
て
ゐ
る
町
で
あ
る
か

ら
だ
。
（
中
略
）
パ
リ
ー
全
市
で
こ
の
細
長
い
さ
び
れ
た
通
り
ば
か
り
が
、
パ
リ
ー
を
私
に
最
も
よ
く
物
語
る
の
だ
。
東
京
で
云
へ
ば
薬
研
堀
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か
ら
人
形
町
の
裏
町
へ
か
け
た
所
で
あ
る
。
私
は
東
京
市
中
で
純
粋
の
東
京
の
品
物
を
売
つ
て
ゐ
る
の
は
恐
ら
く
こ
こ
だ
け
だ
と
思
ふ
が
、
こ

れ
が
パ
リ
ー
全
市
で
は
、
サ
ン
ト
ノ
レ
か
ら
ボ
エ
ツ
シ
イ
に
か
け
た
十
町
足
ら
ず
の
こ
の
平
凡
な
通
り
だ
け
だ
。
そ
の
他
は
外
国
人
や
大
衆
の

愛
す
る
町
で
あ
る
。 

 

横
光
は
サ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
の
裏
手
に
あ
る
こ
の
「
細
長
い
さ
び
れ
た
通
り
」
に
対
し
、「
パ
リ
ー
を
私
に
最
も
よ
く
物
語
る
」
と
記
す
。
ま
た

「
そ
の
他
は
外
国
人
や
大
衆
の
愛
す
る
町
」
と
あ
り
、
こ
こ
で
も
「
外
国
人
」
で
あ
る
は
ず
の
自
身
の
相
対
化
を
試
み
て
い
る
。
左
岸
の
モ
ン
パ

ル
ナ
ス
に
滞
在
し
て
い
た
横
光
が
ア
ン
リ
・
マ
テ
ィ
ス
の
展
覧
会
を
見
に
行
く
に
は
、
パ
リ
随
一
の
観
光
名
所
で
も
あ
る
サ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
（
４
）

を

通
る
必
要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
横
光
は
観
光
者
向
け
の
大
通
り
の
裏
手
の
通
り
を
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

次
は
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
公
園
の
外
郭
に
あ
る
オ
ー
グ
ス
ト
・
コ
ン
ト
通
り
で
あ
る
。 

 

古
い
瓦
斯
燈
が
青
く
輝
き
、
片
側
の
建
物
は
尽
く
窓
を
閉
ざ
し
て
ゐ
る
中
を
自
分
も
黙
黙
と
し
て
歩
く
寂
寥
は
物
凄
く
身
慄
ひ
の
す
る
ほ
ど

美
し
い
。
（
中
略
）
人
は
死
ぬ
前
に
は
恐
ら
く
こ
の
通
り
の
寂
寞
た
る
光
景
と
似
て
ゐ
る
こ
と
だ
ら
う
。
私
は
こ
こ
を
通
る
度
に
パ
リ
ー
も
こ

ん
な
所
の
あ
る
限
り
は
早
や
お
終
ひ
だ
と
思
ふ
。
他
の
町
は
見
ず
し
て
も
想
像
の
出
来
る
所
が
多
い
が
こ
こ
だ
け
は
末
期
の
世
界
だ
。
市
中
の

峡
谷
。
（
中
略
）
私
は
オ
ー
グ
ス
ト
・
コ
ン
ト
通
り
の
峡
谷
の
中
を
通
る
度
に
、
二
人
［
論
者
注
：
自
殺
し
た
佐
分
真
と
牧
野
信
一
］
の
冥
福

を
祈
ら
う
と
思
ふ
。 

 

中
川
成
美
は
「
光
溢
れ
る
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
の
雑
踏
か
ら
三
〇
年
代
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
繁
華
な
中
心
地
で
あ
る
こ
れ
も
ま
た
カ
フ
ェ
の
電
飾
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で
輝
く
ヴ
ァ
ヴ
ァ
ン
を
結
ぶ
ほ
の
暗
い
道
。
三
〇
年
代
当
時
も
ガ
ス
燈
か
ら
切
り
か
え
ら
れ
た
電
燈
が
並
ん
で
い
た
が
、
片
側
の
真
っ
暗
な
公
園

の
闇
が
道
に
影
を
投
げ
か
け
て
横
光
の
孤
独
を
一
層
に
誘
い
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
」（「
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
コ
ン
ト
通
り
の
横
光
利
一
」『
横
光
利
一

文
学
会 

会
報
』
二
三
号
、
二
〇
一
三
年
七
月
）
と
推
測
す
る
。
大
通
り
や
繁
華
な
通
り
の
裏
手
に
あ
る
通
り
に
美
し
さ
を
見
出
す
横
光
の
視
線

は
先
の
リ
ユ
ウ
・
ラ
・
ボ
エ
ッ
シ
イ
か
ら
サ
ン
ト
ノ
レ
間
の
通
り
に
対
す
る
評
価
と
も
通
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
コ
ン
ト
通
り
を
「
人
は
死
ぬ

前
に
は
恐
ら
く
こ
の
通
り
の
寂
莫
た
る
光
景
と
似
て
ゐ
る
」
や
、
自
殺
し
た
佐
分
真
と
牧
野
信
一
の
冥
福
を
祈
る
通
り
と
位
置
づ
け
て
い
る
点
は

気
に
か
か
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
死
の
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
付
き
、
二
度
も
用
い
ら
れ
て
い
る
「
市
中
の
峡
谷
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
み
た
い
。 

横
光
は
パ
リ
の
都
市
空
間
を
山
に
例
え
分
節
化
し
て
い
た
。
四
月
二
一
日
「
パ
リ
ー
の
建
物
は
高
さ
が
同
じ
で
六
階
だ
が
ど
の
建
物
も
煤
け
て

黒
い
。
道
路
を
歩
い
て
ゐ
る
と
峡
谷
の
底
に
ゐ
る
や
う
だ
」。
ベ
ル
リ
ン
到
着
後
の
七
月
二
四
日
に
は
「
パ
リ
ー
の
町
の
建
物
の
中
を
歩
い
て
ゐ
る

時
に
は
、
山
の
頂
き
を
仰
ぐ
や
う
な
感
じ
で
あ
つ
た
」
と
述
べ
る
。
パ
リ
の
都
市
に
直
面
し
、
自
身
を
「
峡
谷
の
底
」
に
い
る
よ
う
だ
と
横
光
は

感
じ
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
は
実
在
の
都
市
空
間
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。
四
月
六
日
、
パ
リ
を
「
文
化
の
頂
上
」
と
称
し
、
七
月
一
五
日
、
パ
リ

到
着
間
も
な
い
時
期
の
様
子
を
記
し
た
「
失
望
の
巴
里
（
第
二
信
）」（『
文
芸
春
秋
』
一
四
巻
六
号
、
一
九
三
六
年
六
月
）
を
読
み
返
し
た
際
、

「
あ
の
こ
ろ
の
ひ
ど
く
興
奮
し
て
、
あ
へ
い
で
ゐ
る
様
が
、
い
ろ
い
ろ
に
思
ひ
出
さ
れ
、
自
分
も
高
い
峠
を
越
し
た
も
の
だ
と
」
述
懐
す
る
。
パ

リ
の
文
化
や
自
身
の
パ
リ
生
活
に
つ
い
て
も
山
と
い
う
表
現
で
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

つ
ま
り
、
パ
リ
文
化
の
高
さ
を
示
す
繁
華
な
通
り
が
、
サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
や
ヴ
ァ
ヴ
ァ
ン
だ
と
す
れ
ば
、
コ
ン
ト
通
り
は
そ
の
高
い
通
り
に

挟
ま
れ
た
ま
さ
に
「
市
中
の
峡
谷
」
な
の
で
あ
る
。
パ
リ
文
化
の
高
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
後
、
目
に
す
る
コ
ン
ト
通
り
、
そ
こ
に
横
光
は
自
身
の
境

遇
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
く
。
パ
リ
の
都
市
や
文
化
に
適
合
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
峡
谷
」
へ
転
落
し
て
い
く
こ
と
は
パ
リ
で
の
生
活
が
困
難
と
な

り
生
存
の
危
機
に
瀕
し
て
い
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、
「
神
気
寒
倹
た
る
」
コ
ン
ト
通
り
と
死
の
イ
メ
ー
ジ
が
結
び
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 
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し
か
し
、
横
光
は
パ
リ
の
文
化
に
屈
服
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
コ
ン
ト
通
り
と
対
照
的
と
も
い
え
る
ロ
ン
パ
ン
・
ゼ
・
サ
ン
ゼ
リ
ゼ

ー
と
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
を
挙
げ
評
価
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
パ
リ
到
着
翌
日
の
観
光
ル
ー
ト
に
含
ま
れ
て
い
る
両
ス
ポ
ッ
ト
に
対
し
、
横
光
は

「
文
化
の
最
高
に
位
置
す
る
」
、
「
人
工
の
美
の
極
を
尽
し
た
も
の
」
と
評
価
し
て
い
る
。
特
に
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
は
「
旅
愁
（
矢
代
の
巻
）」
に
お

い
て
、
「
矢
代
は
さ
う
云
ひ
な
が
ら
も
、
東
に
チ
ユ
イ
レ
リ
ー
の
宮
殿
を
置
き
、
西
は
サ
ン
ゼ
リ
ゼ
エ
の
大
公
園
に
接
し
、
北
に
は
マ
デ
レ
エ
ヌ
の

大
寺
院
、
南
に
河
を
対
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
墓
場
を
置
い
た
、
こ
の
コ
ン
コ
ル
ド
の
広
場
の
美
し
さ
に
は
、
流
石
云
ふ
べ
き
言
葉
も
出
な
か
つ

た
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
六
月
三
〇
日
）
と
あ
る
。
だ
が
横
光
は
「
欧
州
紀
行
」
に
て
、
ロ
ン
パ
ン
・
ゼ
・
サ
ン
ゼ
リ
ゼ
ー

を
「
私
は
好
み
を
殺
し
て
こ
こ
を
最
高
と
認
め
る
」、
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
は
「
深
夜
に
森
林
の
中
を
一
人
歩
く
凄
さ
よ
り
、
コ
ン
コ
ル
ド
の
広
広
と

し
た
人
工
の
極
み
の
中
を
歩
く
物
凄
さ
は
、
は
る
か
に
人
人
を
興
奮
さ
せ
る
こ
と
だ
ら
う
」
と
記
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い
。
前
述
し
た
二
つ

の
通
り
が
主
観
的
な
視
点
か
ら
の
評
価
に
対
し
、
こ
の
二
つ
の
ス
ポ
ッ
ト
は
個
人
の
好
み
に
関
係
な
く
文
化
の
高
さ
や
人
工
の
美
し
さ
を
認
め
ざ

る
を
得
な
い
と
い
っ
た
態
度
が
読
み
取
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
パ
リ
の
都
市
空
間
に
対
す
る
視
線
は
チ
ロ
ル
や
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
ベ
ニ
ス
な
ど
を
巡
る
小
旅
行
を
経
て
さ
ら
に
深
化
し
て
い
く
。 

 

廻
つ
て
来
た
五
ヶ
国
の
大
小
の
都
会
が
、
例
外
な
く
パ
リ
ー
の
真
似
を
尽
し
て
ゐ
た
の
は
、
あ
れ
は
真
似
で
は
な
い
の
だ
と
気
が
つ
い
た
。

も
の
は
本
格
に
近
づ
け
ば
近
づ
く
ほ
ど
、
軌
道
が
一
つ
に
な
り
、
個
性
が
無
く
な
つ
て
い
く
の
で
あ
る
。
／
デ
カ
ル
ト
に
始
つ
た
都
市
国
家
の

智
的
設
計
は
、
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
か
ら
個
性
を
奪
つ
た
の
だ
。
こ
の
幾
何
学
の
勝
利
は
、
人
心
の
中
に
於
て
で
も
、
暴
威
を
逞
し
く
し
て
近
代
に
及

ん
だ
。
人
心
も
コ
ン
パ
ス
の
両
足
に
挟
ま
れ
て
は
動
け
な
い
の
だ
。（
七
月
三
日
） 
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横
光
は
西
洋
の
都
市
設
計
（
５
）

の
画
一
性
を
見
出
し
、「
個
性
を
奪
つ
た
の
だ
」
と
考
察
す
る
。
加
え
て
こ
の
「
幾
何
学
」
が
「
人
心
」
ま
で
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
述
べ
る
。
そ
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
し
て
い
た
パ
リ
の
状
況
を
踏
ま
え
次
の
よ
う
に
続
け
る
。「
私
は
か
う
い
ふ
街
へ

戻
つ
て
来
る
度
に
心
が
静
ま
り
な
ほ
一
層
計
り
知
れ
ぬ
深
さ
を
感
じ
て
い
く
。
こ
の
不
思
議
さ
。
つ
ま
り
、
私
は
だ
ん
だ
ん
、
個
性
と
い
ふ
鈍
重

な
も
の
を
失
つ
て
来
つ
つ
あ
る
か
ら
だ
」
（
七
月
三
日
）。「
個
性
」
と
い
う
言
葉
が
再
度
登
場
す
る
。「
人
工
の
美
の
極
を
尽
し
た
」
コ
ン
コ
ル
ド

広
場
の
よ
う
な
ス
ポ
ッ
ト
は
「
幾
何
学
」
的
に
計
算
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
美
し
く
感
じ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
自
身
の
「
人
心
」「
個
性
」
も
画
一

化
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
横
光
は
「
今
迄
の
考
へ
と
か
け
離
れ
た
実
物
と
な
つ
」
た
パ
リ
を
、
高
低
差
の
あ
る
山
と

例
え
分
節
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
６
）
。 

 

四 

横
光
利
一
と
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線 

 

横
光
は
六
月
以
降
、
パ
リ
の
政
局
、
特
に
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
運
動
を
契
機
と
し
た
人
民
戦
線
運
動
に
関
心
を
向
け
て
い
く
。
人
民
戦
線
と
は
、
ナ

チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
初
め
と
し
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
隆
盛
に
よ
り
共
産
党
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
が
協
調
路
線
に
転
換
し
、
こ
れ
ま
で
対
立
し
て
い
た
フ
ラ
ン

ス
の
共
産
党
・
社
会
党
・
急
進
党
な
ど
が
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
派
と
し
て
結
束
、
社
会
党
内
閣
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
政
権
誕
生
に
至
っ
た
と
い
う
一
連
の

運
動
を
指
す
。
現
在
に
お
い
て
人
民
戦
線
運
動
は
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
派
の
歴
史
的
勝
利
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
国
内
の

状
況
を
み
て
い
け
ば
人
民
戦
線
派
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
派
が
拮
抗
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
横
光
も
「
今
日
は
総
選
挙
［
論
者
注
：
第
一
次
投
票
］

の
日
だ
。
結
果
は
夕
方
に
な
る
と
ほ
ぼ
分
る
さ
う
だ
が
、
左
翼
が
絶
対
多
数
で
勝
つ
こ
と
は
決
定
的
だ
と
云
は
れ
て
ゐ
」（
四
月
二
六
日
）
た
が
、
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翌
日
に
は
「
ま
だ
明
瞭
で
は
な
い
が
極
右
と
極
左
が
競
り
合
つ
て
ゐ
る
と
の
事
だ
」（
四
月
二
七
日
）
と
あ
る
。
三
六
年
の
一
連
の
選
挙
結
果
を
分

析
し
た
渡
辺
和
行
は
、
議
席
数
の
上
で
は
人
民
戦
線
派
の
選
挙
協
力
が
功
を
奏
し
圧
勝
で
あ
っ
た
が
、
投
票
数
を
み
れ
ば
大
き
な
票
の
変
動
は
な

か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線 

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
反
恐
慌
・
文
化
革
命
』
人
文
書
院
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
、
一
三
三

―
一
三
四
頁
）
。
こ
こ
ま
で
接
戦
に
な
っ
た
要
因
は
、
人
民
戦
線
運
動
が
共
産
化
運
動
へ
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
民
衆
が
危
惧
し
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。
フ
ラ
ン
ス
共
産
党
書
記
長
で
あ
っ
た
モ
リ
ス
・
ト
レ
ー
ズ
は
一
九
三
六
年
一
月
二
二
日
の
共
産
党
大
会
に
て
「
わ
れ
わ
れ
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム

と
反
動
に
抗
し
て
、
人
民
の
自
由
を
擁
護
し
、
平
和
の
た
め
に
た
た
か
い
、
世
界
平
和
の
と
り
で
ソ
連
邦
を
守
る
た
め
に
た
た
か
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
（
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線
』
坂
井
信
義
訳
、
国
民
文
庫
、
一
九
七
六
年
六
月
（
原
著
：
一
九
四
五
年
）、
一
六
三
頁
）
と
宣
言
し
て
い
る
。 

知
識
人
達
の
時
代
認
識
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
非
政
治
的
な
作
家
と
言
わ
れ
て
い
る
ジ
ュ
リ
ア
ン
・
グ
リ
ー
ン
の
日
記
に
は
、
ソ
連
に

旅
立
つ
前
の
ア
ン
ド
レ
・
ジ
ッ
ド
と
の
会
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
彼
は
こ
の
国
を
お
そ
ら
く
近
く
分
裂
さ
せ
る
だ
ろ
う
重
大
な
政
治
闘
争
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
。）「
左
右
の
衝
突
は
ほ
と
ん
ど
避
け
ら
れ
な

い
。
そ
う
な
れ
ば
、
き
み
は
も
う
文
学
の
な
か
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
る
。
き
み
は
選
択
を
強
い
ら
れ
る
よ
。」「
選
択
で

す
っ
て
？
」
と
ぼ
く
は
言
う
。
「
共
産
主
義
と
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
？ 

し
か
し
、
ぼ
く
が
そ
の
ど
ち
ら
に
も
心
を
惹
か
れ
な

い
な
ら
、
ぼ
く
に
ど
う
し
ろ
と
い
う
の
で
す
？
」
ジ
ィ
ド
は
頭
を
振
る
。「
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
、」
と
彼
は
か
た
く
な
に
く
り
返

す
。
（
「
一
九
三
五
年
七
月
一
〇
日
」『
日
記 

ジ
ュ
リ
ア
ン
・
グ
リ
ー
ン
全
集
７
』
小
佐
井
伸
二
訳
、
人
文
書
院
、
一
九
八
〇
年
五
月
（
原

著
：
一
九
七
〇
年
）
、
三
〇
〇
頁
） 
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人
民
戦
線
か
フ
ァ
シ
ズ
ム
か
と
い
う
二
分
法
の
中
で
知
識
人
達
も
選
択
を
迫
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。 

さ
て
、
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
政
権
が
誕
生
し
た
際
に
、
大
規
模
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ

の
原
因
に
つ
い
て
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
は
「
数
日
間
、
自
分
を
人
間
と
感
じ
る
こ
と
。
要
求
か
ら
離
れ
て
も
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
そ
れ
自
身

一
つ
の
よ
ろ
こ
び
な
の
だ
」
（
「
女
子
製
錬
工
の
生
活
と
ス
ト
ラ
イ
キ
（
職
場
占
拠
）」『
シ
モ
ー
ヌ
・
ヴ
ェ
ー
ユ
著
作
集
Ⅰ
』
根
本
長
兵
衛
訳
、
春

秋
社
、
一
九
六
八
年
四
月
（
原
著
：
一
九
三
六
年
）、
二
八
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
の
原
因
は
、
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
政
権
誕
生
に
よ

る
労
働
者
の
期
待
の
表
出
で
あ
り
喜
び
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
横
光
は
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
し
た
六
月
一
一
日
、
そ
の
よ
う
な
光
景
と
異
な
る
場

面
に
遭
遇
し
て
い
る
。 

 

今
日
は
食
事
に
宿
を
出
る
と
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
一
帯
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
椅
子
の
足
を
上
向
け
て
ど
の
店
も
森
閑
と
し
て
ゐ
る
。
私
同
様
食

事
に
出
て
来
た
外
人
た
ち
は
、
う
ろ
う
ろ
し
な
が
ら
笑
つ
て
ゐ
る
だ
け
だ
。
近
所
に
白
系
露
人
ば
か
り
で
経
営
し
て
ゐ
る
食
事
場
が
、
一
つ
あ

る
の
を
思
ひ
出
し
、
そ
こ
も
罷
業
す
る
も
の
か
ど
う
か
と
行
っ
て
み
る
。
行
く
と
果
し
て
こ
こ
だ
け
が
店
を
開
け
て
ゐ
る
。
し
か
し
、
窓
に
は

組
合
に
加
入
し
て
ゐ
る
証
明
書
を
、
今
日
に
限
つ
て
張
り
付
け
て
あ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
一
団
の
罷
業
実
行
委
員
会
が
検
べ
に
来
た
が
、
窓
の

紙
を
見
て
何
も
云
は
ず
に
通
過
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
前
に
は
、
良
く
見
る
と
白
系
露
人
運
動
の
寄
附
金
箱
が
、
軽
さ
う
に

ぶ
ら
下
つ
て
傾
い
て
ゐ
る
。
（
六
月
一
一
日
） 

 

生
活
を
す
る
た
め
、
し
た
た
か
に
働
い
て
い
る
白
系
ロ
シ
ア
人
達
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
７
）
。
加
え
て
「
白
系
露
人
運
動
の
寄
附
金
箱
が
、
軽

さ
う
に
ぶ
ら
下
つ
て
傾
い
て
ゐ
る
」
光
景
を
横
光
は
記
す
。
人
民
戦
線
運
動
が
高
ま
り
を
見
せ
る
中
、
白
系
ロ
シ
ア
人
や
彼
ら
の
運
動
が
忘
却
さ
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れ
て
い
く
状
況
を
横
光
は
見
出
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
六
月
六
日
「
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
者
は
皆
金
を
持
つ
て
ゐ
る
か
ら
ス
ト
ラ
イ
キ
が
続
い
て
も

困
ら
な
い
」
と
い
う
横
光
の
過
去
の
指
摘
は
当
て
は
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
労
働
者
主
導
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
あ
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
ス
ト
ラ
イ
キ

が
続
く
と
生
活
が
立
ち
行
か
な
く
な
る
労
働
者
達
を
横
光
は
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
前
述
し
た
生
活
や
金
銭
に
悩
む
横
光
自
身
の
境
遇
が
、
彼
ら

に
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と
に
な
っ
た
要
因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
七
月
一
四
日
の
パ
リ
独
立
祭
、
通
称
〝
巴
里
祭
〟
が
行
わ
れ
る
。
レ
オ
ン
・
ブ
ル
ム
政
権
が
誕
生
し
間
も
な
い
時
期
で

あ
っ
た
た
め
、
市
民
の
期
待
が
高
ま
り
百
万
も
の
人
達
が
パ
リ
の
街
を
行
進
し
て
い
っ
た
。
ジ
ャ
ッ
ク
・
ダ
ノ
ス
と
マ
ル
セ
ル
・
ジ
ブ
ラ
ン
は
当

時
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。 

 

七
月
十
四
日
、
ナ
シ
オ
ン
広
場
に
百
万
人
の
パ
リ
市
民
が
集
ま
る
。（
中
略
）
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
通
り
で
は
、
Ｃ
Ｇ
Ｔ
の
諸
労
連
が
そ
れ
ぞ
れ

の
仕
事
を
象
徴
す
る
車
に
乗
っ
て
い
た
が
、
そ
の
中
に
地
方
の
代
表
団
、
坑
夫
、
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
た
肉
屋
の
若
者
、
手
に
箒
を
持
っ
た
家
政

婦
な
ど
の
姿
が
目
に
つ
く
。
そ
し
て
パ
リ
の
全
住
民
と
プ
チ
＝
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
参
加
し
て
い
る
。
彼
ら
は
幸
福
で
喜
び
に
み
ち
て
い
る
。

（
中
略
）
ナ
シ
オ
ン
広
場
に
人
々
が
は
い
っ
た
時
、
歌
と
叫
び
が
止
ん
だ
の
は
、
演
説
を
聞
く
た
め
と
い
う
よ
り
、
彼
ら
の
感
動
の
き
わ
ま
っ

た
あ
ま
り
で
あ
る
。
み
ん
な
は
こ
う
し
た
全
部
あ
げ
て
の
集
ま
り
を
目
の
あ
た
り
に
見
て
、
信
頼
感
と
幸
福
で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
の
だ
。
（
『
フ
ラ
ン
ス
人
民
戦
線 

一
九
三
六
年
民
衆
蜂
起
』
吉
田
八
重
子
訳
、
柘
植
書
房
、
一
九
七
五
年
九
月
（
原
著
：
一
九
七
二

年
）
、
一
三
〇
―
一
三
一
頁
） 

 

ア
ン
ド
レ
・
マ
ル
ロ
ー
も
日
記
に
て
「
七
月
一
四
日
／
ナ
シ
オ
ン
広
場
周
辺
の
す
べ
て
の
大
通
り
に
沿
っ
て
行
進
し
、
ス
ピ
ー
チ
を
放
送
す
る
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ス
ピ
ー
カ
ー
の
下
に
集
ま
る
百
万
の
人
々
。
（
中
略
）
行
列
の
通
路
上
に
は
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
被
っ
た
人
や
看
護
師
、
赤
い
布
で
あ
し
ら
っ
た
首
輪
を

つ
け
た
犬
や
子
供
た
ち
。
／
（
歩
き
た
く
な
い
で
あ
ろ
う
）
た
く
さ
ん
の
妊
婦
の
人
達
」（C

A
R

N
E

T
 
D

U
 
F

R
O

N
T

 
P

O
P

U
L

A
IR

E
 
1
9

3
5

-1
9

3
6

, 

G
allim

ard
, 

2
0

0
6

［
論
者
訳
］
）
と
記
し
て
あ
る
。
ど
ち
ら
も
多
種
多
様
な
人
達
に
焦
点
を
当
て
、
彼
ら
が
連
帯
し
て
い
く
様
子
を
描
い
て
い
る
。

横
光
も
巴
里
祭
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
横
光
は
奇
妙
な
視
線
を
有
し
て
い
る
。 

 

ナ
シ
オ
ン
の
広
場
へ
群
衆
の
祭
り
を
見
に
行
く
。
広
場
は
赤
旗
と
三
色
旗
だ
。
そ
の
中
へ
、
全
国
か
ら
集
合
し
て
来
た
種
種
の
団
体
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
旗
を
さ
し
か
ざ
し
、
陸
続
と
行
進
し
て
来
る
。
こ
の
行
進
の
中
に
は
、
多
く
の
女
子
や
子
供
も
混
つ
て
ゐ
る
。（
中
略
）
何
の
諷
刺

か
、
む
か
し
の
女
王
の
真
似
を
し
た
山
車
も
、
幾
台
も
続
い
た
が
、
侍
女
に
扮
し
た
醜
い
女
は
、
し
よ
ん
ぼ
り
つ
ま
ら
な
さ
う
に
悄
げ
て
ゐ
る

中
で
、
女
王
ひ
と
り
に
こ
に
こ
群
衆
に
向
つ
て
笑
つ
て
ゐ
る
。（
七
月
一
四
日
） 

 

群
衆
の
行
進
の
中
、
「
侍
女
に
扮
し
た
醜
い
女
は
、
し
よ
ん
ぼ
り
つ
ま
ら
な
さ
う
に
悄
げ
て
ゐ
る
」
光
景
に
横
光
は
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
。
ダ
ノ

ス
、
ジ
ブ
ラ
ン
、
マ
ル
ロ
ー
達
は
巴
里
祭
に
参
加
し
て
い
る
人
々
の
横
の
連
帯
を
強
調
し
て
い
る
が
、
横
光
は
そ
れ
に
加
え
縦
の
関
係
を
見
出
し

て
い
る
。
前
節
で
確
認
し
て
き
た
、
高
低
差
を
持
っ
て
パ
リ
の
都
市
を
認
識
し
て
い
く
姿
勢
が
、
そ
こ
で
生
活
を
営
む
人
々
に
も
拡
張
し
て
い
っ

た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
巴
里
祭
の
シ
ー
ン
は
「
旅
愁
」
に
お
い
て
も
登
場
す
る
。
し
か
し
、「
旅
愁
」
で
の
巴
里
祭
は
、
右
翼
（
フ

ァ
シ
ズ
ム
派
）
と
左
翼
（
人
民
戦
線
派
）
の
衝
突
に
焦
点
化
が
な
さ
れ
て
お
り
、
縦
の
関
係
性
は
読
み
取
れ
な
い
。「
旅
愁
」
で
の
主
要
な
テ
ー
マ

で
あ
る
思
想
的
な
二
分
法
を
強
調
す
る
た
め
、
「
欧
州
紀
行
」
で
描
か
れ
て
い
た
は
ず
の
光
景
が
埋
没
し
て
し
ま
っ
た
と
推
測
で
き
る
。 

本
章
で
は
、
「
欧
州
紀
行
」
を
「
旅
愁
」
の
サ
ブ
テ
ク
ス
ト
と
し
て
み
な
さ
ず
、
文
学
テ
ク
ス
ト
と
し
て
読
解
し
て
き
た
。
西
尾
幹
二
は
「
旅
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愁
」
に
フ
ラ
ン
ス
人
が
ほ
と
ん
ど
登
場
し
な
い
点
に
触
れ
、「
も
う
少
し
フ
ラ
ン
ス
に
住
む
人
間
、
、
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
れ
ば
よ
い
の
だ
が
」

（
「
『
旅
愁
』
再
考 

ひ
と
つ
の
読
み
方
」
『
文
学
界
』
三
七
巻
一
〇
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）
と
不
満
を
漏
ら
す
。
し
か
し
「
欧
州
紀
行
」
の
横

光
は
、
人
民
戦
線
か
フ
ァ
シ
ズ
ム
か
と
い
う
二
分
法
の
状
況
の
中
、「
フ
ラ
ン
ス
に
住
む
人
間
」
を
注
意
深
く
観
察
し
て
い
た
。
し
か
も
、
現
地
の

知
識
人
達
で
さ
え
も
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
人
達
の
姿
を
横
光
は
書
き
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
森
か
を
る
は
、「
旅
愁
」
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
や
巴

里
祭
の
描
写
に
、
人
民
戦
線
運
動
の
背
景
を
な
す
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
思
潮
が
欠
け
て
い
る
と
看
破
す
る
（「『
旅
愁
』
に
お
け
る
《
支
那
》・
人
民
戦

線 

昭
和
十
三
年
の
横
光
利
一
」
『
国
語
国
文
学
』
七
九
号
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）。
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
「
欧
州
紀
行
」
に
お
い
て
も
、
人
民

戦
線
運
動
に
お
け
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
へ
の
言
及
は
さ
ほ
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
横
光
の
「
国
際
情
勢
か
ら
疎
外
さ
れ
て
し
ま
っ
た
無
力
さ
」（
古
矢
篤

史
「
「
見
聞
記
」
が
「
寂
し
い
旅
行
記
」
に
至
る
ま
で 

横
光
利
一
と
一
九
三
六
年
前
後
の
国
際
情
勢
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
っ
て
」『
横
光
利

一
研
究
』
一
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
が
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
い
う
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
書
記
化
で
き
な
か
っ
た
遠
因
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
だ
か
ら
こ
そ
横
光
は
思
想
的
な
二
分
法
が
迫
ら
れ
た
一
九
三
六
年
の
パ
リ
に
お
い
て
、
見
落
と
さ
れ
て
き
た
民
衆
や
亡
命
者
達
を
発
見

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
「
抽
象
好
き
、
観
念
好
き
」（
磯
貝
英
夫
「
所
謂
観
念
性
に
つ
い
て 

横
光
利
一
を
め
ぐ
っ
て
」『
日
本
文
学
研

究
』
二
九
号
、
一
九
五
二
年
一
月
）
と
い
わ
れ
て
き
た
従
来
の
横
光
の
イ
メ
ー
ジ
と
異
な
る
一
面
が
「
欧
州
紀
行
」
に
は
描
か
れ
て
い
る
。 

  
 

注 

（
１
） 

横
光
の
パ
リ
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
岡
本
太
郎
は
「
芸
術
家
で
も
狡
猾
に
既
成
の
己
を
守
り
、
世
界
の
都
の
課
題
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を

し
旅
行
者
気
分
で
通
り
す
ぎ
る
者
だ
け
が
、
本
質
的
に
何
も
の
も
掴
み
得
な
い
代
り
に
傷
つ
き
も
し
な
い
。（
中
略
）
幸
か
不
幸
か
、
ま

と
も
に
ぶ
つ
か
つ
て
絶
望
し
た
横
光
さ
ん
は
純
粋
で
あ
り
、
繊
細
だ
つ
た
」（「
旅
愁
の
人
」『
文
芸
』
臨
時
増
刊
号
、
一
九
五
五
年
五
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月
）
と
回
想
し
て
い
る
。 

（
２
） 

当
時
の
円
と
フ
ラ
ン
の
為
替
レ
ー
ト
は
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。 

        

※
東
洋
経
済
新
報
社
編
『
完
結 

昭
和
国
勢
総
覧
』（
二
巻
、
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
一
年
二
月
）
を
参
照
し
論
者
が
作
成
。 

（
３
） 

し
か
し
、
家
族
に
対
し
て
は
観
光
者
の
姿
も
見
せ
て
い
た
。
横
光
は
妻
千
代
子
の
た
め
に
手
袋
を
三
つ
購
入
し
（
四
月
二
八
日
付
書

簡
）
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
や
服
を
購
入
し
、
息
子
象
三
の
た
め
に
ピ
ア
ノ
ま
で
購
入
し
よ
う
と
す
る
（
五
月
一
七
日
付
書
簡
）。
特
に
五
月

一
七
日
付
書
簡
に
は
、「
街
を
歩
い
て
ゐ
る
と
、
君
の
物
ば
か
り
買
ひ
た
く
な
つ
て
仕
様
が
な
い
。
買
は
な
い
で
ゐ
る
と
神
経
衰
弱
が
ひ

ど
く
な
る
の
だ
」
と
あ
る
。
観
光
者
と
い
う
安
定
し
た
立
場
を
引
き
受
け
て
し
ま
い
た
い
と
い
う
欲
望
も
読
み
取
れ
る
。 

（
４
） 

矢
本
正
二
は
サ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
と
サ
ン
ト
ノ
レ
通
り
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。 

元
々
シ
ヤ
ン
ゼ
リ
ゼ
は
、
以
前
は
確
か
に
パ
リ
一
の
上
等
物
屋
が
多
か
つ
た
の
で
、
今
で
も
、
香
水
屋
の
ゲ
ラ
ン
な
ど
は
こ
ゝ
に

 フラン（仏） 

（1円：フラン） 

最高 最低 平均 

1930年 12.55 12.40 12.50 

1931年 12.55 8.65 12.34 

1932年 9.20 5.025 7.039 

1933年 5.35 4.62 5.068 

1934年 4.95 4.30 4.489 

1935年 4.41 4.15 4.328 

1936年 6.14 4.33 4.831 

1937年 8.50 6.11 7.145 

1938年 10.45 8.45 9.876 

1939年 10.72 10.15 10.31 

1940年 13.07 9.50 10.46 
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あ
る
が
、
賑
や
か
に
な
る
に
つ
れ
て
、
ア
メ
リ
カ
人
そ
の
他
の
外
国
人
相
手
の
自
動
車
が
よ
く
売
れ
る
や
う
な
、
商
売
振
り
に
な
つ

て
来
た
も
の
だ
か
ら
、
凝
つ
た
上
等
物
よ
り
も
、
如
何
に
も
外
国
人
が
直
ぐ
飛
び
つ
き
さ
う
な
、
パ
リ
ら
し
い
も
の
と
か
、
人
目
を

引
く
も
の
と
か
、
利
潤
の
早
い
カ
フ
エ
ー
、
活
動
の
町
に
変
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
／
シ
ヤ
ン
ゼ
リ
ゼ
が
こ
ん
な
に
な
つ
て
し
ま
つ

た
の
も
、
こ
ゝ
十
五
六
年
の
変
化
が
殊
に
激
し
い
。
／
小
さ
い
シ
ヨ
ウ
イ
ン
ド
ー
に
手
袋
一
つ
と
い
つ
た
様
な
店
は
、
サ
ン
ト
ノ
ー

レ
方
面
に
皆
移
つ
て
し
ま
つ
た
。
（
『
巴
里
通
信
』
築
地
書
店
、
一
九
四
三
年
九
月
、
五
〇
頁
） 

（
５
） 

パ
リ
と
い
う
都
市
空
間
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
期
に
行
わ
れ
た
パ
リ
大
改
造
は
避
け
て
通
れ
な
い
だ
ろ
う
。
セ
ー
ヌ
県
知

事
だ
っ
た
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
オ
ス
マ
ン
は
パ
リ
の
住
民
を
強
制
的
に
退
去
さ
せ
、
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
（
大
通
り
）
を
拡
張
し
、
ベ
ン
チ
や

木
々
を
植
え
休
息
し
な
が
ら
遊
歩
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
の
終
点
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
く
る
よ
う
設
計
す
る
こ

と
で
、
遊
歩
者
に
視
覚
的
で
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
最
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
を
施
し
て
い
た
（M

arsh
all 

B
erm

an
, 

A
ll 

T
h
a

t 

Is 
S

o
lid

 
M

elts 
In

to
 
A

ir 
T

h
e 

E
xp

erien
ce 

o
f 

M
o
d
ern

ity, 
P

en
g
u
in

 
B

o
o
k
s, 

1
9
8
8

, 
p

.1
5

0
-1

5
1

）。 

（
６
） 

パ
リ
の
都
市
空
間
を
山
で
例
え
て
い
く
横
光
の
認
識
手
法
は
「
旅
愁
」
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
次
の
引
用
部
は
「
旅
愁
」
が
単
行

本
化
さ
れ
た
際
に
加
筆
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。 

し
か
し
、
見
渡
し
た
と
こ
ろ
、
足
場
の
一
つ
も
な
い
こ
の
大
断
層
に
ど
う
し
て
人
人
が
橋
を
か
け
る
か
と
思
ふ
と
、
他
人
ご
と
で

は
な
く
自
分
の
問
題
と
な
つ
て
響
き
返
つ
て
来
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
こ
こ
［
論
者
注
：
パ
リ
］
は
全
く
矢
代
に
は
乾
燥
し
た
無

人
の
高
い
山
岳
地
帯
を
登
る
の
と
同
じ
だ
つ
た
。
そ
れ
も
ふ
と
こ
の
山
は
人
が
み
な
造
つ
た
の
だ
と
思
つ
た
そ
の
瞬
間
、
が
ら
が
ら

ッ
と
念
ひ
は
頂
上
か
ら
真
逆
さ
ま
に
下
ま
で
転
が
り
落
ち
た
。
（『
旅
愁
』
第
一
篇
、
改
造
社
、
一
九
四
〇
年
六
月
、
八
一
―
八
二

頁
） 
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「
大
断
層
」
や
「
山
岳
地
帯
を
登
る
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
、
矢
代
は
パ
リ
の
都
市
を
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
矢
代
は
、
日
本
と
西
洋

と
の
「
断
層
」
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
て
い
く
か
に
つ
い
て
苦
悩
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
「
旅
愁
（
矢
代
の
巻
）
」
で
の
チ

ロ
ル
の
氷
河
登
り
の
場
面
に
も
当
て
は
ま
る
。
千
鶴
子
と
一
緒
に
「
断
層
」
を
渡
り
氷
河
の
山
岳
を
登
っ
て
い
く
行
為
は
、
日
本
と
西
洋

の
「
断
層
」
を
乗
り
越
え
て
い
く
試
み
で
も
あ
る
。
パ
リ
を
山
と
例
え
て
い
く
「
欧
州
紀
行
」
で
の
横
光
の
認
識
が
、「
旅
愁
」
に
お
い

て
は
同
時
代
思
潮
（
日
本
と
西
洋
の
問
題
）
と
結
び
付
き
表
象
さ
れ
て
い
く
。 

（
７
） 

石
黒
敬
七
は
「
パ
リ
に
は
ロ
シ
ア
料
理
が
仲
々
多
い
。
大
戦
後
白
系
の
ロ
シ
ア
人
が
多
勢
入
り
込
ん
で
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
や
レ
ス
ト

ー
ラ
ン
で
働
い
て
ゐ
る
。
（
中
略
）
ロ
シ
ア
料
理
の
客
は
、
一
流
以
外
の
店
の
九
〇
％
は
ロ
シ
ア
人
で
、
そ
れ
も
あ
ら
か
た
タ
ク
シ
ー
の

運
転
手
で
あ
る
。
飯
時
に
な
る
と
レ
ス
ト
ー
ラ
ン
の
附
近
は
タ
ク
シ
ー
を
乗
り
つ
け
る
運
転
手
で
ゴ
ツ
タ
返
し
て
、
中
に
入
る
と
皆
ロ

シ
ア
語
で
、
廻
す
レ
コ
ー
ド
は
ロ
シ
ア
曲
で
あ
る
」（『
蚤
の
市
』
岡
倉
書
房
、
一
九
三
五
年
二
月
、
一
三
三
―
一
三
四
頁
）
と
述
べ
て

い
る
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
誕
生
後
、
パ
リ
に
亡
命
し
て
来
た
裕
福
で
は
な
い
白
系
ロ
シ
ア
人
達
は
、
荷
物
運
び
や
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー

を
こ
な
し
生
計
を
立
て
て
い
た
（Jam

es 
E

. 
H

assell, 
R

u
ssia

n
 
R

efu
g
ees 

in
 
F

ra
n
ce 

a
n

d
 
th

e 
U

n
ited

 
S

ta
tes 

B
etw

een
 
th

e 
W

o
rld

 

W
a

rs, 
A

m
erican

 
P

h
ilo

so
p

h
ical 

S
o

ciety, 
1
9
9
1

, 
p
.4

8
-4

9

）。「
欧
州
紀
行
」
で
の
パ
リ
の
描
写
を
み
て
い
く
と
、
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ

ー
に
関
す
る
言
及
が
度
々
確
認
で
き
る
（「
手
紙
２
」・
四
月
二
一
日
・
五
月
一
九
日
・
五
月
二
一
日
・
六
月
六
日
な
ど
）。
横
光
の
パ
リ

生
活
に
お
い
て
、
白
系
ロ
シ
ア
人
は
身
近
な
存
在
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 
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第
三
章 

書
き
変
わ
る
日
本
と
東
欧 

―
―
横
光
利
一
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
―
― 

   

一 

書
き
変
わ
る
東
欧
へ
の
旅 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
横
光
利
一
は
パ
リ
を
生
活
の
拠
点
と
し
て
い
た
が
、
そ
の
間
二
週
間
ほ
ど
東
欧
へ
旅
行
し
て
い
る
。
パ
リ
か
ら
ミ
ュ
ウ
ヘ

ン
、
ウ
ィ
ー
ン
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
、
ベ
ニ
ス
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
を
経
由
し
て
パ
リ
へ
戻
っ
て
く
る
と
い
う
行
程
だ
っ
た
。「
こ
の
旅
行
は
か

な
り
大
旅
行
だ
が
、
一
人
で
来
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
と
て
、
い
ろ
い
ろ
苦
労
も
入
ら
う
と
思
つ
た
が
、
来
て
見
て
、
一
人
の
方
が
非
常
に
良
い
と
思
つ

た
。
言
葉
な
ん
か
通
じ
な
い
方
が
、
は
る
か
に
の
ん
き
で
、
便
利
だ
」
（「
一
九
三
六
年
六
月
二
一
日 

チ
ロ
ル
よ
り
横
光
千
代
子
宛
書
簡
」）
と
横
光
は

そ
の
時
の
心
境
を
手
紙
に
綴
っ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
向
か
う
日
本
郵
船
箱
根
丸
の
船
内
で
は
高
濱
虚
子
、
パ
リ
到
着
後
は
城
戸
又
一
や
岡
本
太
郎
ら

と
行
動
を
共
に
し
て
い
た
横
光
に
と
っ
て
、
こ
の
「
大
旅
行
」
は
文
字
通
り
単
身
で
の
旅
行
だ
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
、
横
光
は
パ
リ
出
発
直
後
、
妻
へ
の
手
紙
に
こ
の
旅
行
の
日
程
を
事
細
か
く
記
し
て
い
た
。 
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六
月
十
七
日
―
水
曜
日
、
午
後
一
時
四
十
分
パ
リ
発
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
に
出
発
。
午
後
七
時
二
十
分
、
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
着
。（
中
略
）
明
日
は
三

時
出
発
で
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
。
そ
の
次
の
日
十
九
日
は
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
か
ら
チ
ロ
ル
の
イ
ン
ス
ブ
ル
ツ
ク
と
い
ふ
所
だ
。
そ
の
次
の
日
二
十
日
は
ウ
イ
ン
。

／
二
十
一
日
は
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
ヴ
ダ
ペ
ス
ト
。
／
二
十
二
日
は
ベ
ニ
ス
。（
こ
こ
は
二
三
日
ゐ
る
）
／
二
十
五
六
日
は
フ
ロ
レ
ン
ス
（
こ
こ
も
二
三
日

ゐ
る
つ
も
り
）
／
二
十
九
日
ご
ろ
は
ミ
ラ
ノ
。
／
三
十
日
か
ら
一
日
、
二
日
、
三
日
と
、
ス
ヰ
ス
の
ジ
ユ
ネ
ー
ブ
、（
中
略
）
七
月
の
上
旬
、
パ
リ
へ

戻
る
。
／
か
う
い
ふ
順
序
で
、
切
符
を
皆
買
ひ
、
通
し
の
ホ
テ
ル
の
切
符
も
買
つ
て
、
こ
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
ま
で
来
た
所
だ
。（「
一
九
三
六
年
六

月
一
八
日 

ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
グ
よ
り
横
光
千
代
子
宛
書
簡
」） 

 

切
符
や
ホ
テ
ル
を
事
前
に
押
さ
え
て
お
り
、
こ
の
旅
行
へ
向
け
て
周
到
な

準
備
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
（
１
）
。
し
か
し
、
実
際
の
横
光
の
行
程
を

辿
っ
て
い
く
と
、
先
ほ
ど
の
書
簡
で
の
予
定
と
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
（
【
表
１
】
参
照
）
。
特
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
関
し
て
は
、
六
月
二
一
日

到
着
の
一
泊
二
日
の
予
定
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
実
際
は
二
二
日
着
、
四
泊

五
日
の
滞
在
で
あ
っ
た
。
当
初
の
予
定
と
実
際
の
行
程
と
を
比
較
し
て
も
、

ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
の
滞
在
延
長
は
異
例
だ
と
い
え
る
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
を
喋
れ

な
か
っ
た
横
光
が
な
ぜ
予
定
を
大
幅
に
変
更
し
て
ま
で
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
滞

在
を
延
長
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
横
光
だ
け
に
留
ま
ら
ず
近
代
日
本
に
と
っ
て
欠
か
す
こ

実際の行程 書簡での予定 日程

パリ出発／ストラスブルグ パリ出発／ストラスブルグ 6月17日

ミュウヘン ミュウヘン 6月18日

チロル／インスブルック 6月19日

ウィーン ブダペスト 6月21日

6月22日

6月23日

6月24日

6月26日

6月27日

6月28日

ミラノ 6月29日

ミラノ 6月30日

ローザンヌ 7月1日

ジュネーブ 7月2日

パリ到着 7月3日

ジュネーブ

※7月上旬頃に

パリ到着予定

6月25日

ベニス

（2・3日の予定）

フィレンツェ

（2・3日の予定）

【表1】　横光利一の書簡での予定と実際の行程

ウィーン 6月20日

ベニス

フィレンツェ

ブダペスト

チロル

ミッテンワルデ

インスブルック
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と
の
で
き
な
い
国
で
あ
っ
た
。
両
国
の
関
係
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
近
藤
正
憲
の
論
考
（『
戦
間
期
に
お
け
る
日
洪
文
化
交
流
の
史
的
展
開
』
千
葉
大
学

大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
学
位
論
文
、
一
九
九
九
年
九
月
）
は
参
考
に
な
る
。
例
え
ば
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
独
立
運
動
の
主
導
者
コ
シ
ュ
ー
ト
・
ラ
ヨ

シ
ュ
が
登
場
す
る
東
海
散
士
『
佳
人
之
奇
遇
』
（
第
二
編
、
博
文
堂
、
一
八
八
六
年
一
月
）
に
つ
い
て
、
近
藤
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
含
め
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
小
国
が
主
役
を
演
じ
、
ロ
シ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
大
国
は
抑
圧
者
と
し
て
脇
役
、
と
言
う
よ
り
悪
役
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
点
」
に
着
目
す
る
。
そ

し
て
、
「
隣
国
が
列
強
の
植
民
地
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
ア
ジ
ア
に
お
い
て
自
ら
が
そ
の
被
害
者
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
緊
張
感
」
が
当
時
の
日
本
国

内
に
あ
っ
た
こ
と
を
看
取
す
る
（
六
〇
―
六
二
頁
）。
明
治
期
の
日
本
に
と
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
り
つ
つ
も
、
列
強
国
に
囲
ま
れ
た

中
、
ど
の
よ
う
に
近
代
化
を
成
し
遂
げ
て
い
く
か
に
つ
い
て
共
通
の
問
題
を
有
し
て
い
る
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。 

ま
た
沼
野
充
義
は
、
東
欧
文
学
の
特
徴
に
つ
い
て
、
西
欧
と
ロ
シ
ア
と
の
間
に
挟
ま
れ
た
地
政
学
的
立
場
に
自
覚
的
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
「
小

国
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
」
と
同
時
に
、
民
族
的
境
界
の
超
越
の
可
能
性
を
見
出
し
て
い
る
（「
東
欧
文
学
と
は
何
か
？ 

間
は
ざ
ま

の
世
界
の
地
詩
学
を
求
め
て
」

『
東
欧
の
想
像
力 

現
代
東
欧
文
学
ガ
イ
ド
』
奥
彩
子
・
西
成
彦
・
沼
野
充
義
編
、
松
籟
社
、
二
〇
一
六
年
一
月
、
三
七
頁
）。
西
欧
と
ロ
シ
ア
と
い
う

列
強
国
に
よ
っ
て
〈
周
縁
〉
に
追
い
や
ら
れ
た
東
欧
、
そ
こ
を
舞
台
と
し
た
日
本
近
代
文
学
作
品
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
な
ど
を
〈
中
心
〉
と
措
定
し
が
ち
な
従
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
認
識
を
相
対
化
す
る
こ
と
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。 

本
章
で
は
、
横
光
利
一
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
と
そ
の
体
験
が
ど
の
よ
う
に
帰
国
後
の
文
学
活
動
、
特
に
「
旅
愁
」
に
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
の
か
に
つ

い
て
考
察
を
行
っ
て
い
く
。
横
光
は
帰
国
直
後
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
て
、「
も
う
一
度
行
つ
て
見
た
い
所
は
巴
里
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
あ
る
」（
寺
崎
浩
「
横

光
氏
を
迎
へ
る
（
一
つ
の
レ
ポ
ル
タ
ー
ヂ
ュ
）
」
『
文
芸
』
四
巻
一
〇
号
、
一
九
三
六
年
一
〇
月
）
と
答
え
て
い
る
。
横
光
に
と
っ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
フ

ラ
ン
ス
と
並
ぶ
印
象
深
い
国
で
あ
っ
た
。
日
本
か
ら
文
化
の
〈
中
心
（
２
）
〉
地
パ
リ
へ
、
そ
こ
か
ら
〈
周
縁
〉
で
あ
る
東
欧
へ
の
旅
は
横
光
に
ど
の
よ
う
な

認
識
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
が
基
に
描
か
れ
た
小
説
「
罌
粟
の
中
」
を
中
心
に
考
察
を
進
め
て
い
く
。 
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二 

ツ
ラ
ニ
ズ
ム
と
い
う
紐
帯 

 

「
罌
粟
の
中
」
は
、
一
九
四
四
年
二
月
『
改
造
』
に
発
表
さ
れ
た
。
本
論
の
展
開
上
、
以
下
梗
概
を
記
す
。
ブ
ダ
ペ
ス
ト
到
着
後
、
主
人
公
の
梶
が
ホ

テ
ル
で
休
息
し
て
い
た
時
、
ヨ
ハ
ン
と
い
う
人
物
が
部
屋
を
訪
ね
、
日
本
語
で
梶
の
ガ
イ
ド
を
務
め
た
い
と
願
い
出
る
。
梶
は
そ
れ
を
承
諾
し
、
ヨ
ハ
ン

か
ら
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
観
光
名
所
や
食
事
や
キ
ャ
バ
レ
ー
な
ど
を
案
内
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
梶
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
郊
外
の
牧
場
に
連
れ
ら
れ
、
ヨ
ハ
ン
に

「
し
ら
ゆ
き
は
ど
う
し
て
ゐ
ま
す
か
」
と
尋
ね
ら
れ
る
。
昭
和
天
皇
の
御
料
馬
の
白
雪
は
こ
の
牧
場
で
育
て
ら
れ
、
ヨ
ハ
ン
は
白
雪
の
買
い
付
け
の
際
、

通
訳
を
引
き
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
戻
っ
て
き
た
際
、
ヨ
ハ
ン
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
中
心
に
「
ジ
ヤ
パ
ン
」
と
い
う
カ
フ
ェ
が
あ

り
、
そ
こ
は
こ
の
国
の
芸
術
家
が
一
番
集
ま
る
と
こ
ろ
だ
と
梶
に
紹
介
す
る
と
い
っ
た
物
語
内
容
で
あ
る
。 

「
欧
州
紀
行
」
や
、
欧
州
滞
在
時
に
記
し
て
い
た
通
称
「
歐
洲
メ
モ
（
３
）
」
を
照
合
し
て
み
る
と
、
日
程
や
横
光
の
体
験
し
た
出
来
事
が
「
罌
粟
の
中
」

に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
小
田
桐
弘
子
は
こ
の
点
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、「
こ
の
作
品
は
ヨ
ハ
ン
と
白
雪
の
虚
構
の
部
分
な
く
し
て
、
成
立

し
な
い
」
（
「
罌
粟
の
中
」
『
横
光
利
一
事
典
』
井
上
謙
・
神
谷
忠
孝
・
羽
鳥
徹
哉
編
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
九
七
頁
）
と
述
べ
、
一
九
三

六
年
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
か
ら
約
八
年
後
に
「
罌
粟
の
中
」
が
執
筆
さ
れ
た
理
由
を
白
雪
に
関
す
る
新
聞
記
事
（
４
）

に
あ
る
と
推
測
し
た
（「
写
真
か
ら
の

再
生
」
『
横
光
利
一 

比
較
文
化
的
研
究
』
南
窓
社
、
二
〇
〇
〇
年
四
月
、
一
八
〇
―
一
八
一
頁
）。
し
か
し
、
も
う
一
つ
の
虚
構
部
分
と
言
わ
れ
て
い
る

ヨ
ハ
ン
が
な
ぜ
あ
そ
こ
ま
で
梶
に
好
意
的
で
あ
り
、
か
つ
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
現
地
の
人
々
に
対
し
影
響
力
を
有
し
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
が
残
存
し
て
い

る
。
本
節
は
、
同
時
代
の
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
関
係
性
を
押
さ
え
て
い
く
こ
と
で
、
こ
の
謎
め
い
た
ヨ
ハ
ン
と
い
う
人
物
に
迫
っ
て
い
き
た
い
。 
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戦
間
期
の
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
関
係
に
お
い
て
、
欠
か
せ
な
い
の
は
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
（
５
）

と
い
う
思
潮
で
あ
る
。
家
田
修
は
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。 

 

「
ツ
ラ
ン
民
族
」
と
は
西
方
の
フ
ィ
ン
・
ウ
ゴ
ル
語
族
か
ら
東
の
日
本
を
含
め
た
ツ
ン
グ
ー
ス
語
族
に
至
る
ウ
ラ
ル
・
ア
ル
タ
イ
系
言
語
を
用
い
る

諸
民
族
の
総
称
で
あ
り
、
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
と
は
こ
の
諸
民
族
を
単
一
ツ
ラ
ン
民
族
と
し
て
覚
醒
さ
せ
、
統
合
せ
ん
と
す
る
運
動
で
あ
る
。（「
日
本
に
お

け
る
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
」
『
日
本
と
東
欧
諸
国
の
文
化
交
流
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
東
欧
史
研
究
会
・
日
本
東
欧
関
係
研
究
会
、
一
九
八
二
年
四
月
、
二

〇
七
頁
） 

 

加
え
て
、
近
藤
正
憲
は
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
間
に
お
け
る
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
を
、「
日
本
人
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
民
族
的
な
近
親
関
係
を
自
覚
さ
せ
、
こ
れ

に
基
づ
く
連
帯
、
同
盟
を
主
張
す
る
思
想
」
（
『
戦
間
期
に
お
け
る
日
洪
文
化
交
流
の
史
的
展
開
』
前
掲
、
九
四
頁
）
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
こ
こ
で
の

「
民
族
的
な
近
親
関
係
」
は
、
先
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
同
じ
言
語
族
と
い
う
理
由
に
よ
る
（
６
）
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
日
本
を
結
び

付
け
る
要
因
は
存
在
し
た
。
日
本
に
お
け
る
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
の
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン
だ
っ
た
今
岡
十
一
郎
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
親
日
の
理
由
に
つ
い
て
、
①
第

一
次
世
界
大
戦
後
の
ト
リ
ア
ノ
ン
条
約
に
よ
り
、
三
分
の
二
以
上
の
領
土
と
人
口
の
過
半
数
を
隣
接
諸
国
に
割
譲
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
民
族

へ
の
反
発
と
、
そ
れ
に
よ
る
自
民
族
へ
の
連
帯
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
点
、
②
ス
ラ
ブ
系
民
族
（
ロ
シ
ア
）
の
膨
張
発
展
に
対
す
る
危
機
感
と
、
日
本

軍
が
ロ
シ
ア
を
日
露
戦
争
に
て
破
っ
た
こ
と
に
よ
る
賛
美
、
③
日
本
軍
の
シ
ベ
リ
ヤ
出
兵
の
際
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
捕
虜
を
丁
重
に
扱
っ
た
点
な
ど
を
挙

げ
て
い
る
（
７
）
（
『
ツ
ラ
ン
民
族
運
動
と
は
何
か 

吾
等
と
血
を
ひ
く
ハ
ン
ガ
リ
ー
』
日
本
ツ
ラ
ン
協
会
、
一
九
三
三
年
六
月
、
一
五
―
一
六
頁
、
三
三
―

三
四
頁
）
。
そ
し
て
今
岡
は
続
け
て
、「
日
本
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
共
同
の
敵
ス
ラ
ヴ
を
有
つ
と
い
ふ
こ
と
、
日
、
鮮
、
満
、
蒙
人
、
ト
ル
コ
人
、
及
び
ハ
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ン
ガ
リ
ー
人
と
は
血
を
分
つ
兄
弟
民
族
で
あ
る
」
こ
と
を
強
調
す
る
（
四
三
―
四
四
頁
）。「
日
・
鮮
・
満
・
蒙
・
漢
」
と
い
う
東
ア
ジ
ア
の
協
調
を
掲
げ

た
「
五
族
調
和
」
と
は
異
な
り
、
ス
ラ
ブ
系
民
族
で
あ
る
ソ
ビ
エ
ト
に
対
抗
す
る
た
め
、「
日
・
鮮
・
満
・
蒙
・
ト
ル
コ
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
」
の
連
帯
を
説

い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
間
期
に
お
け
る
両
国
の
関
係
は
文
化
的
な
交
流
と
い
う
よ
り
、
政
治
的
な
側
面
（
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
地
政
学
上
の
問

題
）
に
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。 

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
に
て
、
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
の
一
大
拠
点
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
は
、
ツ
ラ
ン
協
会
と
い
う
組
織
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
、
ツ
ラ
ン
民
族

の
学
術
、
歴
史
、
文
学
、
芸
術
な
ど
を
研
究
・
発
信
す
る
た
め
同
協
会
が
設
立
さ
れ
た
の
だ
が
、
近
藤
正
憲
は
そ
こ
で
の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。
「
閉
鎖
的
な
都
市
知
識
人
の
集
団
で
あ
り
、
大
衆
運
動
と
し
て
は
全
く
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
保
守
的
な
貴
族
グ
ル
ー
プ
を
中
心
と
す
る

政
治
的
特
権
層
に
隠
然
と
し
た
影
響
力
を
も
ち
政
治
的
圧
力
団
体
と
し
て
機
能
し
、
日
本
と
の
関
係
に
お
い
て
は
独
占
的
な
地
位
を
確
保
し
た
」（『
戦
間

期
に
お
け
る
日
洪
文
化
交
流
の
史
的
展
開
』
前
掲
、
一
一
五
頁
）。
加
え
て
ハ
ラ
ン
ギ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
の
次
の
指
摘
は
「
罌
粟
の
中
」
を
読
み
解
く
に
あ

た
っ
て
重
要
で
あ
る
。 

 

ツ
ラ
ン
協
会
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
訪
問
す
る
日
本
人
客
に
注
意
を
払
い
、
案
内
や
宿
泊
に
関
し
て
当
該
組
織
が
そ
の
手
助
け
と
な
る
よ
う
に
さ
せ
る

こ
と
を
大
切
な
任
務
と
し
て
い
た
。
両
大
戦
間
期
に
お
い
て
ツ
ラ
ン
協
会
が
訪
洪
し
た
日
本
人
に
気
が
つ
か
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
日
程
作

成
に
参
画
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。（「
戦
間
期
」『
日
本
と
東
欧
諸
国
の
文
化
交
流
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
家
田
修
訳
、
前
掲
、
八

一
頁
） 

 

ツ
ラ
ン
協
会
と
思
わ
し
き
人
物
が
、
日
本
人
観
光
客
に
ガ
イ
ド
を
願
い
出
る
と
い
っ
た
場
面
は
、
斎
藤
茂
吉
（「
ブ
ダ
ペ
ス
ト
」
『
改
造
』
二
三
巻
一
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号
、
一
九
四
一
年
一
月
）
、
安
倍
能
成
（
「
ブ
ダ
・
ペ
ス
ト
の
四
夜
」『
文
鳥
』
六
輯
、
一
九
三
六
年
二
月
）、
八
木
壽
治
（「
洪
牙
利
の
首
府
ブ
ダ
ペ
ス

ト
」
『
欧
米
の
旅
』
撫
順
高
等
女
学
校
校
友
会
、
一
九
二
七
年
二
月
、
三
〇
三
頁
）
な
ど
の
言
説
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ツ
ラ
ン
協
会
員

の
特
徴
と
仕
事
は
「
罌
粟
の
中
」
の
ヨ
ハ
ン
と
も
合
致
す
る
。 

 

「
私
は
こ
の
ホ
テ
ル
の
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
、
日
本
語
の
勉
強
の
た
め
通
訳
と
い
た
し
ま
し
て
、
あ
な
た
さ
ま
御
滞
在
中
の
御
便
宜
を
お
取
り

は
か
ら
ひ
い
た
す
考
へ
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
何
卒
、
御
用
お
命
じ
下
さ
い
ま
す
な
ら
、
私
ど
も
幸
ひ
と
存
じ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
当
ホ
テ
ル

を
本
日
訪
問
い
た
し
ま
す
れ
ば
、
あ
な
た
さ
ま
の
御
来
訪
を
教
へ
ら
れ
ま
し
た
に
つ
き
ま
し
て
、
出
張
い
た
し
ま
し
た
。」 

 

そ
の
後
ヨ
ハ
ン
は
、
ガ
イ
ド
を
行
う
に
従
い
「
驚
く
べ
き
記
憶
力
と
彼
の
博
学
さ
を
少
し
づ
つ
謙
遜
に
示
し
始
め
」、「
彼
は
大
学
で
日
本
語
を
教
へ
て

ゐ
る
こ
と
、
日
本
へ
は
一
度
も
行
つ
た
こ
と
は
な
い
が
、
好
き
な
た
め
一
人
で
日
本
語
の
勉
強
を
始
め
た
」
こ
と
を
梶
は
知
る
。
ヨ
ハ
ン
が
極
め
て
ツ
ラ

ン
協
会
と
近
い
人
物
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

ツ
ラ
ン
協
会
に
所
属
（
８
）

し
つ
つ
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
る
人
物
を
辿
っ
て
い
け
ば
、
パ
ー
ズ
マ
ー
ニ
ュ
・
ペ
ー
テ
ル
大
学
（
現
エ
ト
ヴ
ェ
シ

ュ
・
ロ
ー
ラ
ー
ン
ド
大
学
、
通
称
ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
学
）
の
教
授
プ
レ
ー
レ
・
ヴ
ィ
ル
モ
シ
ュ
（P

rö
h

le 
V

ilm
o
s

）
の
名
前
が
浮
上
し
て
く
る
。
プ
レ
ー
レ

は
「
非
凡
な
語
学
的
才
能
を
有
し
、
他
の
い
く
つ
か
の
言
葉
と
と
も
に
日
本
語
の
修
得
に
も
卓
越
し
た
才
能
を
発
揮
し
た
。
こ
こ
で
強
調
せ
ね
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
彼
は
東
洋
学
者
で
は
な
く
、
し
か
も
日
本
学
の
教
育
す
ら
受
け
て
い
な
か
っ
た
」（
セ
ー
カ
ー
チ
・
エ
ス
テ
ル
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
日

本
学
の
歴
史
と
現
状
」『
日
本
と
東
欧
諸
国
の
文
化
交
流
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
』
佐
藤
紀
子
訳
、
前
掲
、
九
七
頁
）。
複
数
言
語
を
操
り
、
日
本
語
の
教

育
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
点
も
ヨ
ハ
ン
と
合
致
す
る
（
ヨ
ハ
ン
は
日
本
語
だ
け
で
は
な
く
英
語
も
話
せ
る
）。
白
雪
の
購
入
時
の
通
訳
が
プ
レ
ー
レ
で
あ
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っ
た
と
い
う
事
実
は
現
在
確
認
で
き
な
い
（
９
）

が
、
プ
レ
ー
レ
は
一
九
三
八
年
四
月
二
九
日
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
内
の
昭
和
天
皇
の
誕
生
日
を
祝
う
式
典
に

て
講
演
を
行
っ
て
い
た
。
題
目
は
「
天
皇
制
二
六
〇
〇
年
」
で
あ
っ
た
（
ハ
ラ
ン
ギ
・
ラ
ー
ス
ロ
ー
「
戦
間
期
」
前
掲
、
八
一
頁
）。 

「
罌
粟
の
中
」
の
ヨ
ハ
ン
の
モ
デ
ル
が
ツ
ラ
ン
協
会
の
人
物
だ
と
仮
定
す
れ
ば
、
ヨ
ハ
ン
の
ガ
イ
ド
や
言
動
が
腑
に
落
ち
て
く
る
。
ヨ
ハ
ン
は
梶
に
ロ

マ
の
演
奏
を
聴
か
せ
た
際
、
「
あ
れ
は
タ
ロ
ー
ガ
ツ
タ
と
い
つ
て
、
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
独
特
の
木
の
楽
器
で
す
。
や
つ
て
ゐ
る
も
の
も
こ
の
国
第
一
等
の
人
」

だ
と
教
え
る
。
食
事
の
際
も
、
「
こ
の
家
の
料
理
は
こ
の
国
で
一
等
で
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
料
理
で
す
」
と
紹
介
し
た
後
、「「
い
か
が
で
す
か
、
こ
こ
の
料

理
は
？
」
／
ヨ
ハ
ン
は
梶
か
ら
こ
こ
だ
け
答
へ
を
聞
き
た
い
ら
し
か
つ
た
」
と
あ
る
。
ヨ
ハ
ン
は
国
と
い
う
単
位
を
強
調
し
な
が
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
音

楽
や
食
事
を
紹
介
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
特
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
踊
り
子
を
紹
介
す
る
場
面
は
そ
の
最
た
る
例
で
あ
る
。 

 

「
こ
の
子
ら
は
市
の
踊
子
で
一
番
権
威
を
持
つ
て
ゐ
る
の
で
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
の
踊
り

（

１０
）

で
す
。」（
中
略
）「
な
か
な
か
面
白
い
踊
り
で
す
ね
。」

／
と
梶
は
見
飽
き
ず
に
云
つ
た
。
ヨ
ハ
ン
も
さ
う
云
は
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
ら
し
く
、
こ
の
踊
り
だ
け
は
観
賞
し
直
す
と
い
ふ
風
に
、
／
「
日
本
の

方
が
御
覧
に
な
る
と
、
ど
の
子
が
美
し
い
と
思
は
れ
ま
す
か
。」
と
梶
に
訊
ね
た
。（
中
略
）
揃
つ
た
肋
骨
の
迅
い
動
き
の
中
か
ら
一
人
を
選
ぶ
の

は
、
梶
も
難
し
か
つ
た
。
殊
に
日
本
人
の
観
賞
の
眼
も
共
に
選
ば
れ
て
ゐ
る
こ
と
も
、
こ
の
博
学
な
ヨ
ハ
ン
の
太
つ
た
笑
ひ
の
底
に
ひ
そ
ん
で
ゐ

た
。 

 

ヨ
ハ
ン
か
ら
「
日
本
人
の
観
賞
の
眼
」
を
期
待
さ
れ
、
梶
は
日
本
人
と
し
て
ま
な
ざ
し
を
内
面
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
ホ
テ
ル
に
到
着
後
、
梶
は
「
こ

の
日
の
自
分
の
事
実
も
自
分
個
人
の
も
の
と
は
思
へ
ぬ
色
ど
り
に
見
え
て
来
た
」
と
思
う
。
梶
は
当
初
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
つ
い
て
「
何
も
知
ら
ぬ
白
紙
の
状

態
」
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
ツ
ラ
ン
協
会
員
と
思
わ
し
き
ヨ
ハ
ン
の
ガ
イ
ド
を
受
け
る
こ
と
で
徐
々
に
個
人
的
な
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
か
ら
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日
本
人
と
し
て
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
へ
と
書
き
変
わ
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

戦
間
期
に
お
け
る
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
と
ツ
ラ
ン
協
会
の
存
在
を
加
味
す
る
と
、
ヨ
ハ
ン
は
ツ
ラ
ン
協
会
の
関
係
者
、
特
に
プ
レ
ー
レ
・
ヴ
ィ
ル
モ
シ
ュ
と
重

な
っ
て
く
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
ツ
ラ
ニ
ス
ト
と
の
出
会
い
こ
そ
が
、
横
光
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
滞
在
延
長
の
理
由
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
三 
「
旅
愁
」
へ
と
流
れ
る
音 

 

「
罌
粟
の
中
」
を
読
み
進
め
て
い
け
ば
、
こ
の
作
品
に
通
底
し
て
い
る
モ
チ
ー
フ
に
音
が
挙
げ
ら
れ
る
。
真
紅
の
罌
粟
に
取
り
囲
ま
れ
た
ブ
ダ
ペ
ス
ト

に
は
言
葉
や
メ
ロ
デ
ィ
ー
が
絶
え
ず
鳴
り
響
い
て
い
た
。
韓
然
善
は
「
梶
の
身
体
は
「
愁
ひ
」
と
い
う
よ
う
な
感
情
が
身
体
に
染
み
入
る
と
い
う
、
音
に

染
ま
り
や
す
い
」
点
を
確
認
し
、
そ
こ
に
「
〈
音
楽
〉
や
〈
言
語
〉、
そ
し
て
そ
の
解
釈
を
め
ぐ
る
様
々
な
係
争
」
が
あ
る
こ
と
を
読
み
取
る
（「〈
係
争
〉

と
し
て
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
体
験 

横
光
利
一
「
罌
粟
の
中
」
を
中
心
に
」『
横
光
利
一
研
究
』
九
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）。
な
る
ほ
ど
、
確
か
に
梶
と
ヨ
ハ

ン
と
の
や
り
取
り
を
含
め
た
音
が
「
罌
粟
の
中
」
の
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
傾
聴
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
節
で
注
目
し
た
い

の
は
、
音
や
言
葉
が
梶
の
認
識
や
「
旅
の
愁
ひ
」
を
喚
起
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な
モ
チ
ー
フ
が
「
旅
愁
」
の
基
調
低
音
と
し
て
流
れ
て
い
る
点
で
あ

る
。
例
え
ば
「
旅
愁
」
で
初
め
て
「
旅
の
愁
ひ
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
す
る
の
は
、
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
で
の
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
の
歌
で
あ
っ
た
（「
旅
愁

（
矢
代
の
巻
）
」
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
六
月
二
二
日
）。
本
節
で
は
「
罌
粟
の
中
」
を
含
め
た
横
光
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
と
音
に
関
す

る
描
写
に
注
目
し
、
「
旅
愁
」
と
の
関
係
性
を
押
さ
え
て
い
き
た
い
。 

ま
ず
は
、
新
た
な
土
地
に
向
か
う
（
も
し
く
は
帰
っ
て
い
く
）
場
面
で
あ
る
。「
罌
粟
の
中
」
で
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
入
る
直
前
、
幼
少
期
に
唄
っ
た
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「
ダ
ニ
ユ
ー
ブ
の
漣
」
を
梶
は
想
起
す
る
。
「
実
地
に
そ
こ
を
走
つ
て
ゐ
る
自
分
の
こ
と
を
も
う
忘
れ
」、「
遠
い
流
れ
の
向
ふ
か
ら
聞
え
て
来
る
草
笛
の

音
の
や
う
な
、
甘
酸
つ
ぱ
い
感
傷
の
情
の
お
も
む
き
で
、
ひ
た
ひ
た
と
身
に
迫
つ
て
来
る
水
に
似
た
愁
ひ
」
を
味
わ
う
。
こ
の
場
面
は
「
旅
愁
」
第
三

篇
、
満
州
国
到
着
直
前
の
矢
代
の
心
境
を
想
起
さ
せ
る
。「
身
体
が
凄
い
渦
の
中
に
吸
い
込
ま
れ
て
流
れ
る
や
う
な
眩
暈
ひ
を
感
じ
た
。
絶
え
ず
潮
騒
に

似
た
音
が
遠
く
か
ら
聞
え
て
来
て
ゐ
る
く
せ
に
あ
た
り
が
実
に
静
か
だ
つ
た
」、「
胸
の
中
で
ご
う
ご
う
と
水
の
流
れ
る
音
が
し
て
」
な
ど
が
そ
う
で
あ
る

（
「
旅
愁
（
第
三
篇
）
」『
文
芸
春
秋
』
二
〇
巻
一
号
、
一
九
四
二
年
一
月
）。
鉄
道
に
乗
り
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
向
か
う
「
罌
粟
の
中
」
と
、
日
本
へ
向
か
う
途

中
の
「
旅
愁
」
、
ど
ち
ら
も
遠
く
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
音
や
、
身
体
が
水
で
満
た
さ
れ
て
い
く
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
共
通
し
て
い
る
。 

「
罌
粟
の
中
」
に
戻
れ
ば
、
梶
は
ホ
テ
ル
到
着
後
も
音
を
手
掛
か
り
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
と
い
う
ト
ポ
ス
を
分
節
化
し
て
い
く
。 

 

一
人
の
知
人
さ
へ
ゐ
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
も
分
ら
ず
、
言
葉
も
知
ら
な
け
れ
ば
こ
の
地
の
歴
史
さ
へ
不
案
内
だ
つ
た
。
蒙
古

の
こ
と
を
モ
ン
ゴ
ロ
ワ
と
い
ひ
、
モ
ン
ゴ
ロ
ワ
を
フ
オ
ン
ゴ
ロ
ワ
と
読
み
、
フ
オ
ン
ゴ
ロ
ワ
を
フ
ア
ン
ガ
ラ
ワ
、
そ
れ
を
ま
た
転
じ
て
ハ
ン
ガ
リ
ヤ

と
化
し
て
来
て
ゐ
る
唇
の
作
用
か
ら
考
へ
る
と
、
あ
る
い
は
こ
こ
も
ま
た
、
十
二
世
紀
以
来
東
洋
の
草
原
の
英
雄
が
、
黄
旗
を
押
し
立
て
て
流
れ
襲

つ
て
来
た
と
こ
ろ
か
も
し
れ
な
か
つ
た
が
、
見
た
と
こ
ろ
、
通
つ
て
来
た
街
の
こ
こ
か
し
こ
の
人
人
の
様
子
も
、
ど
こ
も
西
洋
と
変
ら
な
か
つ
た
。 

 

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
つ
い
て
「
ダ
ニ
ユ
ー
ブ
の
漣
」
し
か
知
ら
な
か
っ
た
梶
は
、「
蒙
古
」
か
ら
「
ハ
ン
ガ
リ
ヤ
」
へ
と
至
る
音
の
変
遷

（

１１
）

に
着
目
し
て
、

ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
歴
史
に
思
い
を
馳
せ
る
。
こ
れ
ま
で
訪
れ
て
き
た
西
洋
諸
国
と
一
見
す
る
と
変
わ
ら
な
い
が
、
梶
は
言
語
の
音
か
ら
東
洋
と
の
結
び
付
き

を
見
出
そ
う
と
試
み
る
の
で
あ
る
。 

言
語
の
音
か
ら
そ
の
土
地
の
歴
史
を
想
像
し
て
い
こ
う
と
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
横
光
の
エ
ッ
セ
ー
「
あ
る
愛
情
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
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三
八
年
九
月
四
日
）
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
横
光
は
、
右
記
の
よ
う
な
音
の
転
移
や
、
ア
イ
ヌ
語
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
類
似
点
に
言
及
し
た
後
、
次
の
よ

う
に
続
け
る
。 

 
私
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
行
つ
て
み
て
、
こ
の
国
の
民
衆
の
日
本
へ
の
愛
情
が
、
口
伝
か
ら
起
つ
て
ゐ
る
こ
と
を
感
じ
た
が
、
歴
史
と
口
伝
と
が
人
々

を
動
か
す
力
の
、
は
る
か
に
口
伝
の
勝
つ
て
ゐ
る
の
を
感
じ
た
の
も
、
ま
た
こ
の
地
で
得
た
私
の
経
験
の
一
つ
で
あ
つ
た
。
蒙
古
人
は
家
系
の
重
要

な
こ
と
を
、
女
子
に
神
の
言
葉
の
ご
と
く
暗
誦
さ
せ
る
風
習
の
あ
る
こ
と
は
、
ド
ー
ソ
ン
の
「
蒙
古
史
」（
１２
）

の
中
に
出
て
ゐ
る
が
、
口
伝
の
暗
誦
を

歴
史
と
見
な
い
科
学
は
、
恐
ら
く
永
久
に
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
愛
情
を
も
こ
の
ま
ま
滅
ぼ
し
て
流
れ
去
る
こ
と
に
ち
が
ひ
な
い
。 

 

横
光
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
日
本
へ
の
愛
情
の
理
由
を
「
口
伝
か
ら
起
つ
て
ゐ
る
」
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
梶
は
身
体
を
通
し
て
音
に
染
ま
っ
て
い
く

と
い
う
韓
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
と
、
横
光
の
こ
の
「
口
伝
」
へ
の
高
い
関
心
は
、
身
体
性
を
有
し
て
い
る
か
ど
う
か
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
身

体
を
介
し
た
「
口
伝
」
に
よ
っ
て
、
伝
承
を
イ
マ
・
コ
コ
に
再
現
す
る
行
為
、
そ
れ
が
日
本
へ
の
愛
情
の
原
因
だ
と
横
光
は
推
測
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
発
話
や
暗
誦
を
重
視
し
て
い
く
姿
勢
は
、「
旅
愁
」
で
も
散
見
で
き
る
。
例
え
ば
、
次
の
引
用
部
は
矢
代
も
し
く
は
横
光
の
日
本
回
帰
の

一
端
を
示
す
悪
評
高
い
場
面
で
あ
る
。 

 

「
人
の
は
知
ら
な
い
が
、
僕
の
は
た
だ
イ
ウ
エ
と
発
音
す
る
だ
け
な
ん
で
す
が
ね
、
こ
れ
を
早
く
い
ふ
と
、
い
は
ゆ
る
気
合
み
た
い
に
な
つ
て
、
エ

ッ
と
聞
え
る
け
れ
ど
も
、
ま
ア
そ
れ
で
も
良
い
の
で
す
。」（
中
略
）「
言
霊
で
は
イ
は
過
去
の
大
神
で
、
ウ
は
現
神
で
エ
は
未
来
の
神
の
こ
と
で
す
。

で
す
か
ら
こ
の
三
つ
を
早
く
縮
め
て
一
口
に
、
エ
ッ
と
声
に
出
し
て
お
祈
り
す
る
の
で
す
が
、
さ
う
す
る
と
、
日
本
人
な
ら
誰
だ
つ
て
元
気
が
満
ち
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て
来
る
で
せ
う
。
こ
の
イ
と
い
ふ
字
と
ウ
と
い
ふ
字
と
を
大
昔
は
石
に
し
て
、
勿
論
古
代
文
字
で
す
が
、
ど
こ
の
国
へ
も
一
つ
づ
つ
神
社
の
御
本
体

と
し
て
祭
ら
せ
た
の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
が
、
淫
ら
な
形
を
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
理
由
で
、
淫
祠
だ
な
と
云
つ
て
、
引
つ
こ
抜
い
て
し
ま
つ
た
の
で
す
。

『
イ
ウ
』
と
い
ふ
、
こ
の
二
つ
の
言
霊
の
根
本
を
引
つ
こ
抜
い
た
も
の
だ
か
ら
、
さ
あ
、
そ
れ
か
ら
は
日
本
が
大
変
だ
。
し
か
し
、
日
本
人
は
困
り

出
す
と
、
何
の
こ
と
だ
か
分
ら
ず
と
も
、
エ
ッ
と
い
つ
て
、
元
気
に
な
つ
て
何
ん
だ
つ
て
や
つ
ち
ま
ふ
。
こ
れ
が
生
と
い
ふ
も
の
で
す
よ
。」（「
旅
愁

（
第
三
篇
）
」
『
文
芸
春
秋
』
二
〇
巻
一
一
号
、
一
九
四
二
年
一
一
月
） 

 

矢
代
は
「
イ
ウ
エ
」
と
発
話
す
る
こ
と
で
「
日
本
人
な
ら
誰
だ
つ
て
元
気
が
満
ち
て
来
る
で
せ
う
」
と
説
明
す
る
。
失
わ
れ
た
文
字
で
あ
る
「
イ
ウ

エ
」
を
発
話
す
る
こ
と
は
、
過
去
の
人
達
が
体
感
し
た
で
あ
ろ
う
音
と
身
体
感
覚
を
イ
マ
・
コ
コ
の
身
体
に
よ
っ
て
再
現
す
る
こ
と
に
あ
っ
た

（

１３
）

。
も
ち

ろ
ん
こ
の
よ
う
な
矢
代
の
説
明
は
、
横
光
の
古
神
道
へ
の
関
心
が
背
景
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
横
光
の
古
神
道
へ
の
傾
斜
（
一
九
四
一
年

頃
）
よ
り
以
前
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
に
「
旅
愁
」
に
繋
が
る
音
と
そ
れ
を
発
話
す
る
身
体
性
の
問
題
が
提
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

四 

ブ
ダ
ペ
ス
ト
と
い
う
活
路 

 

繰
り
返
す
よ
う
に
「
罌
粟
の
中
」
は
、
一
九
四
四
年
二
月
『
改
造
』
に
発
表
さ
れ
た
。
な
ぜ
横
光
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
か
ら
約
八
年
後
に
「
罌
粟
の

中
」
を
発
表
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
小
田
桐
弘
子
は
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
白
雪
に
関
す
る
新
聞
記
事
に
あ
る
と
推
測
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
な

い
だ
ろ
う
。
「
罌
粟
の
中
」
を
発
表
し
た
理
由
の
一
つ
に
、
同
時
期
に
執
筆
さ
れ
て
い
た
「
旅
愁
」
と
通
じ
る
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
本
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節
で
は
、
「
罌
粟
の
中
」
発
表
か
ら
四
ヶ
月
後
、
一
九
四
四
年
六
月
に
始
ま
っ
た
「
旅
愁
」
第
五
篇
に
着
目
す
る
こ
と
で
、「
罌
粟
の
中
」
と
通
底
す
る
問

題
を
抽
出
し
て
み
た
い
。 

「
旅
愁
」
第
五
篇
は
敗
戦
間
近
な
こ
と
も
あ
り
、
『
文
芸
春
秋
』
に
て
計
三
回
し
か
連
載
さ
れ
な
か
っ
た
（
一
九
四
四
年
六
月
、
一
九
四
四
年
一
〇
月
、

一
九
四
五
年
一
月
）
。
し
か
し
、
そ
の
中
で
も
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
が
登
場
し
て
い
る
。
そ
れ
が
〈
排
中
律
〉
で
あ
る
。〈
排
中
律
〉
と
い
う
言
葉
が
登
場

す
る
の
は
、
矢
代
が
サ
ロ
ン
に
行
っ
た
際
の
会
話
内
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
〈
排
中
律
〉
を
「
Ａ
か
ら
見
れ
ば
Ｂ
が
不
正
で
、
Ｂ
か
ら
見
れ
ば
Ａ
が
不

正
」
に
な
る
と
い
っ
た
二
項
対
立
・
二
律
背
反
の
図
式
で
紹
介
し
て
い
る
（「
旅
愁
（
第
五
篇
）」『
文
芸
春
秋
』
二
二
巻
一
〇
号
、
一
九
四
四
年
一
〇

月
）
。
河
田
和
子
は
、
排
中
律
に
関
す
る
文
献
を
踏
査
し
た
結
果
、「
旅
愁
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
〈
排
中
律
〉
は
、「
明
ら
か
に
意
味
を
取
り
違
え
て
い

る
」
と
断
じ
る
。
し
か
し
、
横
光
な
り
の
理
解
を
も
っ
て
排
中
律
を
「
旅
愁
」
に
登
場
さ
せ
た
理
由
に
つ
い
て
河
田
は
、「
Ａ
か
Ｂ
か
、
即
ち
西
洋
か
東

洋
か
、
科
学
か
道
徳
か
と
い
っ
た
二
項
対
立
の
思
考
的
枠
組
み
」
か
ら
「
如
何
に
抜
け
出
す
か
、
そ
れ
は
、
西
洋
対
日
本
と
い
う
二
項
対
立
の
枠
組
み
の

中
に
あ
り
な
が
ら
、
い
か
に
西
洋
優
位
の
対
立
的
枠
組
み
を
乗
り
越
え
て
新
た
な
秩
序
世
界
を
構
想
す
る
か
と
い
う
〈
近
代
の
超
克
〉
の
モ
チ
ー
フ
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
」（
「
〈
文
学
的
象
徴
〉
と
し
て
の
数
学
と
『
旅
愁
』」『
戦
時
下
の
文
学
と
〈
日
本
的
な
も
の
〉 

横
光
利
一
と
保
田
與
重
郎
』
花
書

院
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
一
〇
四
頁
）
を
読
み
取
る
。
こ
の
よ
う
な
二
律
背
反
の
思
考
的
枠
組
み
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
矢
代
の
姿
勢
は
、
第
五
篇
の

連
載
最
終
回
で
よ
り
顕
著
に
な
っ
て
い
く
。
次
の
引
用
部
は
、
盧
溝
橋
事
件
勃
発
の
翌
日
、
矢
代
が
会
社
の
会
合
に
出
席
す
る
場
面
で
あ
る
。 

 

「
西
洋
と
東
洋
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
相
異
に
つ
い
て
」
／
こ
の
夜
、
こ
の
や
う
な
議
題
が
一
同
の
間
で
発
案
さ
れ
た
こ
と
も
、
無
理
か
ら
ぬ
時
だ

つ
た
が
、
し
か
し
、
今
は
火
の
手
は
東
洋
の
面
面
へ
も
迫
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
速
記
が
始
ま
る
と
、
さ
す
が
に
誰
も
口
を
開
か
う
と
す
る

も
の
が
な
く
、
そ
こ
か
ら
再
び
会
は
頓
挫
し
た
。
矢
代
は
こ
の
頓
挫
で
ほ
つ
と
し
た
。
何
を
云
は
ふ
と
今
は
無
駄
だ
と
思
つ
た
か
ら
だ
つ
た
。
（「
旅
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愁
（
第
五
篇
）
」
『
文
芸
春
秋
』
二
三
巻
一
号
、
一
九
四
五
年
一
月
） 

 
こ
の
会
合
に
は
司
会
者
が
存
在
し
、
哲
学
者
・
文
学
者
・
文
明
評
論
家
・
科
学
者
が
出
席
し
て
い
る
。「
近
代
の
超
克

（

１４
）

」（『
文
学
界
』
一
九
四
二
年

九
―
一
〇
月
）
の
座
談
会
を
想
起
さ
せ
る
箇
所
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
西
洋
と
東
洋
の
違
い
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
東
洋
が
西
洋
に
対
抗
し
て
い
く
の
か
と

い
っ
た
議
題
に
つ
い
て
、
矢
代
は
「
何
を
云
は
ふ
と
今
は
無
駄
だ
と
思
つ
た
」
と
い
う
あ
き
ら
め
の
感
情
を
抱
い
て
い
る
。 

さ
ら
に
こ
の
会
合
の
後
日
、
矢
代
は
東
野
と
い
う
人
物
の
講
演
を
聞
き
に
行
く
こ
と
に
な
る
。
東
野
の
演
題
は
「
新
ア
ジ
ヤ
」
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
演
題
に
対
し
、
「
矢
代
は
、
自
分
な
ら
む
し
ろ
新
世
界
と
し
た
か
つ
た
」
と
思
う
。
こ
の
二
つ
の
場
面
か
ら
、
矢
代
は
東
洋
と
西
洋
の
二
項
対
立

や
、
「
ア
ジ
ヤ
」
と
い
っ
た
問
題
設
定
に
賛
同
し
て
お
ら
ず
、
そ
こ
か
ら
距
離
を
置
こ
う
と
し
て
い
る
。 

な
ぜ
横
光
は
、
こ
の
よ
う
な
矢
代
の
心
境
を
第
五
篇
で
繰
り
返
し
描
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
本
章
で
み
て
き
た
横
光
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
を
参

入
し
て
み
る
と
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
、「
旅
愁
」
で
提
出
さ
れ
た
東
洋
と
西
洋
の
対
決
と
調
和
と
い
う
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
横
光
は

ブ
ダ
ペ
ス
ト
と
い
う
ト
ポ
ス
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
洋
と
西
洋
と
い
う
二
分
法
、
も
し
く
は
ア
ジ
ア
と
い
っ
た
枠
組
み

で
は
捉
え
き
れ
な
い
ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
注
目
し
た
の
は
、
横
光
の
晩
年
の
問
題
意
識
と
通
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
八
年
と
い
う
時
を
経
て
、

ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
舞
台
と
し
た
「
罌
粟
の
中
」
を
発
表
し
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
「
罌
粟
の
中
」
は
、
横
光
の
戦
後
初
め
て
の
単
行
本
『
雪
解
』（
養
徳
社
、
一
九
四
五
年
一
二
月
）
に
初
収
録
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
、
い
く

つ
か
の
加
筆
部
分
が
確
認
で
き
る

（

１５
）

。
【
表
２
】
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
①
②
④
な
ど
で
は
、「
は
る
か
遠
く
」
や
「
遠
い
異
国
の
果
て
」
と
い
っ
た
言
葉

が
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
日
本
と
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
距
離
の
遠
さ
を
加
筆
す
る
こ
と
で
、
ア
ジ
ア
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
的
な
要
素

を
持
っ
て
い
た
と
い
う
意
外
性
を
強
調
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
重
要
な
の
は
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
あ
る
⑦
、
梶
が
ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
旅
立
つ
際
の
ヨ
ハ
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ン
と
の
別
れ
の
場
面
で
あ
る
。 

ヨ
ハ
ン
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
金
銭
を
日
本
へ
持
っ
て
帰
っ

て
欲
し
い
と
梶
に
頼
み
、
何
度
も
「
さ
や
う
な
ら
」
と
繰
り

返
す
。
梶
は
そ
れ
を
受
け
、
ヨ
ハ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
踊
り

場
で
出
会
っ
た
日
本
女
性
の
よ
う
な
踊
り
子
イ
レ
ー
ネ
、
梶

が
き
っ
か
け
と
な
り
イ
レ
ー
ネ
と
婚
約
す
る
こ
と
に
な
る
ラ

ッ
パ
吹
き
の
男
、
梶
を
誘
惑
し
よ
う
と
し
た
踊
り
子
ア
ン
ナ

達
に
も
、
別
れ
を
告
げ
て
い
く
。 

初
出
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
大
通
り
沿
い

に
あ
る
カ
フ
ェ
「
ジ
ヤ
パ
ン
」
を
ヨ
ハ
ン
が
「
こ
の
国
の
芸

術
家
が
一
番
行
く
と
こ
ろ
」
だ
と
紹
介
す
る
場
面
で
あ
っ

た
。
言
い
換
え
る
と
、
西
洋
の
中
に
「
ジ
ヤ
パ
ン
」（
し
か

も
そ
こ
が
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
文
化
の
〈
中
心

（

１６
）

〉
地
と
な
っ

て
い
る
こ
と
）
を
梶
が
発
見
し
た
と
こ
ろ
で
物
語
が
終
わ

る
。
し
か
し
、
初
版
で
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
人
々
と
の
友
好
を
梶
が
願
う
場
面
で
物
語
は
閉
じ
ら
れ

て
い
る
。
東
洋
と
西
洋
が
ど
の
よ
う
に
調
和
し
て
い
け
ば
よ
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い
の
か
と
い
う
横
光
の
問
題
意
識
が
、
「
旅
愁
」
第
五
篇
を
経
て
徐
々
に
強
ま
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
の
書
き
変
え
か
ら
読
み
取
れ
る

（

１７
）

。 

本
章
で
は
、
横
光
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
が
ど
の
よ
う
に
晩
年
の
問
題
意
識
、
特
に
「
旅
愁
」
と
関
わ
り
合
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
て
き

た
。
一
九
三
六
年
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
は
、
横
光
に
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
協
会
員
と
の
邂
逅
を
も
た
ら
し
、
西
洋
の
中
に
も
日
本
的
な
要
素
（
天
皇
の
御
料
馬
白

雪
が
育
っ
た
牧
場
や
、
文
化
の
〈
中
心
〉
地
で
あ
る
「
ジ
ヤ
パ
ン
」）
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
気
づ
か
せ
る
契
機
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
日
本
と
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
友
好
の
紐
帯
に
言
語
的
理
由
を
挙
げ
、
言
葉
と
身
体
感
覚
と
の
関
係
性
の
気
づ
き
を
横
光
に
与
え
た
。
そ
の
後
、
東
洋
と
西
洋
の
対
決
と
い
う

「
旅
愁
」
で
提
出
さ
れ
た
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
横
光
は
か
つ
て
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
を
想
起
、「
旅
愁
」
と
並
行
す
る
形
で
「
罌
粟
の
中
」
を
発

表
し
た
の
で
あ
る
。
横
光
に
と
っ
て
ブ
ダ
ペ
ス
ト
と
は
、「
旅
愁
」
に
登
場
し
な
い
ま
で
も
、
戦
争
末
期
そ
し
て
戦
後
に
か
け
て
の
横
光
の
思
想
の
一
端

を
担
う
重
要
な
ト
ポ
ス
な
の
で
あ
る
。 

最
後
に
、
し
か
し
横
光
が
志
向
し
た
よ
う
な
東
洋
と
西
洋
の
調
和
も
、
結
局
は
日
本
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
〈
中
心
〉
と
し
た
「
世
界
史
」
の
書
き
変
え
に

陥
っ
て
し
ま
う
。
「
世
界
史
は
即
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
史
」
で
あ
り
、「
世
界
史
転
換
の
主
導
的
な
役
割
を
演
じ
て
ゐ
る
も
の
は
、
実
に
我
が
日
本
で
あ

る
」
（
「
世
界
史
の
理
念
」
『
世
界
史
の
哲
学
』
岩
波
書
店
、
一
九
四
二
年
九
月
、
八
八
―
八
九
頁
）
と
し
て
、
大
東
亜
戦
争
を
肯
定
し
て
い
っ
た
京
都
学

派
高
山
岩
男
の
言
説
と
も
呼
応
す
る
だ
ろ
う
。
た
し
か
に
「
世
界
史
」
の
書
き
変
え
と
い
う
点
に
お
い
て
、
横
光
と
京
都
学
派
（
も
し
く
は
「
近
代
の
超

克
」
）
は
同
じ
目
的
地
を
目
指
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
第
二
次
大
戦
期
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
に
対
し
て
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

、
、
、
、
、
、
世
界
が
独
立
し

よ
う
と
す
る
趨
勢
」
（
前
掲
、
二
頁
）
の
時
期
で
あ
る
と
指
摘
し
た
よ
う
に
、
高
山
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
対
立
図
式
を
保
持
し
続
け

て
い
た
。
横
光
と
、
京
都
学
派
や
「
近
代
の
超
克
」
の
言
説
群
と
を
分
か
つ
要
因
は
、
ま
さ
に
ブ
ダ
ペ
ス
ト
と
い
う
ト
ポ
ス
に
あ
っ
た
。
日
本
回
帰
と
い

う
思
想
的
行
程
に
お
い
て
も
、
横
光
は
ブ
ダ
ペ
ス
ト
を
経
由
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 
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注 

（
１
） 

横
光
が
渡
欧
中
の
出
来
事
を
記
し
て
い
た
通
称
「
歐
洲
メ
モ
」（『
横
光
利
一 

歐
洲
と
の
出
会
い 

『
歐
洲
紀
行
』
か
ら
『
旅
愁
』
へ
』
井
上

謙
・
掛
野
剛
史
・
井
上
明
芳
編
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
の
中
に
は
、
こ
の
旅
行
と
異
な
る
ル
ー
ト
（
パ
リ
→
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
→
ミ
ラ

ノ
→
ベ
ニ
ス
→
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
→
ロ
ー
マ
→
ニ
ー
ス
→
モ
ナ
コ
→
ニ
ー
ス
→
マ
ル
セ
イ
ユ
）
が
記
さ
れ
て
い
る
（「
Ⅰ
―
77
」
九
四
頁
）。
ブ
ダ

ペ
ス
ト
を
含
む
東
欧
へ
の
旅
は
当
初
の
予
定
に
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。 

（
２
） 

「
旅
愁
」
に
お
い
て
パ
リ
は
世
界
の
文
化
の
〈
中
心
〉
地
と
し
て
表
象
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
久
慈
は
パ
リ
の
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
に
つ
い
て

「
世
界
の
文
化
の
中
心
の
、
そ
の
ま
た
中
心
な
ん
だ
か
ら
な
ア
」
（「
旅
愁
（
矢
代
の
巻
）」『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
六
月
三
〇

日
）
と
讃
嘆
す
る
。
さ
ら
に
、
矢
代
は
パ
リ
祭
で
の
パ
リ
市
民
の
暴
動
を
目
の
当
た
り
に
し
、「
も
う
世
界
の
文
化
の
中
心
も
い
よ
い
よ
崩
れ
へ

た
ば
つ
て
ゆ
く
ば
か
り
だ
と
思
ひ
、
茫
然
と
し
て
最
後
の
文
化
の
そ
の
絢
爛
な
呻
き
を
聞
い
て
ゐ
る
」
（『
旅
愁
』
第
二
篇
、
改
造
社
、
一
九
四

〇
年
七
月
、
三
四
七
頁
）
と
い
う
一
節
が
初
版
の
際
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
。 

（
３
） 

「
歐
洲
メ
モ
」
（
『
横
光
利
一 

歐
洲
と
の
出
会
い 

『
歐
洲
紀
行
』
か
ら
『
旅
愁
』
へ
』
前
掲
）
の
「
Ⅱ
―
４
」（
九
八
頁
）
に
は
ブ
ダ
ペ
ス

ト
の
占
領
の
歴
史
、
「
Ⅱ
―
５
」
（
九
九
頁
）
に
は
各
言
語
で
の
ダ
ニ
ュ
ー
ブ
の
呼
び
方
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
罌
粟
の
中
」
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

と
合
致
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
五
ヶ
国
へ
の
旅
行
の
際
の
「
歐
洲
メ
モ
」
を
概
観
し
て
み
る
と
、
横
光
が
見
た
光
景
や
心
情
の
記
述
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
滞
在
時
の
メ
モ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
や
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
歴
史
と
い
っ
た
専
門
性
の
高
い
言
葉
が
並

ん
で
い
る
。
横
光
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
滞
在
時
、
誰
か
か
ら
聞
い
た
内
容
を
メ
モ
に
記
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。 

（
４
） 

「
御
料
馬
に
〝
初
雪
〟
号
」（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
四
二
年
一
二
月
一
六
日
）、
も
し
く
は
「
鍛
錬
半
世
紀
／
鍛
錬
期
間
へ
二
つ
の

指
針
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
四
四
年
一
月
一
一
日
）。 
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（
５
） 

「
罌
粟
の
中
」
の
先
行
研
究
に
お
い
て
、
同
時
代
の
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
の
状
況
に
一
早
く
目
を
向
け
た
の
が
韓
然
善
で
あ
る
。
韓
は
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
の

思
潮
を
踏
ま
え
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
「
東
洋
」
と
「
西
洋
」
と
い
う
二
項
の
う
ち
、
ど
ち
ら
に
も
帰
属
せ
ず
、
常
に
両
者
を
内
包
す
る
特
異
な
ト

ポ
ス
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。（
中
略
）
東
洋
と
西
洋
と
の
狭
間
。
そ
れ
は
東
洋
と
西
洋
と
い
う
二
つ
の
ト
ポ
ス
を
意
味
し
て

い
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
そ
の
両
者
の
間
で
彷
徨
う
日
本
の
複
雑
な
状
況
を
見
出
そ
う
と
し
た
」（「〈
係
争
〉
と
し
て
の
ハ
ン

ガ
リ
ー
体
験 

横
光
利
一
「
罌
粟
の
中
」
を
中
心
に
」『
横
光
利
一
研
究
』
九
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
と
結
論
付
け
る
。
本
章
は
、
韓
の
論
考

を
踏
ま
え
さ
ら
に
考
察
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
重
視
す
る
の
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
と
い
う
ト
ポ
ス
や
、
ツ
ラ
ニ
ズ
ム
と
い
っ
た

思
潮
が
ど
の
よ
う
に
「
罌
粟
の
中
」、
そ
し
て
「
旅
愁
」
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
か
に
あ
る
。 

（
６
） 

日
本
語
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
の
共
通
点
と
し
て
メ
ゼ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ワ
ー
ン
は
、
同
じ
意
味
を
持
つ
単
語
の
音
が
よ
く
似
て
い
る
点
（
例
え
ば
日

本
語
の
「
塩
」
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
「s

ó シ
ョ
ー

」）、
名
詞
の
後
に
「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
の
よ
う
な
助
詞
を
付
け
る
点
、
姓
名
や
年
月
日
の
書
く
順
番
が
同

じ
点
等
を
紹
介
し
て
い
る
（
『
日
本
と
洪
牙
利
』
今
岡
十
一
郎
訳
、
今
岡
十
一
郎
発
行
、
一
九
三
八
年
一
月
、
六
―
七
頁
）。
し
か
し
、
現
在
に

お
い
て
日
本
語
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
は
異
な
っ
た
語
族
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
（
南
塚
信
吾
「
ハ
ン
ガ
リ
ー 

ア
ジ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
」

『
東
欧
の
民
族
と
文
化
』
南
塚
信
吾
編
、
彩
流
社
、
一
九
八
九
年
二
月
、
一
五
〇
―
一
五
一
頁
）。 

（
７
） 

ツ
ラ
ニ
ズ
ム
の
東
洋
へ
の
関
心
が
わ
か
る
詩
を
一
つ
挙
げ
て
お
く
。
次
の
詩
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
詩
人
ゼ
ム
プ
レ
ー
ニ
ィ
・
ア
ー
ル
パ
ー
ド

「
東
を
目
指
せ 

マ
ジ
ャ
ル
人
よ
」（
今
岡
十
一
郎
訳
『
日
洪
文
化
』
八
巻
、
一
九
四
三
年
二
月
（
初
出
一
九
一
〇
年
））
の
一
節
で
あ
る
。 

東
を
目
指
せ 

マ
ジ
ャ
ル
人
よ 

面
を 

東
に
向
け
て
走
れ 

そ
こ
に 

な
れ
の
み
い
だ
す
は 
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互
ひ
に
助
け
合
ふ
同
族
の
繁
栄
ぞ 

な
れ
が
同
胞
の
う
ち 

日
出
づ
る
東
に
て 

な
れ 

そ
の
友
を
求
め
よ 

お
ゝ 

わ
が
英
雄
的
な
る
国
民
よ
！ 

［
論
者
注
：
マ
ジ
ャ
ル
人
と
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
別
称
の
こ
と
］ 

（
８
） 

日
洪
文
化
協
会
の
機
関
誌
『
日
洪
文
化
』
（
第
六
巻
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
）
内
の
「
日
洪
文
化
協
会
会
報
」
に
「
国
立
ブ
ダ
ペ
ス
ト
大
学
文

学
部
に
は
以
前
よ
り
日
本
語
講
座
あ
り
て
今
岡
十
一
郎
・
外
山
高
一
氏
担
任
せ
り
。
近
年
は
プ
レ
ー
レ
教
授
と
徳
永
康
元
氏
分
担
し
て
講
義
を

行
ふ
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
角
岡
知
良
は
「
わ
れ
等
の
三
大
綱
領
と
汎
黄
色
人
種
連
盟

パ
ン
・
ツ
ラ
ン
・
ア
ツ
ッ
シ
エ
イ
シ
ヨ
ン

」（『
大
道
』
二
年
一
号
、
一
九
三
〇

年
一
月
）
に
て
ツ
ラ
ン
協
会
の
説
明
し
た
後
、「
プ
レ
ー
レ
ー
博
士
の
如
き
も
熱
心
な
ツ
ラ
ニ
ス
ト
」
だ
と
記
し
て
い
る
。 

（
９
） 

戸
谷
浩
は
、
ツ
ラ
ン
協
会
と
そ
の
機
関
紙
『
ツ
ラ
ー
ン
』（T

u
ràn

）
を
概
観
し
つ
つ
も
、「
天
皇
個
人
と
の
結
び
付
き
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お

い
て
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
に
顧
み
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
一
般
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
衆
間
の
事
情
の
み
な
ら
ず
、
ツ
ラ
ニ
ス

ト
の
間
で
さ
え
ほ
と
ん
ど
話
題
に
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
」
（「
提
督
の
白
い
馬
・
天
皇
の
白
い
馬 

戦
間
期
の
日
本
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
関
係
史

の
一
断
章
」
『
明
治
学
院
論
叢
』
六
二
一
号
、
一
九
九
九
年
一
月
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
ヨ
ハ
ン
と
プ
レ
ー
レ
の
唯
一
と
い
っ
て
も
い
い
不

一
致
点
は
、
来
日
経
験
の
有
無
で
あ
る
。
プ
レ
ー
レ
は
一
九
二
九
年
に
来
日
、
東
京
帝
国
大
学
や
早
稲
田
大
学
に
て
講
義
を
行
っ
て
い
た
（Istv

án
 
O

rm
o

s: 
R

em
ark

s 
o

n
 
th

e 
life 

o
f 

V
ilm

o
s 

P
rö

h
le, 

K
E

L
E

T
K

U
T

A
T

Á
S

, 
2
0
1
2
, 

p
p
.5

0
-5

1

）。 

（
１０
） 

ヴ
ィ
ス
キ
ィ
・
カ
ー
ロ
イ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ダ
ン
ス
に
つ
い
て
「
そ
の
国
語
ま
た
は
音
楽
と
同
様
に
、
こ
の
民
族
の
特
徴
で
あ
る
」（
今
岡
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十
一
郎
訳
）
と
述
べ
て
い
る
（
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ダ
ン
ス
」『
日
洪
文
化
』
八
巻
、
一
九
四
三
年
二
月
）。 

（
１１
） 

飯
島
正
は
「
オ
ノ
ゴ
ロ
＝
ホ
ノ
ゴ
ロ
＝
ホ
ン
ゴ
ロ
＝
フ
ン
ガ
ロ
＝
ハ
ン
ガ
リ
イ
、
と
い
ふ
関
係
が
明
か
に
さ
れ
、
即
ち
ハ
ン
ガ
リ
イ
と
日
本

と
は
そ
の
原
始
時
代
を
同
じ
く
し
て
ゐ
る
」
（「
ハ
ン
ガ
リ
イ
の
た
め
に
」『
東
洋
の
こ
こ
ろ
』
生
活
社
、
一
九
四
一
年
九
月
、
一
八
七
頁
）
と

い
う
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
マ
ル
コ
シ
ュ
・
ジ
ュ
ラ
の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。 

（
１２
） 

ド
ー
ソ
ン
『
蒙
古
史
』
上
巻
、
田
中
翠
一
郎
訳
、
岩
波
文
庫
、
一
九
三
六
年
一
二
月 

（
１３
） 

「
旅
愁
」
第
四
篇
（
『
文
芸
春
秋
』
二
一
巻
三
号
、
一
九
四
三
年
三
月
）
で
の
母
と
の
会
話
か
ら
、
矢
代
の
年
齢
は
三
〇
代
だ
と
い
う
こ
と
が

判
明
す
る
。
つ
ま
り
、
矢
代
は
明
治
末
頃
に
産
ま
れ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
矢
代
は
、
久
慈
と
の
論
争
の
中
で
、「
論
理
が
表
へ
立
た
ず
に

道
理
が
表
へ
立
つ
て
明
治
に
な
つ
た
と
こ
ろ
へ
、
君
の
好
き
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
知
性
と
い
ふ
奴
が
這
入
つ
て
来
た
の
だ
。
こ
奴
は
分
析
力
だ

か
ら
何
も
か
も
分
析
し
て
、
道
理
も
感
情
も
分
析
し
始
め
た
の
が
、
大
正
昭
和
と
い
ふ
と
こ
ろ
だ
」
と
反
論
し
て
い
た
（「
旅
愁
（
続
篇
）」

『
文
芸
春
秋
』
一
七
巻
一
一
号
、
一
九
三
九
年
六
月
）。
矢
代
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
知
性
」
が
日
本
に
侵
入
し
始
め
て
来
た
時
期
に
生
を
受

け
、
そ
の
よ
う
な
時
代
の
中
で
教
育
を
受
け
て
き
た
世
代
な
の
で
あ
る
。
石
田
仁
志
は
、「『
旅
愁
』
で
西
欧
文
化
の
追
従
に
専
心
し
て
い
る

も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
知
識
人
階
級
像
は
、
い
わ
ば
〈
身
体
〉
を
西
欧
文
化
と
い
う
価
値
基
準
に
縛
ら
れ
制
度
化
さ
れ
て
い
る
者
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
た
が
っ
て
『
旅
愁
』
の
矢
代
の
〈
課
題
〉
と
は
、
そ
の
制
度
化
さ
れ
た
〈
身
体
〉
を
一
度
解
放
し
新
た
な
価

値
に
よ
る
再
制
度
化
を
め
ざ
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
」
（「『
旅
愁
』
試
論
」『
語
文
論
叢
』
一
一
巻
、
一
九
八
三
年
九
月
）
と
述
べ
て
い
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
古
神
道
の
「
イ
ウ
エ
」
と
い
う
発
話
は
、
矢
代
が
培
っ
て
き
た
自
身
の
西
欧
型
の
身
体
を
再
制
度
化
、
言
い
換
え
れ
ば
身
体

を
新
た
に
書
き
変
え
よ
う
と
す
る
実
践
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
本
論
文
第
五
章
で
は
、
同
様
の
問
題
を
〈
異
言
語
〉
と
い
う
観
点
か
ら
、
捉

え
直
し
て
い
る
。 



第三章 書き変わる日本と東欧

 

- 79 - 

 

（
１４
） 

「
旅
愁
」
と
「
近
代
の
超
克
」
と
の
差
異
に
つ
い
て
、
例
え
ば
渡
邊
一
民
は
、「
三
〇
年
代
後
半
の
西
と
東
の
現
実
と
の
対
決
を
つ
う
じ
て
、

明
治
以
来
の
東
と
西
の
交
流
の
歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
東
と
西
を
融
合
す
る
新
し
い
時
代
を
予
言
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
が
、

横
光
利
一
の
後
半
生
を
賭
け
た
『
旅
愁
』
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
い
に
未
完
で
あ
っ
た
と
は
い
え
『
旅
愁
』
が
、「
近
代
の
超
克
」
の
こ

た
え
よ
う
と
し
て
失
敗
し
た
時
代
の
要
請
に
、
そ
れ
な
り
に
こ
た
え
え
た
作
品
だ
っ
た
」
（「
日
本
へ
の
回
帰 

横
光
利
一
『
旅
愁
』
を
め
ぐ

っ
て
」
『
フ
ラ
ン
ス
の
誘
惑 

近
代
日
本
精
神
史
試
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
、
二
一
二
―
二
一
三
頁
）
と
評
価
づ
け
て
い
る
。 

（
１５
） 

横
光
の
こ
の
加
筆
が
戦
中
か
戦
後
、
ど
ち
ら
の
時
期
に
な
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
仮
に
戦
後
に
な
さ
れ
た
も
の
な
ら
ば
、
Ｇ
Ｈ

Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
検
閲
の
問
題
を
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
初
出
か
ら
初
版
に
か
け
て
の
異
同
箇
所
を
確

認
す
る
と
、
加
筆
部
分
は
多
く
み
ら
れ
る
一
方
、
目
立
っ
た
削
除
・
修
正
箇
所
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
加
え
て
、
十
重
田
裕
一
は
、「
罌
粟
の

中
」
が
再
録
（
底
本
は
初
版
）
さ
れ
た
『
微
笑
』（
斎
藤
書
店
、
一
九
四
八
年
三
月
）
に
関
す
る
プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
資
料
を
調
査
し
た
結

果
、
不
許
可
の
指
摘
を
受
け
た
収
録
作
品
は
「
厨
房
日
記
」
の
み
だ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て
い
る
（「
横
光
利
一
の
著
作
に
見
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ

Ｃ
Ａ
Ｐ
の
検
閲 

『
旅
愁
』
『
夜
の
靴
』
『
微
笑
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要 

第
三
分
冊
』
五
七
巻
、
二
〇
一

一
年
二
月
）
。
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
か
ら
、
「
罌
粟
の
中
」
の
検
閲
の
影
響
は
、
戦
後
版
『
旅
愁
』
や
「
微
笑
」
と
比
べ
る
と
、
少
な
か
っ
た
と

い
え
る
だ
ろ
う
。 

（
１６
） 

横
光
の
エ
ッ
セ
ー
「
あ
る
愛
情
」
（
前
掲
）
で
も
、「
ハ
ン
ガ
リ
ア
の
首
府
で
あ
る
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
中
心
に
、「
日
本
」
と
い
ふ
壮
麗
な
カ
フ
ェ

ー
が
あ
る
。
（
中
略
）「
日
本
」
と
い
ふ
カ
フ
ェ
ー
へ
一
国
の
芸
術
家
ば
か
り
の
集
ま
る
と
こ
ろ
は
、
恐
ら
く
世
界
の
首
府
で
は
、
ハ
ン
ガ
リ

ア
ば
か
り
で
あ
ら
う
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
カ
フ
ェ
「
ジ
ヤ
パ
ン
」
を
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
文
化
の
〈
中
心
〉
地
と
見
な
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。 
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（
１７
） 

〈
排
中
律
〉
は
戦
後
に
発
表
さ
れ
た
「
微
笑
」（『
人
間
』
三
巻
一
号
、
一
九
四
八
年
一
月
）
に
お
い
て
も
登
場
す
る
。
そ
こ
で
は
、「
冷
笑
す

る
が
ご
と
く
世
界
は
ま
す
ま
す
二
つ
に
分
れ
て
押
し
あ
ふ
排
中
律
の
さ
中
に
あ
つ
て
漂
ひ
ゆ
く
ば
か
り
」
と
あ
る
。〈
排
中
律
〉
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
を
通
し
て
、
東
洋
と
西
洋
を
い
か
に
調
和
さ
せ
て
い
く
の
か
と
い
う
横
光
の
問
題
意
識
が
戦
後
に
お
い
て
も
継
続
し
て
い
た
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
「
微
笑
」
に
お
け
る
〈
排
中
律
〉
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
第
六
章
に
て
詳
述
す
る
。 

  



第四章 横光利一とベルリン・オリンピック

 

- 81 - 

 

 

第
四
章 

横
光
利
一
と
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

―
―
身
体
感
覚
・
認
識
・
ト
ポ
ス
―
― 

   

一 

横
光
利
一
と
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

 

一
九
三
三
年
ア
ド
ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
政
権
が
誕
生
。
ヒ
ト
ラ
ー
は
当
初
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
陰
謀
」
と
非
難
し
、
開
催
に
難
色
を
示
し
て

い
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ゼ
フ
・
ゲ
ッ
ベ
ル
ス
ら
の
助
言
も
あ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
国
威
発
揚
の
場
と
位
置
づ
け
て
い
く
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

を
含
め
た
公
共
事
業
に
莫
大
な
資
金
を
投
入
し
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
人
種
差
別
の
隠
蔽
、
ボ
イ
コ
ッ
ト
に
向
か
い
つ
つ
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス

に
対
す
る
工
作
活
動
等
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
相
応
し
い
国
で
あ
る
か
の
よ
う
に
演
出
し
て
い
っ
た
（
１
）
。
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
そ
の
も
の
に
着
目
す
れ
ば
、
黒
人
差
別
が
激
し
い
状
況
の
中
、
陸
上
競
技
四
冠
を
達
成
し
た
ジ
ェ
シ
ー
・
オ
ー
エ
ン
ス
の
活
躍
（
２
）
、
朝
鮮
半
島
出

身
者
で
日
本
代
表
と
し
て
マ
ラ
ソ
ン
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
孫
基
禎
の
苦
悩
（
３
）
、
レ
ニ
・
リ
ー
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
監
督
作
『
民
族
の
祭
典
』
と
『
美
の

祭
典
』
（
一
九
三
八
公
開
）
、
ベ
ル
リ
ン
大
会
か
ら
行
わ
れ
た
聖
火
リ
レ
ー
は
一
九
三
九
年
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
軍
が
侵
攻
す
る
ル
ー
ト
の
事
前
調
査
（
４
）

で

あ
っ
た
こ
と
等
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
一
九
三
六
年
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
現
在
の
（
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
）
我
々
に
対
し
て
も
様
々
な
問
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題
を
投
げ
か
け
て
い
く
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
国
際
的
祭
典
、
帝
国
主
義
下
の
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
、
横
光
利
一
は
何
を
見
て
、
何
を
感
じ
取
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。 

そ
も
そ
も
横
光
の
渡
欧
の
目
的
は
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
視
察
を
東
京
日
日
新
聞
・
大
阪
毎
日
新
聞
社
に
勧
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
パ
リ

を
中
心
に
滞
在
し
て
い
た
横
光
が
ベ
ル
リ
ン
に
到
着
し
た
の
は
七
月
二
四
日
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
閉
会
を
待
た
ず
、
八
月
一
一
日
ベ
ル

リ
ン
を
発
つ
。 

繰
り
返
す
よ
う
に
「
旅
愁
」
前
半
部
が
パ
リ
を
主
な
舞
台
と
し
て
い
る
せ
い
か
、
横
光
の
欧
州
体
験
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
＝
パ
リ
と
い
う
図
式
で
理
解
さ
れ

が
ち
で
あ
っ
た
。
海
外
紀
行
文
「
欧
州
紀
行
」
（
『
欧
州
紀
行
』
創
元
社
、
一
九
三
七
年
四
月
）
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
て
も
、
横
光
が
長
期
滞
在

し
て
い
た
パ
リ
に
比
重
を
置
い
た
論
考
が
多
数
見
ら
れ
る
（
５
）
。
し
か
し
、
渡
欧
の
目
的
で
あ
っ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
当
時
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
状
況
を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
経
験
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
体
験
に
つ
い
て
言
及
し
た
数
少
な
い
論
考
の
一
つ
に
栗
坪
良
樹
の
も
の
が
挙

げ
ら
れ
る
。
栗
坪
は
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
と
パ
リ
滞
在
と
を
比
較
し
、「
認
識
す
る
表
現
者
、
無
国
籍
の
立
場
を
堅
持
す
る
横
光
と
、
国
籍
日
本
を
意

識
せ
ざ
る
を
得
な
い
横
光
と
の
格
闘
に
よ
っ
て
、
次
第
に
宙
ぶ
ら
り
ん
の
日
本
国
が
浮
上
し
て
く
る
の
が
、
約
半
年
の
渡
欧
体
験
で
あ
り
、
そ
れ
を
決
定

づ
け
た
の
が
、
ド
イ
ツ
体
験
で
あ
っ
た
」
（
「
横
光
利
一
の
ド
イ
ツ
体
験 

パ
リ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
」『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
三
五
巻
一
三

号
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
）
と
結
論
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、「
欧
州
紀
行
」
の
描
写
だ
け
を
頼
り
に
、
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
体
験
を
考
察
し
て
い
く
こ
と

に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
体
験
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
時
期
の
ベ
ル
リ
ン
と
い
う
特
異
な
ト
ポ
ス
で
の
体
験
で
も
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。 

そ
こ
で
本
章
は
、
「
欧
州
紀
行
」
で
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
時
の
描
写
に
加
え
、
国
内
外
の
言
説
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
横
光
の
視
線
と
そ
の
特
異
性
、

ま
た
認
識
の
変
化
を
浮
き
上
が
ら
せ
て
い
く
。
そ
し
て
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
体
験
が
ど
の
よ
う
に
「
旅
愁
」
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
察
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を
行
っ
て
い
く
。 

 

二 

「
一
個
の
自
然
人
」
か
ら
日
本
の
〈
代
表
〉
者
へ 

 

「
一
人
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
競
技
す
る
身
体
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
抱
え
込
む
過
積
載
気
味
の
意
味
と
期
待
と
を
担
う
と
い
う
、
恐
ろ
し
い
ま
で
の
落
差

こ
そ
が
、
〈
代
表
の
ス
ポ
ー
ツ
〉
の
栄
光
で
あ
り
興
奮
で
あ
り
恐
怖
で
あ
ろ
う
」
と
日
比
嘉
高
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（「〈
代
表
す
る
身
体
〉
は
何
を
背
負

う
か 

一
九
三
二
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
日
本
・
米
国
・
朝
鮮
の
新
聞
報
道
」『
メ
デ
ィ
ア 

移
民
を
つ
な
ぐ
、
移
民
が
つ
な
ぐ
』
河

原
典
史
・
日
比
嘉
高
編
、
ク
ロ
ス
カ
ル
チ
ャ
ー
出
版
、
二
〇
一
六
年
二
月
、
二
四
〇
頁
）、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
〈
代
表
〉
選
手
の
身
体
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な

身
体
へ
と
変
貌
さ
せ
る
（
６
）
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
に
関
心
の
無
か
っ
た
人
々
に
も
〈
代
表
〉
選
手
に
対
し
、
ま
な
ざ
し
を
与
え
る
程
強
力
な
も
の
で
あ
っ
た

（
７
）
。 

し
か
し
〈
代
表
〉
と
な
る
の
は
、
競
技
者
の
み
に
留
ま
ら
な
い
。
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
の
横
光
も
日
本
の
〈
代
表
〉
者
と
し
て
期
待
と
ま
な
ざ
し
を
引
き

受
け
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
幕
直
前
の
七
月
三
〇
日
、
ベ
ル
リ
ン
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｏ
Ｃ
（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）
総
会
に

て
、
次
回
一
九
四
〇
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
地
が
東
京
に
決
定
す
る
。
八
月
一
日
付
の
『
東
京
朝
日
新
聞
』
号
外
に
は
、
大
き
く
見
出
し
に
「
ベ
ル
リ

ン
の
日
本
人
／
み
ん
な
万
歳
だ
！
」
と
あ
り
、
現
地
で
の
興
奮
の
様
子
を
伝
え
て
い
る
（
８
）
。
し
か
し
、
横
光
は
そ
の
よ
う
な
記
事
と
異
な
る
光
景
を
「
欧

州
紀
行
」
に
書
き
記
し
て
い
た
。 
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次
回
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
が
日
本
と
決
定
す
る
。
逢
ふ
日
本
人
は
互
に
顔
を
見
合
せ
た
形
だ
。
ど
こ
と
な
く
誰
も
が
つ
か
り
し
て
ゐ
る
。
（
中
略
）
こ

れ
か
ら
始
ま
ら
う
と
す
る
ベ
ル
リ
ン
の
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
こ
と
な
ど
、
今
は
ど
う
で
も
よ
い
と
い
ふ
気
持
ち
に
な
つ
て
来
る
。
／
日
本
人
の
集
る
街

の
食
事
場
も
ま
た
一
種
異
様
な
興
奮
の
仕
方
で
あ
る
。
／
「
い
よ
い
よ
来
た
ね
。」
／
「
う
む
。」
／
か
う
い
ふ
会
話
の
次
に
は
誰
も
黙
つ
て
何
も
云

は
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
各
国
の
視
線
が
同
時
に
こ
ち
ら
を
向
い
た
の
だ
。（
七
月
三
〇
日
） 

 

ベ
ル
リ
ン
の
日
本
人
が
「
万
歳
」
し
て
い
る
様
子
で
は
な
く
、「
互
に
顔
を
見
合
せ
」「
が
つ
か
り
し
て
ゐ
る
」
様
子
を
横
光
は
目
撃
す
る
。「
ヨ
ー
ロ

ツ
パ
各
国
の
視
線
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
海
外
や
世
界
中
の
視
線
で
は
な
く
「
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
各
国
の
視
線
」、
つ
ま
り
近
代
化
の
過

程
に
お
い
て
、
西
洋
へ
ま
な
ざ
し
を
送
っ
て
き
た
日
本
・
日
本
人
が
こ
れ
か
ら
は
否
応
な
く
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
る
立
場
に
な
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う

横
光
の
認
識
と
緊
張
感
が
読
み
取
れ
る
。
馬
術
競
技
出
場
者
だ
っ
た
バ
ロ
ン
西
こ
と
西
竹
一
は
、
同
時
期
の
妻
宛
て
の
書
簡
に
て
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
村

は
、
大
し
た
も
の
だ
。
今
度
日
本
の
番
だ
そ
う
だ
が
、
こ
れ
を
見
な
い
人
に
は
見
当
が
つ
く
ま
い
。
出
来
る
こ
と
や
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
日
本
に
決
っ
た
と

聞
い
て
冷
汗
を
か
い
た
わ
け
だ
」
（
大
野
芳
『
オ
リ
ン
ポ
ス
の
使
徒 

「
バ
ロ
ン
西
」
伝
説
は
な
ぜ
生
れ
た
か
』
文
芸
春
秋
、
一
九
八
四
年
七
月
、
一
五

〇
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
横
光
と
西
、
共
通
の
認
識
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
横
光
に
お
い
て
は
翌
日
の
七
月
三
一
日
、「
カ
フ
エ
ー
に
坐
つ
て

ゐ
る
と
、
ボ
ー
イ
は
わ
れ
わ
れ
の
卓
の
上
に
日
の
丸
の
旗
を
置
く
と
い
ふ
始
末
だ
。
外
国
の
客
た
ち
は
一
斉
に
わ
れ
わ
れ
の
方
を
見
る
。
昨
日
か
ら
大
舞

台
に
出
て
ゐ
る
や
う
で
少
少
う
る
さ
い
」
と
あ
る
。
日
本
人
に
対
す
る
外
国
人
の
ま
な
ざ
し
が
翌
日
に
も
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

〈
代
表
〉
者
と
し
て
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
、
日
本
人
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
内
面
化
し
て
い
く
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
生
活
は
パ
リ
滞
在
時
と
は

対
照
的
で
あ
る
。
横
光
は
ベ
ル
リ
ン
出
発
直
前
の
七
月
二
〇
日
、
こ
れ
ま
で
の
パ
リ
生
活
を
「
私
と
い
ふ
一
個
の
自
然
人
が
、
こ
の
高
級
な
都
会
の
中
へ

抛
り
出
さ
れ
、
形
成
さ
れ
て
ゆ
く
心
理
の
推
移
を
、
偽
り
な
く
眺
め
る
の
が
目
的
」（
七
月
二
〇
日
）
だ
っ
た
と
総
括
し
て
い
る
。
パ
リ
滞
在
中
、
横
光
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の
世
話
を
し
て
い
た
読
売
新
聞
社
特
派
員
松
尾
邦
之
助
は
「
彼
と
一
緒
に
街
を
歩
み
、
カ
フ
ェ
ー
や
キ
ャ
バ
レ
に
も
行
っ
た
が
、
彼
は
、
煙
草
屋
に
飛
び

こ
み
、
大
声
で
、
「
オ
ー
イ
。
た
ば
こ
！ 

た
ば
こ
！ 

マ
ッ
チ
だ
、
マ
ッ
チ
を
く
れ
」
と
、
日
本
語
で
ど
な
っ
て
い
た
」
姿
を
目
撃
し
（『
巴
里
物
語

【
二
〇
一
〇
復
刻
版
】』
社
会
評
論
社
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、
二
八
九
頁
）、
フ
ラ
ン
ス
政
府
給
費
留
学
生
の
丸
山
熊
雄
も
「
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ん
か
で
も
、

お
行
儀
が
悪
い
ん
で
す
よ
。
誰
か
が
通
訳
し
て
注
文
な
ん
か
し
て
る
と
、
ま
ど
ろ
こ
し
い
も
ん
で
す
か
ら
、「
あ
れ
が
食
べ
た
い
」
な
ん
て
言
っ
て
、
よ

そ
の
人
の
を
指
さ
し
た
り
す
る
。
そ
ん
な
ん
で
み
ん
な
が
何
と
な
く
敬
遠
し
ち
ゃ
っ
て
」
（『
一
九
三
〇
年
代
の
パ
リ
と
私
』
鎌
倉
書
房
、
一
九
八
六
年
一

二
月
、
一
六
〇
頁
）
と
回
想
し
て
い
る
。
パ
リ
滞
在
中
の
横
光
は
現
地
人
の
ま
な
ざ
し
を
さ
ほ
ど
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
黒
田
大
河
は

「
欧
州
紀
行
」
の
「
前
半
部
分
で
の
横
光
の
姿
勢
は
、
自
分
自
身
を
対
象
化
し
て
見
つ
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、「
半
球
日
記
」
［
論
者

注
：
の
ち
「
欧
州
紀
行
」
に
収
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
ベ
ル
リ
ン
滞
在
時
の
出
来
事
を
記
し
た
初
出
時
の
題
名
］
で
は
他
者
か
ら
見
ら
れ
る
自
分
を
意

識
し
た
言
説
が
多
く
見
ら
れ
る
」
（
「
作
品
と
し
て
の
『
歐
洲
紀
行
』 

『
旅
愁
』
へ
の
助
走
」『
横
光
利
一
と
そ
の
時
代 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
・

戦
争
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
一
五
六
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
な
ざ
し
を
意
識
し
出
す
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
は
七
月
三
〇
日
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
決
定
の
報
だ
っ
た
と
い
え
る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
招
致
成
功
の
ニ
ュ
ー
ス
は
横
光
を
、「
一
個
の
自
然
人
」
か
ら
ま
な
ざ
し
を
引

き
受
け
る
日
本
の
〈
代
表
〉
者
へ
と
変
貌
さ
せ
て
い
っ
た
。 

と
こ
ろ
で
、
横
光
は
七
月
二
四
日
、
到
着
直
後
の
ベ
ル
リ
ン
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
た
。 

 

パ
リ
ー
の
町
の
建
物
の
中
を
歩
い
て
ゐ
る
時
に
は
、
山
の
頂
き
を
仰
ぐ
や
う
な
感
じ
で
あ
つ
た
が
、
こ
こ
ベ
ル
リ
ン
の
建
物
の
下
で
は
岩
石
の
谷

間
を
歩
い
て
ゐ
る
や
う
な
感
じ
で
あ
る
。
町
に
起
伏
が
な
く
何
処
ま
で
行
つ
て
も
同
様
な
町
ば
か
り
だ
。（
中
略
）
パ
リ
ー
の
町
で
は
わ
れ
わ
れ
の
眼

は
市
街
の
彫
刻
に
さ
迷
ひ
、
商
店
の
装
飾
に
戯
れ
、
マ
ロ
ニ
エ
の
幹
の
優
雅
さ
に
休
息
し
、
街
街
の
起
伏
や
人
人
の
上
に
憩
ひ
得
ら
れ
た
自
由
さ
が
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あ
つ
た
。
し
か
し
、
此
処
で
は
最
初
に
一
目
見
た
も
の
許
り
が
何
処
ま
で
も
続
く
の
で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
な
れ
ば
、
人
の
心
の
鍛
錬
の
仕
方
は
忍

耐
許
り
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
市
街
の
人
人
の
心
が
団
結
の
ま
ま
に
動
く
の
も
尤
も
だ
と
思
ふ
。 

 

パ
リ
を
「
山
の
頂
き
」、
ベ
ル
リ
ン
を
「
岩
石
の
谷
間
」
と
例
え
、
画
一
的
で
整
然
と
し
た
ベ
ル
リ
ン
の
様
子
に
横
光
は
困
惑
す
る
。
七
月
二
七
日
で

は
、
「
ど
こ
も
か
し
こ
も
こ
れ
程
掃
除
の
行
き
届
い
た
街
は
な
い
。（
中
略
）
整
理
の
限
り
を
尽
し
た
人
物
は
、
団
結
す
る
よ
り
方
法
は
あ
る
ま
い
」
と
あ

る
。
ど
ち
ら
も
具
体
的
な
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
の
特
徴
を
観
察
し
、
そ
こ
に
フ
ァ
シ
ズ
ム
政
権
化
の
ド
イ
ツ
の
思
想
・
政
情
を
読
み
取
っ
て
い
る
。
同
時
期

に
ベ
ル
リ
ン
に
滞
在
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
人
作
家
ト
マ
ス
・
ウ
ル
フ
も
自
伝
的
小
説
『
汝
再
び
故
郷
に
帰
れ
ず
』（
鈴
木
幸
夫
訳
、
荒
地
出
版
社
、
一
九

五
九
年
三
月
（
原
著
：
一
九
三
七
年
）
）
に
お
い
て
、「
大
会
の
華
麗
さ
は
、
ま
さ
に
圧
倒
的
で
あ
り
、
そ
の
た
め
ジ
ョ
ー
ジ
は
息
苦
し
く
な
り
始
め
る
ほ

ど
だ
っ
た
。
そ
の
中
に
は
何
か
不
吉
な
も
の
が
あ
っ
て
、
巨
大
な
努
力
の
集
中
、
全
ド
イ
ツ
の
尨
大
な
統
合
力
の
中
に
潜
む
べ
き
牽
引
と
秩
序
が
感
じ
ら

れ
た
。
（
中
略
）
あ
た
か
も
競
技
そ
れ
み
ず
か
ら
新
し
き
統
合
力
の
象
徴
で
あ
り
、
こ
の
新
た
な
る
力
の
結
果
を
世
界
に
具
体
的
に
示
す
た
め
の
手
段
と

し
て
選
ば
れ
た
よ
う
だ
っ
た
」
（
四
四
一
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
横
光
は
「
清
潔
さ
」
や
「
団
結
」
、
ウ
ル
フ
は
「
統
合
力
」
や
「
秩
序
」
と
い
っ
た
言
葉

を
用
い
、
都
市
ベ
ル
リ
ン
と
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
と
の
関
係
性
を
読
み
解
い
て
い
る
。 

両
者
の
鋭
い
視
点
は
的
を
射
て
い
た
。
当
時
ナ
チ
ス
と
ベ
ル
リ
ン
市
当
局
は
外
国
人
訪
問
者
に
好
印
象
を
与
え
る
た
め
、
市
町
村
に
訓
示
を
出
し
て
い

た
。
例
え
ば
、
空
き
家
の
商
店
に
借
家
人
を
住
ま
わ
せ
、
囚
人
労
働
者
の
労
働
を
禁
止
、
宣
伝
省
の
職
員
が
全
国
の
都
市
を
巡
回
、
美
化
運
動
・
衛
生
促

進
運
動
を
行
っ
て
い
た
（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
レ
イ
・
ラ
ー
ジ
『
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

一
九
三
六 

ナ
チ
の
競
技
』
高
儀
進
訳
、
白
水
社
、
二

〇
〇
八
年
八
月
（
原
著
：
二
〇
〇
七
年
）
、
二
四
六
―
二
四
七
頁
）。
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
に
は
当
時
の
様
子
が
細

か
く
記
さ
れ
て
い
る
。 
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行
政
の
観
点
か
ら
み
た
準
備
作
業
と
し
て
、
輸
送
の
問
題
や
様
々
な
試
合
会
場
を
想
定
し
た
道
路
建
設
だ
け
に
限
ら
ず
、
街
や
主
要
道
路
の
祝
祭

的
な
装
飾
も
ま
た
行
わ
れ
た
。
（
中
略
）
ベ
ル
リ
ン
市
民
は
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
中
、
ベ
ル
リ
ン
に
祝
祭
的
な
空
気
を
与
え
る
た
め
、
進
ん
で
市

当
局
を
手
伝
っ
た
。
市
内
全
域
特
に
多
数
の
外
国
人
が
滞
在
し
て
い
た
地
区
の
貸
間
や
ア
パ
ー
ト
の
オ
ー
ナ
ー
達
は
、
窓
や
バ
ル
コ
ニ
ー
を
飾
り
付

け
て
お
互
い
競
い
合
っ
た
。
（T

h
e 

X
Ith

 
O

ly
m

p
ic 

G
am

es 
B

erlin
, 

1
9
3
6
 
: 

o
fficial 

rep
o
rt, 

O
rg

an
isatio

n
sk

o
m

itee 
fü

r 
d

ie 
X

I. 
O

ly
m

p
iad

e 
B

erlin
 
1

9
3

6
 
E

.V
., 

W
. 

L
im

p
ert, 

1
9

3
7
, 

p
p

.4
5

4

［
論
者
訳
］） 

 

ベ
ル
リ
ン
市
民
も
自
ら
進
ん
で
都
市
を
清
掃
し
、
訪
問
者
に
対
し
て
ま
な
ざ
し
を
向
け
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
９
）
。
横
光
は
東
京
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
成
功
と
、
ナ
チ
ス
か
ら
の
訓
令
を
受
け
た
人
々
、
二
つ
の
ま
な
ざ
し
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
状
況
へ
陥
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

三 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
横
光
の
ま
な
ざ
し 

 

八
月
一
日
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
。
横
光
と
同
様
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
視
察
を
新
聞
社
か
ら
請
け
負
っ
た
文
学
者
に
、
西
條
八

十
と
武
者
小
路
実
篤
が
い
た
。
西
條
は
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
レ
コ
ー
ド
企
画
「
詩
と
音
楽
の
旅
」
の
旅
行
中
に
読
売
・
朝
日
両
新
聞
社
か
ら
、
武
者
小
路
は
朝

日
新
聞
社
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
特
派
員
の
依
頼
を
受
け
て
い
た
。
本
節
で
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
の
観
戦
記
、
特
に
三
者
が
共
通
し
て
記
し
た
入
場
行

進
の
場
面
を
比
較
検
討
し
て
い
き
、
横
光
の
ま
な
ざ
し
の
特
異
性
に
つ
い
て
迫
っ
て
い
く

（

１０
）

。
ま
ず
は
、
西
條
と
武
者
小
路
の
観
戦
記
で
あ
る
。 
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【
西
條
八
十
】 

草
色
の
衣
、
爽
や
け
き
ギ
リ
シ
ヤ
、
紅
薔
薇
の
ご
と
き
短
衣
の
デ
ン
マ
ー
ク
／
素
朴
な
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
黒
シ
ヤ
ツ
の
イ
タ
リ
ー
／
見
よ
、
来

れ
り
、
来
れ
り
、
翩
翻
と
し
て
ひ
ら
め
く
日
の
丸
！
／
男
、
女
、
わ
が
な
つ
か
し
き
同
胞
選
手
は
微
笑
し
つ
ゝ
来
れ
り
／
彼
等
こ
と
ご
と
く
旅
の
陽

に
黒
く
や
け
つ
れ
ど
元
気
颯
爽
。
／
明
る
き
足
ど
り
に
て
歩
み
来
る
／
旅
に
ゐ
て
彼
等
を
み
る
心
地
は
、
と
ほ
く
故
国
の
港
を
眺
め
る
心
地
な
り
／

声
か
け
た
き
、
抱
き
た
き
、
さ
は
れ
一
瞬
に
し
て
、
一
団
の
姿
は
わ
が
眼
底
よ
り
群
集
の
な
か
に
消
え
た
り
。（「
祖
国
を
賭
け
る
」『
読
売
新
聞
』
号

外
、
一
九
三
六
年
八
月
二
日
） 

 

【
武
者
小
路
実
篤
】 

フ
ラ
ン
ス
人
が
ナ
チ
ス
式
の
挨
拶
を
し
た
時
何
と
な
く
涙
ぐ
ん
だ
。
平
和
が
感
じ
ら
れ
た
か
ら
だ
。
／
二
十
五
番
目
に
日
本
の
諸
君
が
現
れ
る
。

我
等
は
誇
り
を
以
て
拍
手
を
送
つ
た
。
（
中
略
）
確
に
独
逸
の
国
民
が
こ
の
国
際
競
技
に
捧
げ
た
祝
典
と
し
て
我
等
は
そ
の
隙
間
の
な
い
行
動
に
感
動

し
感
心
す
。
／
四
年
後
に
我
等
は
東
京
に
於
て
日
本
人
ら
し
く
こ
の
祝
典
を
行
つ
て
我
等
国
民
の
行
動
力
を
示
し
た
い
も
の
だ
と
思
つ
た
。（「
仏
人

の
ナ
チ
ス
式
／
挨
拶
に
涙
ぐ
む
／
思
ひ
を
東
京
大
会
に
」『
東
京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
三
六
年
八
月
二
日
） 

 

西
條
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
入
場
行
進
の
様
子
を
冷
静
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し
日
本
選
手
団
が
来
る
と
一
転
、
主
観
的
で
興
奮
し
た
描
写
と
な
っ
て

い
る
。
そ
し
て
日
本
選
手
団
の
行
進
の
様
子
を
「
明
る
き
足
ど
り
に
て
歩
み
来
る
」
と
評
し
て
い
く
。
対
象
に
対
す
る
温
度
差
を
付
け
る
こ
と
で
、
日
本

選
手
団
に
同
一
化
し
た
際
の
興
奮
を
日
本
人
読
者
へ
効
果
的
に
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
武
者
小
路
は
一
九
三
六
年
三
月
七
日
、
ナ
チ
ス
・
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ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
進
駐
が
背
景
に
あ
っ
た
た
め
、「
フ
ラ
ン
ス
人
が
ナ
チ
ス
式
の
挨
拶
を
し
た
時
何
と
な
く
涙
ぐ
ん
だ
。
平
和
が
感
じ
ら

れ
た
か
ら
だ
」
と
述
べ
て
い
る

（

１１
）

。
加
え
て
「
四
年
後
に
我
等
は
東
京
に
於
て
日
本
人
ら
し
く
こ
の
祝
典
を
行
つ
て
我
等
国
民
の
行
動
力
を
示
し
た
い
」

と
あ
り
、
東
京
大
会
へ
向
け
て
の
展
望
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
西
條
と
武
者
小
路
の
観
戦
記
は
、
日
本
や
日
本
選
手
団
に
対
し
て
概
ね
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
両
者
の
内
容
を
踏
ま
え
、
横
光
の
観
戦
記
を
吟
味
し
て
い
き
た
い
。 

 

正
面
ヒ
ツ
ト
ラ
ー
の
前
ま
で
行
進
し
た
各
国
の
選
手
は
、
そ
の
国
国
の
礼
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
し
、
喜
ば
れ
た
国
は
ド
イ
ツ
式
の
宣
誓

の
挙
手
を
し
た
国
で
あ
る
。
横
に
正
面
を
見
上
げ
つ
つ
進
ん
だ
国
に
、
英
国
と
日
本
が
あ
る
。
誰
も
黙
つ
て
こ
の
二
ヶ
国
に
は
拍
手
を
し
な
い
。
服

装
や
顔
色
で
明
快
な
国
は
そ
の
美
し
さ
の
た
め
に
拍
手
が
あ
が
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
米
国
は
む
し
ろ
政
治
的
背
景
と
し
て
歓
呼
の
声
が
場
内
を
圧

し
た
が
、
選
手
を
旗
手
た
だ
一
人
よ
り
送
ら
ぬ
コ
ス
タ
・
リ
カ
は
そ
の
寂
し
い
孤
影
の
た
め
厚
意
の
波
を
湧
き
上
が
ら
せ
た
。
（
中
略
）
中
華
民
国
は

悉
く
夏
帽
を
冠
つ
て
出
て
来
た
が
、
一
斉
に
揃
へ
た
脱
帽
の
美
し
さ
は
民
国
の
優
雅
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。
む
し
ろ
日
本
選
手
の
後
半
が
足
乱
れ
、
踏

む
べ
か
ら
ざ
る
芝
生
を
踏
ん
で
行
進
し
て
来
る
の
を
み
る
と
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
日
本
招
致
が
選
手
に
与
へ
た
興
奮
を
思
ひ
や
ら
れ
手
に
汗
を
握
る
の

で
あ
る
。
殊
に
堂
堂
た
る
イ
タ
リ
ー
の
行
進
と
拍
子
湧
く
が
如
き
そ
の
後
だ
。
選
手
行
進
の
最
後
は
ド
イ
ツ
で
あ
る
。
各
国
の
う
ち
最
も
足
並
み
整

ひ
、
白
の
服
色
明
快
で
場
内
の
緊
張
に
一
層
強
く
輪
を
し
め
た
観
が
あ
る
。（「
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
入
場
式
を
観
る
」『
東
京
日
日
新
聞
』
号
外
、
一
九
三

六
年
八
月
二
日
） 

 

横
光
の
観
戦
記
は
日
本
を
中
心
化
せ
ず
、
大
小
含
め
様
々
な
国
の
行
進
の
様
子
を
詳
細
に
捉
え
て
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は
「
日
本
選
手
の
後
半
が
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足
乱
れ
、
踏
む
べ
か
ら
ざ
る
芝
生
を
踏
ん
で
行
進
し
て
来
る
」
と
い
う
一
節
で
あ
る
。
開
会
式
に
お
け
る
日
本
選
手
団
に
対
す
る
不
評
と
、
行
進
失
敗
の

理
由
は
主
に
四
つ
あ
っ
た
。
一
つ
目
は
服
装
が
質
素
だ
っ
た
点

（

１２
）

、
二
つ
目
は
ヒ
ト
ラ
ー
へ
の
挨
拶
が
ナ
チ
ス
式
で
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
式
で
も
な
く
観
客

か
ら
は
分
か
り
に
く
い
「
頭
、
右
」
だ
っ
た
点

（

１３
）

、
三
つ
目
は
日
本
選
手
団
の
不
仲

（

１４
）

、
四
つ
目
は
西
洋
式
の
行
進
に
不
慣
れ
だ
っ
た
点

（

１５
）

で
あ
る
。

横
光
は
西
條
・
武
者
小
路
両
者
に
比
べ
、
こ
の
よ
う
な
行
進
の
乱
れ
を
注
意
深
く
観
察
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
日
本
選
手
団
の
行
進
が
乱
れ
て
い
た
と

い
う
横
光
の
指
摘
は
日
本
国
内
で
話
題
と
な
っ
た
。「
彼
は
日
本
選
手
の
だ
ら
し
な
さ
を
指
適マ

マ

し
、
列
は
乱
れ
、
礼
儀
正
し
く
な
く
、
芝
生
を
踏
む
者
も

あ
つ
た
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
が
、
ま
さ
に
新
聞
記
者
の
役
目
を
奪
ひ
取
つ
た
や
う
な
も
の
、
出
か
し
た
り
横
光
！
」（
關
無
門
「
壮
絶
な
空
輸
リ
レ
ー 

新
聞
匿
名
月
評
」
『
文
芸
春
秋
』
一
四
巻
九
号
、
一
九
三
六
年
九
月
）、「
選
手
の
こ
の
だ
ら
し
な
さ
は
、
ど
こ
か
ら
き
て
ゐ
る
か
。
日
本
の
国
民
が
、
軽

薄
で
、
運
動
選
手
を
何
か
偉
い
も
の
で
で
も
あ
る
か
の
如
く
、
優
遇
し
す
ぎ
た
結
果
、
彼
等
か
ら
慎
し
み
の
感
情
と
い
ふ
も
の
を
取
り
去
り
、
人
間
の
生

地
を
ま
る
だ
し
に
さ
せ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
」
（
板
垣
直
子
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
国
辱
問
題
」『
新
潮
』
三
三
年
一
二
号
、
一
九
三
六
年
一
二
月
）
等

で
あ
る
。
両
者
と
も
横
光
の
指
摘
を
受
け
、
そ
こ
か
ら
選
手
達
の
だ
ら
し
な
さ
へ
と
結
び
付
け
て
い
る
。
し
か
し
、
横
光
は
決
し
て
日
本
人
選
手
団
が
だ

ら
し
な
か
っ
た
か
ら
足
並
み
乱
れ
た
と
は
記
し
て
い
な
い
。
行
進
の
失
敗
の
原
因
を
横
光
は
「
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
日
本
招
致
が
選
手
に
与
へ
た
興
奮
」
の
た

め
だ
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
西
洋
か
ら
ま
な
ざ
し
を
受
け
て
い
る
と
い
っ
た
意
識
は
こ
こ
で
も
継
続
し
、
横
光
の
対
象
へ
の
視
線
や
解
釈
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。 

こ
の
よ
う
な
ま
な
ざ
し
を
内
面
化
し
た
ま
ま
、
横
光
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
を
観
戦
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
競
技
開
始
直
後
の
日
本
選
手
団
の
成
績

は
振
る
わ
な
か
っ
た
。
八
月
二
日
の
横
光
の
記
述
に
は
「
日
本
選
手
の
成
績
が
悪
い
の
で
こ
れ
を
文
章
に
書
く
気
が
し
な
い
。
書
け
書
け
と
喧
し
い
新
聞

社
の
催
促
を
受
け
る
が
、
ペ
ン
を
持
つ
気
さ
ら
に
な
し
」
と
あ
る
。
日
本
選
手
の
不
振
を
目
の
当
た
り
に
し
つ
つ
も
、
観
戦
記
を
書
か
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
苦
悩
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
翌
日
の
八
月
三
日
、
連
日
の
日
本
人
選
手
の
不
振
の
原
因
を
横
光
な
り
に
分
析
・
言
語
化
し
よ
う
と
試
み
て
い
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く
。 

 

昨
日
（
二
日
）
も
今
日
（
三
日
）
も
天
気
が
悪
い
。
家
を
出
る
時
空
を
見
て
降
り
さ
う
な
天
気
の
日
は
、
今
日
は
日
本
は
駄
目
だ
と
い
つ
も
思

ふ
。
日
本
人
は
植
物
の
や
う
に
一
片
の
雲
に
も
皮
膚
の
感
覚
が
ち
ぢ
む
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
日
本
人
が
自
分
の
記
録
を
誰
も
出
さ
ず
敗
北
し
て
ゐ
る

第
一
の
原
因
は
、
底
か
ら
仰
ぐ
狭
い
空
の
曇
つ
て
ゐ
る
こ
と
だ
。
た
と
へ
ば
比
較
的
に
よ
い
成
績
を
あ
げ
た
村
社
と
、
山
本
嬢
二
人
の
出
場
の
時
は

太
陽
が
雲
を
破
つ
て
珍
し
く
場
内
が
輝
き
渡
つ
て
ゐ
た
。
人
間
が
実
力
以
上
の
活
動
を
希
へ
る
の
は
そ
の
時
の
自
然
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。（「
日
本

選
手
へ
の
鬼
門
」
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
六
年
八
月
五
日
） 

 

横
光
は
日
本
人
選
手
の
不
調
を
「
日
本
人
は
植
物
の
や
う
に
一
片
の
雲
に
も
皮
膚
の
感
覚
が
ち
ぢ
む
」
た
め
だ
と
推
論
す
る
。
そ
し
て
そ
の
証
拠
に
八

月
二
日
、
一
万
メ
ー
ト
ル
競
走
で
四
位
の
村
社
講
平
と
、
女
子
や
り
投
げ
五
位
だ
っ
た
山
本
定
子
の
競
技
の
際
に
は
「
太
陽
が
雲
を
破
つ
て
珍
し
く
場
内

が
輝
き
渡
つ
て
」
お
り
、
「
人
間
が
実
力
以
上
の
活
動
を
希
へ
る
の
は
そ
の
時
の
自
然
に
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
考
察
す
る
。
他
紙
と
比
較
し
て
み
て

も
、
横
光
の
こ
の
観
戦
記
は
少
々
趣
が
異
な
る

（

１６
）

。
横
光
の
天
候
に
対
す
る
関
心
は
七
月
二
六
日
「
晴
れ
た
と
思
ふ
と
す
ぐ
雨
だ
。
雨
か
と
思
ふ
と
ま
た

す
ぐ
晴
れ
る
。
（
中
略
）
何
も
す
る
こ
と
が
な
い
と
思
ふ
と
天
気
ば
か
り
が
気
懸
り
な
も
の
だ
」、
八
月
七
日
「
雨
が
降
つ
た
か
と
思
ふ
と
す
ぐ
ま
た
天
気

だ
。
私
に
と
つ
て
は
、
今
日
は
レ
イ
ン
コ
ー
ト
を
持
つ
て
出
よ
う
か
ど
う
し
よ
う
か
を
考
へ
る
の
が
最
大
の
私
の
関
心
事
に
な
つ
て
来
た
」
等
か
ら
、
ベ

ル
リ
ン
滞
在
中
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
た
し
か
に
パ
リ
滞
在
時
の
記
述
を
み
て
い
け
ば
横
光
は
頻
繁
に
当
日
の
天
気
を
記
し
て
い
る
。
し
か
し

例
え
ば
、
四
月
六
日
「
晴
。
巴
里
へ
来
て
か
ら
初
め
て
の
晴
天
だ
。
し
か
し
、
私
の
頭
の
中
で
は
、
渦
が
幾
つ
も
巻
き
つ
づ
け
、
衝
突
し
、
崩
れ
、
巻
き

込
み
合
ひ
、
不
断
に
変
化
を
つ
づ
け
て
い
く
」
と
い
う
よ
う
に
、
天
気
と
自
身
の
心
理
や
身
体
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
ま
で
は
考
察
が
及
ん
で
い
な
い
。
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画
一
的
で
代
わ
り
映
え
の
な
い
ベ
ル
リ
ン
の
都
市
の
中
で
、「
晴
れ
た
と
思
ふ
と
す
ぐ
雨
だ
。
雨
か
と
思
ふ
と
ま
た
す
ぐ
晴
れ
る
」
と
い
っ
た
天
気
の
変

化
に
横
光
は
関
心
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

と
こ
ろ
で
、
村
社
講
平
は
一
万
メ
ー
ト
ル
競
走
で
善
戦
出
来
た
理
由
に
つ
い
て
「
ス
ピ
ー
ド
を
常
に
織
り
込
ん
だ
走
法
の
技
術
を
身
に
つ
け
た
猛
練
習

の
中
か
ら
つ
か
み
出
し
た
練
習
法
」
に
あ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
（『
長
距
離
を
走
り
つ
づ
け
て
』
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
、
一
九
七
六
年
七

月
、
一
二
七
―
一
二
八
頁
）
。
村
社
の
四
位
は
太
陽
が
「
場
内
が
輝
き
渡
つ
て
」
い
た
こ
と
に
よ
る
「
実
力
以
上
の
活
動
」
で
は
な
く
、
周
到
な
練
習
に

裏
打
ち
さ
れ
た
「
実
力
」
通
り
の
結
果
で
あ
っ
た
。
も
し
横
光
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
八
月
五
日
、
天
候
が
非
常
に
悪
く
か
つ
決
勝
は
夜
遅
く
ま
で
行
わ

れ
て
い
た
棒
高
跳
び
決
勝
に
て
、
二
・
三
位
に
入
賞
し
た
西
田
修
平
・
大
江
季
雄
の
活
躍
は
ど
の
よ
う
に
説
明
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か

（

１７
）

。
し
か
し
こ

こ
で
重
要
な
の
は
横
光
の
推
論
の
妥
当
性
を
問
う
こ
と
で
は
な
く
、
村
社
の
善
戦
や
そ
の
他
の
日
本
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
不
振
を
天
気
と
い
う
環

境
要
因
に
結
び
付
け
た
点
に
あ
る
。
そ
し
て
、
環
境
や
ト
ポ
ス
が
日
本
人
の
身
体
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
影
響
を
与
え
、「
植
物
の
や
う
に
一
片
の
雲
に

も
皮
膚
の
感
覚
が
ち
ぢ
む
」
と
い
っ
た
認
識
は
「
旅
愁
」
へ
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

 

四 

身
体
感
覚
―
認
識
―
ト
ポ
ス 

 

「
旅
愁
」
続
篇
に
て
、
日
本
人
二
人
が
パ
リ
と
ベ
ル
リ
ン
の
優
位
性
に
つ
い
て
激
論
を
交
わ
し
て
い
る
場
面
が
あ
る
（
「
旅
愁
（
続
篇
）」『
文
芸
春
秋
』

一
七
巻
一
五
号
、
一
九
三
九
年
八
月
）
。
ド
イ
ツ
を
「
団
結
力
」「
綜
合
力
」、
フ
ラ
ン
ス
を
「
自
由
性
」「
分
析
力
」
と
形
容
し
て
い
く
こ
と
か
ら
も
、
思

想
上
の
対
立
関
係
に
あ
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
「
旅
愁
」
の
物
語
内
容
に
お
い
て
ド
イ
ツ
や
ベ
ル
リ
ン
は
前
景
化
さ
れ
て
こ
な
い
。
矢
代
が
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パ
リ
滞
在
後
ベ
ル
リ
ン
へ
向
か
う
こ
と
は
物
語
序
盤
か
ら
示
唆
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
矢
代
の
ベ
ル
リ
ン
体
験
は
、「
パ
リ
を
発
つ
た
の
が
七
月
の
終
り

で
、
そ
れ
か
ら
ベ
ル
リ
ン
へ
行
つ
た
一
ヶ
月
の
間
に
、
ま
た
い
ろ
い
ろ
の
事
情
で
イ
タ
リ
ヤ
ま
で
飛
行
機
で
飛
ん
だ
り
し
た
」（
「
旅
愁
（
第
三
篇
）」『
文

芸
春
秋
』
二
〇
巻
一
号
、
一
九
四
二
年
一
月
）
と
第
三
篇
冒
頭
部
分
で
回
想
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る

（

１８
）

。 

し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
横
光
の
ベ
ル
リ
ン
体
験
が
「
旅
愁
」
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い

（

１９
）

。
横
光
が
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

得
た
、
日
本
人
を
植
物
的
存
在
と
し
て
措
定
し
、
環
境
に
よ
っ
て
身
体
が
影
響
を
受
け
る
と
い
っ
た
境
地
は
「
旅
愁
」
の
全
篇
に
貫
か
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
東
野
と
久
慈
の
初
対
面
の
場
面
で
、
東
野
は
「
日
本
に
ゐ
れ
ば
僕
ら
は
ど
ん
な
こ
と
を
考
へ
て
ゐ
よ
う
と
、
ま
ア
土
か
ら
生
え
た
根
の
あ
る
樹
で
す

が
、
こ
こ
へ
来
て
れ
ば
、
僕
ら
は
根
の
土
を
水
で
洗
は
れ
て
し
ま
つ
た
み
た
い
で
す
か
ら
ね
」（「
旅
愁
（
矢
代
の
巻
）」『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九

三
七
年
六
月
一
日
）
と
語
る
。
東
野
は
自
身
の
境
遇
を
文
字
通
り
根
無
し
草

デ

ラ

シ

ネ

の
よ
う
に
み
な
し
て
い
る
。
西
洋
主
義
者
で
あ
っ
た
久
慈
も
、「
日
本
人
の

生
え
る
土
地
は
こ
ゝ
に
は
な
い
と
、
だ
ん
だ
ん
東
野
に
教
へ
ら
れ
た
ま
ま
に
久
慈
の
考
へ
が
流
れ
落
ち
て
い
く
不
安
に
襲
は
れ
出
す
の
だ
つ
た
。
／
問
題

は
土
だ
。
そ
れ
も
農
村
問
題
や
政
治
問
題
ぢ
や
な
い
。
も
つ
と
そ
の
奥
に
あ
る
も
の
だ
」（「
旅
愁
（
続
篇
）」『
文
芸
春
秋
』
一
七
巻
一
三
号
、
一
九
三
九

年
七
月
）
と
思
う
に
至
る
。
土
を
希
求
し
て
い
く
東
野
と
久
慈
は
、
ま
さ
に
自
身
を
植
物
的
存
在
と
み
な
し
て
い
る
証
左
だ
と
い
え
よ
う
。 

興
味
深
い
の
は
、
一
九
四
〇
年
に
「
旅
愁
」
が
単
行
本
化
さ
れ
る
際
、
植
物
的
表
現
が
加
筆
さ
れ
て
い
く
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、
パ
リ
到
着
間
も
な
い

頃
の
矢
代
の
パ
リ
生
活
の
描
写
で
あ
る
。 

 

新
し
い
野
菜
と
水
ば
か
り
の
や
う
な
日
本
か
ら
来
た
矢
代
は
、
当
座
の
間
は
か
ら
か
ら
に
乾
い
た
こ
の
黒
い
石
の
街
に
馴
染
む
こ
と
が
出
来
な
か

つ
た
。
蛙
は
濡
れ
た
皮
膚
か
ら
体
内
の
瓦
斯
を
発
散
さ
せ
て
呼
吸
の
調
節
を
計
る
や
う
に
、
湿
気
の
強
い
地
帯
に
住
ん
で
来
た
日
本
人
の
矢
代
の
皮

膚
も
、
パ
リ
の
乾
き
き
つ
た
空
気
に
あ
ふ
と
、
毛
孔
の
塞
が
つ
た
思
ひ
で
感
覚
が
日
に
日
に
衰
へ
風
邪
を
ひ
き
つ
づ
け
た
。
（
中
略
）
少
し
街
を
歩
く
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と
堪
ら
な
く
水
が
見
た
く
な
つ
て
セ
ー
ヌ
河
の
岸
の
方
へ
自
然
に
足
が
動
い
て
い
く
の
だ
つ
た
。
（
『
旅
愁
』
第
一
篇
、
改
造
社
、
一
九
四
〇
年
六

月
、
八
〇
頁
） 

 

「
新
し
い
野
菜
と
水
ば
か
り
の
や
う
な
日
本
か
ら
来
た
」
矢
代
は
「
黒
い
石
の
街
」
パ
リ
に
馴
染
め
ず
部
屋
に
戻
る
と
靴
を
脱
い
で
し
ま
う
。
自
身
を

蛙
に
喩
え
、
慣
れ
親
し
ん
だ
水
気
の
あ
る
「
土
」
で
は
な
く
乾
燥
し
た
「
石
」
の
上
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
身
体
の
違
和
が
描
か
れ
て
い

る
。
注
意
し
た
い
の
は
、
当
該
場
面
は
『
改
造
』
欧
州
大
戦
臨
時
増
刊
号
（
二
一
巻
一
一
号
、
一
九
三
九
年
九
月
）
内
の
小
特
集
「
回
想
の
欧
洲
」
に
掲

載
さ
れ
た
小
説
「
最
初
の
日
」
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る

（

２０
）

。
横
光
は
同
作
品
の
冒
頭
部
に
、「
一
人
の
人
間
、
そ
れ
も
日
本
人
が
初
め
て
パ
リ

へ
現
れ
た
一
週
間
の
ま
ご
ま
ご
し
た
気
持
を
次
の
や
う
に
書
い
た
」
と
記
し
て
い
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
勃
発
直
後
に
、
横
光
は
自
身
が
体
験
し
た
パ
リ

到
着
直
後
の
印
象
を
再
度
想
起
し
、
加
え
て
そ
こ
に
植
物
的
表
現
を
盛
り
込
ん
で
作
品
化
し
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
植
物
的
表
現
の
加
筆
箇
所
は
、
矢
代
が
展
開
す
る
日
本
論
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
次
の
場
面
で
あ
る
。 

 

悪
点
を
数
へ
上
げ
れ
ば
、
お
よ
そ
、
良
い
所
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
云
ひ
た
い
ほ
ど
、
数
限
り
も
な
く
沢
山
に
あ
つ
た
。
し
か
し
、
矢
代
は
、
そ

れ
ら
の
い
か
な
る
悪
点
よ
り
も
、
自
然
を
喜
ぶ
日
本
の
文
化
に
、
悪
人
が
少
い
と
云
ふ
美
点
を
、
何
よ
り
喜
ぶ
の
で
あ
つ
た
。（「
旅
愁
（
矢
代
の

巻
）
」
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
七
月
七
日
） 

 

悪
点
を
数
へ
上
げ
れ
ば
、
お
よ
そ
良
い
所
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
云
ひ
た
い
ほ
ど
数
限
り
も
な
く
澤
山
に
あ
つ
た
。
し
か
し
、
も
少
し
考
へ
る

と
、
そ
れ
ら
の
欠
点
は
日
本
人
の
美
点
か
ら
生
れ
て
来
た
、
他
国
に
は
見
ら
れ
ぬ
花
の
名
残
り
と
も
見
ら
れ
る
球
根
に
つ
づ
い
て
ゐ
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
。
（『
旅
愁
』
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第
一
篇
、
前
掲
、
二
〇
〇
頁
［
傍
点
は
論
者
が
打
っ
た
］） 

 
こ
の
よ
う
に
、
「
旅
愁
」
の
連
載
が
進
む
に
つ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
体
験
で
得
た
植
物
的
モ
チ
ー
フ
が
強
ま
り
、「
旅
愁
」
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
の
旅
や
日
本

文
化
に
も
発
展
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

「
旅
愁
」
第
三
篇
以
降
も
同
様
で
あ
る
。
帰
国
後
、
矢
代
は
自
分
た
ち
を
「
立
ち
対
ふ
態
度
を
洋
式
に
し
て
ゐ
る
う
ち
、
い
つ
と
は
知
れ
ず
心
魂
さ
へ

洋
式
に
変
り
、
落
ち
つ
く
土
も
な
い
、
漂
ふ
人
の
旅
の
愁
ひ
の
増
す
ば
か
り
が
若
者
の
時
代
」（
「
旅
愁
（
第
三
篇
）」『
文
芸
春
秋
』
二
〇
巻
六
号
、
一
九

四
二
年
六
月
）
と
定
義
づ
け
て
い
る
。
加
え
て
、
「
落
ち
つ
く
土
も
な
い
」
こ
と
が
「
旅
愁
」
の
主
題
で
あ
る
「
旅
の
愁
ひ
」
を
喚
起
す
る
要
因
で
あ
る

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
次
に
矢
代
の
父
の
死
後
、
実
家
で
の
場
面
で
あ
る
。 

 

矢
代
は
ま
た
あ
た
り
の
風
景
を
眺
め
て
み
た
。
父
の
ゐ
る
と
き
に
は
、
自
分
の
背
後
に
父
か
ら
の
長
い
紐
が
つ
い
て
ゐ
て
、
そ
こ
か
ら
養
分
を
吸

ひ
取
り
つ
つ
、
そ
れ
も
知
ら
ず
に
迂
闊
に
見
て
ゐ
た
景
色
だ
つ
た
。
そ
れ
が
今
は
、
ぷ
つ
り
と
背
後
の
紐
は
断
ち
切
れ
て
、
眼
に
映
る
港
の
建
物
、

船
舶
、
街
路
の
起
伏
に
連
る
人
家
の
隙
間
と
、
直
接
自
分
の
根
を
張
り
わ
た
ら
せ
る
樹
木
の
や
う
に
、
独
立
し
て
ゆ
く
も
の
の
切
迫
し
た
、
初
初
し

い
悲
し
み
を
彼
は
覚
え
て
来
る
の
だ
つ
た
。
（
「
旅
愁
（
第
四
篇
）」『
文
芸
春
秋
』
二
一
巻
七
号
、
一
九
四
三
年
八
月
） 

 

親
子
の
関
係
を
「
長
い
紐
が
つ
い
て
ゐ
て
、
そ
こ
か
ら
養
分
を
吸
ひ
取
り
つ
つ
」
と
称
し
て
い
る
。
そ
し
て
父
の
死
後
、
そ
の
「
背
後
の
紐
は
断
ち
切

れ
」
「
養
分
」
が
吸
い
取
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
る
た
め
、「
自
分
の
根
を
張
り
わ
た
ら
せ
る
樹
木
の
や
う
に
、
独
立
し
て
ゆ
く
も
の
の
切
迫
し
た
、
初
初

し
い
悲
し
み
を
彼
は
覚
え
て
来
る
」。
父
と
い
う
「
根
」
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
り
自
身
の
知
覚
・
認
識
ま
で
も
が
変
容
し
て
し
ま
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
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い
る
。
そ
し
て
矢
代
は
、
「
先
祖
の
呼
吸
し
、
眺
め
暮
し
て
滅
び
散
つ
た
館
の
跡
を
見
て
置
き
た
い
」（
「
旅
愁
（
第
四
篇
）」『
文
学
界
』
一
一
巻
二
号
、

一
九
四
四
年
二
月
）
と
思
い
、
父
親
の
故
郷
で
あ
る
九
州
へ
旅
に
出
る
。
父
親
が
知
覚
し
て
き
た
光
景
を
自
身
の
身
体
を
通
し
て
追
体
験
し
よ
う
と
す
る

旅
だ
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
後
、
矢
代
は
父
の
故
郷
へ
着
き
、
山
へ
登
っ
て
い
く
。 

 

矢
代
は
頂
き
の
石
の
上
に
腰
を
降
ろ
し
て
休
ん
だ
。
黒
松
の
幹
の
間
か
ら
海
の
見
え
る
の
が
、
こ
こ
に
棲
つ
た
も
の
の
今
も
な
ほ
す
る
呼
吸
の
や

う
に
和
い
だ
色
だ
つ
た
。
葛
の
葉
や
群
る
笹
の
起
伏
す
る
上
か
ら
遠
ざ
か
つ
た
む
か
し
の
こ
ろ
の
面
影
を
想
像
し
て
み
て
も
、
た
し
か
に
こ
こ
に

は
、
父
に
繋
が
る
も
の
の
か
つ
て
刻
ん
だ
労
苦
の
痕
跡
が
感
じ
ら
れ
た
。
彼
は
骨
箱
を
松
の
枝
に
か
け
て
暫
く
耳
を
す
ま
せ
て
み
た
。
し
か
し
、
今

の
矢
代
に
通
ひ
匂
つ
て
来
る
も
の
は
、
峰
か
ら
峰
を
わ
た
つ
て
来
る
松
風
の
音
ば
か
り
だ
つ
た
。
そ
れ
は
も
う
む
か
し
の
響
き
轟
い
た
矢
筒
の
音
で

も
な
け
れ
ば
、
叫
び
倒
れ
る
も
の
の
声
で
も
な
く
、
肋
骨
の
間
を
音
も
な
く
吹
き
ぬ
け
て
行
く
や
う
な
、
冴
え
と
ほ
つ
た
う
す
寒
い
、
人
里
は
な
れ

た
光
年
の
啾
啾
と
し
た
私
語
で
あ
つ
た
。
（
「
旅
愁
（
第
四
篇
）」
前
掲
） 

 

矢
代
は
「
頂
き
の
石
の
上
に
腰
を
降
ろ
し
」
、
そ
こ
で
の
光
景
、
そ
し
て
松
風
の
音
を
聴
き
、「
肋
骨
の
間
を
音
も
な
く
吹
き
ぬ
け
て
行
く
や
う
な
、
冴

え
と
ほ
つ
た
う
す
寒
い
、
人
里
は
な
れ
た
光
年
の
啾
啾
と
し
た
私
語
で
あ
つ
た
」
と
感
じ
る
。
植
物
の
音
で
あ
る
「
松
風
」
を
「
光
年
の
啾
啾
と
し
た
私

語
」
と
い
う
比
喩
表
現
を
用
い
、
矢
代
は
そ
れ
を
実
感
す
る
。
つ
ま
り
矢
代
は
、
そ
こ
で
暮
し
て
い
た
先
祖
達
が
見
て
来
た
光
景
を
追
体
験
す
る
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
山
を
登
る
途
中
「
路
は
し
だ
い
に
細
ま
り
嶮
し
く
な
つ
た
。
矢
代
は
汗
を
か
き
か
き
雑
草
を
靴
で
踏
み
跨
い
で
歩
い
た
」（「
旅
愁
（
第
四

篇
）
」
前
掲
）
が
、
先
の
実
感
後
「
山
路
を
下
る
矢
代
の
足
首
に
草
の
実
が
附
着
し
て
来
た
」（
「
旅
愁
（
第
五
篇
）」『
文
芸
春
秋
』
二
二
巻
六
号
、
一
九

四
四
年
六
月
）
と
い
う
第
五
篇
冒
頭
部
は
、
先
祖
の
土
地
と
矢
代
の
身
体
と
の
調
和
を
物
語
っ
て
い
る

（

２１
）

。 
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一
九
三
八
年
に
横
光
は
「
地
が
揺
れ
る
」
（
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
八
年
八
月
七
日
）
と
い
う
エ
ッ
セ
ー
に
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

一
度
人
は
地
を
自
分
の
足
で
蹴
つ
て
飛
び
上
つ
て
見
る
が
良
い
。
必
ず
ま
た
元
の
地
へ
直
ぐ
落
ち
る
。
一
分
間
ほ
ど
飛
び
上
つ
て
ゐ
ら
れ
る
人
さ

へ
、
ま
だ
私
は
見
た
こ
と
は
な
い
。
地
に
足
を
つ
け
て
ゐ
る
感
覚
は
、
人
間
認
識
の
根
元
で
あ
る
こ
と
に
は
、
今
さ
ら
疑
ひ
を
容
れ
得
な
い
。
そ
の

土
地
が
揺
れ
動
く
と
い
ふ
国
と
、
絶
対
に
不
動
で
あ
る
と
い
ふ
国
と
の
認
識
を
、
同
様
だ
と
思
ひ
得
ら
れ
る
人
の
感
覚
に
は
、
何
事
か
こ
こ
に
誤
り

も
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。 

 

「
地
に
足
を
つ
け
て
ゐ
る
感
覚
は
、
人
間
認
識
の
根
元
」
で
あ
り
、「
土
地
が
揺
れ
動
く
と
い
ふ
国
と
、
絶
対
に
不
動
で
あ
る
と
い
ふ
国
」
の
間
で
は
認

識
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
身
体
感
覚
―
認
識
―
ト
ポ
ス
」
の
関
係
性
は
、
第
一
章
で
み
て
き

た
水
原
秋
櫻
子
と
の
対
談
の
中
で
も
発
言
「
ベ
ル
リ
ン
で
月
を
見
て
び
つ
く
り
し
ま
し
た
ね
。
ド
イ
ツ
語
で
は
月
は
男
性
に
な
つ
て
ゐ
る
の
は
尤
も
だ
と

思
つ
た
ん
で
す
。
カ
ツ
と
非
常
に
強
い
感
じ
が
す
る
ん
で
す
。
男
と
い
ふ
感
じ
で
す
よ
」
（「
対
談
記
」『
俳
句
研
究
』
三
巻
一
二
号
、
一
九
三
六
年
一
二

月
）
と
も
通
底
し
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
言
説
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ト
ポ
ス
（
地
）
に
よ
っ
て
、
人
間
の
身
体
感
覚
や
認
識
が
変
容
し
て
く
る
と
い

う
点
で
あ
る
（
２２
）
。
前
節
で
確
認
し
て
き
た
ト
ポ
ス
を
移
動
す
る
際
に
生
じ
る
身
体
の
違
和
と
知
覚
の
変
化
が
、「
旅
愁
」
に
お
い
て
は
植
物
的
表
現
に
よ

っ
て
表
象
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
知
見
は
「
欧
州
紀
行
」
を
「
旅
愁
」
の
サ
ブ
テ
ク
ス
ト
と
定
置
す
る
と
前
景
化
し
得
な
い
だ
ろ
う
。「
欧
州
紀
行
」
の
パ
リ
の
描
写
を
一

次
資
料
と
し
て
参
照
し
つ
つ
、
「
旅
愁
」
の
提
出
し
た
問
題
へ
迫
っ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
当
然
「
旅
愁
」
の
舞
台
に
は
な
ら
な
か
っ

た
ベ
ル
リ
ン
は
オ
ミ
ッ
ト
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
日
本
人
を
植
物
的
存
在
と
み
な
し
、
ト
ポ
ス
に
よ
っ
て
身
体
や
認
識
が
変
容
す
る
と
い
っ
た
ベ
ル
リ
ン
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で
の
横
光
の
気
づ
き
は
、
「
旅
愁
」
の
水
脈
を
流
れ
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。 

  
 

注 

（
１
） 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
ま
で
の
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
動
向
は
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
レ
イ
・
ラ
ー
ジ
『
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

一
九
三
六

 

ナ
チ
の
競
技
』
（
高
儀
進
訳
、
白
水
社
、
二
〇
〇
八
年
八
月
（
原
著
：
二
〇
〇
七
年
））
に
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
２
） 

し
か
し
、
オ
ー
エ
ン
ス
が
四
冠
を
獲
得
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
黒
人
に
対
す
る
差
別
・
偏
見
は
改
善
し
な
か
っ
た
。「
ベ
ル
リ
ン
大
会
は
、
ア

メ
リ
カ
に
お
い
て
は
（
ほ
か
の
国
に
お
い
て
と
同
様
）、
黒
人
は
あ
る
種
の
ス
ポ
ー
ツ
で
は
解
剖
学
的
に
有
利
で
あ
る
と
い
う
、
当
時
生
ま
れ
か

け
て
い
た
紋
切
り
型
の
考
え
を
強
め
た
が
、
ニ
グ
ロ
は
生
来
、
性
格
と
知
能
が
劣
っ
て
い
る
と
い
う
紋
切
り
型
の
考
え
を
そ
れ
が
打
破
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
黒
人
は
短
距
離
競
走
と
跳
躍
で
は
才
能
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ス
タ
ミ
ナ
、
規
律
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
精
神
的
鋭
敏
さ

を
必
要
と
す
る
競
技
で
は
白
人
を
凌
駕
す
る
こ
と
は
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て
い
た
」（
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
レ
イ
・
ラ
ー
ジ
『
ベ
ル

リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

一
九
三
六 

ナ
チ
の
競
技
』
前
掲
、
五
一
一
頁
）。 

（
３
） 

大
会
中
、
孫
基
禎
は
サ
イ
ン
を
頼
ま
れ
る
と
そ
こ
に
「
Ｋ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
」
と
朝
鮮
半
島
の
絵
を
描
き
、
優
勝
時
に
は
「
君
が
代
」
が
自
身
の
国
歌

で
あ
る
こ
と
に
悔
し
涙
を
流
し
た
。
ま
た
大
会
終
了
後
、『
東
亜
日
報
』
は
孫
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
あ
る
日
の
丸
を
塗
り
つ
ぶ
し
た
写
真
を
掲
載

し
、
そ
れ
に
よ
り
朝
鮮
総
統
府
か
ら
発
行
停
止
処
分
が
下
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
孫
基
禎
『
あ
あ
月
桂
冠
に
涙
』（
講
談
社
、
一
九
八
五
年
二

月
）
を
参
照
。 

（
４
） 

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ク
レ
イ
・
ラ
ー
ジ
は
聖
火
リ
レ
ー
実
施
の
背
景
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
最
初
は
ナ
チ
の
宣
伝
省
に
よ
っ

て
立
案
さ
れ
、
ド
イ
ツ
組
織
委
員
会
の
疲
れ
を
知
ら
ぬ
事
務
局
長
の
カ
ー
ル
・
デ
ィ
ー
ム
に
よ
っ
て
も
っ
ぱ
ら
具
体
化
さ
れ
た
聖
火
リ
レ
ー
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は
、
南
東
お
よ
び
中
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
新
生
ド
イ
ツ
を
宣
伝
す
る
も
の
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
地
域
は
、
ナ
チ
の
生
活
圏

レ
ー
ベ
ン
ス
ラ
ウ
ム

（
ド
イ
ツ
拡
張
主
義

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
を
提
唱
す
る
者
が
欲
し
が
っ
て
い
た
地
域
だ
っ
た
―
―
そ
し
て
、
や
が
て
ド
イ
ツ
の
国
内
軍
に
よ
っ
て
蹂
躙
さ
れ
た
。
オ
リ

ン
ピ
ア
か
ら
ベ
ル
リ
ン
に
聖
火
を
徒
歩
で
運
ぶ
と
い
う
一
見
無
害
な
行
事
は
、
そ
の
後
の
あ
か
ら
さ
ま
な
侵
略
を
予
示
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
」
（
『
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク 

一
九
三
六 

ナ
チ
の
競
技
』
前
掲
、
九
頁
）
。 

（
５
） 

「
欧
州
紀
行
」
で
の
パ
リ
に
着
目
し
た
論
考
と
し
て
、
中
川
成
美
「「
欧
州
紀
行
」
論
へ
の
試
み 

横
光
利
一
の
巴
里
」（『
立
教
女
学
院
短
期

大
学
紀
要
』
一
四
号
、
一
九
八
三
年
一
月
）、
山
本
亮
介
「
自
壊
（
滅
）
し
て
い
く
文
明
と
と
も
に 

フ
ラ
ン
ス
の
現
実
と
テ
キ
ス
ト
の
生
成
」

（
『
横
光
利
一 

歐
洲
と
の
出
会
い 

『
歐
洲
紀
行
』
か
ら
『
旅
愁
へ
』』
井
上
謙
、
掛
野
剛
史
、
井
上
明
芳
編
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
九
年
七

月
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

（
６
） 

女
子
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
平
泳
ぎ
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
兵
藤
（
旧
姓
：
前
畑
）
秀
子
は
当
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。 

と
く
に
私
の
場
合
、
勝
つ
こ
と
が
至
上
命
令
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
国
威
発
揚
の
期
待
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
の
と
き
よ 

り
、
い
っ
そ
う
強
ま
っ
て
ま
し
た
。
け
っ
し
て
大
げ
さ
で
は
な
く
、
日
本
中
が
私
に
注
目
し
て
い
た
の
で
す
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か

る
の
は
、
む
か
し
も
い
ま
も
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
当
時
は
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
い
う
厄
介
な
も
の
が
加
わ
っ
て
い
た
の
で
、

そ
の
激
し
さ
は
、
現
代
と
は
く
ら
べ
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
／
じ
っ
さ
い
、
私
は
、
も
し
優
勝
で
き
な
か
っ
た
ら
死
の
う
、
と
考
え
た

ほ
ど
で
す
。
帰
り
の
船
か
ら
飛
び
込
も
う
か
、
い
や
、
私
は
泳
げ
る
か
ら
、
海
で
は
死
ね
な
い
の
で
は
な
い
か
、
な
ど
と
本
気
で
考
え

た
の
で
す
。
（
『
前
畑
は
二
度
が
ん
ば
り
ま
し
た 

勇
気
、
涙
、
そ
し
て
愛
。』
ご
ま
書
房
、
一
九
八
五
年
一
二
月
、
九
二
頁
） 

（
７
） 

例
え
ば
、
荒
木
巍
は
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了
後
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
た
選
手
が
店
の
娘
を
待
ち
構
え
て
い
た
場
面

に
遭
遇
し
「
伯
林
で
ど
ん
な
こ
と
を
仕
出
か
し
た
の
か
具
体
的
に
知
ら
ぬ
し
、
知
ら
う
と
云
ふ
興
味
も
な
い
が
、
―
―
ま
た
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
選
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手
だ
と
云
ふ
亢
ぶ
つ
た
気
持
ち
の
は
づ
み
、
所
謂
血
気
の
過
ち
と
も
言
へ
や
う
が
、
か
う
云
ふ
粗
野
な
神
経
や
教
養
の
低
さ
を
持
つ
て
ゐ
る
の

で
は
、
運
動
選
手
は
何
を
し
で
か
し
た
か
知
れ
ぬ
と
云
ふ
不
安
が
起
つ
た
」
（「
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
服
と
選
手
」『
人
民
文
庫
』
一
巻
一
〇
号
、
一
九

三
六
年
一
二
月
）
と
述
べ
て
い
る
。 

（
８
） 

浜
田
幸
絵
は
『
東
京
朝
日
新
聞
』
『
読
売
新
聞
』『
東
京
日
日
新
聞
』
三
紙
の
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
報
道
を
比
較
・
検
討
し
て
「
四
年

前
［
論
者
注
：
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
］
よ
り
も
膨
張
傾
向
に
あ
り
、
自
国
中
心
・
愛
国
主
義
的
で
扇
情
的
な
傾
向
を
強
め
て
い

た
。
広
告
も
、
記
事
に
呼
応
し
て
国
民
意
識
を
喚
起
す
る
役
割
を
果
た
し
た
」
（「
東
京
三
紙
の
ベ
ル
リ
ン
大
会
表
象 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
肥

大
化
」
『
日
本
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
誕
生 

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ベ
ル
リ
ン
・
東
京
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
二

月
、
二
〇
三
頁
）
と
分
析
す
る
。 

（
９
） 

七
月
二
八
日
、
横
光
は
ウ
ン
テ
ル
・
デ
ン
・
リ
ン
デ
ン
に
あ
る
横
浜
正
金
銀
行
を
訪
れ
た
際
、
老
婆
が
行
先
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
記
し
て
い
る
。
穿
っ
た
見
方
を
す
れ
ば
老
婆
の
こ
の
親
切
な
対
応
は
、
ナ
チ
ス
の
「
外
国
人
訪
問
者
に
好
印
象
が
与
え
る
」
と
い
っ
た

訓
令
を
内
面
化
し
た
上
で
の
行
動
か
も
し
れ
な
い
。 

（
１０
） 

三
者
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
観
戦
記
を
比
較
検
討
し
た
著
書
に
上
村
直
己
『
西
條
八
十
の
見
た
ベ
ル
リ
ン
五
輪
』（
熊
本
出
版
文
化
会
館
、
二
〇
一

二
年
七
月
）
が
あ
る
。
上
村
は
開
会
式
に
お
け
る
観
戦
記
を
比
較
し
て
次
の
よ
う
に
結
論
付
け
て
い
る
。「
実
篤
と
利
一
は
フ
ラ
ン
ス
選
手
団
が

入
場
式
で
ナ
チ
ス
式
の
敬
礼
を
し
た
こ
と
に
注
目
し
、
強
い
感
銘
を
受
け
て
い
る
が
、
八
十
は
そ
れ
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
八
十

は
聖
火
の
劇
的
効
果
を
強
調
し
、
ま
た
ナ
チ
ス
新
国
家
「
ホ
ル
ス
ト
・
ヴ
ェ
ッ
セ
ル
」
に
深
く
感
動
し
て
い
る
が
、
実
篤
も
利
一
も
そ
れ
に
つ

い
て
何
も
書
い
て
い
な
い
。
関
心
の
対
象
や
感
情
に
お
け
る
詩
人
と
小
説
家
の
違
い
が
見
ら
れ
て
興
味
深
い
」（
九
九
頁
）。
本
章
も
上
村
と
同

じ
く
三
者
の
観
戦
記
の
比
較
を
行
う
が
、
重
視
す
る
の
は
、
横
光
の
開
会
式
に
お
け
る
「
関
心
の
対
象
や
感
情
」
の
要
因
を
突
き
止
め
る
こ
と
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に
あ
る
。 

（
１１
） 

し
か
し
フ
ラ
ン
ス
代
表
団
の
挨
拶
は
ナ
チ
ス
式
で
は
な
く
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
式
の
挨
拶
で
あ
っ
た
。
斜
め
前
に
右
腕
を
向
け
る
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
式
の
挨
拶
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
場
で
観
戦
し
て
い
た
観
衆
た
ち
に
と
っ
て
右
腕
を
ま
っ
す
ぐ
向
け
る
ナ
チ
ス
式
の
挨
拶
に
見
え
た
た
め
拍

手
が
沸
き
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
マ
ン
デ
ル
『
ナ
チ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
』（
田
島
直
人
訳
、
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ

ガ
ジ
ン
社
、
一
九
七
六
年
三
月
（
原
著
：
一
九
七
一
年
）、
一
八
一
頁
）
を
参
照
。 

（
１２
） 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
帯
同
し
た
瀧
澤
七
郎
は
「
我
が
日
本
の
選
手
の
服
装
は
、
近
く
で
見
る
時
は
左
程
で
も
な
い
が
、
あ
の
広
く
高
い
所
か
ら

眺
め
た
場
合
、
誠
に
引
き
立
た
ぬ
。
私
共
が
盛
ん
に
拍
手
を
送
つ
て
も
、
周
囲
の
人
達
が
共
鳴
せ
ぬ
。
一
寸
し
た
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
実
は
残

念
で
た
ま
ら
な
か
つ
た
。
／
質
素
も
宜
い
が
、
次
回
は
大
に
考
へ
て
頂
き
た
い
も
の
で
あ
る
」（『
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
を
観
る
』
健
康
之
友
社
、
一

九
三
六
・
一
〇
、
七
二
頁
）
と
語
っ
て
い
る
。 

（
１３
） 

鎌
田
忠
良
『
日
章
旗
と
マ
ラ
ソ
ン
』
潮
出
版
社
、
一
九
八
四
年
八
月
、
二
七
一
―
二
七
二
頁 

（
１４
） 

行
進
順
が
前
回
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
会
か
ら
役
員
→
女
子
選
手
→
軍
人
・
軍
服
着
用
者
（
近
代
五
種
・
馬
術
競
技
者
）
→
男
子
選
手
と
変
更

に
な
っ
た
た
め
、
軍
人
・
軍
服
着
用
者
か
ら
の
反
発
が
あ
っ
た
（
孫
基
禎
『
あ
あ
月
桂
冠
に
涙
』
前
掲
、
一
四
八
―
一
四
九
頁
）。
澁
谷
壽
光
は

当
時
の
様
子
に
つ
い
て
、
「
日
本
軍
の
行
列
の
つ
た
な
さ
に
は
あ
き
れ
る
。
計
画
も
悪
い
に
は
ち
が
ひ
な
い
が
。
選
手
個
人
の
だ
ら
し
な
さ
も
多

分
に
原
因
を
な
し
て
ゐ
る
。
一
番
い
け
な
い
の
は
指
揮
者
の
両
氏
［
論
者
注
：
大
島
鎌
吉
・
清
川
正
二
］、
其
の
次
が
兵
隊
さ
ん
達
」
（『
一
九
三

六
年 

ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
遠
征
記 

澁
谷
壽
光
の
足
跡
』
鈴
木
幸
子
編
、
鈴
木
幸
子
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
五
七
―
五
八
頁
）
と
日
記

に
記
し
て
い
る
。 

（
１５
） 

鎌
田
忠
良
『
日
章
旗
と
マ
ラ
ソ
ン
』
前
掲
、
二
七
二
頁 
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（
１６
） 

武
者
小
路
実
篤
は
「
し
か
し
日
本
は
負
け
た
が
実
際
見
て
ゐ
る
と
日
本
の
選
手
は
よ
く
闘
つ
た
、
殊
に
村
社
君
は
孤
軍
奮
闘
大
い
に
努
め
た

と
い
つ
て
い
ゝ
、
最
後
ま
で
よ
く
ね
ば
つ
た
フ
イ
ン
ラ
ン
ド
の
選
手
三
人
を
相
手
に
半
分
ま
で
は
先
頭
を
つ
と
め
少
し
も
く
た
ば
ら
ず
途
中
で

抜
か
れ
て
も
ま
た
抜
き
返
し
た
り
し
た
。
最
後
に
あ
ゝ
い
ふ
結
果
に
な
つ
た
が
ひ
と
り
で
頑
張
つ
た
点
は
偉
い
と
思
つ
た
。（
中
略
）
日
本
程
あ

ら
ゆ
る
方
面
に
優
秀
な
力
を
示
し
た
国
民
は
さ
う
な
い
や
う
に
思
ひ
負
け
は
し
て
も
心
丈
夫
さ
を
感
じ
た
」
（「
荘
厳
・
日
本
の
奮
闘
／
負
け
て

悔
な
し
」
『
東
京
朝
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
六
年
八
月
四
日
）
と
記
し
て
い
る
。 

（
１７
） 

当
日
の
会
場
の
様
子
は
次
の
引
用
部
か
ら
伺
い
知
れ
る
。 

と
こ
ろ
が
此
の
頃
ま
た
驟
雨
が
沛
然
と
襲
来
し
ス
タ
ン
ド
は
混
乱
に
陥
つ
て
棒
高
跳
も
或
は
中
止
か
と
思
は
れ
る
に
至
つ
た
。
／
し
か

も
此
の
間
熱
闘
は
続
け
ら
れ
た
が
遂
に
夜
陰
は
迫
り
照
明
下
の
大
争
覇
と
な
つ
て
勝
敗
は
決
し
優
勝
の
栄
冠
は
惜
く
も
米
の
メ
ド
ウ
ス
に

譲
つ
た
。
併
し
日
本
は
西
田
、
大
江
同
成
績
で
西
田
二
位
、
大
江
三
位
を
占
め
た
。（
陸
上
競
技
研
究
会
編
『
伯
林
オ
リ
ム
ピ
ツ
ク
の
全

貌
』
一
成
社
、
一
九
三
六
年
一
一
月
、
五
九
頁
） 

（
１８
） 

横
光
が
ベ
ル
リ
ン
体
験
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
登
場
さ
せ
な
か
っ
た
理
由
に
、「
旅
愁
」
の
執
筆
時
期
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
矢

代
達
が
パ
リ
を
旅
立
つ
ま
で
を
描
い
た
第
二
篇
の
連
載
終
了
が
一
九
四
〇
年
の
四
月
、
日
中
戦
争
激
化
の
た
め
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

権
を
返
上
し
た
の
が
一
九
三
八
年
七
月
で
あ
る
。
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
視
点
を
移
す
と
、
ナ
チ
ス
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
侵
攻
は
一
九
三
九
年
九
月
、

一
九
四
〇
年
四
月
か
ら
は
立
て
続
け
に
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
そ
し
て
パ
リ
を
占
領
下
に
置
い
た
。『
旅
愁
』
初
出
時
点
に
お
い
て
ベ
ル

リ
ン
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
描
く
こ
と
は
、
開
催
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
か
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
、「
平
和
の
祭
典
」
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
開
催
し
た
ド
イ
ツ
が
積
極
的
な
軍
事
行
動
に
出
て
い
る
と
い
う
矛
盾
を
読
者
に
想
起
さ
せ
て
し
ま
う
。
松
村
良
は
「「
旅
愁
」
は
作
品
世
界
の

〈
時
間
〉
に
執
筆
時
の
〈
時
間
〉
が
介
入
し
、
そ
の
〈
時
差
〉
が
作
品
世
界
の
人
物
（
主
に
矢
代
）
の
「
思
考
基
盤
」
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
ま
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た
「
現
在
時
へ
の
郷
愁
」
を
も
た
ら
す
と
い
う
、
特
異
な
小
説
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
（「
横
光
利
一
「
旅
愁
」
の
〈
時
差
〉」『
國
學
院
雑
誌
』

一
〇
五
巻
一
一
号
、
二
〇
〇
四
・
一
一
）
。
だ
と
す
れ
ば
、
物
語
現
在
と
執
筆
時
期
と
の
「
時
差
」
に
横
光
は
苦
悩
し
た
結
果
、
矢
代
の
ベ
ル
リ

ン
滞
在
を
省
略
し
、
早
急
に
舞
台
を
日
本
へ
移
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
１９
） 

「
旅
愁
」
と
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
関
係
性
を
指
摘
し
た
論
考
に
金
泰
暻
の
も
の
が
あ
る
。
金
は
「
旅
愁
」
第
三
篇
に
登
場
す
る
南

と
い
う
人
物
は
、
ベ
ル
リ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
マ
ラ
ソ
ン
三
位
に
入
賞
し
た
南
昇
龍
の
影
響
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
（「
可
能
性

と
し
て
の
「
朝
鮮
」
」『
横
光
利
一
と
「
近
代
の
超
克
」 

『
旅
愁
』
に
お
け
る
建
築
、
科
学
、
植
民
地
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、

一
二
七
―
一
三
三
頁
） 

（
２０
） 

古
矢
篤
史
は
、「
最
初
の
日
」
の
執
筆
時
期
と
『
旅
愁
』
第
一
篇
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
経
緯
を
踏
ま
え
、
一
九
三
九
年
の
時
代
状
況
や
「
こ

の
「
欧
州
大
戦
」
へ
の
視
座
が
組
み
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
「
東
洋
」
お
よ
び
「
西
洋
」
双
方
の
シ

ニ
フ
ィ
エ
に
変
容
が
起
き
て
い
る
」（
「
最
初
の
日
」『
横
光
利
一
研
究
』
九
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
）
と
指
摘
す
る
。 

（
２１
） 

矢
代
が
草
や
花
を
踏
み
し
め
て
歩
い
て
い
く
描
写
は
パ
リ
（
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
で
の
場
面
）
と
日
本
（
矢
代
が
幼
少
の
頃
、
先
祖
の
土
地
を

訪
れ
た
場
面
）
、
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。 

・
少
し
疲
れ
て
手
か
ら
力
を
抜
く
と
、
た
ち
ま
ち
密
集
し
て
来
る
海
老
殻
色
の
茎
の
弾
力
に
跳
ね
返
さ
れ
て
二
人
は
打
ち
よ
せ
ら
れ
た
。

足
で
踏
み
つ
け
た
茎
も
二
人
の
過
ぎ
た
後
方
で
戻
り
合
ふ
音
を
立
て
て
ゐ
た
。（
中
略
）
矢
代
は
汗
が
出
て
来
た
が
仕
方
も
な
く
暴
暴
し

く
真
白
の
絡
り
つ
い
た
茎
を
踏
み
つ
け
て
云
つ
た
。
／
「
氷
河
を
わ
た
る
よ
り
こ
つ
ち
の
方
が
よ
つ
ぽ
ど
骨
だ
。
」（「
旅
愁
（
続
篇
）」

『
文
芸
春
秋
』
一
七
巻
一
九
号
、
一
九
三
九
年
一
〇
月
） 

・
山
の
上
の
崩
れ
た
石
垣
の
間
に
茂
つ
た
羊
齒
や
芒
な
ど
、
靴
で
踏
み
つ
け
何
を
知
ら
ず
に
歩
い
た
幼
年
の
こ
ろ
の
旅
の
記
憶
を
呼
び
起
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し
て
み
て
も
、
た
だ
の
荒
城
と
よ
り
思
へ
な
い
な
が
ら
、
今
見
れ
ば
少
し
は
前
と
は
感
慨
も
違
ふ
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
た
。
（
「
旅
愁

（
第
三
篇
）
」
『
文
芸
春
秋
』
二
〇
巻
八
号
、
一
九
四
二
年
八
月
） 

だ
と
す
れ
ば
、
第
五
篇
の
冒
頭
部
「
山
路
を
下
る
矢
代
の
足
首
に
草
の
実
が
附
着
し
て
来
た
」
と
い
う
描
写
は
矢
代
の
身
体
と
ト
ポ
ス
と
の

関
係
性
に
お
い
て
大
き
な
タ
ー
ニ
ン
グ
・
ポ
イ
ン
ト
だ
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
矢
代
は
「
さ
ま
よ
ふ
自
分
の
旅
ご
こ
ろ
こ
そ
実
の
世
界
」

（
「
旅
愁
（
第
五
篇
）
」『
文
芸
春
秋
』
二
二
巻
六
号
、
一
九
四
四
年
六
月
）
と
い
う
境
地
に
至
っ
て
い
く
よ
う
に
、
土
と
身
体
と
の
調
和
を
さ
ら

に
越
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
土
か
ら
の
脱
却
と
い
う
志
向
性
に
つ
い
て
は
、
終
章
に
て
検
討
を
行
う
。 

（
２２
） 

矢
代
が
帰
国
後
に
抱
く
千
鶴
子
へ
の
認
識
の
変
容
も
、「
身
体
感
覚
―
認
識
―
ト
ポ
ス
」
の
関
係
か
ら
説
明
可
能
で
あ
る
。
矢
代
は
帰
国
後
、

「
水
が
氷
に
な
る
や
う
に
い
つ
の
間
に
や
ら
揺
れ
停
つ
て
質
の
変
つ
て
ゐ
る
自
分
で
あ
つ
た
」
と
感
じ
、
日
本
で
会
う
千
鶴
子
は
「
別
人
の
や

う
に
見
え
る
に
ち
が
ひ
な
か
つ
た
」（
「
旅
愁
（
第
三
篇
）」『
文
芸
春
秋
』
二
〇
巻
五
号
、
一
九
四
二
年
五
月
）
と
想
像
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

い
う
ト
ポ
ス
で
知
覚
し
認
識
し
た
千
鶴
子
と
、
日
本
と
い
う
ト
ポ
ス
で
知
覚
し
認
識
し
て
い
く
千
鶴
子
は
、
身
体
が
根
ざ
し
て
い
る
ト
ポ
ス
が

異
な
る
た
め
、
お
の
ず
と
認
識
も
異
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
矢
代
が
帰
国
し
た
塩
野
と
再

開
し
た
際
、
「
あ
な
た
や
千
鶴
子
さ
ん
と
会
ふ
の
も
嬉
し
い
が
、
惜
し
い
こ
と
に
、
外
国
へ
行
く
前
に
一
度
会
つ
て
お
い
た
ん
だ
と
、
も
つ
と
良

か
つ
た
」
（
「
旅
愁
（
第
三
篇
）
」
『
文
芸
春
秋
』
二
〇
巻
七
号
、
一
九
四
二
年
七
月
）
と
述
べ
た
の
は
、
日
本
と
い
う
ト
ポ
ス
で
も
千
鶴
子
を
認

識
し
て
お
き
た
か
っ
た
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
千
鶴
子
と
再
会
し
た
際
、
矢
代
は
「
千
鶴
子
の
姿
が
、
ま
す
ま
す
別
人
の
や
う
に
見

え
て
来
る
」
（
「
旅
愁
（
第
三
篇
）
」
『
文
芸
春
秋
』
二
〇
巻
八
号
、
一
九
四
二
年
八
月
）
と
思
う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
夢
の
よ
う
な
ト
ポ
ス
で

知
覚
し
認
識
し
た
千
鶴
子
像
と
、
日
本
と
い
う
現
実
の
生
活
上
で
の
ト
ポ
ス
で
知
覚
・
認
識
し
て
い
く
千
鶴
子
と
の
ズ
レ
に
矢
代
は
苦
悩
し
て

い
く
こ
と
と
な
る
。 
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第
五
章 

〈
異
言
語
〉
へ
の
旅
と
愁
い 

―
―
横
光
利
一
「
旅
愁
」
論
―
― 

   

一 

「
旅
愁
」
の
「
断
層
」
を
跨
い
で
い
く
た
め
に 

 

横
光
利
一
は
亡
く
な
る
一
ヶ
月
ほ
ど
前
、
「
今
の
日
本
に
は
、
ワ
シ
の
『
旅
愁
』
を
判
っ
て
く
れ
る
人
が
一
人
も
い
な
い
。
し
か
し
百
年
後
の
人

は
判
っ
て
く
れ
る
と
思
う
よ
」
（
横
光
佑
典
「
父
の
残
し
た
言
葉
」『
横
光
利
一
の
世
界
Ⅱ
』
豊
の
国
宇
佐
市
塾
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
と
家
族
に

漏
ら
し
て
い
た
と
い
う
。
横
光
が
そ
の
胸
中
を
吐
露
し
て
か
ら
七
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
。
し
か
し
未
だ
「
旅
愁
」
と
い
う
作
品
は
我
々
読
者
を

困
惑
し
続
け
て
い
る
。 

敗
戦
後
、
「
旅
愁
」
が
「
痴
呆
の
書
」（
杉
浦
明
平
「
横
光
利
一
論 
「
旅
愁
」
を
め
ぐ
つ
て
」『
文
学
』
一
五
巻
一
一
号
、
一
九
四
七
年
一
一

月
）
と
ま
で
断
罪
さ
れ
た
の
は
序
章
に
て
述
べ
た
通
り
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
「
旅
愁
」
評
価
に
異
議
を
唱
え
た
の
は
長
谷
川
泉
で
あ
っ
た
。
長
谷

川
は
「
旅
愁
」
矢
代
の
巻
で
の
矢
代
と
千
鶴
子
の
チ
ロ
ル
の
場
面
に
着
目
し
、「
杉
浦
明
平
が
『
痴
呆
の
書
』
と
き
め
つ
け
た
『
名
論
卓
説
』
を
素

通
り
し
て
通
る
限
り
に
お
い
て
は
、
清
冽
な
恋
愛
の
書
と
し
て
十
分
に
楽
し
ま
せ
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
」（「
旅
愁
（
横
光
利
一
下
の
四
） 
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現
代
文
の
鑑
賞
三
十
八
」
『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
二
二
巻
五
号
、
一
九
五
七
年
五
月
）
と
評
価
づ
け
て
い
く
。
日
置
俊
次
は
、「
チ
ロ
ル
の
場

面
の
抒
情
性
が
称
揚
さ
れ
た
こ
と
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
薄
い
チ
ロ
ル
の
場
面
は
と
り
あ
え
ず
認
め
よ
う
と
す
る
評
価
軸
の
傾
斜
が
生
ま
れ

た
」
（
「
旅
愁
」
『
横
光
利
一
事
典
』
井
上
謙
・
神
谷
忠
孝
・
羽
鳥
徹
哉
編
、
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
、
二
二
一
頁
）
と
長
谷
川
論
の
研
究

史
的
意
義
を
強
調
す
る
。 

長
谷
川
論
が
呼
び
水
と
な
っ
て
か
、
現
在
ま
で
に
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
「
旅
愁
」
の
読
み
直
し
が
図
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
隆
盛
ぶ
り
は
一

時
期
「
『
旅
愁
』
論
の
季
節
」
（
田
口
律
男
「
研
究
動
向 

横
光
利
一 

『
旅
愁
』
論
の
季
節
」『
昭
和
文
学
研
究
』
三
二
集
、
一
九
九
六
年
二
月
）

が
到
来
し
た
と
言
わ
れ
た
程
で
あ
る
。
現
在
、
横
光
利
一
文
学
会
の
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
「
旅
愁
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
検
索
し
て
み
る

と
、
そ
の
数
は
二
〇
〇
近
く
に
も
及
ぶ
。
内
容
も
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
問
題
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
舞
台
と
な
っ
た
パ
リ

や
旅
と
い
う
行
為
、
後
半
部
で
の
主
要
テ
ー
マ
で
あ
る
古
神
道
や
み
そ
ぎ
、
さ
ら
に
は
建
築
・
俳
句
・
科
学
・
数
学
な
ど
論
点
は
多
岐
に
わ
た

る
。 し

か
し
、
こ
れ
ら
膨
大
な
先
行
論
を
概
観
し
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
二
つ
の
傾
向
が
見
出
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
と
し
た
第

一
・
二
篇
、
日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
の
第
三
・
四
・
五
篇
・
「
梅
瓶
」
の
ど
ち
ら
か
に
軸
足
を
置
い
た
論
考
に
大
別
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
中

村
三
春
が
「
概
ね
、
否
定
論
が
否
定
す
る
の
は
全
五
篇
と
「
梅
瓶
」
か
ら
成
る
『
旅
愁
』
の
う
ち
第
三
篇
か
ら
五
篇
に
か
け
て
で
あ
り
、
肯
定
論

が
肯
定
す
る
の
は
第
一
篇
か
ら
二
篇
に
か
け
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
欧
州
紀
行
の
部
分
と
古
神
道
教
義
の
部
分
に
大
別
さ
れ
、
前
者
に
比
べ
て

後
者
は
評
価
で
き
な
い
と
い
う
の
が
一
般
的
な
批
評
で
あ
る
」（
「
係
争
す
る
身
体 

『
旅
愁
』
の
表
象
と
イ
デ
ー
」『
修
辞
的
モ
ダ
ニ
ズ
ム 

テ
ク

ス
ト
様
式
論
の
試
み
』
ひ
つ
じ
書
房
、
二
〇
〇
六
年
五
月
、
一
六
九
頁
）
と
端
的
に
ま
と
め
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
旅
愁
」
を
論
ず
る
際
の
比

重
の
置
き
方
が
、
そ
の
ま
ま
「
旅
愁
」
評
価
に
も
結
び
つ
い
て
い
く
の
で
あ
る
。「
旅
愁
」
に
は
東
京
と
パ
リ
を
比
較
し
て
、
ま
た
チ
ロ
ル
の
氷
河
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の
場
面
の
際
、
度
々
「
断
層
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
登
場
す
る
の
だ
が
、
「
旅
愁
」
論
に
お
い
て
も
、
前
半
部
と
後
半
部
の
間
に
「
断
層
」
が
見

ら
れ
る
の
で
あ
る
（
１
）
。 

し
か
し
、
前
後
半
い
ず
れ
も
「
旅
愁
」
と
い
う
題
名
が
付
さ
れ
て
い
る
以
上
、
ま
た
「
旅
愁
」
を
救
済
も
し
く
は
批
判
す
る
に
せ
よ
、
そ
こ
で

の
連
続
性
や
相
関
性
は
当
然
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
問
う
べ
き
は
、「
旅
愁
」
前
半
部
に
お
け
る
パ
リ
や
チ
ロ
ル
で
の
体
験
が
ど
の
よ

う
に
第
三
篇
以
降
に
接
続
さ
れ
て
い
く
の
か
、
ま
た
は
古
神
道
に
代
表
さ
れ
る
矢
代
の
神
が
か
り
的
な
日
本
回
帰
の
問
題
に
前
半
部
の
欧
州
体
験

が
ど
の
よ
う
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。「
旅
愁
」
は
始
め
か
ら
「
痴
呆
の
書
」
で

は
な
く
、
「
痴
呆
の
書
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

、
、
、
、
、
、
、
の
で
あ
り
、
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旅
を
経
て
、
矢
代
は
「
い
か
が
わ
し
い
〈
日
本
〉」（
２
）

へ
辿
り
着

、
、
、

い、
て
し
ま
っ
た

、
、
、
、
、
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
「
旅
愁
」
論
に
お
い
て
必
要
な
の
は
、
矢
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
体
験
が
ど
の
よ
う
に
後
半
部
の
日
本
回
帰

の
問
題
へ
行
き
着
い
て
し
ま
っ
た
の
か
と
い
う
理
路
と
隘
路
の
検
討
だ
ろ
う
。
先
で
引
用
し
た
日
置
は
、
「
テ
ク
ス
ト
の
詳
細
な
検
討
や
、
語
り
の

様
式
に
関
す
る
考
察
、
ま
た
身
体
論
、
メ
デ
ィ
ア
論
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
、
比
較
文
化
論
、
都
市
空
間
論
な
ど
の
援
用
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
こ
れ
ら

の
多
様
な
視
点
が
総
合
さ
れ
て
、
断
片
的
で
は
な
い
「
旅
愁
」
の
全
体
像
が
次
第
に
構
築
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
」（「
旅
愁
」
前
掲
、
二

二
二
頁
）
と
記
し
て
い
る
。
「
旅
愁
」
論
の
新
し
い
「
季
節
」
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
連
続
性
や
総
合
性
を
見
据
え
た
視
点
（
３
）

が
必
要

に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

そ
こ
で
本
章
で
は
、
「
旅
愁
」
の
前
後
半
ど
ち
ら
か
に
軸
足
を
置
く
の
で
は
な
く
、
前
半
か
ら
後
半
へ
跨
い
で
い
く
よ
う
な
思
考
的
枠
組
み
を
意

識
し
つ
つ
、
「
旅
愁
」
を
読
み
進
め
て
い
き
た
い
。
重
視
す
る
の
は
〈
異
言
語
〉
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
〈
異
言
語
〉
と
は
、
単
に
外
国

語
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
広
く
自
身
の
使
用
言
語
と
異
な
る
言
語
（
と
そ
こ
で
の
意
識
）
を
指
し
示
す
こ
と
に
す
る
。〈
異
言
語
〉
に
注
目
す
る
理

由
は
、
こ
う
し
た
〈
異
言
語
〉
接
触
が
「
旅
愁
」
全
篇
に
お
い
て
貫
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
旅
愁
」
前
半
部
に
お
い
て
は
、
パ
リ
で
の
フ
ラ
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ン
ス
語
を
含
め
た
外
国
語
が
そ
れ
に
あ
た
り
、
後
半
部
で
は
、
古
神
道
の
失
わ
れ
た
文
字
「
イ
ウ
エ
」
の
注
目
や
矢
代
の
父
親
の
故
郷
で
出
会
う

浄
瑠
璃
口
調
の
老
婆
、
女
中
と
よ
の
手
紙
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
、
矢
代
が
使
用
す
る
標
準
語
と
異
な
る
言
語
の
出
会
い
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
お

り
、
し
か
も
こ
れ
ら
〈
異
言
語
〉
が
矢
代
の
日
本
傾
斜
を
後
押
し
す
る
こ
と
に
も
繋
が
っ
て
い
く
。「
旅
愁
」
全
篇
を
貫
く
〈
異
言
語
〉
に
注
目
す

る
こ
と
で
、
後
半
部
で
の
矢
代
が
陥
る
隘
路
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
は
、
こ
う
し
た
〈
異
言
語
〉
へ
の
注
目
が
横
光
の
文
学
活
動
を
考
え
る
際
に
有
効
な
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
例
え
ば
次
の
引
用
部
は
、
研
究
史
に
お
い
て
た
び
た
び
言
及
さ
れ
る
『
書
方
草
紙
』（
白
水
社
、
一
九
三
一
年
一
一
月
）
の
序
文
で
あ
る
。 

 

此
の
集
の
中
に
は
大
正
七
年
か
ら
昭
和
元
年
に
い
た
る
十
年
間
の
、
主
に
国
語
と
の
不
逞
極
ま
る
血
戦
時
代
か
ら
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
と
の
格

闘
時
代
を
経
て
、
国
語
へ
の
服
従
時
代
の
今
に
い
た
る
ま
で
、
お
よ
そ
十
五
年
間
の
紆
余
曲
折
し
た
脱
皮
生
活
の
断
片
的
記
録
を
集
め
た
。 

 

十
重
田
裕
一
は
「
横
光
利
一
に
と
っ
て
「
国
語
」
と
は
何
か
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
四
一
集
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
に
お
い
て
、
同
時
期
の
国

語
政
策
の
動
向
を
踏
ま
え
、
横
光
が
「
「
国
語
」
政
策
の
も
と
で
教
育
を
受
け
た
第
一
世
代
」
で
あ
り
つ
つ
も
、
し
か
し
「
標
準
語
化
の
趨
勢
と
結

局
の
と
こ
ろ
呼
応
」
し
て
い
っ
た
と
考
察
す
る
。
加
え
て
興
味
深
い
の
は
、
「
国
語
へ
の
服
従
時
代
」
と
い
う
表
現
に
注
目
し
た
、
十
重
田
の
次
の

分
析
に
あ
る
。 

 

「
国
語
へ
の
服
従
」
と
述
べ
た
と
き
、
意
識
的
で
あ
る
か
否
か
は
別
と
し
て
、
横
光
は
「
国
語
」
の
、
そ
し
て
そ
れ
を
創
定
す
る
「
国
家
」
に

連
な
る
こ
と
を
宣
言
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
横
光
が
自
覚
し
て
い
た
か
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
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顕
在
化
し
て
く
る
横
光
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
が
、
こ
の
表
現
に
す
で
に
象
徴
的
に
表
わ
れ
て
い
た
と
み
る
こ
と
は
充
分
に
可
能
で
あ

る
。 

 

本
章
で
検
討
し
て
い
く
〈
異
言
語
〉
の
問
題
に
も
通
ず
る
指
摘
で
あ
ろ
う
。
た
だ
十
重
田
は
、「
一
九
三
〇
年
代
に
顕
在
化
し
て
く
る
横
光
の
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
」
と
い
う
指
摘
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
旅
愁
」
や
欧
州
体
験
で
の
〈
異
言
語
〉
体
験
を
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
れ
ば
よ

い
の
か
と
い
う
問
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
「
旅
愁
」
で
の
〈
異
言
語
〉
体
験
を
考
察
し
て
い
く
本
章
の
作
業
は
、
「
国
語
へ
の
服
従
」
か
ら

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
傾
斜
へ
と
向
か
う
横
光
文
学
の
変
遷
を
見
通
す
際
に
も
有
益
に
資
す
こ
と
だ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
次
章

以
降
「
旅
愁
」
前
後
半
に
跨
る
〈
異
言
語
〉
体
験
の
道
程
を
辿
る
こ
と
に
す
る
。 

 

二 

パ
リ
で
の
〈
異
言
語
〉
体
験 

 

本
節
で
は
、
パ
リ
を
主
な
舞
台
と
し
た
「
旅
愁
」
前
半
部
で
の
〈
異
言
語
〉
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
た
し
か
に
、「
フ
ラ
ン
ス
に
あ
っ
て
、

フ
ラ
ン
ス
人
が
登
場
し
な
い
―
―
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
と
い
う
横
浜
に
い
た
こ
と
の
あ
る
女
性
が
ち
ら
っ
と
出
て
来
る
の
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
―
―

き
わ
め
て
閉
鎖
的
な
小
説
」（
西
尾
幹
二
「
『
旅
愁
』
再
考 

ひ
と
つ
の
読
み
方
」『
文
学
界
』
三
七
巻
一
〇
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）
と
揶
揄
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、「
旅
愁
」
で
は
日
本
人
同
士
の
交
流
や
そ
こ
で
の
論
争
の
場
面
に
ペ
ー
ジ
が
多
く
割
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
中
に
お
い

て
も
、
フ
ラ
ン
ス
語
を
始
め
と
し
た
〈
異
言
語
〉
接
触
が
、
矢
代
の
日
本
回
帰
の
思
想
に
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、「
旅
愁
」
矢
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代
の
巻
で
登
場
す
る
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
で
あ
る
。
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
は
先
の
指
摘
通
り
、「
旅
愁
」
に
登
場
す
る
数
少
な
い
フ
ラ
ン
ス
人
の
一
人
で
あ
り
、

矢
代
と
久
慈
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
家
庭
教
師
を
務
め
る
人
物
で
も
あ
る
。
矢
代
は
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
純
粋
な
発
音
を
習
ふ
た
め
」（「
旅
愁
（
矢
代
の
巻
）」

『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
五
月
二
八
日
）、
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
に
本
の
音
読
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
次
の
引
用
部
は
そ
の

後
の
二
人
の
会
話
で
あ
る
。 

 

「
あ
た
し
の
発
音
法
は
、
こ
れ
で
ま
だ
完
全
ぢ
や
な
い
の
よ
。
パ
リ
の
人
の
発
音
は
、
た
い
て
い
は
ま
だ
駄
目
。
や
は
り
、
一
度
ギ
ヤ
ス
ト
ン

バ
ツ
チ
の
女
優
学
校
へ
で
も
這
入
つ
て
、
正
規
の
発
音
を
習
は
な
き
や
、
信
用
出
来
な
い
わ
。」
／
こ
の
パ
リ
の
高
い
文
化
で
さ
へ
が
さ
う
な
の

か
と
、
矢
代
は
驚
い
た
。
／
「
さ
う
い
ふ
も
の
で
す
か
ね
。
し
か
し
日
本
に
も
日
本
語
の
完
全
な
発
音
な
ん
か
、
ど
こ
に
も
な
い
で
す
よ
。
東

京
の
者
だ
つ
て
、
つ
ま
り
は
、
東
京
の
方
言
を
使
つ
て
ゐ
る
ん
で
す
か
ら
ね
。」（「
旅
愁
（
矢
代
の
巻
）」『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七

年
五
月
二
九
日
） 

 

「
純
粋
な
発
音
を
習
ふ
た
め
」
フ
ラ
ン
ス
語
の
習
得
に
努
め
よ
う
と
し
た
矢
代
だ
が
、
教
師
で
あ
る
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
で
す
ら
「
正
規
」
の
発
音
は
で

き
な
い
と
い
う
（
４
）
。
矢
代
は
そ
れ
を
受
け
、
「
日
本
語
の
完
全
な
発
音
な
ん
か
ど
こ
に
も
な
い
」
と
返
答
す
る
。
発
音
の
「
純
粋
」・「
正
規
」
性
へ

の
探
求
が
困
難
だ
と
い
う
矢
代
の
意
識
が
、
今
話
し
て
い
る
日
本
語
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。「
血
液
の
純
潔
を
願
ふ
矢
代
に
し
て
は
、

異
国
の
婦
人
に
貞
操
を
奪
は
れ
る
痛
ま
し
さ
に
較
べ
て
、
ま
だ
し
も
千
鶴
子
を
選
ぶ
自
分
の
正
当
さ
を
認
め
た
か
つ
た
」（「
旅
愁
（
矢
代
の
巻
）」

『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
五
月
五
日
）
と
、
矢
代
の
「
純
潔
」
性
へ
の
志
向
は
既
に
示
さ
れ
て
い
た
が
、
言
語
の
発
音
と
い
う
次
元

に
お
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
の
で
あ
る
。 
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フ
ラ
ン
ス
語
の
「
純
粋
な
発
音
」
に
関
す
る
問
題
は
、
そ
の
後
の
矢
代
と
千
鶴
子
と
の
会
話
に
も
登
場
す
る
。
千
鶴
子
が
パ
リ
の
サ
ロ
ン
に
通
い

始
め
た
際
、
矢
代
に
「
言
葉
だ
つ
て
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
あ
た
り
の
言
葉
を
、
一
寸
で
も
サ
ロ
ン
で
使
は
う
も
の
な
ら
、
も
う
相
手
に
し
て
く
れ
な
い

ん
で
す
つ
て
」（
「
旅
愁
（
矢
代
の
巻
）」
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
七
月
三
日
）
と
告
げ
、
矢
代
は
も
っ
と
も
だ
と
頷
く
。
こ
こ
で
の

「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
あ
た
り
の
言
葉
」
と
い
う
の
は
、
恐
ら
く
俗
語
や
ス
ラ
ン
グ
の
類
の
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
外
国
人
が
多
く
住
み
、
矢
代
達
も

居
住
し
普
段
耳
に
し
て
き
た
で
あ
ろ
う
「
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
あ
た
り
」
で
の
フ
ラ
ン
ス
語
は
、
サ
ロ
ン
で
は
通
用
し
な
い
、
つ
ま
り
「
正
規
の
も
の
」

と
み
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
（
５
）
。 

こ
の
二
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
わ
か
る
の
は
、
矢
代
が
い
く
ら
フ
ラ
ン
ス
語
の
「
純
粋
」・「
正
規
」
性
を
希
求
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
限
ら

れ
た
特
権
階
級
が
有
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
自
分
が
今
の
生
活
圏
に
い
る
以
上
、
ま
た
外
国
人
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
到
底
習
得
で
き
な
い

と
い
う
気
づ
き
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
と
い
う
〈
異
言
語
〉
に
触
れ
る
こ
と
で
、
矢
代
は
言
語
の
「
純
粋
」・「
正
規
」
性
へ
の
会
得
が
困
難
な
こ
と

を
痛
感
す
る
の
で
あ
る
。 

パ
リ
の
〈
異
言
語
〉
体
験
と
し
て
も
う
一
つ
重
要
な
場
面
は
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
カ
フ
ェ
で
の
討
論
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
に

は
セ
レ
ク
ト
（L

e 
S

elect

）
、
ロ
ト
ン
ド
（L

a 
R

o
to

n
d
e

）、
ク
ー
ポ
ー
ル
（L

a 
C

o
u
p
o
le

）
、
ド
ー
ム
（L

e 
D

o
m

e

）
な
ど
が
乱
立
し
、
外
国
人
を
含

め
た
多
く
の
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
例
え
ば
、「
旅
愁
」
に
て
矢
代
達
が
度
々
論
争
す
る
ド
ー
ム
に
は
、
同
時
期
ジ
ャ
ン
＝
ポ
ー
ル
・
サ
ル
ト
ル
や
シ

モ
ー
ヌ
・
ド
・
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
を
始
め
、
イ
リ
ヤ
・
エ
レ
ン
ブ
ル
グ
、
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ジ
ャ
コ
メ
ッ
テ
ィ
、
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
パ
な
ど
多
く
の
文

学
者
・
芸
術
家
が
足
繁
く
通
っ
て
い
た
。
加
え
て
、
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
が
「
私
の
ま
わ
り
で
は
亡
命
ド
イ
ツ
人
た
ち
が
新
聞
を
読
ん
だ
り
チ
ェ
ス
を

や
っ
た
り
し
て
い
た
。
あ
ら
ゆ
る
国
籍
の
外
人
た
ち
が
お
互
い
に
熱
心
に
、
し
か
し
声
を
ひ
そ
め
て
議
論
し
て
い
た
。（
中
略
）
私
た
ち
と
ド
ー
ム
の

ほ
か
の
常
連
と
の
あ
い
だ
に
は
、
一
種
の
暗
黙
の
親
し
さ
が
生
ま
れ
た
」（『
女
ざ
か
り
上 
あ
る
女
の
回
想
』
朝
吹
登
水
子
・
二
宮
フ
サ
訳
、
紀
伊
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国
屋
書
店
、
一
九
六
三
年
五
月
（
原
著
：
一
九
六
〇
年
）、
二
六
三
―
二
六
五
頁
）
と
そ
こ
で
の
様
子
を
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
系
や
東
欧
系

の
外
国
人
た
ち
が
多
く
集
ま
っ
て
い
た
カ
フ
ェ
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
「
旅
愁
」
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
矢
代
達
の
論
争
は
、
主
に
日

本
人
同
士
で
交
わ
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
き
わ
め
て
閉
鎖
的
な
小
説
」
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
討
論
の
空
間
が
様
々
な
〈
異
言
語
〉
が

飛
び
交
う
喧
騒
し
た
カ
フ
ェ
で
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

さ
て
、
次
の
引
用
部
は
久
慈
と
東
野
が
カ
フ
ェ
で
居
合
わ
せ
、
討
論
を
交
わ
す
場
面
で
あ
る
。
そ
こ
で
東
野
は
、
久
慈
に
対
し
次
の
よ
う
に
疑
問

を
投
げ
か
け
る
。 

 

「
僕
は
外
国
か
ら
来
た
抽
象
名
詞
と
い
ふ
も
の
は
、
分
析
用
に
は
使
ふ
け
れ
ど
も
、
人
間
の
生
活
心
理
を
測
定
す
る
場
合
に
は
、
極
力
使
は
な

い
や
う
に
し
て
ゐ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
誤
る
だ
け
の
効
果
の
方
が
多
い
か
ら
で
す
。
あ
な
た
は
外
国
製
の
抽
象
名
詞
以
外
に
は
、
知
識
は
な
い

と
思
つ
て
ゐ
ら
れ
る
ん
で
せ
う
が
、
僕
は
そ
の
や
う
な
見
解
の
知
識
を
、
い
つ
か
あ
な
た
に
云
つ
た
や
う
に
、
簡
便
主
義
の
知
識
だ
と
思
つ
て

ゐ
る
ん
で
す
。」
（
「
旅
愁
（
続
篇
）
」『
文
芸
春
秋
』
一
七
巻
一
一
号
、
一
九
三
九
年
六
月
） 

 

科
学
主
義
者
だ
と
自
認
し
、
論
理
や
知
識
の
普
遍
性
を
重
視
す
る
久
慈
に
対
し
、
東
野
は
そ
う
し
た
領
域
で
使
用
さ
れ
る
言
葉
は
「
外
国
製
の
抽

象
名
詞
」
に
過
ぎ
な
い
と
述
べ
、
「
人
間
の
生
活
心
理
を
測
定
す
る
場
合
」
に
は
「
誤
る
だ
け
の
効
果
の
方
が
多
い
」
と
忠
言
す
る
。
神
谷
忠
孝
の

「
『
旅
愁
』
に
お
け
る
日
本
人
の
西
洋
体
験
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
文
化
を
考
え
る
尺
度
が
ほ
と
ん
ど
西
洋
に
あ
る
」（「
横
光
利
一
『
旅
愁
』 

近

代
日
本
人
の
西
洋
体
験
」『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
八
巻
九
号
、
一
九
七
三
年
七
月
）
と
い
う
指
摘
に
従
え
ば
、
日
本
語
に
お
け
る
「
抽

象
名
詞
」
も
西
洋
の
尺
度
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
６
）
。 
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そ
の
後
矢
代
が
合
流
し
、
議
論
が
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、〈
異
言
語
〉
と
い
う
観
点
か
ら
興
味
深
い
の
は
、
同
時
進
行
で
描
か
れ
る
外

国
人
客
た
ち
の
描
写
に
あ
る
。「
旅
愁
」
に
よ
る
と
、
人
民
戦
線
運
動
下
で
の
頻
繁
な
罷
業
の
せ
い
か
、
カ
フ
ェ
の
中
の
殆
ど
の
外
国
人
客
が
政
治
談

議
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
も
、
一
人
で
カ
フ
ェ
に
い
る
数
人
の
外
国
人
客
以
外
は
、
「
皆
そ
れ
ぞ
れ
自
国
語
で
左
翼
の
話
を
し
て
ゐ

た
」
と
い
う
。
東
野
は
そ
の
中
で
、
あ
る
客
の
光
景
に
目
を
向
け
る
。 

 

彼
の
前
か
ら
見
て
ゐ
た
眼
の
異
様
に
青
い
美
し
い
婦
人
は
、
文
士
の
主
人
が
そ
の
傍
に
ゐ
る
に
も
拘
ら
ず
、
出
版
屋
の
頭
の
禿
げ
た
片
眼
の

男
に
強
く
抱
き
か
か
へ
ら
れ
て
ゐ
た
か
ら
だ
つ
た
。
美
男
子
の
主
人
は
、
妻
が
だ
ん
だ
ん
強
く
片
眼
に
擦
り
よ
ら
れ
嬉
し
げ
に
く
つ
く
つ
笑
つ

て
ゐ
る
の
を
、
さ
も
得
意
ら
し
い
薄
髯
顔
で
見
ぬ
ふ
り
を
保
ち
な
が
ら
、
平
然
と
横
の
客
と
英
語
で
左
翼
の
話
を
闘
は
し
て
ゐ
た
。（
中
略
）
矢

代
と
久
慈
と
の
渡
り
合
ひ
出
し
た
そ
の
後
で
、
眼
の
青
い
女
を
抱
き
か
か
へ
た
片
眼
は
傍
見
も
せ
ず
、
し
つ
こ
く
か
き
口
説
き
な
が
ら
女
の
唇

の
傍
へ
自
分
の
口
を
よ
せ
て
い
つ
た
。
そ
の
傍
で
女
の
亭
主
は
倦
く
ま
で
理
想
主
義
の
ト
ロ
ッ
キ
ス
ト
を
支
持
し
つ
つ
、
現
実
主
義
の
ス
タ
ー

リ
ン
派
を
罵
倒
し
て
や
め
な
か
つ
た
。
（
「
旅
愁
（
続
篇
）」
前
掲
） 

 

ソ
連
の
社
会
主
義
体
制
維
持
の
た
め
西
欧
諸
国
の
革
命
が
漸
次
必
要
に
な
る
と
い
う
レ
フ
・
ト
ロ
ツ
キ
ー
の
永
続
革
命
論
を
支
持
す
る
文
士
の
男

が
、
隣
の
客
と
英
語
で
議
論
し
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
の
妻
が
口
説
か
れ
て
い
る
状
況
に
東
野
は
注
視
す
る
。
当
初
東
野
は
、
そ
こ
に
男
性

な
り
の
風
刺
や
狙
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
観
察
し
て
い
た
が
、
口
説
い
て
い
た
出
版
屋
の
男
が
妻
に
口
づ
け
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
際
に
も
、
「
亭
主
は
倦
く
ま
で
理
想
主
義
の
ト
ロ
ッ
キ
ス
ト
を
支
持
し
つ
つ
、
現
実
主
義
の
ス
タ
ー
リ
ン
派
を
罵
倒
し
て
や
め
な
か
つ
た
」。

い
く
ら
普
遍
的
な
理
想
を
語
っ
て
い
て
も
、
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
妻
の
危
機
に
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
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こ
の
よ
う
な
店
内
の
状
況
に
影
響
さ
れ
た
の
か
、
久
慈
は
矢
代
に
次
の
よ
う
な
発
言
を
す
る
。 

 

久
慈
と
矢
代
の
頭
も
、
そ
の
ア
メ
リ
カ
人
の
英
語
が
強
く
響
い
て
来
て
議
論
も
ぱ
つ
た
り
停
つ
た
ま
ま
だ
つ
た
が
、
突
然
久
慈
は
、
／
「
し

か
し
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
理
想
が
と
れ
る
か
。
理
想
を
と
つ
た
頭
と
い
ふ
も
の
で
、
ど
う
し
て
建
設
が
出
来
る
の
だ
。」
と
矢
代
に
い
ら
立
た
し
い

声
で
詰
め
よ
つ
た
。
（「
旅
愁
（
続
篇
）
」
前
掲
） 

 

「
僕
ら
か
ら
理
想
が
と
れ
る
か
」
と
い
う
久
慈
の
発
言
は
、
亭
主
の
議
論
の
中
で
示
さ
れ
た
理
想
と
現
実
の
問
題
の
反
論
と
し
て
理
解
で
き
よ
う
。

た
だ
矢
代
は
、
そ
う
し
た
久
慈
に
対
し
「
翻
訳
語
で
理
想
を
考
へ
る
と
い
ふ
の
は
、
ど
う
い
ふ
こ
と
だ
。
田
舎
者
が
標
準
語
で
都
会
の
理
想
ば
か
り

考
へ
て
、
死
ん
で
し
ま
ふ
こ
と
を
云
う
の
か
」
と
返
答
す
る
。
こ
こ
で
の
「
翻
訳
語
」
と
は
、
東
野
の
「
抽
象
名
詞
」
と
も
通
ず
る
考
え
で
あ
ろ
う
。

そ
う
し
た
西
洋
由
来
の
「
翻
訳
語
」
で
自
己
や
日
本
や
東
洋
を
語
る
こ
と
の
困
難
さ
を
矢
代
は
問
い
か
け
て
い
く
の
で
あ
る
。 

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
矢
代
は
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
や
モ
ン
パ
ル
ナ
ス
の
カ
フ
ェ
で
の
〈
異
言
語
〉
に
接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
言
語
の
「
純
粋
」・「
正

規
」
性
を
希
求
し
て
い
く
こ
と
や
、
西
洋
由
来
の
「
翻
訳
語
」
に
よ
っ
て
自
己
の
心
理
や
日
本
を
語
る
こ
と
へ
の
困
難
さ
を
意
識
し
始
め
て
い
く
の

で
あ
る
。 
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三 

「
感
覚
の
古
層
」
へ
の
旅 

 
本
節
で
は
、
前
半
部
ま
で
の
矢
代
の
〈
異
言
語
〉
体
験
が
ど
の
よ
う
に
第
三
篇
以
降
に
展
開
さ
れ
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。
か

つ
て
前
田
愛
は
『
旅
愁
』
第
一
・
二
篇
が
空
間
的
な
旅
で
あ
る
の
に
対
し
、
第
三
篇
以
降
は
「
時
間
の
旅
」
だ
と
指
摘
し
て
い
た
（「
共
同
討
議 

『
旅
愁
』
の
意
味
」
『
国
文
学 

解
釈
と
観
賞
』
四
八
巻
一
三
号
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
）。
だ
と
す
れ
ば
、
矢
代
が
考
え
る
イ
マ
と
い
う
時
代
認

識
を
押
さ
え
る
こ
と
が
第
三
篇
以
降
を
解
く
カ
ギ
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
矢
代
が
抱
く
イ
マ
と
い
う
時
代
認
識
を
押
さ
え
る
こ
と
で
、
古
神
道

を
始
め
と
し
た
過
去
へ
の
傾
斜
、
つ
ま
り
「
時
間
の
旅
」
を
よ
り
正
確
に
測
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。 

ま
ず
は
矢
代
の
年
齢
か
ら
み
て
い
こ
う
。
矢
代
の
父
親
が
久
木
の
会
社
に
勤
め
て
い
た
三
〇
年
近
く
前
に
矢
代
が
誕
生
し
て
い
る
と
い
う
「
旅

愁
」
第
四
篇
（
『
文
芸
春
秋
』
二
一
巻
三
号
、
一
九
四
三
年
三
月
）
の
描
写
か
ら
、
矢
代
が
誕
生
し
た
の
は
一
九
〇
五
年
前
後
、
つ
ま
り
明
治
末
か

ら
大
正
に
か
け
て
だ
と
推
測
で
き
る
（
７
）
。
一
八
九
八
年
生
ま
れ
の
横
光
よ
り
も
若
干
若
く
設
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
ほ
ぼ
同
じ
世
代
と
い
っ
て
も

差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。 

矢
代
が
生
ま
れ
た
一
九
〇
五
年
前
後
は
、
国
語
化
政
策
が
推
進
さ
れ
日
本
語
の
近
代
化
が
図
ら
れ
た
時
代
だ
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
イ
・

ヨ
ン
ス
ク
は
一
九
〇
〇
年
八
月
の
小
学
校
令
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
読
書
・
作
文
・
習
字
の
三
つ
に
分
れ
て
い
た
教
科
が
「
国
語
科
」
の
名

の
も
と
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
、
一
九
〇
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
第
一
次
国
定
国
語
教
科
書
『
尋
常
小
学
読
本
』
に
「
異
様
な
ま
で
に
綿
密
な
発
音
矯

正
が
も
く
ろ
ま
れ
て
い
る
」
点
に
着
目
し
、
「
小
学
校
に
〈
国
語
〉
の
理
念
が
浸
透
し
た
こ
と
は
、〈
国
語
〉
が
す
べ
て
の
国
民
に
よ
っ
て
意
識
さ
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れ
る
べ
き
規
範
的
価
値
と
な
る
た
め
の
制
度
的
基
盤
を
形
成
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
」（「「
国
語
学
」
か
ら
「
国
語
政
策
」
へ
」『「
国
語
」
と
い
う

思
想 

近
代
日
本
の
言
語
認
識
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
二
年
二
月
、
一
七
七
―
一
八
〇
頁
）
と
指
摘
す
る
。
矢
代
は
物
心
が
つ
く
頃
か
ら
、

国
語
に
接
し
て
き
た
世
代
な
の
で
あ
る
。 

次
に
矢
代
の
時
代
認
識
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
旅
愁
」
内
で
の
時
代
認
識
を
追
っ
て
い
け
ば
、
明
治
・
大
正
と
昭
和
の

間
に
は
、
あ
る
「
断
層
」
が
確
認
で
き
、
そ
れ
が
矢
代
の
考
え
る
世
代
意
識
の
差
と
重
な
り
合
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
わ
か
る
箇
所
を
抜

き
出
し
て
み
る
。 

 

論
理
が
表
へ
立
た
ず
に
道
理
が
表
へ
立
つ
て
明
治
に
な
つ
た
と
こ
ろ
へ
、
君
の
好
き
な
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
の
知
性
と
い
ふ
奴
が
這
入
つ
て
来
た
の

だ
。
こ
奴
は
分
析
力
だ
か
ら
何
も
か
も
分
析
し
て
、
道
理
も
感
情
も
分
析
し
始
め
た
の
が
、
大
正
昭
和
と
い
ふ
と
こ
ろ
だ
。
（「
旅
愁
（
続

篇
）
」
『
文
芸
春
秋
』
一
七
巻
一
一
号
、
一
九
三
九
年
六
月
） 

 

立
ち
対
ふ
態
度
を
洋
式
に
し
て
ゐ
る
う
ち
、
い
つ
と
は
知
れ
ず
心
魂
さ
へ
洋
式
に
変
り
、
落
ち
つ
く
土
も
な
い
、
漂
ふ
人
の
旅
の
愁
ひ
の
増

す
ば
か
り
が
若
者
の
時
代
と
な
つ
て
来
た
の
で
あ
る
。
（「
旅
愁
（
第
三
篇
）」『
文
芸
春
秋
』
二
〇
巻
六
号
、
一
九
四
二
年
六
月
） 

 

明
治
の
初
期
か
ら
吹
き
流
れ
て
来
た
欧
化
主
義
の
直
写
時
代
、
大
正
の
消
化
時
代
を
へ
て
、
現
在
の
日
本
化
時
代
と
い
ふ
、
矢
代
ら
の
呼
吸
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し
て
ゐ
る
一
期
間
に
於
て
も
そ
れ
は
繰
り
返
し
行
は
れ
て
来
た
歴
史
で
あ
る
。（「
旅
愁
（
第
四
篇
）」『
文
学
界
』
一
〇
巻
一
〇
号
、
一
九
四
三

年
一
〇
月
） 

 「
旅
愁
」
各
篇
に
わ
た
り
示
さ
れ
た
矢
代
の
時
代
認
識
を
約
言
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
明
治
の
後
期
ま
で
は
「
道
理
」
や
「
感
情
」
が
機
能

し
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
学
ぶ
「
洋
行
」
の
時
代
（「
欧
化
主
義
の
直
写
時
代
」）
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
大
正
期
に
入
る
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

「
論
理
」
や
「
知
性
」
が
侵
入
し
（「
消
化
時
代
」）、
昭
和
期
、
つ
ま
り
矢
代
達
の
世
代
に
入
る
と
、「
心
魂
さ
へ
洋
式
に
変
り
、
落
ち
つ
く
土
も

な
い
、
漂
ふ
人
の
旅
の
愁
ひ
の
増
す
ば
か
り
が
若
者
の
時
代
」（「
日
本
化
時
代
」）
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
特
徴
的
な
の
は
、
「
心
魂
さ
へ
洋

式
に
変
り
」
な
ど
の
表
現
か
ら
わ
か
る
通
り
、
矢
代
は
自
分
た
ち
を
、
既
に
西
洋
的
な
も
の
が
自
分
の
認
識
や
身
体
に
接
着
し
て
し
ま
っ
た
世
代

だ
と
み
な
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
冒
頭
で
紹
介
し
た
十
重
田
は
、
『
書
方
草
紙
』
の
序
文
で
の
一
節
、
「
国
語
と
の
不
逞
極
る
血
戦
時
代
」
で
の

「
血
戦
」
と
い
う
語
句
の
使
用
理
由
に
つ
い
て
、
国
語
化
政
策
を
推
進
し
た
上
田
万
年
の
、「
日
本
語
は
日
本
人
の
精
神
的
血
液
」（『
国
語
の
た

め
』
冨
山
房
書
店
、
一
八
九
五
年
六
月
、
一
二
頁)

と
い
っ
た
言
説
を
参
照
し
、「
横
光
が
「
国
語
」
と
の
格
闘
を
、「
血
」
を
賭
し
た
骨
が
ら
み

の
、
身
体
的
イ
メ
ー
ジ
の
も
と
に
感
受
し
て
い
た
」（「
横
光
利
一
に
と
っ
て
「
国
語
」
と
は
何
か
」
前
掲
）
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、「
旅
愁
」
の

矢
代
は
、
そ
の
よ
う
な
「
国
語
」
を
「
身
体
的
イ
メ
ー
ジ
」
と
し
て
感
受
し
て
い
た
か
ら
で
こ
そ
、
イ
マ
自
分
が
使
用
し
て
い
る
言
語
や
発
音

は
、
近
代
以
降
に
整
備
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
加
え
て
そ
の
中
に
「
翻
訳
語
」
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
イ
マ
使
用
し
て
い
る
言
語
体
系
は
、
過
去
か
ら
連
綿
と
続
い
て
き
た
言
語
と
は
異
な
る
の
で
は
、
と
い
っ
た
矢
代
の
意
識
が
み
ら
れ
る
の

で
あ
る
。 
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第
三
篇
以
降
に
展
開
さ
れ
る
古
神
道
へ
の
注
目
（
８
）

は
、
こ
の
よ
う
な
言
語
観
と
無
縁
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
横
光
は
吉
川
英
治
と
の
対
談
に
お

い
て
、
古
神
道
を
次
の
よ
う
に
評
価
づ
け
て
い
く
。 

 
横
光 
自
我
と
い
ふ
も
の
を
古
神
道
は
重
ん
じ
て
ゐ
て
、
し
か
も
、
精
神
と
肉
体
と
を
放
し
て
は
ゐ
な
い
。
肉
体
こ
れ
即
ち
精
神
と
解
し
て

ま
す
。 

（
中
略
） 

横
光 

こ
の
頃
よ
く
言
は
れ
る
、
物
の
秩
序
と
そ
れ
か
ら
心
の
秩
序
が
分
裂
し
て
来
て
、
そ
れ
で
近
代
が
困
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
、
つ
ま
り
あ

れ
な
ん
か
で
も
、
古
神
道
と
い
ふ
の
は
ね
、
そ
ん
な
の
や
は
り
分
け
て
な
い
。
つ
ま
り
精
神
と
は
肉
体
だ
と
い
ふ
解
繹
で
す
ね
。 

（「
日
本
の
精
神
」『
文
芸
』
八
巻
一
〇
号
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
） 

 

近
代
の
混
迷
し
た
原
因
は
身
体
と
精
神
と
が
分
裂
し
た
か
ら
だ
と
横
光
は
述
べ
、
古
神
道
の
「
肉
体
こ
れ
即
ち
精
神
」
と
い
っ
た
心
身
一
元
論

的
な
思
想
を
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
９
）
。
こ
の
対
談
の
翌
年
に
「
旅
愁
」
第
三
篇
の
連
載
が
開
始
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
開
陳
さ
れ
る

「
イ
ウ
エ
」
と
い
う
発
話
へ
の
着
目
は
、
こ
う
し
た
古
神
道
の
心
身
一
元
論
的
な
思
想
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。 

 

「
言
霊
で
は
イ
は
過
去
の
大
神
で
、
ウ
は
現
神
で
エ
は
未
来
の
神
の
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
こ
の
三
つ
を
早
く
縮
め
て
一
口
に
、
エ
ツ
と
声

に
出
し
て
お
祈
り
す
る
の
で
す
が
、
さ
う
す
る
と
、
日
本
人
な
ら
誰
だ
つ
て
元
気
が
満
ち
て
来
る
で
せ
う
。
こ
の
イ
と
い
ふ
字
と
ウ
と
い
ふ

字
と
を
大
昔
は
石
に
し
て
、
勿
論
古
代
文
字
で
す
が
、
ど
こ
の
国
へ
も
一
つ
づ
つ
神
社
の
御
本
体
と
し
て
祭
ら
せ
た
の
で
す
ね
。
と
こ
ろ
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が
、
淫
ら
な
形
を
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
理
由
で
、
淫
祠
だ
な
と
云
つ
て
、
引
つ
こ
抜
い
て
し
ま
つ
た
の
で
す
。『
イ
ウ
』
と
い
ふ
、
こ
の
二
つ
の

言
霊
の
根
本
を
引
つ
こ
抜
い
た
も
の
だ
か
ら
、
さ
あ
、
そ
れ
か
ら
は
日
本
が
大
変
だ
。
し
か
し
、
日
本
人
は
困
り
出
す
と
、
何
の
こ
と
だ
が

分
ら
ず
と
も
、
エ
ツ
と
い
つ
て
、
元
気
に
な
つ
て
何
ん
だ
つ
て
や
つ
ち
ま
ふ
。
こ
れ
が
生
と
い
ふ
も
の
で
す
よ
。」（「
旅
愁
（
第
三
篇
）」『
文

芸
春
秋
』
二
〇
巻
一
一
号
、
一
九
四
二
年
一
一
月
） 

 

吉
本
隆
明
が
「
涙
が
出
る
ほ
ど
悲
惨
で
滑
稽
で
あ
る
」（「
横
光
利
一
」『
悲
劇
の
解
読
』
ち
く
ま
文
庫
、
一
九
八
五
年
一
二
月
、
一
九
七
頁
）
と

述
べ
た
よ
う
に
、
矢
代
も
し
く
は
横
光
の
日
本
回
帰
の
一
端
を
示
す
悪
評
高
い
場
面
で
あ
る
。
矢
代
は
「
イ
ウ
エ
」
と
発
話
す
る
こ
と
で
「
日
本

人
な
ら
誰
だ
つ
て
元
気
が
満
ち
て
来
る
で
せ
う
」
と
説
明
す
る
。
川
面
凡
兒
は
、「
イ
ウ
エ
」
と
い
う
発
話
に
よ
っ
て
、「
始
め
て
精
神
と
肉
体
と

が
連
結
合
一
し
て
、
そ
の
統
一
的
融
会
が
出
来
る
」（「
日
本
古
典
真
義
」『
川
面
凡
兒
全
集
』
第
一
巻
、
川
面
凡
兒
先
生
十
周
年
記
念
会
、
一
九
三

九
年
八
月
、
六
六
八
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
さ
に
矢
代
の
「
イ
ウ
エ
」
と
い
う
発
話
は
「
精
神
と
肉
体
と
を
連
結
合
一
」
さ
せ
る
実
践
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
「
『
イ
ウ
』
と
い
ふ
、
こ
の
二
つ
の
言
霊
の
根
本
を
引
つ
こ
抜
い
た
も
の
だ
か
ら
、
さ
あ
、
そ
れ
か
ら
は
日
本
が
大
変

だ
」
と
矢
代
が
説
明
す
る
先
の
場
面
は
重
要
で
あ
る
。
古
代
文
字
と
し
て
消
え
て
し
ま
っ
た
「
イ
」
と
「
ウ
」
を
イ
マ
・
コ
コ
の
身
体
の
発
話
に

よ
っ
て
、
過
去
の
人
々
が
有
し
た
感
覚
を
追
体
験
し
て
い
く
よ
う
な
思
考
回
路
が
読
み
取
れ
る
。 

と
こ
ろ
で
、
成
田
龍
一
は
「
旅
愁
」
で
登
場
す
る
古
神
道
を
「
日
本
の
古
層
の
根
拠
と
し
て
」
み
な
し
、「
対
立
の
軸
そ
の
も
の
が
消
去
さ
れ
て

い
く
」
四
〇
年
代
的
思
想
の
象
徴
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（「
戦
時
の
自
画
像 

『
旅
愁
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
横
光
利
一
研
究
』
三
号
、
二
〇
〇

五
年
三
月
）
。
傾
聴
す
べ
き
指
摘
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
古
神
道
「
イ
ウ
エ
」
の
発
話
は
「
日
本
の
古
層
」
で
は

な
く
、
む
し
ろ
市
川
浩
が
述
べ
る
「
感
覚
の
古
層
」
を
辿
る
実
践
に
近
い
と
い
え
る
。 
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す
で
に

、
、
、
意
味
を
も
っ
た
現
在
の
知
覚
の
世
界
は
、
生
理
的
に
、
あ
る
い
は
文
化
的
・
歴
史
的
に
沈
澱
し
た
意
味
に
よ
っ
て
、
制
約
さ
れ
て
い

る
。
文
化
的
・
歴
史
的
に
沈
澱
し
た
意
味
は
、
慣
習
化
さ
れ
、
原
初
的
な
意
味
を
失
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
、
お
お
む
ね
よ
り
抽
象
化
さ

れ
た
意
味
を
析
出
す
る
。
（
中
略
）
有
縁
性
を
も
た
な
い
感
覚
の
仮
説
的
な
追
求
は
、
印
象
派
が
そ
の
端
緒
を
切
り
開
い
た
よ
う
に
、
わ
れ
わ

れ
を
世
界
と
の
癒
着
的
な
関
係
か
ら
解
放
し
、
新
た
な
世
界
像
を
生
み
出
す
。
そ
の
反
面
こ
の
方
向
の
純
粋
化
が
、
世
界
と
の
つ
な
が
り
が
失

わ
れ
た
デ
ラ
シ
ネ
の
袋
小
路
へ
わ
れ
わ
れ
を
み
ち
び
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
感
覚
の
古
層
の
追
求
は
、
無

感
動
な
伝
統
主
義
に
お
ち
入
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
感
覚
の
誕
生
の
瞬
間
に
立
ち
合
わ
せ
、
感
性
の
歴
史
を
再
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
感

性
に
生
命
を
吹
き
込
み
、
そ
れ
に
拡
が
り
と
厚
み
を
あ
た
え
る
。
こ
れ
も
ま
た
世
界
を
再
建
し
、
世
界
を
再
創
造
す
る
も
う
一
つ
の
道
な
の
で

あ
る
。（
「
感
覚
の
拡
大
の
た
め
に 
感
覚
に
つ
い
て
の
二
章
」『
身
体
論
集
成
』
中
村
雄
二
郎
編
、
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
、

二
八
九
―
二
九
五
頁
） 

 

古
神
道
の
失
わ
れ
た
文
字
を
含
ん
だ
「
イ
ウ
エ
」
の
発
話
に
よ
っ
て
、
自
身
の
血
肉
化
さ
れ
た
国
語
や
翻
訳
語
を
脱
色
し
、
自
身
の
身
体
に

「
感
覚
の
古
層
」
を
再
現
さ
せ
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み
だ
っ
た
と
理
解
で
き
る

（

１０
）

。 

こ
の
よ
う
に
み
て
い
け
ば
、
必
然
的
に
書
か
れ
た
文
字
よ
り
も
、
発
話
行
為
の
方
に
比
重
が
置
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る

（

１１
）

。
な
ぜ
な
ら
発
話

行
為
の
方
は
身
体
性
が
伴
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
矢
代
の
文
字
で
は
な
く
声
へ
の
傾
斜
を
端
的
に
示
す
も
の
と
し
て
女
中
と
よ
の
手
紙
の
場
面

が
挙
げ
ら
れ
る
。
「
読
み
書
き
の
出
来
な
」
か
っ
た
（
近
代
教
育
を
受
け
て
い
な
い
）
と
よ
が
「
郷
里
の
男
」
へ
手
紙
を
送
る
際
に
、
矢
代
の
妹
の

幸
子
に
手
紙
の
代
筆
を
頼
む
の
だ
が
、
そ
こ
で
と
よ
は
「
夢
の
か
け
は
し
霞
み
に
ち
ど
り
思
ひ
か
な
は
ぬ
身
な
れ
ど
も
」
と
い
う
歌
を
詠
む
。
幸
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子
は
そ
の
様
子
を
み
て
笑
い
転
げ
て
し
ま
い
、「
た
う
と
う
そ
の
手
紙
は
駄
目
に
な
つ
た
」。
し
か
し
、
矢
代
は
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
感
想
を
抱
く

こ
と
に
な
る
。 

 
と
よ
の
手
紙
の
や
う
な
文
章
は
、
僕
ら
の
時
代
の
も
の
に
は
、
誰
も
書
け
な
い
ん
だ
か
ら
な
ア
。
実
際
、
個
性
と
い
ふ
や
う
な
も
の
が
、
明

治
の
中
期
か
ら
日
本
に
這
入
つ
て
来
て
、
だ
ん
だ
ん
人
間
が
機
械
に
な
つ
て
来
た
の
で
、
夢
の
か
け
橋
か
す
み
に
千
鳥
な
ん
て
、
さ
う
い
ふ
風

な
も
の
を
み
な
消
し
て
し
ま
つ
た
。（
中
略
）
こ
の
公
園
が
ま
だ
大
名
屋
敷
だ
つ
た
そ
の
こ
ろ
の
こ
と
を
思
ひ
描
い
た
。
そ
し
て
、
蒔
絵
の
文
箱

を
持
つ
た
奥
女
中
が
矢
立
て
に
帯
を
結
び
、
水
際
の
睡
蓮
の
傍
で
そ
つ
と
蓋
を
抜
い
て
み
て
ゐ
る
、
そ
の
手
紙
の
中
の
文
章
を
想
像
し
た
。
そ

れ
は
お
そ
ら
く
、
と
よ
の
手
紙
の
や
う
に
韻
を
ふ
ん
だ
、
鳴
り
出
す
や
う
な
人
間
味
豊
か
な
手
紙
だ
つ
た
に
ち
が
ひ
な
い
と
思
つ
た
。
そ
れ
に

今
は
ど
う
だ
ら
う
。
自
分
に
し
て
も
婚
約
の
あ
ひ
だ
の
千
鶴
子
に
示
す
手
紙
に
、
光
線
の
原
理
な
ど
書
か
ね
ば
ゐ
ら
れ
ぬ
時
代
に
な
つ
て
ゐ
る

の
だ
つ
た
。
さ
う
思
ふ
と
、
と
よ
の
手
紙
に
笑
ひ
転
げ
た
と
同
様
に
、
自
分
の
手
紙
に
も
そ
れ
以
上
の
を
か
し
な
も
の
も
あ
る
の
だ
ら
う
。

（
「
旅
愁
（
第
四
篇
）
」『
文
学
界
』
一
一
巻
一
号
、
一
九
四
四
年
一
月
） 

 

矢
代
は
と
よ
の
よ
う
な
手
紙
を
「
鳴
り
出
す
や
う
な
人
間
味
豊
か
な
」
も
の
と
評
価
す
る
一
方
で
、
標
準
語
を
駆
使
し
、
説
明
的
な
自
身
の
手

紙
と
の
落
差
を
痛
感
す
る
。
そ
し
て
と
よ
の
よ
う
な
手
紙
を
「
僕
ら
の
時
代
の
も
の
に
は
、
誰
も
書
け
な
い
ん
だ
か
ら
な
」
と
評
価
づ
け
て
い
く

の
で
あ
る
。
と
よ
の
手
紙
を
矢
代
の
妹
の
幸
子
が
代
筆
（
書
記
化
）
出
来
な
か
っ
た
こ
と
は
象
徴
的
で
あ
る
。「
道
理
」
や
「
感
情
」
が
機
能
し
て

い
た
世
代
で
あ
る
と
よ
の
「
韻
を
ふ
ん
だ
、
鳴
り
出
す
や
う
な
人
間
味
豊
か
な
」
声
を
現
代
語
に
よ
っ
て
書
記
化
す
る
こ
と
の
困
難
さ
が
示
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。 
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こ
れ
と
同
様
の
ケ
ー
ス
に
、
矢
代
が
父
親
の
郷
里
に
行
っ
た
際
の
老
女
た
ち
と
の
邂
逅
の
場
面
が
あ
る
。
矢
代
は
父
親
の
遺
骨
を
奉
納
し
に
、

郷
里
へ
向
か
う
の
だ
が
、
そ
こ
で
浄
瑠
璃
口
調
の
老
婆
た
ち
と
出
会
う
こ
と
に
な
る
。 

 
手
真
似
ま
で
し
て
、
浄
瑠
璃
口
調
の
失
せ
ぬ
老
婆
に
出
ら
れ
た
と
き
、
ま
だ
今
も
の
り
附
い
て
ゐ
さ
う
な
自
分
の
体
温
に
触
れ
る
思
い
で
、

彼
は
ど
き
り
と
し
た
。
覚
え
の
な
い
そ
の
枯
れ
た
肩
口
を
撫
で
擦
つ
て
み
た
く
な
つ
た
。
あ
た
り
に
彼
の
体
の
破
片
が
、
散
り
蠢
い
て
ゐ
る
風

な
一
室
に
な
つ
て
来
て
か
ら
は
寺
の
人
は
遠
の
い
て
来
な
く
な
つ
た
が
、
村
人
た
ち
は
彼
の
周
囲
で
ま
た
親
戚
た
ち
の
話
を
し
始
め
る
の
だ
つ

た
。
（
「
旅
愁
（
第
五
篇
）
」
『
文
芸
春
秋
』
二
二
巻
六
号
、
一
九
四
四
年
六
月
） 

 

別
の
箇
所
に
て
、
「
こ
の
地
方
は
浄
瑠
璃
の
染
み
入
っ
た
土
地
と
は
聞
い
て
ゐ
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
矢
代
は
こ
こ
で
標
準
語
と
は

異
な
る
〈
異
言
語
〉
と
し
て
の
浄
瑠
璃
口
調
に
出
会
う
の
で
あ
る
。
舘
下
徹
志
は
当
該
場
面
に
つ
い
て
、「「
手
真
似
」
を
交
え
て
語
る
老
婆
の
浄

瑠
璃
口
調
に
惹
き
込
ま
れ
た
矢
代
は
、
〈
抱
く
―
抱
か
れ
る
〉
と
い
う
一
体
化
し
た
身
体
の
記
憶
を
媒
介
に
し
て
、
郷
里
と
い
う
〈
ク
ニ
〉
の
原
初

性
＝
時
間
性
に
触
れ
る
」
と
解
釈
す
る
。
そ
し
て
舘
下
は
、
老
婆
の
言
動
が
近
代
の
道
徳
や
礼
法
か
ら
は
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
こ
と
を
押
さ
え

た
後
、
「
矢
代
に
と
っ
て
九
州
の
郷
里
は
、
〈
近
代
〉
の
所
産
に
ほ
か
な
ら
な
い
観
念
的
に
均
質
化
さ
れ
た
〈
日
本
／
日
本
人
〉
像
を
揺
さ
ぶ
ら
れ

る
異
界
で
あ
っ
た
」
（「
横
光
利
一
『
旅
愁
』
に
お
け
る
〈
郷
里
〉
と
い
う
難
題 

〈
ク
ニ
〉
の
揺
さ
ぶ
り
が
意
味
す
る
も
の
」『
日
本
近
代
文
学
』

八
二
集
、
二
〇
一
〇
年
五
月
）
と
結
論
付
け
て
い
く
。
身
体
を
媒
介
と
し
た
「
原
初
性
」
へ
の
接
近
は
、「
イ
ウ
エ
」
へ
の
関
心
の
そ
れ
と
軌
を
一

に
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 
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四 

イ
マ
・
コ
コ
の
言
語
を
脱
色
し
た
果
て
に 

 
加
藤
周
一
は
『
日
本
文
学
史
序
説
』（
下
巻
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
一
九
九
九
年
四
月
）
に
お
い
て
、
近
代
文
学
者
の
西
洋
受
容
を
次
の
三
世
代

に
区
分
し
て
い
る
。
森
鷗
外
・
夏
目
漱
石
ら
留
学
に
よ
っ
て
西
洋
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
「
日
本
郵
船
の
世
代
」、
芥
川
龍
之
介
と
い
っ
た
原
書
・

翻
訳
書
で
西
洋
を
知
る
こ
と
に
な
っ
た
「
丸
善
洋
書
部
の
世
代
」、
そ
し
て
、
横
光
利
一
や
川
端
康
成
ら
翻
訳
書
で
西
洋
を
知
る
と
い
っ
た
「
翻
訳

小
説
の
世
代
」
で
あ
る
。
こ
の
「
翻
訳
小
説
の
世
代
」
に
つ
い
て
、
加
藤
は
次
の
よ
う
に
詳
述
し
て
い
る
。 

 

大
衆
小
説
作
家
を
除
け
ば
、
三
〇
年
代
に
い
ち
ば
ん
広
く
読
ま
れ
た
小
説
家
は
、
横
光
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
彼
は
お
そ
ら
く
翻

訳
の
西
洋
文
学
と
同
時
代
の
（
ま
た
は
近
代
の
）
日
本
文
学
の
み
に
よ
っ
て
養
わ
れ
た
最
初
の
小
説
家
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
で
も
、
一
時
代

を
象
徴
し
て
い
た
。
（
中
略
）
彼
は
日
本
語
の
語
感
に
お
い
て
中
野
重
治
や
後
述
す
る
石
川
淳
に
は
る
か
に
及
ば
ず
、
科
学
的
な
も
の
の
考
え

方
に
は
慣
れ
ず
、
東
西
の
文
明
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
知
識
は
芥
川
の
そ
れ
と
く
ら
べ
も
の
に
も
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
丸
善

が
芥
川
を
作
っ
た
と
す
れ
ば
、
翻
訳
小
説
の
時
代
が
横
光
と
そ
の
読
者
を
作
っ
た
。
（
四
六
八
頁
） 

 

戦
前
の
一
高
在
学
時
に
行
わ
れ
た
横
光
の
講
演
の
際
に
批
判
を
投
げ
か
け
（『
羊
の
歌 

わ
が
回
想
』
岩
波
新
書
、
一
九
六
八
年
八
月
）、
戦
後

す
ぐ
「
文
学
検
察
」
（『
文
学
時
標
』
六
号
、
一
九
四
六
年
四
月
一
日
）
に
て
横
光
の
戦
争
責
任
を
問
う
た
加
藤
だ
け
に
、
横
光
へ
の
評
価
は
い
さ

さ
か
辛
い
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
加
藤
が
指
摘
し
た
通
り
、
横
光
は
青
年
期
の
頃
か
ら
翻
訳
小
説
に
親
し
ん
で
お
り

（

１２
）

、
新
感
覚
派
と
称
さ
れ
た
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時
期
の
作
品
「
日
輪
」（
『
新
小
説
』
一
八
巻
五
号
、
一
九
二
三
年
五
月
）
が
、
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・
フ
ロ
ベ
ー
ル
『
サ
ラ
ン
ボ
オ
』（
博
文
館
、
一
九

一
三
年
六
月
）
で
の
生
田
長
江
訳
の
文
体
に
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う

（

１３
）

。
横
光
を
「
翻
訳
小
説

の
世
代
」
の
代
表
者
と
み
な
し
た
加
藤
の
指
摘
は
的
を
射
て
い
る
。 

さ
て
、
自
身
の
文
学
を
含
め
た
価
値
観
が
西
洋
由
来
の
も
の
に
培
わ
れ
て
き
た
と
い
う
意
識
は
横
光
と
同
世
代
の
文
学
者
達
に
も
共
有
さ
れ
て

い
た
。
例
え
ば
、
小
林
秀
雄
は
「
故
郷
を
失
っ
た
文
学
」（『
文
芸
春
秋
』
一
一
巻
五
号
、
一
九
三
三
年
五
月
）
に
て
次
の
よ
う
に
語
る
。「
私
達
は

も
う
西
洋
の
影
響
を
受
け
る
の
に
な
れ
て
、
そ
れ
が
西
洋
の
影
響
だ
か
ど
う
か
判
然
し
な
く
な
つ
て
ゐ
る
所
ま
で
来
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
だ
」。
中
村

光
夫
も
、
近
代
の
超
克
の
座
談
会
の
際
に
提
出
し
た
レ
ポ
ー
ト
「「
近
代
」
へ
の
疑
惑
」（『
文
学
界
』
九
巻
一
〇
号
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
）
に
お

い
て
、
「
今
日
僕
等
が
そ
れ
を
西
洋
の
も
の
と
気
付
か
ぬ
も
の
は
、
そ
れ
だ
け
西
洋
の
影
響
が
深
く
僕
等
の
生
活
に
浸
み
透
つ
て
ゐ
る
か
ら
だ
と
。

現
代
の
社
会
生
活
が
汽
車
や
郵
便
や
電
話
な
ど
な
し
に
は
考
へ
ら
れ
ぬ
の
は
、
つ
ま
り
僕
等
の
生
活
が
こ
れ
ら
の
事
物
に
よ
つ
て
或
る
根
本
的
な

変
化
を
蒙
つ
た
こ
と
の
証
左
で
は
な
か
ら
う
か
」
と
読
者
に
問
う
て
い
く
。
西
洋
の
影
響
が
各
人
に
お
い
て
「
判
然
し
な
い
」・「
気
づ
か
な
い
」

ま
で
に
浸
透
し
て
い
る
と
い
う
両
者
の
指
摘
は
、
本
章
で
み
て
き
た
よ
う
な
内
容
と
も
通
じ
て
い
る
だ
ろ
う
。
加
藤
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
横
光

ら
「
翻
訳
小
説
の
世
代
」
と
は
、
西
洋
と
日
本
と
が
混
在
し
て
い
っ
た
世
代
な
の
で
あ
り
、
裏
を
返
せ
ば
そ
れ
ら
を
分
離
し
対
象
化
し
て
い
く
こ

と
が
困
難
な
世
代
だ
と
も
い
え
る
。 

し
か
し
、
彼
ら
の
「
翻
訳
化
」
さ
れ
た
意
識
は
、
戦
中
期
に
差
し
掛
か
る
と
、
そ
の
「
判
然
と
し
な
い
」・「
気
づ
か
な
い
」
ま
で
浸
透
し
て
い

た
は
ず
の
西
洋
を
対
象
化
し
て
い
く
作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
く
。
つ
ま
り
、
自
身
の
血
肉
化
さ
れ
た
意
識
か
ら
日
本
的
な
も
の
を
抽
出
す
る
た

め
、
西
洋
的
な
も
の
を
脱
色
す
る
作
業
を
行
う
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、「
旅
愁
」
後
半
部
に
お
け
る
捻
じ
れ
た
文
体
は
、
横
光
自
身
の
ビ
ル
ト

イ
ン
さ
れ
た
翻
訳
文
体
か
ら
西
洋
的
な
要
素
を
脱
色
し
よ
う
と
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。
未
分
化
だ
っ
た
自
身
の
身
体
・
言
語
イ
メ
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ー
ジ
か
ら
、
西
洋
的
な
も
の
を
抜
き
取
っ
て
い
く
作
業
、
そ
の
結
果
が
「
旅
愁
」
に
お
け
る
「
い
か
が
わ
し
さ
」
や
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
な
も
の
に

繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

本
章
で
は
、
〈
異
言
語
〉
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
「
旅
愁
」
に
通
底
す
る
モ
チ
ー
フ
を
抽
出
し
て
き
た
。〈
異
言
語
〉
と
し
て
の
フ
ラ
ン
ス
語

の
接
触
を
契
機
に
、
矢
代
は
日
本
語
の
「
純
粋
」
・「
正
規
」
性
へ
の
探
求
が
困
難
な
こ
と
を
自
覚
し
て
い
く
。
し
か
も
、
自
身
が
使
用
す
る
言
語

は
、
既
に
西
洋
由
来
の
翻
訳
語
が
多
分
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
古
神
道
や
そ
こ
で
の
心
身
一
元
論
的
な
思
考
が
召
喚
さ
れ
、「
イ

ウ
エ
」
な
ど
の
現
代
語
と
は
異
な
る
〈
異
言
語
〉
に
惹
か
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

だ
と
す
れ
ば
、
本
論
文
で
度
々
用
い
て
き
た
日
本
回
帰
と
い
う
用
語
は
、
若
干
の
修
正
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
横
光
や

「
旅
愁
」
の
矢
代
は
日
本
回
帰
へ
向
か
っ
た
の
で
は
な
い
。
日
本
語、
回
帰
へ
向
か
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
。 

  
 

注 

（
１
） 

「
旅
愁
」
第
一
・
二
篇
と
三
篇
以
降
の
断
絶
に
つ
い
て
、
例
え
ば
東
郷
克
美
は
、「
第
二
篇
の
雑
誌
連
載
最
終
回
に
「（
終
篇
）」
と
あ

る
こ
と
や
、
第
三
篇
の
連
載
開
始
ま
で
一
年
半
以
上
の
空
白
が
あ
り
、
そ
の
間
に
日
米
開
戦
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

帰
国
後
の
矢
代
を
中
心
と
し
た
第
三
篇
以
降
の
物
語
が
、
最
初
の
構
想
の
中
に
あ
っ
た
か
ど
う
か
さ
え
疑
わ
し
く
な
る
」（「『
旅
愁
』 

漂
う
心
／
漂
う
テ
ク
ス
ト
」
『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
三
五
巻
一
三
号
、
一
九
九
〇
年
一
一
月
）
と
、
テ
キ
ス
ト
・
ク
リ
テ
ィ

ッ
ク
の
視
点
か
ら
、
「
旅
愁
」
が
当
初
の
予
定
と
は
異
な
っ
た
問
題
へ
向
か
わ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
を
推
測
す
る
。
ま
た
、
成
田
龍

一
は
「
旅
愁
」
の
一
・
二
篇
が
一
九
三
〇
年
代
、
第
三
篇
以
降
が
四
〇
年
代
に
発
表
さ
れ
た
点
に
注
目
す
る
。
そ
し
て
成
田
は
、
思
想

的
三
派
鼎
立
（
マ
ル
ク
ス
主
義
・
フ
ァ
シ
ズ
ム
・
自
由
主
義
）
の
三
〇
年
代
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
が
失
効
し
「
二
項
の
対
立
で
遂
行
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せ
ざ
る
を
得
な
い
」
四
〇
年
代
の
同
時
代
思
潮
を
重
ね
合
わ
せ
、「
横
光
利
一
、
あ
る
い
は
「
旅
愁
」
と
い
う
作
品
に
と
っ
て
、
一
編
・

二
編
と
、
三
・
四
・
五
編
（
「
梅
瓶
」
を
含
め
て
で
す
け
れ
ど
も
）、
こ
の
二
つ
の
固
ま
り
の
間
に
は
、
あ
る
切
断
が
あ
る
」（「
戦
時
の

自
画
像 

『
旅
愁
』
を
め
ぐ
っ
て
」『
横
光
利
一
研
究
』
三
号
、
二
〇
〇
五
年
三
月
）
と
看
破
し
て
い
く
。 

（
２
） 
田
口
律
男
は
「
旅
愁
」
後
半
部
で
表
出
さ
れ
た
「
錯
乱
し
た
物
語
言
説
」
に
着
目
し
、「〈
論
理
以
前
の
論
理
体
系
〉
を
あ
く
ま
で
も

〈
論
理
〉
に
従
っ
て
表
象
し
よ
う
と
し
た
た
め
に
、
奇
妙
な
捩
れ
が
発
生
し
た
」
と
分
析
す
る
。
そ
の
た
め
「
旅
愁
」
に
は
、
「
美
し
い

日
本
」
で
も
「
「
世
界
史
」
的
な
使
命
を
帯
び
た
日
本
」
で
も
な
い
、
「
グ
ロ
テ
ス
ク
」
か
つ
「
い
か
が
わ
し
い
〈
日
本
〉
が
現
象
し
て

い
る
」
（
「
い
か
が
わ
し
い
『
旅
愁
』
の
〈
日
本
〉」『
早
稲
田
文
学
』
二
四
巻
六
号
、
一
九
九
九
年
一
一
月
）
と
結
論
付
け
て
い
る
。 

（
３
） 

も
ち
ろ
ん
、「
旅
愁
」
前
後
半
の
連
続
性
に
つ
い
て
の
先
行
論
は
数
が
少
な
い
も
の
の
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
、
森
本
隆
子
は
「
矢
代

の
「
旅
愁
」
に
一
貫
し
て
底
流
し
続
け
る
も
の
は
、
異
質
な
も
の
と
の
遭
遇
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
拒
絶
感
、
裏
返
せ
ば
、
自
己
は
純

一
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
い
で
あ
る
」
こ
と
を
押
さ
え
、「
一
大
長
篇
『
旅
愁
』
は
、
プ
ロ
ッ
ト
に
従
う
な
ら
ば
西
欧
か
ら
日
本
へ
の
回

帰
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
恋
愛
の
成
就
を
語
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
基
層
に
沈
む
矢
代
の
精
神
に
読
み
を
切
り
か
え
る
な
ら
ば
、
他
者

の
回
避
と
自
己
同
一
性
希
求
の
物
語
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
」（「『
旅
愁
』
へ
の
一
視
角 

主
題
の
統
一
的
把
握
を
求
め
て
」『
国
文
学

研
究
ノ
ー
ト
』
二
二
号
、
一
九
八
八
年
八
月
）
と
述
べ
る
。
ま
た
、
渡
邊
一
民
は
、「
障
害
を
乗
り
こ
え
、
し
か
も
い
ま
は
「
実
践
」
だ

っ
た
と
認
識
し
な
お
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
験
、
す
な
わ
ち
「
パ
リ
と
の
格
闘
」
を
つ
う
じ
て
学
ん
だ
も
の
を
生
か
し
う
る
、
綜
合
的

な
ひ
と
つ
の
立
場
を
見
い
だ
す
こ
と
―
そ
れ
こ
そ
二
人
の
結
婚
実
現
の
た
め
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
そ
の
探
究
を
経
て
ひ
と
つ
の
立
場

な
い
し
思
想
が
つ
い
に
見
い
だ
さ
れ
た
と
き
、
は
じ
め
て
二
人
の
結
婚
は
成
就
さ
れ
る
わ
け
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
以
上
の
あ
げ
た
障
害

が
い
ず
れ
も
日
本
と
西
洋
と
を
対
立
さ
せ
る
本
質
的
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
は
繰
り
か
え
す
ま
で
も
あ
る
ま
い
」（「
日
本
へ
の
回
帰 

横
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光
利
一
『
旅
愁
』
を
め
ぐ
っ
て
」
『
フ
ラ
ン
ス
の
誘
惑 

近
代
日
本
精
神
史
試
論
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
、
二
〇
五
頁
）
と

考
察
す
る
。
両
者
と
も
、
従
来
「
旅
愁
」
で
峻
別
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
前
半
と
後
半
、
ま
た
は
思
想
と
恋
愛
と
い
う
要
素
の
統
一
的
把

握
を
目
指
し
て
い
る
点
で
示
唆
に
富
む
。 

（
４
） 
ル
イ
＝
ジ
ャ
ン
・
カ
ル
ヴ
ェ
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
契
機
に
「
フ
ラ
ン
ス
語
を
話
す
こ
と
が
愛
国
者
の
証
」
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
点
と
、
方
言
は
国
民
国
家
形
成
の
際
、「
分
裂
の
要
因
」
に
繋
が
り
う
る
と
い
う
懸
念
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
と
指
摘
す
る

（
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
言
語
植
民
地
主
義
」『
言
語
学
と
植
民
地
主
義 

こ
と
ば
喰
い
小
論
』
砂
野
幸
稔
訳
、
三
元
社
、
二
〇
〇
六
年

七
月
（
原
著
：
一
九
九
八
年
）
、
一
八
九
頁
）。
ア
ン
リ
エ
ッ
ト
の
「
純
粋
」・「
正
規
」
性
へ
の
考
え
も
、
こ
う
し
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
真

正
を
巡
る
意
識
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。 

（
５
） 

横
浜
正
金
銀
行
リ
ヨ
ン
支
店
に
勤
務
し
て
い
た
瀧
澤
敬
一
は
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
方
言
・
発
音
・
抑
揚
の
違
い
の
多
さ
に
触
れ
つ
つ

も
、
パ
リ
の
フ
ラ
ン
ス
語
（Île 

d
e 

F
ran

ce

）
は
「
第
十
二
世
紀
以
来
立
派
な
文
学
上
の
官
語
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
巴
里
は
そ
の

富
と
力
と
を
も
つ
て
フ
ラ
ン
ス
に
君
臨
す
る
専
制
君
主
で
あ
る
か
ら
、
い
く
ら
威
張
ら
れ
て
も
仕
方
が
あ
る
ま
い
。
／
自
分
の
田
舎
フ

ラ
ン
ス
語
は
、
歌
ふ
が
如
し
と
て
巴
里
人
か
ら
は
笑
は
れ
る
」（「
標
準
語
と
方
言
」
『
フ
ラ
ン
ス
通
信
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
七
年
五

月
、
一
六
九
頁
）
と
記
し
て
い
る
。 

（
６
） 

宮
内
淳
子
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
が
出
来
な
か
っ
た
横
光
に
つ
い
て
、「
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
内
面
の
危
機
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
か
」

と
推
測
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
く
。「
横
光
は
パ
リ
に
来
て
、
自
己
を
形
成
し
て
き
た
日
本
語
の
中
に
あ
る
重
要
な
語
彙
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
世
界
観
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
内
的
な
危
機
を
感
じ
た
。
日
本
人
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
違
い
を
見
据

え
て
、
自
己
を
建
て
直
す
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
彼
に
と
っ
て
の
「
征
欧
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
闘
い
が
困
難
を
き
わ
め
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た
の
は
、
そ
れ
だ
け
彼
の
中
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
由
の
観
念
が
骨
が
ら
み
で
あ
っ
た
か
ら
だ
」
（「
一
九
三
〇
年
代
・
パ
リ
の
日
本
語 

横

光
利
一
・
林
芙
美
子
・
森
三
千
代
の
場
合
」（『
昭
和
文
学
研
究
』
四
一
集
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
。
こ
の
よ
う
な
宮
内
の
指
摘
は
、
「
旅

愁
」
の
矢
代
に
も
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。 

（
７
） 
対
し
て
、
矢
代
の
父
親
は
作
中
に
て
七
一
歳
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
八
六
七
年
前
後
の
生
ま
れ
、
「
道
理
」
や
「
感
情
」
が

機
能
し
て
い
た
明
治
維
新
前
後
の
世
代
で
あ
る
。
柳
田
國
男
は
、「
せ
め
て
は
親
と
子
と
の
間
ぐ
ら
ゐ
は
、「
今
」
と
い
ふ
一
つ
の
心
持

を
以
て
語
り
か
は
す
や
う
に
し
た
い
も
の
と
思
ふ
が
、
そ
れ
も
許
さ
ぬ
位
に
東
京
の
言
葉
は
す
ぐ
古
び
て
行
く
」（「
東
京
語
批
判
［
論

者
注
：
の
ち
「
東
京
語
と
標
準
語
」
と
改
題
］」『
標
準
語
と
国
語
教
育 

国
語
教
育
学
会
叢
書
第
二
輯
』
国
語
教
育
学
会
編
、
岩
波
書

店
、
一
九
四
〇
年
九
月
、
四
二
頁
）
と
し
て
、「
新
陳
代
謝
」
が
早
い
東
京
語
を
標
準
語
化
し
て
い
く
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
。
言
語
と

い
う
次
元
に
お
い
て
も
、
父
子
間
の
「
断
層
」
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

（
８
） 

「
旅
愁
」
に
お
け
る
古
神
道
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
濱
川
勝
彦
は
戦
後
版
『
旅
愁
』
に
お
い
て
も
古
神
道
の
描
写
が
削
除
さ
れ
ず
、
加

え
て
国
家
神
道
と
の
差
異
化
が
図
ら
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
、「
第
一
次
・
第
二
次
世
界
大
戦
で
、
も
ろ
く
も
崩
れ
さ
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

的
知
性
、
科
学
主
義
へ
の
信
仰
に
か
わ
る
、
新
し
い
東
洋
的
倫
理
・
東
洋
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
」（「
旅
愁
」

『
論
攷 

横
光
利
一
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
一
年
三
月
、
一
九
〇
頁
）
と
す
る
。
河
田
和
子
は
、
筧
克
彦
や
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ヘ
ル

ン
、
川
面
凡
兒
ら
の
神
道
理
解
を
横
光
が
取
り
合
わ
せ
、「
近
代
科
学
を
如
何
に
超
克
す
る
か
と
い
う
問
題
」
の
解
決
を
企
図
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
、
「
横
光
は
、
科
学
を
否
定
せ
ず
、
分
析
論
理
的
思
考
も
総
合
的
に
捉
え
直
し
て
い
く
思
考
基
盤
を
古
神
道
に
求
め
た
の

で
あ
り
、
古
神
道
は
、
そ
の
た
め
の
一
つ
の
思
考
装
置
で
あ
っ
た
」（「『
旅
愁
』
に
お
け
る
〈
み
そ
ぎ
の
精
神
〉
と
古
神
道
」『
戦
時
下

の
文
学
と
〈
日
本
的
な
も
の
〉 

横
光
利
一
と
保
田
與
重
郎
』
花
書
院
、
二
〇
〇
九
年
三
月
、
八
五
頁
）
と
捉
え
て
い
る
。 
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（
９
） 

こ
の
よ
う
な
知
見
は
、
座
談
会
で
横
光
が
読
ん
だ
と
言
っ
た
川
面
凡
兒
『
日
本
最
古
之
神
道
』（
稜
威
会
本
部
蔵
版
、
一
九
一
二
年
九

月
）
か
ら
も
確
認
で
き
る
。
川
面
は
「
世
界
列
国
で
は
い
づ
れ
も
、
肉
と
心
と
を
分
ち
、
物
質
と
精
神
と
に
別
つ
。（
中
略
）
独
り
我
が

日
本
に
は
、
こ
の
区
別
あ
る
こ
と
な
し
。
心
―
精
神
―
と
は
、
＝
肉
―
物
質
―
の
稀
薄
極
小
な
る
者
に
し
て
、
肉
―
物
質
と
は
―
心
―

精
神
―
の
膨
張
堅
実
な
る
者
に
過
ぎ
ず
」（
一
四
―
一
五
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。 

（
１０
） 

矢
代
の
「
イ
ウ
エ
」
の
発
話
と
い
う
実
践
は
、
酒
井
直
樹
が
指
摘
す
る
「
起
源
へ
の
同
一
化
」
を
希
求
す
る
モ
デ
ケ
ー
ス
と
も
い
え

る
。
酒
井
は
「
演
技
と
し
て
学
ば
れ
る
純
粋
日
本
語
は
、
儀
式
の
体
系
に
近
い
も
の
」
だ
と
み
な
し
、
次
の
よ
う
に
考
察
す
る
。 

こ
の
実
践
系
で
は
、
純
粋
日
本
語
は
学
ば
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
統
一
体
と
し
て
与
え
ら
れ
、
す
で
に
身
に
付
い
て
い
る
も
の 

と
し
て
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら
、
未
来
に
向
か
っ
て
学
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
か
ぎ

り
で
、
純
粋
日
本
語
は
、
一
八
世
紀
の
日
本
語
論
者
に
と
っ
て
ひ
と
つ
の
外
国
語
と
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
外
国
語
は
、
そ
の

発
音
・
統
辞
法
な
ど
も
物
ま
ね
す
る
こ
と
な
し
に
は
学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
真
似
び
＝
学
ば
れ
る
日
本
語

は
、
同
時
に
失
わ
れ
た
本
来
性
と
し
て
提
示
さ
れ
、
失
わ
れ
た
「
わ
れ
わ
れ
」
の
本
来
的
な
共
同
性
を
「
真
似
び
」
に
お
い
て
も
保

証
す
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
日
本
語
の
死
産
に
は
、
外
国
語
と
し
て
の
日
本
語
を
「
自
ら
」
の
物
と
錯
誤
し

つ
つ
、
学
習
し
身
に
付
け
る
、
実
践
的
な
規
範
が
あ
ら
か
じ
め
内
在
し
て
い
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
／
こ
こ
に

は
、
国
民
語
の
生
成
の
基
本
条
件
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
国
民
語
は
、
国
民
と
い
う
統
一
体
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
仮
設
さ
れ
、

未
来
に
向
か
っ
て
制
作
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
構
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
投
射
さ
れ
た
未
来
の
目
標
へ

と
至
る
軌
跡
は
、
喪
失
さ
れ
た
本
来
性
へ
の
回
帰
、
自
ら
の
生
の
深
部
に
宿
る
起
源
へ
の
同
一
化
、
の
過
程
と
し
て
空
想
さ
れ
る
。

（
「
死
産
さ
れ
る
日
本
語
・
日
本
人 

日
本
語
と
い
う
統
一
的
の
制
作
を
め
ぐ
る
（
反
）
歴
史
的
考
察
」『
死
産
さ
れ
る
日
本
語
・
日



第五章 〈異言語〉への旅と愁い

 

- 130 - 

 

本
人 

「
日
本
」
の
歴
史 

地
政
的
配
置
』
新
曜
社
、
一
九
九
六
年
五
月
、
二
〇
五
―
二
〇
六
頁
） 

「
イ
ウ
エ
」
が
過
去
―
現
在
―
未
来
を
繋
げ
て
い
く
と
い
う
矢
代
の
説
明
と
そ
こ
に
内
在
す
る
欲
望
は
、
こ
の
よ
う
に
説
明
で
き
る
の

で
あ
る
。
ま
た
、
パ
リ
の
〈
異
言
語
〉
体
験
の
際
に
確
認
し
た
矢
代
の
「
純
粋
」・「
正
規
」
性
へ
の
こ
だ
わ
り
も
、
こ
の
よ
う
な
発
話

の
形
に
よ
っ
て
結
実
し
て
い
く
の
で
あ
る
。 

（
１１
） 

発
話
行
為
へ
の
注
目
は
、
座
談
会
で
の
横
光
の
発
言
か
ら
も
確
認
で
き
る
。 

書
く
言
葉
と
し
て
は
標
準
語
と
い
ふ
や
う
な
も
の
は
今
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
話
す
言
葉
の
標
準
語
と
い
ふ
も
の
は
一
つ
よ

り
外
な
い
や
う
に
思
ふ
の
で
す
。
例
へ
ば
東
京
の
人
が
東
京
語
で
話
を
し
て
居
る
の
を
聞
い
て
居
り
ま
す
と
、
や
は
り
東
京
語
と

い
ふ
方
言
を
使
つ
て
ゐ
て
、
絶
対
に
そ
の
正
し
い
標
準
語
と
い
ふ
も
の
を
話
す
場
合
に
は
話
し
て
ゐ
な
い
し
、
又
さ
う
い
ふ
も
の

を
顧
み
て
ゐ
な
い
の
だ
と
私
は
思
つ
て
居
り
ま
す
。（
中
略
）
話
す
方
の
混
乱
と
い
ふ
の
は
混
乱
以
上
に
混
乱
し
て
居
る
と
私
は

思
つ
て
居
り
ま
す
か
ら
、
今
の
所
何
と
も
お
答
へ
出
来
な
い
と
思
つ
て
居
り
ま
す
。（
座
談
会
「
放
送
座
談
会 

国
語
と
現
代
人

の
言
葉
」
『
放
送
』
九
巻
一
号
、
一
九
三
九
年
一
月
） 

（
１２
） 

例
え
ば
、
横
光
は
「
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
ル
ヒ
と
鰻
」（『
文
芸
の
先
駆
』
二
巻
三
号
、
一
九
二
五
年
三
月
）
内
で
、
自
身
の
文
学
体
験
の

来
歴
を
語
っ
て
い
く
の
だ
が
、
そ
こ
で
登
場
す
る
作
家
の
殆
ど
が
海
外
文
学
者
で
あ
っ
た
。 

（
１３
） 

こ
の
ほ
か
に
も
、
渡
邊
一
民
は
、
新
感
覚
派
作
品
が
ポ
ー
ル
・
モ
ー
ラ
ン
『
夜
ひ
ら
く
』
（
新
潮
社
、
一
九
二
四
年
七
月
）
に
影
響
を

受
け
て
い
る
と
い
う
通
説
を
検
証
し
た
結
果
、
影
響
を
与
え
た
の
は
モ
ー
ラ
ン
で
は
な
く
、
む
し
ろ
翻
訳
者
で
あ
っ
た
堀
口
大
学
の

文
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
（「
文
学
と
し
て
の
翻
訳 

「
夜
ひ
ら
く
」
考
」『
文
学
』
四
八
巻
一
二
号
、
一
九
八
〇
年
一

二
月
）
。 
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第
六
章 

そ
れ
で
も
最
期
は
微
笑
を
浮
か
べ
て 

―
―
横
光
利
一
「
微
笑
」
論
―
― 

   

一 

苦
し
げ
な
表
情
か
ら
零
れ
落
ち
る
微
笑 

 

一
九
四
七
年
一
二
月
三
〇
日
午
後
四
時
一
三
分
、
横
光
利
一
は
家
族
に
見
送
ら
れ
な
が
ら
息
を
引
き
取
っ
た
。
横
光
の
担
当
医
で
あ
っ
た
柴
豪
雄

に
よ
る
と
、
胃
潰
瘍
と
腹
膜
炎
の
併
発
が
死
因
だ
っ
た
と
い
う
（「
横
光
さ
ん
の
臨
終
」『
別
冊
文
芸
春
秋
』
六
巻
、
一
九
四
八
年
四
月
）。
中
山
義
秀

は
横
光
の
死
去
の
翌
日
、
横
光
邸
を
訪
れ
た
時
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
横
光
は
顔
を
し
か
め
、
苦
し
げ
な
表
情
で
死
ん
で
い
た
。

そ
れ
ほ
ど
病
気
の
苦
痛
が
ひ
ど
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
招
か
ざ
る
死
神
に
、
最
後
ま
で
抵
抗
し
て
闘
っ
た
の
か
、
つ
き
ぬ
憾
み
と
執
念
と
を
、
ま

ざ
ま
ざ
と
こ
の
世
に
と
ど
め
て
い
る
よ
う
な
、
い
た
ま
し
い
死
顔
で
あ
っ
た
」（『
台
上
の
月
』
新
潮
社
、
一
九
六
三
年
四
月
、
二
七
二
頁
）。 

横
光
に
と
っ
て
の
戦
後
は
、
敗
戦
か
ら
亡
く
な
る
ま
で
の
二
年
四
ヶ
月
足
ら
ず
で
あ
っ
た
（
１
）
。
横
光
の
年
譜
を
紐
解
け
ば
、
こ
の
間
大
き
く
分
け

て
二
つ
の
仕
事
を
行
っ
て
い
る
。
一
つ
目
は
戦
後
版
『
旅
愁
』（
第
一
―
四
篇
、
改
造
社
、
一
九
四
六
年
一
―
七
月
）
の
改
稿
作
業
（
２
）
、
も
う
一
つ

は
疎
開
先
の
体
験
を
記
し
た
『
夜
の
靴
』（
鎌
倉
文
庫
、
一
九
四
七
年
一
一
月
）
に
関
す
る
諸
篇
の
執
筆
で
あ
る
。
特
に
最
初
に
挙
げ
た
『
旅
愁
』
の
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改
稿
作
業
が
横
光
の
体
調
を
悪
化
さ
せ
（
３
）
、
ま
た
戦
後
に
一
変
す
る
横
光
評
価
と
相
ま
っ
て
、
中
山
の
い
う
「
苦
し
げ
な
」、
ま
た
「
い
た
ま
し
い
」

死
顔
へ
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。 

も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
の
横
光
評
価
の
変
化
と
は
、
戦
争
責
任
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
小
田
切
秀
雄
「
文
学
に
お
け
る
戦
争
責
任
の
追
求
」（『
新
日

本
文
学
』
一
巻
三
号
、
一
九
四
六
年
三
月
）
で
名
指
し
さ
れ
た
二
五
名
の
内
の
一
人
と
し
て
横
光
の
名
前
が
あ
る
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
横
光
個
人
の
戦
争
責
任
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
、
加
藤
周
一
の
「
文
学
検
察
」
が
あ
る
。 

 

敗
戦
以
来
、
言
論
の
背
後
に
権
力
と
そ
の
犬
共
と
の
な
い
自
由
な
空
気
の
中
で
、
我
々
は
「
小
説
の
神
様
」
が
、「
知
性
の
作
家
」
が
、
そ
し

て
大
東
亜
文
学
者
大
会
の
宣
言
の
華
々
し
き
起
草
者
が
、
過
去
と
現
在
と
に
就
い
て
語
る
の
を
待
つ
て
ゐ
た
。
何
故
今
日
ま
で
沈
黙
を
続
け
て

ゐ
る
の
か
。
何
故
世
界
主
義
の
流
行
の
中
で
、「
東
洋
と
西
洋
」「
心
理
と
論
理
」「
科
学
と
精
神
」
―
―
或
は
そ
れ
に
類
す
る
幾
つ
か
の
意
味
あ

り
げ
な
対
句
に
就
い
て
語
ら
な
い
の
か
。
（
「
文
学
検
察
（
五
） 

横
光
利
一
」『
文
学
時
標
』
六
号
、
一
九
四
六
年
四
月
一
日
） 

 

加
藤
は
、
戦
前
の
「
旅
愁
」
に
代
表
さ
れ
る
横
光
の
問
題
意
識
を
な
ぜ
戦
後
に
お
い
て
も
問
お
う
と
せ
ず
、
沈
黙
を
貫
く
の
か
と
疑
問
を
呈
す
。

横
光
の
戦
前
の
文
学
活
動
に
対
す
る
弁
明
を
期
待
し
て
い
る
と
同
時
に
、
戦
後
に
な
っ
て
横
光
が
主
張
す
る
よ
う
な
問
題
は
も
は
や
通
用
し
な
い
と

い
う
反
語
的
意
味
も
含
意
さ
れ
て
い
よ
う
。 

こ
う
し
た
横
光
批
判
の
極
北
と
も
い
う
べ
き
も
の
は
、
や
は
り
杉
浦
明
平
「
横
光
利
一
論 

「
旅
愁
」
を
め
ぐ
つ
て
」（『
文
学
』
一
五
巻
一
一
号
、

一
九
四
七
年
一
一
月
）
だ
ろ
う
。
百
数
本
あ
る
「
旅
愁
」
論
の
中
で
恐
ら
く
最
も
引
用
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
文
章
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
杉
浦
は
「
旅
愁
」

を
「
痴
呆
の
書
」
、
登
場
人
物
の
矢
代
を
「
早
発
性
痴
呆
」
と
み
な
し
て
い
く
。
そ
し
て
批
判
の
矛
先
は
作
家
横
光
に
も
向
け
ら
れ
、「
こ
う
い
う
狂
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人
が
瘋
癲
院
に
押
込
め
ら
れ
ず
白
昼
の
街
路
を
横
行
」
し
た
わ
け
は
、
偏
に
「
日
本
帝
国
主
義
に
尽
す
こ
と
が
出
来
た
」
か
ら
だ
と
し
、
「「
旅
愁
」

其
他
幾
巻
の
書
物
の
障
子
を
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
人
民
か
ら
科
学
的
に
思
惟
し
良
識
を
以
て
歴
史
を
見
透
す
こ
と
を
妨
げ
、
狂
乱
の
戦
争
へ

戦
争
へ
と
狩
り
立
て
る
の
に
役
立
っ
た
」
と
指
摘
す
る
。
激
烈
な
批
判
で
あ
る
。 

本
章
で
取
り
扱
う
「
微
笑
」
は
こ
う
し
た
時
代
状
況
の
中
、
執
筆
さ
れ
た
の
で
あ
る
。「
微
笑
」
の
原
稿
自
体
は
既
に
鎌
倉
文
庫
の
編
集
者
木
村
徳

三
に
手
渡
さ
れ
て
お
り
（
４
）
、
横
光
の
死
去
の
翌
月
、
一
九
四
八
年
一
月
の
『
人
間
』
に
作
品
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
た
だ
当
該
号
の
奥
付
を

み
て
み
る
と
、
発
行
日
が
一
九
四
八
年
一
月
一
日
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
編
集
後
記
に
も
横
光
の
死
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
新
年
号
と
し
て
満
を

期
し
た
横
光
の
新
作
で
あ
っ
た
は
ず
が
、
結
果
的
に
遺
稿
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。 

「
微
笑
」
は
戦
前
か
ら
書
き
続
け
ら
れ
て
き
た
〈
梶
も
の
〉
と
い
う
梶
＝
横
光
を
思
わ
せ
る
人
物
が
登
場
す
る
作
品
群
の
一
つ
で
あ
り
、
何
よ
り
同

作
品
中
に
梶
が
「
旅
愁
」
を
書
い
て
い
る
と
い
う
文
言
が
登
場
す
る
。
ま
た
、
作
品
内
時
間
は
戦
中
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要

素
に
加
え
、
『
旅
愁
』
の
改
稿
作
業
を
経
て
「
微
笑
」
を
執
筆
し
た
と
い
う
経
緯
（
５
）

を
押
さ
え
れ
ば
、「
微
笑
」
は
ま
さ
に
加
藤
が
要
求
す
る
よ
う

な
説
明
責
任
に
答
え
得
る
可
能
性
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。 

た
し
か
に
、
戦
後
の
横
光
は
体
調
を
崩
し
、
ま
た
文
壇
か
ら
の
攻
撃
に
よ
っ
て
苦
々
し
い
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
中
山
が
「
苦
し
げ
な
表

情
」
や
「
い
た
ま
し
い
死
顔
」
と
形
容
し
た
の
に
も
納
得
が
い
く
。
し
か
し
、
青
野
季
吉
が
「
告
別
式
の
日
に
き
く
と
、
無
理
し
て
こ
の
作
品
を
か

い
た
こ
と
が
、
死
を
早
め
た
一
因
ら
し
い
」（
「
文
学
通
信
」『
現
代
人
』
一
巻
三
号
、
一
九
四
八
年
三
月
）
と
語
っ
て
い
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
「
苦

し
げ
な
」
表
情
の
中
か
ら
、「
微
笑
」
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
を
有
し
つ
つ
、「
微
笑
」
で
提
出
さ
れ
た
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
い
き
た
い
。 
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二 

書
き
変
わ
る
栖
方 

 
「
微
笑
」
を
考
え
て
い
く
際
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
や
は
り
栖
方
と
い
う
人
物
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
微
笑
を
浮
か
べ

る
の
が
こ
の
栖
方
で
あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
主
人
公
で
あ
る
梶
は
、
絶
え
ず
栖
方
の
言
動
に
対
し
思
惟
を
巡
ら
せ
て
い
く
。
数
学
の
天
才

で
あ
り
つ
つ
も
俳
人
高
田
の
弟
子
で
俳
句
を
嗜
む
栖
方
を
神
谷
忠
孝
は
「
科
学
と
自
然
の
両
方
に
関
心
を
も
た
ざ
る
を
得
な
い
近
代
人
の
象
徴
」

（
「
科
学
と
狂
気 

「
微
笑
」
」『
横
光
利
一
論
』
双
文
社
出
版
、
一
九
七
八
年
一
〇
月
、
一
二
九
頁
）
と
捉
え
て
い
る
。「
旅
愁
」
か
ら
の
横
光
の
問

題
意
識
が
投
影
さ
れ
た
人
物
と
し
て
造
形
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
栖
方
と
い
う
人
物
を
起
点
と
し
て
、「
微
笑
」
と
い
う
作
品

の
特
異
性
を
措
定
し
て
い
き
た
い
。 

ま
ず
は
栖
方
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
で
あ
る
。
若
干
二
一
歳
で
帝
国
大
学
（
一
高
出
身
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
恐
ら
く
東
京
帝
国
大
学
だ
と
思
わ
れ
る
）

に
進
学
し
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
理
論
の
間
違
い
を
指
摘
し
た
学
位
論
文
を
提
出
し
よ
う
と
す
る
数
学
の
天
才
で
あ
り
、
同
時
に
海
軍
に

引
き
抜
か
れ
殺
人
光
線
の
開
発
に
従
事
（
６
）

し
て
い
る
栖
方
は
、
一
見
す
る
と
現
実
味
に
欠
け
る
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
横
光
の
周
囲
の
証
言
に

よ
る
と
、
栖
方
の
モ
デ
ル
は
た
し
か
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
井
伏
鱒
二
は
一
九
四
四
年
一
〇
月
頃
、
横
光
に
会
っ
た
際
、「
あ
る
奇
妙

な
青
年
に
つ
い
て
詳
細
に
わ
た
つ
て
話
し
た
。
い
ま
そ
の
話
を
、
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
書
か
う
と
す
れ
ば
、「
微
笑
」
の
全
文
を
写
し
取
る
の
が
適
切
で

あ
る
。
そ
ん
な
に
「
微
笑
」
の
内
容
と
一
致
し
て
ゐ
た
」（「
埋
草
」『
横
光
利
一
全
集 

月
報
』
一
七
号
、
改
造
社
、
一
九
四
九
年
一
〇
月
）、
鷲
尾

洋
三
は
「
モ
デ
ル
に
な
つ
た
青
年
に
は
つ
い
ぞ
会
つ
た
こ
と
は
な
い
が
、
横
光
さ
ん
は
好
ん
で
僕
に
、
そ
の
青
年
の
話
を
し
て
聴
か
せ
た
」（「
素
朴

と
誠
実
さ
」
『
横
光
利
一
全
集 

月
報
』
九
号
、
改
造
社
、
一
九
四
八
年
一
二
月
）
と
そ
れ
ぞ
れ
回
想
し
て
い
る
。 



第六章 それでも最期は微笑を浮かべて

 

- 135 - 

 

な
る
ほ
ど
、
た
し
か
に
井
伏
・
鷲
尾
両
者
の
証
言
か
ら
、
栖
方
ら
し
き
人
物
は
実
在
し
、
横
光
と
交
友
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ

う
。
そ
の
体
験
が
「
微
笑
」
執
筆
の
要
因
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
し
か
し
、
栖
方
に
関
す
る
多
く
の
固
有
名
が
作
品
内
に
刻
印
さ
れ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
実
在
の
モ
デ
ル
を
特
定
す
る
の
に
は
困
難
が
伴
う
。
例
え
ば
、
栖
方
が
提
出
し
た
相
対
性
理
論
に
関
す
る
学
位
論
文
や
、『
帝
国
大
学

新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
と
い
う
小
説
「
傘
屋
の
娘
」
に
つ
い
て
、
実
際
に
調
査
を
行
っ
て
も
そ
れ
と
思
わ
し
き
文
章
は
管
見
の
限
り
見
つ
け
ら
れ
な

い
（
７
）
。
特
定
で
き
う
る
固
有
名
の
多
さ
に
比
し
て
、
栖
方
の
痕
跡
を
辿
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
は
少
々
気
に
か
か
る
。 

た
だ
、
調
査
の
過
程
で
横
光
の
弟
子
の
一
人
で
あ
っ
た
石
川
桂
郎
が
興
味
深
い
証
言
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
次
の
引
用
部
で
あ
る
。 

 

「
鶴
」
投
句
者
で
あ
る
伊
豆
三
郷
と
親
し
く
つ
き
合
つ
て
い
て
、
三
郷
の
弟
子
に
斎
藤
と
い
う
帝
大
の
学
生
が
い
た
。
俳
号
を
た
の
ま
れ
て
私

は
栖
方
と
名
付
け
親
に
な
つ
た
が
、
そ
の
栖
方
は
海
軍
少
尉
の
軍
服
を
着
、
短
剣
を
さ
げ
て
い
た
。
先
生
の
晩
年
の
小
説
「
微
笑
」
の
主
人
公

が
栖
方
に
な
る
わ
け
だ
が
、
彼
は
し
き
り
と
横
光
先
生
に
会
い
た
が
つ
た
。「
微
笑
」
を
読
ん
だ
人
達
に
は
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
あ
る

種
の
電
光
発
射
機
を
発
明
し
、
そ
の
光
線
に
当
た
つ
た
敵
機
、
軍
艦
な
ど
一
瞬
に
し
て
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
。
現
に
伊
豆
三
郷
た
ち
の
横
須
賀

句
会
へ
あ
つ
ま
る
人
達
の
中
に
、
海
軍
の
高
級
事
務
官
が
い
て
栖
方
の
発
明
の
話
に
同
調
し
て
い
た
の
だ
。
／
い
よ
い
よ
そ
の
電
光
発
射
機
が

実
物
さ
れ
、
二
階
級
特
進
の
栄
誉
を
得
、
天
皇
の
御
前
で
お
言
葉
ま
で
い
た
だ
い
た
と
言
い
、
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
栖
方
が
大
尉
の
襟
章
を
つ

け
て
い
る
の
を
私
も
見
て
い
る
。
（
中
略
）
丁
度
私
の
店
へ
た
ず
ね
て
き
た
栖
方
を
連
れ
て
、
あ
る
日
、
先
生
に
お
目
に
か
か
る
と
、
軍
人
ら

し
い
正
し
い
礼
の
あ
と
、
い
き
な
り
、
先
生
の
表
札
が
ど
れ
く
ら
い
盗
ま
れ
ま
し
た
か
、
私
は
四
枚
持
つ
て
お
り
ま
す
、
と
放
言
し
、
つ
づ
い

て
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
相
対
性
原
理
に
つ
い
て
臆
す
る
こ
と
な
く
先
生
と
論
議
を
か
わ
す
。（「
回
想
の
文
学
歴
遊
」『
俳
句
』
一
八
巻
二
号
、

一
九
六
九
年
二
月
） 
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同
資
料
に
よ
る
と
、
後
日
横
光
と
石
川
は
、
栖
方
の
案
内
で
水
交
社
へ
昼
食
を
食
べ
に
行
き
、
そ
の
夜
に
は
横
須
賀
の
氏
家
衛
（
俳
号
・
英
茸
雨
）

宅
で
俳
句
会
が
行
わ
れ
そ
こ
で
一
泊
し
た
こ
と
、
翌
日
は
三
笠
艦
に
登
っ
た
こ
と
な
ど
が
回
想
さ
れ
て
い
る
（
横
光
と
栖
方
が
一
緒
に
な
っ
た
写
真

も
添
え
ら
れ
て
い
る
）
。
同
様
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
石
川
の
「
一
ト
匙
の
砂
糖 

横
光
利
一
断
章
」（『
俳
句
』
八
巻
一
号
、
一
九
五
九
年
一
月
）
に
お

い
て
も
披
露
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、「
微
笑
」
に
登
場
す
る
俳
人
高
田
の
モ
デ
ル
は
石
川
桂
郎
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い

て
は
、
既
に
八
木
泉
「
横
光
利
一
と
石
川
桂
郎 

叱
ら
れ
続
け
た
弟
子
」（『
横
光
利
一
と
鶴
岡 

21
世
紀
に
む
け
て
』
井
上
明
芳
・
佐
藤
俊
和
編
、

横
光
利
一
文
学
碑
建
立
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
〇
年
九
月
）
に
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
た
め
、
論
者
が
新
し
く
発
見
し
た
も
の
で
は
な
い
。
た
だ
数
あ

る
「
微
笑
」
論
に
お
い
て
、
井
伏
・
鷲
尾
両
人
の
証
言
の
み
が
援
用
さ
れ
る
一
方
、
石
川
の
証
言
は
等
閑
視
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
議
論
の

俎
上
に
上
げ
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
「
微
笑
」
の
作
品
生
成
を
考
え
る
に
あ
た
り
、
次
の
石
川
の
証
言
は
重
要
だ
か
ら
で
あ
る
。 

 

栖
方
の
話
一
切
が
嘘
偽
と
わ
か
つ
た
の
は
終
戦
直
前
だ
つ
た
。（
中
略
）
自
己
弁
護
に
な
る
が
、
終
戦
後
、
私
は
そ
の
こ
と
で
、
栖
方
の
こ
と

で
横
光
先
生
を
訪
ね
、
お
詫
び
し
た
こ
と
が
あ
る
。
／
「
み
ん
な
夢
を
み
て
い
た
ん
で
す
よ
。
し
か
し
栖
方
君
の
、
あ
の
微
笑
を
思
い
出
し
て

見
給
え
、
今
日
だ
つ
て
僕
達
は
一
緒
に
つ
ら
れ
て
笑
い
た
く
な
る
。
ね
え
君
ィ
、
そ
う
じ
や
な
い
で
す
か
…
…
」
／
ひ
と
こ
と
言
わ
れ
た
だ
け

だ
つ
た
。
（
「
回
想
の
文
学
歴
遊
」
前
掲
） 

 

い
ま
ま
で
の
栖
方
の
話
一
切
が
嘘
偽
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
う
や
っ
て
栖
方
が
海
軍
の
制
服
や
襟
章
を
用
意
し
、
水
交
社
へ
出
入
り
し
て
い
た
の

か
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
栖
方
と
い
う
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
の
話
に
関
心
を
持
ち
、
戦
後
そ
れ
が
嘘
だ
と
わ
か
っ
て
い
な
が
ら
も
、
横
光
は
彼
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を
題
材
に
し
て
「
微
笑
」
を
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
栖
方
の
一
連
の
話
を
嘘
だ
っ
た
と
一
蹴
せ
ず
作
品
化
し
た
点
に
あ
る
。
た
だ

「
微
笑
」
の
梶
は
、
栖
方
の
話
を
本
当
だ
と
も
信
じ
て
い
な
い
。「
微
笑
」
を
確
認
し
て
い
け
ば
、「
こ
れ
は
眼
前
の
事
実
で
あ
ら
う
か
、
夢
で
あ
ら

う
か
」
、「
す
べ
て
真
実
だ
と
思
へ
ば
真
実
で
あ
つ
た
。
嘘
だ
と
思
へ
ば
ま
た
尽
く
嘘
に
見
え
た
」、「
彼
の
云
つ
た
り
し
た
り
し
た
こ
と
は
、
あ
る
こ

と
は
事
実
、
あ
る
こ
と
は
夢
だ
つ
た
の
だ
と
思
つ
た
」
と
い
っ
た
梶
の
混
乱
し
た
栖
方
へ
の
認
識
が
繰
り
返
し
描
か
れ
て
い
る
。
栖
方
に
対
し
て
も

こ
う
し
た
傾
向
は
当
て
は
ま
る
。
例
え
ば
、
梶
が
数
学
者
ク
ロ
ネ
ッ
カ
―
の
「
夢
の
中
で
考
へ
つ
い
た
と
い
ふ
、
青
春
の
論
理
」
の
話
を
し
た
際
、

栖
方
は
朝
起
き
た
ら
机
に
計
算
式
が
数
多
く
書
か
れ
て
い
た
が
、
記
憶
に
な
か
っ
た
と
言
う
。「
微
笑
」
で
は
栖
方
と
彼
の
話
が
嘘
か
本
当
か
、
ま
た

は
夢
か
現
実
か
と
い
っ
た
要
素
が
混
在
し
た
中
で
展
開
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
黒
田
大
河
は
戦
時
下
の
政
府
の
情
報
管
理
の
老
獪
さ
を
踏
ま
え
、

「
何
が
真
実
で
何
が
嘘
で
あ
る
か
が
見
え
な
い
よ
う
な
時
空
が
そ
こ
に
成
立
し
て
い
た
」（「「
微
笑
」
論 

横
光
利
一
の
戦
中
・
戦
後
」『
横
光
利
一

と
そ
の
時
代 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
・
戦
争
』
和
泉
書
院
、
二
〇
一
七
年
三
月
、
二
九
九
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
モ
デ
ル
で
あ
る
栖
方
と

い
う
次
元
か
ら
も
、
同
様
の
問
題
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
嘘
―
真
実
、
夢
―
現
実
の
ど
ち
ら
に
も
収
斂
せ
ず
、
む
し
ろ
混
在
さ
せ
た
中
に
こ
そ

「
微
笑
」
の
特
異
性
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
に
み
て
い
け
ば
、
自
ず
と
「
微
笑
」
の
論
点
が
み
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、「
微
笑
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
栖
方

の
嘘
を
取
り
込
み
作
品
化
し
て
い
っ
た
の
か
、
作
品
構
造
や
脚
色
の
さ
れ
方
、
栖
方
の
話
を
ど
の
よ
う
に
梶
が
受
け
取
っ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。 例

え
ば
、「
微
笑
」
の
最
終
部
に
て
言
及
さ
れ
る
新
聞
記
事
が
そ
の
好
例
だ
ろ
う
。
梶
は
栖
方
の
発
狂
死
を
戦
後
す
ぐ
の
新
聞
記
事
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
に
な
る
。「
微
笑
」
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
技
術
院
総
裁
談
と
し
て
、
わ
が
国
に
も
新
武
器
と
し
て
殺
人
光
線
が
完
成
さ
れ
よ

う
と
し
て
ゐ
た
こ
と
、
そ
の
威
力
は
三
千
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
が
、
発
明
者
の
一
青
年
は
敗
戦
の
報
を
聞
く
と
同
時
に
、
口
惜



第六章 それでも最期は微笑を浮かべて

 

- 138 - 

 

し
さ
の
あ
ま
り
発
狂
死
亡
し
た
と
い
ふ
短
文
が
掲
載
さ
れ
て
ゐ
た
」。
実
際
の
記
事
は
『
読
売
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
〇
月
二
八
日
朝
刊
に
発
表
さ
れ

た
「
千
米
隔
て
兎
を
殺
す
／

B29
撃
墜
へ
利
用
も
考
へ
た
／
〝
日
本
の
殺
人
光
線
〟
語
る
八
木
博
士
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
書
か

れ
て
い
る
。 

 

日
本
の
殺
人
光
線
は
「
九
十
呎
の
距
離
で
僅
か
に
人
間
に
眩
暈
を
お
こ
さ
せ
る
程
度
の
も
の
だ
」
と
言
ふ
報
告
は
誤
り
ら
し
い
、
日
本
の
科

学
者
た
ち
は
人
間
殺
害
も
十
分
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
言
し
て
ゐ
る
、
た
ゞ
こ
の
武
器
は
人
間
に
対
し
て
は
実
験
さ
れ
な
か
つ
た
の
だ
、
元
技

術
院
総
裁
八
木
秀
次
博
士
の
云
ふ
処
に
よ
る
と
／
〝
殺
人
光
線
〟
を
実
験
中
だ
つ
た
一
科
学
者
は
そ
の
光
力
の
た
め
に
遂
に
発
狂
し
て
了
つ
た

し
、
八
木
博
士
自
身
も
発
振
機
の
試
験
中
に
足
と
口
に
ひ
ど
い
熱
気
を
感
じ
た
と
も
言
つ
て
ゐ
た 

 

殺
人
光
線
に
関
す
る
八
木
秀
次
の
談
話
は
こ
の
他
に
も
散
見
さ
れ
る
が
、
科
学
者
の
発
狂
に
関
す
る
言
及
が
あ
る
た
め
、
恐
ら
く
横
光
は
こ
の
記

事
を
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
横
光
は
実
際
に
あ
っ
た
記
事
を
借
用
す
る
こ
と
で
、
真
実
性
を
装
い
つ
つ
作
品
世
界
を
構
築
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
８
）
。

前
章
で
み
て
き
た
「
微
笑
」
に
散
り
ば
め
ら
れ
た
固
有
名
の
多
さ
も
、
栖
方
の
話
を
空
想
的
な
も
の
と
し
て
一
蹴
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
た
工
夫
の
結

果
だ
と
い
え
る
。
重
要
な
の
は
、
実
際
の
記
事
に
は
科
学
者
が
実
験
中
に
発
狂
し
た
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、「
微
笑
」
で
は
実
験
中
で

は
な
く
、
日
本
の
敗
戦
に
よ
っ
て
栖
方
が
発
狂
死
し
た
と
書
き
変
え
ら
れ
た
点
に
あ
る
（
９
）
。
栖
方
の
死
の
脚
色
の
さ
れ
方
か
ら
も
、
戦
中
戦
後
と
い

う
時
代
相
が
「
微
笑
」
の
作
品
構
成
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
こ
う
し
た
時
間
軸
を
留
意
し
つ
つ
よ
り

作
品
を
具
体
化
さ
せ
て
い
く
。 
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三 

戦
後
は
冷
笑
す
る 

 
戦
中
戦
後
と
い
う
時
代
意
識
の
差
は
「
微
笑
」
の
冒
頭
部
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。「
微
笑
」
の
作
品
構
造
が
回
想
形
式
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
だ
が
、
内
容
の
次
元
に
お
い
て
も
両
時
代
の
断
層
が
読
み
取
れ
る
の
で
あ
る
。
少
し
長
く
な
る
が
冒
頭
部
を
引
用
し
て
み
る
。 

 

次
の
日
曜
に
は
甲
斐
へ
行
か
う
。
新
緑
は
そ
れ
は
美
し
い
。
そ
ん
な
会
話
が
擦
れ
違
ふ
声
の
中
か
ら
ふ
と
聞
え
た
。
さ
う
だ
。
も
う
新
緑
に

な
つ
て
ゐ
る
と
梶
は
思
つ
た
。
季
節
を
忘
れ
る
な
ど
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
こ
し
ば
ら
く
の
彼
に
は
無
い
こ
と
だ
つ
た
。
昨
夜
も
ラ
ヂ
オ
を
聞
い

て
ゐ
る
と
、
街
の
探
訪
放
送
で
、
脳
病
院
か
ら
精
神
病
患
者
と
の
一
問
一
答
が
聞
え
て
来
た
。
そ
し
て
、
終
り
に
精
神
科
の
医
者
の
記
者
に
云

ふ
に
は
、
／
「
ま
ア
、
こ
ん
な
患
者
は
、
今
は
、
、
珍
ら
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
間
が
十
人
集
れ
ば
、
一
人
ぐ
ら
ゐ
は
、
狂
人
が
混
じ
つ

て
ゐ
る
と
思
つ
て
も
、
宜
し
い
で
せ
う
。
」
／
「
さ
う
す
る
と
、
今
の
、
、
日
本
に
は
、
少
し
を
か
し
い
の
が
、
五
百
万
人
ぐ
ら
ゐ
は
ゐ
る
と
思
つ
て

も
、
さ
し
つ
か
へ
あ
り
ま
せ
ん
ね
、
あ
は
は
は
は
は
は
―
―
」
／
笑
ふ
声
が
薄
気
味
わ
る
く
夜
の
燈
火
の
底
で
ゆ
ら
め
い
て
ゐ
た
。
五
百
万
人

の
狂
人
の
群
れ
が
、
あ
る
い
は
今、
一
斉
に
か
う
し
て
笑
つ
て
ゐ
る
の
か
し
れ
な
い
。
尋
常
で
は
な
い
声
だ
つ
た
。
／
「
あ
は
は
は
は
は
…
…
」

／
長
く
尾
を
ひ
く
こ
の
笑
ひ
声
を
、
梶
は
自
分
も
し
ば
ら
く
胸
中
に
ゑ
が
い
て
み
て
ゐ
た
。
す
る
と
、
し
だ
い
に
あ
は
は
は
が
げ
ら
げ
ら
に
変

つ
て
来
て
、
人
間
の
声
で
は
も
う
な
か
つ
た
。
何
も
の
か
人
間
の
中
に
混
じ
つ
て
ゐ
る
声
だ
つ
た
。
／
自
分
を
狂
人
と
思
ふ
こ
と
は
、
な
か
な

か
人
に
は
こ
れ
は
難
し
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
う
で
は
な
い
と
思
ふ
よ
り
は
、
難
し
い
こ
と
で
あ
る
と
梶
は
思
つ
た
。［
傍
点
は
論
者
が
打
っ
た
］ 
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繰
り
返
さ
れ
る
「
今
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
戦
後
と
い
う
時
空
間
が
強
調
さ
れ
て
い
る
冒
頭
部
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
、「
次
の
日

曜
に
は
甲
斐
へ
行
か
う
」
と
会
話
す
る
人
達
と
梶
の
時
間
意
識
の
差
も
象
徴
的
で
あ
る
。
季
節
の
変
化
に
気
づ
き
、
次
の
日
曜
日
の
予
定
を
計
画
す

る
い
わ
ば
未
来
志
向
の
人
々
と
は
異
な
り
、
梶
は
「
季
節
を
忘
れ
る
な
ど
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
こ
し
ば
ら
く
の
彼
に
は
無
い
こ
と
だ
つ
た
」
と
あ
り
、

な
ぜ
か
季
節
の
変
化
に
気
付
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
気
づ
き
か
ら
昨
夜
の
ラ
ジ
オ
放
送
、
そ
し
て
栖
方
に
関
す
る
回
想
へ
繋
が
っ
て
い
く

こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
梶
は
戦
後
に
生
き
る
周
囲
の
人
々
と
は
異
な
り
過
去
、
具
体
的
に
い
え
ば
戦
時
中
の
記
憶
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
人
物
だ
と

い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
イ
マ
・
コ
コ
の
季
節
の
流
れ
に
立
ち
遅
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

栖
方
の
回
想
の
契
機
と
な
っ
た
探
訪
ラ
ジ
オ
も
こ
う
し
た
要
素
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
上
林
暁
は
、
こ
の
ラ
ジ
オ
番
組
は
実
際
に
一
九
四
七
年

の
新
緑
の
頃
に
放
送
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
こ
で
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。「「
国
際
タ
イ
ム
ス
」
と
い
う
新
聞
の
ラ

ジ
オ
評
者
は
、
狂
人
を
バ
カ
に
し
た
よ
う
な
放
送
員
の
態
度
を
、
非
人
道
的
で
あ
る
と
し
て
、
痛
烈
な
憤
り
を
浴
せ
て
い
た
。
／
し
か
し
「
微
笑
」

の
作
者
は
、
そ
う
い
う
こ
と
に
は
少
し
も
関
心
な
く
、
放
送
員
の
「
あ
は
は
は
は
」
と
い
う
軽
薄
な
笑
い
か
ら
、「
げ
ら
げ
ら
」
を
変
る
無
気
味
な
笑

い
声
だ
け
を
感
覚
す
る
の
で
あ
る
」（
「
死
を
め
ぐ
る
観
念
」『
東
京
新
聞
』
一
九
四
八
年
二
月
三
日
）。
こ
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
モ
デ
ル
は
、
一
九
四
七

年
七
月
二
五
日

（

１０
）

に
放
送
さ
れ
た
「
社
会
探
訪
「
松
沢
病
院

（

１１
）

」」
だ
と
思
わ
れ
る
。
日
本
放
送
協
会
編
『
ラ
ジ
オ
年
鑑 

昭
和
二
十
三
年
版
』（
日

本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
四
八
年
一
二
月
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。 

 

社
会
探
訪―

―

社
会
の
明
暗
の
実
態
を
ド
リ
ル
の
逞
し
さ
で
探
索
し
て
話
題
を
投
じ
た
こ
の
種
目
は
、
五
月
五
日
世
相
録
音
と
し
て
初
め
て

登
場
し
、
七
月
第
一
週
か
ら
社
会
探
訪
と
改
題
し
た
。
大
衆
の
知
ら
な
い
世
界
に
伸
び
た
マ
イ
ク
コ
ー
ド
が
お
座
敷
放
送
の
型
を
破
つ
て
、
回

を
重
ね
る
毎
に
、
異
色
ぶ
り
を
発
揮
し
た
。（
中
略
）
母
と
夫
と
子
を
失
つ
た
引
揚
者
の
婦
人
患
者
が
、
私
は
狂
人
で
は
な
い
と
言
い
張
り
な
が
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ら
語
る
言
葉
が
何
時
し
か
錯
乱
す
る
「
松
澤
病
院
」
の
哀
れ
さ
。
（
五
五
頁
） 

 
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ラ
ジ
オ
番
組
に
登
場
し
た
患
者
が
「
母
と
夫
と
子
を
失
つ
た
引
揚
者
の
婦
人
患
者
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
精
神
障
害
者
に
関
す

る
厚
生
省
の
実
態
調
査
が
一
九
五
四
年
か
ら
な
の
で
、
こ
の
時
期
の
正
確
な
デ
ー
タ
を
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ
が
、
精
神
病
院
に
入
院
経
験
を
持

つ
紀
野
親
二
の
指
摘
、「
戦
前
、
日
本
に
は
三
百
人
に
一
人
の
割
合
で
精
神
病
者
が
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
後
は
、
総
計
四
十
万
人
以
上
に
精
神
病
者

が
累
加
し
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
百
九
十
五
人
に
一
人
の
割
合
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
戦
争
が
人
類
の
不
幸
で
あ
る
こ
と
は
、
狂
人
を
作
り

出
す
一
事
に
お
い
て
さ
え
も
、
か
く
の
如
し
で
あ
る
」（「
あ
と
が
き
」『
狂
人
の
世
界
よ
り
帰
り
て 

精
神
病
全
快
者
の
手
記
』
照
林
堂
、
一
九
四
八

年
一
一
月
、
二
三
一
頁
）
や
、「
世
に
所
謂
「
松
澤
行
き
」
と
称
号
を
与
え
ら
れ
る
名
誉
の
士
は
、
約
四
十
万
い
る
と
い
う
。「
一
寸
イ
カ
れ
て
い
る
。

ノ
オ
テ
ン
・
ホ
ワ
イ
ラ
」
と
い
う
い
か
ゞ
わ
し
い
の
を
加
算
す
る
と
、
実
に
百
万
に
上
る
と
い
う
。
要
す
る
に
人
口
八
千
万
と
し
て
、
十
三
人
に
一

人
弱
の
割
合
で
「
一
寸
イ
カ
れ
た
」
の
が
、
全
国
に
バ
ラ
撒
か
れ
て
い
る
」（
本
誌
特
派
記
者
「
秘
境 

松
沢
病
院
探
訪
記 

忘
却
の
天
国
「
松
沢
」

は
嗤
つ
て
い
る
」『
ウ
イ
ン
ク
』
一
九
四
八
年
二
月
）
と
い
っ
た
同
時
代
資
料
か
ら
、
戦
争
に
よ
っ
て
精
神
病
患
者
が
顕
在
化
さ
れ
て
い
た
時
代
だ
っ

た
と
ひ
と
ま
ず
は
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
上
林
の
証
言
に
よ
る
と
、
そ
の
よ
う
な
患
者
に
対
し
、「
バ
カ
に
し
た
よ
う
な
放
送
員
の
態
度
」
が
あ
っ

た
と
い
う

（

１２
）

。
こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
戦
争
被
害
者
を
嘲
笑
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
栖
方
へ
の
回
想
の
き
っ
か
け
は
、
ラ
ジ
オ
か
ら

流
れ
た
狂
人
と
い
う
話
題
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
に
内
在
さ
れ
た
戦
争
や
被
害
者
、
並
び
に
彼
ら
を
顧
み
な
い
戦
後
に
生
き
る
人
々
へ
向
け
た
懐
疑

が
あ
っ
た
の
で
あ
る

（

１３
）

。 

た
だ
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
上
林
の
指
摘
通
り
、
放
送
員
へ
の
怒
り
の
方
へ
梶
が
向
か
っ
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
梶
は
ラ
ジ
オ
か
ら
聴
こ
え
る
笑

い
声
を
胸
中
に
思
い
描
き
、「
し
だ
い
に
あ
は
は
は
が
げ
ら
げ
ら
に
変
つ
て
来
て
、
人
間
の
声
で
は
も
う
な
か
つ
た
。
何
も
の
か
人
間
の
中
に
混
じ
つ
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て
ゐ
る
声
だ
つ
た
」
と
感
じ
、
栖
方
の
回
想
に
至
る
の
で
あ
る
。
石
川
巧
は
、
こ
う
し
た
笑
い
の
変
容
が
、「「
狂
人
」
で
は
な
く
「
記
者
」
か
ら
発

せ
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
」
が
あ
る
と
し
、「
そ
こ
に
は
理
性
と
狂
気
を
め
ぐ
る
揺
ら
ぎ
が
あ
る
。「
狂
人
」
を
笑
う
者
が
「
狂
人
」
以
上
の
「
狂
人
」

に
見
え
て
し
ま
う
よ
う
な
倒
錯
が
あ
る
」
（
「
師
／
弟
小
説
と
し
て
の
「
微
笑
」 

栖
方
の
微
笑
は
な
ぜ
「
美
し
い
」
の
か
」『
敍
説
Ⅲ
』
一
七
号
、

二
〇
二
〇
年
一
月
）
と
指
摘
す
る
。
常
人
と
狂
人
を
倒
錯
さ
せ
よ
う
と
す
る
志
向
は
、
ま
さ
に
前
章
で
確
認
し
て
き
た
嘘
と
真
実
を
混
在
さ
せ
て
い

く
作
品
の
特
徴
と
通
底
し
て
い
る
だ
ろ
う
。 

こ
の
よ
う
に
み
て
い
け
ば
、
栖
方
へ
の
回
想
部
分
で
登
場
す
る
〈
排
中
律
〉
が
さ
ら
に
意
味
深
い
も
の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。「
微
笑
」

に
お
い
て
、〈
排
中
律
〉
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。「
同
一
の
問
題
に
真
理
が
二
つ
あ
り
、
一
方
を
真
理
と
す
れ
ば
他
の
方
が
怪
し
く
崩
れ
、

二
つ
を
同
時
に
真
理
と
す
れ
ば
、
同
時
に
二
つ
が
嘘
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
中
間
の
真
理
と
い
ふ
も
の
は
あ
り
得
な
い
と
い
ふ
数
学
上
の

排
中
律
の
苦
し
み
」
。
嘘
と
真
実
、
狂
人
と
常
人
と
い
う
二
項
対
立
的
な
要
素
が
提
出
さ
れ
つ
つ
も
、
し
か
し
一
方
に
偏
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
、
他
方

を
排
し
て
し
ま
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
に
梶
は
関
心
を
向
け
て
い
く
の
で
あ
る
。 

で
は
、
そ
う
し
た
ジ
レ
ン
マ
に
対
す
る
方
策
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
と
し
て
、
梶
が
栖
方
に
〈
排
中
律
〉
の
話
題

を
振
っ
た
場
面
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

「
君
、
排
中
律
を
ど
う
思
ひ
ま
す
か
ね
、
僕
の
仕
事
で
、
い
ま
こ
れ
が
一
番
問
題
な
ん
だ
が
。」（
中
略
）
す
る
と
、
栖
方
は
、「
あ
ッ
、」
と
小

声
の
叫
び
を
あ
げ
て
、
前
方
の
棚
の
上
に
廻
転
し
て
ゐ
る
扇
風
機
を
指
差
し
た
。
／
「
零
点
五
だ
ッ
。」
／
（
中
略
）「
あ
の
扇
風
機
の
中
心
は

零
で
せ
う
。
中
の
羽
根
は
廻
つ
て
ゐ
て
見
え
ま
せ
ん
が
、
ち
よ
つ
と
眼
を
脱
し
て
見
た
瞬
間
だ
け
、
ち
ら
り
と
見
え
ま
す
ね
。
あ
の
零
か
ら
、

見
え
る
と
こ
ろ
ま
で
の
距
離
の
率
で
す
よ
。
」 
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一
見
す
る
と
、
栖
方
は
梶
の
質
問
に
答
え
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
の
「
零
点
五
」
と
い
う
小
声
の
驚
き
と
、「
ち
よ
つ
と
眼
を

脱
し
て
見
た
瞬
間
だ
け
」
見
え
る
扇
風
機
の
羽
根
へ
の
注
目
は
、〈
排
中
律
〉
へ
の
象
徴
的
な
解
答
と
し
て
理
解
で
き
る
。
先
で
引
用
し
た
石
川
巧
は

当
該
場
面
に
つ
い
て
、「
〈
０
〉
と
〈
１
〉
の
せ
め
ぎ
合
い
、
あ
る
い
は
、
二
つ
の
要
素
が
混
じ
り
合
っ
て
い
る
状
態
」（「
師
／
弟
小
説
と
し
て
の
「
微

笑
」 

栖
方
の
微
笑
は
な
ぜ
「
美
し
い
」
の
か
」
前
掲
）
だ
と
み
な
す
。
こ
の
他
に
も
例
え
ば
、
位
田
将
司
は
「
視
線
と
視
線
の
移
行
の
中
で
し
か

発
見
さ
れ
な
い
」
羽
根
の
回
転
運
動
に
着
目
し
、
そ
れ
は
「
あ
ら
か
じ
め
観
察
者
の
視
線
を
待
ち
構
え
て
い
る
よ
う
な
、
固
定
さ
れ
た
対
象
で
は
な

く
、
視
線
と
視
線
の
移
行
の
内
に
、「
ち
ら
り
」
と
「
瞬
間
」
的
に
発
見
さ
れ
る
」（「『
微
笑
』
と
い
う
「

視

差

パ
ラ
ラ
ッ
ク
ス
・
ヴ
ュ
ー

」 

「
排
中
律
」
に
つ
い
て
」

『
「
感
覚
」
と
「
存
在
」 

横
光
利
一
を
め
ぐ
る
「
根
拠
」
へ
の
問
い
』
明
治
書
院
、
二
〇
一
四
年
四
月
、
二
七
九
頁
）
も
の
だ
と
述
べ
、
金
泰
暻
は

「
中
心
と
周
縁
の
二
項
対
立
に
支
持
さ
れ
る
「
羽
根
」
は
、
そ
れ
か
ら
「
ち
ょ
っ
と
眼
を
脱
し
て
見
た
」
そ
の
瞬
間
、「
ち
ら
り
と
」
だ
け
、
比
較
と

発
展
主
義
の
幻
想
か
ら
目
覚
め
る
。「
零
点
五
」
の
思
考
こ
そ
、「
排
中
律
」
的
な
二
項
対
立
を
脱
構
築
す
る
道
と
し
て
、
最
後
に
提
示
さ
れ
た
「
言

葉
」
で
あ
っ
た
ろ
う
」（
「
む
す
び
に
か
え
て 

敗
戦
後
の
横
光
利
一
文
学
」『
横
光
利
一
と
「
近
代
の
超
克
」 

『
旅
愁
』
に
お
け
る
建
築
、
科
学
、

植
民
地
』
翰
林
書
房
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
、
一
九
九
頁
）
と
考
察
す
る
。
論
者
も
こ
の
よ
う
な
指
摘
に
概
ね
首
肯
す
る
立
場
で
あ
る
が
、
あ
え
て

付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
「
零
点
五
」
的
思
想
の
射
程
が
、
イ
マ
・
コ
コ
に
お
け
る
戦
後
空
間
に
も
向
け
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。「
微
笑
」

の
最
終
部
で
は
、
栖
方
の
微
笑
と
イ
マ
の
時
代
状
況
が
対
置
さ
れ
て
い
く
。 

 

そ
れ
［
論
者
注
：
栖
方
の
微
笑
］
は
い
ま
の
世
の
人
た
れ
も
が
待
ち
望
む
一
つ
の
明
晳
判
断
に
似
た
希
望
で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、

冷
笑
す
る
が
ご
と
く
世
界
は
ま
す
ま
す
二
つ
に
分
れ
て
押
し
あ
ふ
排
中
律
の
さ
中
に
あ
つ
て
漂
ひ
ゆ
く
ば
か
り
で
あ
る
。 
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こ
こ
で
の
「
冷
笑
」
と
い
う
言
葉
は
、
冒
頭
部
の
ラ
ジ
オ
で
流
れ
て
来
た
患
者
に
対
す
る
嘲
笑
と
対
応
し
て
い
る
。
戦
後
特
有
の
「
冷
笑
」
は
、

自
身
と
異
な
る
世
界
・
属
性
の
人
達
を
排
す
る
笑
い
だ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
嘘
と
真
実
、
夢
と
現
実
、
狂
人
と
常
人
が
混
在
し
、

か
つ
両
者
の
狭
間
で
揺
れ
動
く
栖
方
の
微
笑
は
、
そ
の
よ
う
な
二
項
対
立
の
合
間
に
「
ち
ら
り
」
と
見
え
る
も
の
で
あ
り

（

１５
）

、
も
う
一
方
を
排
す
る

笑
い
で
は
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
冷
笑
す
る
が
ご
と
く
」
争
い
続
け
る
世
界
の
中
で
、
栖
方
の
「
微
笑
」
は
「
明
晳
判
断
に
似
た
希
望
」
と
な
り
え

る
の
で
あ
る
。 

 

四 

微
笑
を
失
え
ば
不
正
と
な
る 

 

戦
時
下
に
近
代
の
超
克
の
座
談
会
に
出
席
し
、
日
本
浪
漫
派
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
亀
井
勝
一
郎
は
、
戦
後
「
微
笑
に
つ
い
て
」
と
い
う
エ
ッ

セ
ー
を
発
表
し
て
い
る
。
本
エ
ッ
セ
ー
は
、
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
和
古
寺
風
物
誌
』（
天
理
時
報
社
、
一
九
四
三
年
四
月
）
の
改
訂
増
補
版
（
養

徳
社
、
一
九
四
五
年
一
二
月
）
の
際
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
亀
井
は
そ
こ
で
日
本
の
敗
戦
の
理
由
を
「
微
笑
の
喪
失
に
あ
つ
た
」
と
述
べ
、

次
の
よ
う
に
持
論
を
展
開
し
て
い
く
。 

 

私
は
こ
の
言
葉
に
よ
つ
て
何
を
求
め
て
ゐ
た
か
、
必
ず
し
も
口
辺
に
浮
ん
だ
微
笑
の
み
で
は
な
い
。
精
神
の
或
る
健
全
な
姿
を
求
め
て
ゐ
た

の
だ
。
お
の
づ
か
ら
、
繊
細
な
心
、
深
い
思
い
や
り
、
隠
れ
た
愛
情
、
慈
悲
、
柔
軟
性
、
様
々
の
表
情
を
微
笑
と
い
ふ
一
語
に
ふ
く
め
て
、
こ
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れ
を
戦
乱
の
巷
に
求
め
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。（
中
略
）
常
に
正
し
い
こ
と
だ
け
を
形
式
的
に
言
ふ
人
、
絶
対
に
非
難
の
余
地
の
な
い
や
う
な
説

教
を
垂
れ
る
人
、
所
謂
指
導
者
な
る
も
の
が
現
は
れ
た
が
、
こ
れ
は
特
定
の
人
物
と
い
ふ
よ
り
は
、
強
制
さ
れ
た
精
神
の
畸
形
で
あ
つ
た
と
言

つ
た
方
が
よ
い
。
精
神
は
極
度
に
動
脈
硬
化
の
症
状
を
呈
し
た
の
で
あ
る
。
言
論
も
文
章
も
微
笑
を
失
つ
た
。
正
し
い
言
説
、
正
し
い
情
愛
と

い
へ
ど
も
、
微
笑
を
失
へ
ば
不
正
と
な
る
の
だ
。
正
し
い
こ
と
を
言
つ
た
か
ら
と
て
、
正
し
い
と
は
い
へ
な
い
と
い
ふ
微
妙
な
道
理
を
い
や
に

な
る
ほ
ど
痛
感
し
た
。（
一
一
八
―
一
二
〇
頁
） 

 

亀
井
は
、
小
田
切
秀
雄
「
文
学
に
お
け
る
戦
争
責
任
の
追
求
」（
前
掲
）
の
中
で
、
横
光
と
同
様
戦
争
責
任
者
の
一
人
と
し
て
名
指
し
さ
れ
た
人
物

な
の
だ
が
、
こ
う
し
て
み
る
と
亀
井
と
横
光
、
ど
ち
ら
も
戦
後
に
微
笑
の
問
題
を
考
え
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い

（

１５
）

。
た
だ
、
亀
井
は
戦
時
下
に
、

横
光
は
戦
後
に
な
っ
て
微
笑
が
喪
失
し
た
と
考
え
て
い
る
点
は
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
横
光
が
戦
後
に
な
っ
て
微
笑
（
＝
栖
方
）
が
喪
失
し
た
と
判

断
し
た
の
は
、
ま
さ
し
く
本
章
で
考
え
て
き
た
戦
後
と
い
う
時
代
状
況
が
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
だ
ろ
う
。「
微
笑
」
の
原
稿
を
受
け
取
っ
た
木
村
徳

三
は
当
時
の
横
光
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。「
戦
争
中
の
作
品
傾
向
を
顰
蹙
、
憫
笑
す
る
作
家
・
評
論
家
が
横
行
し
、
少
し
前
ま
で
長

篇
「
旅
愁
」
に
感
激
し
た
読
者
も
そ
れ
を
口
に
し
な
く
な
っ
て
い
た
。（
中
略
）
横
光
さ
ん
は
す
っ
か
り
寡
黙
に
な
り
、
笑
み
を
失
な
っ
た
顔
色
は
疲

れ
切
っ
た
蒼
黒
さ
に
沈
ん
で
い
た
」（
『
文
芸
編
集
者
の
戦
中
戦
後
』
大
空
社
、
一
九
九
五
年
七
月
、
六
一
頁
）。
戦
後
版
『
旅
愁
』
の
改
稿
作
業
を
通

し
て
、
ま
た
度
重
な
る
文
壇
か
ら
の
「
憫
笑
」
を
伴
っ
た
糾
弾
に
よ
り
、
横
光
は
戦
後
に
な
っ
て
「
言
論
も
文
章
も
」、
そ
し
て
自
分
自
身
も
微
笑
を

失
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
だ
か
ら
こ
そ
、
イ
マ
・
コ
コ
の
戦
後
社
会
に
向
け
、「
微
笑
」
を
浮
か
べ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

も
ち
ろ
ん
、
横
光
は
戦
後
を
否
定
し
戦
前
に
回
帰
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
戦
後
発
表
さ
れ
た
「
紅
い
花
」（『
女

性
改
造
』
創
刊
号
、
一
九
四
六
年
六
月
）
か
ら
も
う
か
が
え
る
。 
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私
ら
は
誰
も
自
分
を
善
人
だ
と
は
思
つ
て
ゐ
な
い
だ
ら
う
。
ま
た
自
分
を
悪
人
だ
と
思
ふ
度
胸
も
持
ち
合
せ
て
ゐ
な
い
に
ち
が
ひ
な
い
。
し

か
し
、
自
分
は
そ
ん
な
こ
と
を
思
は
ず
と
も
、
人
が
自
分
を
一
眼
見
た
瞬
間
、
多
く
の
も
の
は
、
こ
れ
は
善
人
、
こ
れ
は
悪
人
、
と
ど
ち
ら
か

の
一
方
へ
直
ち
に
そ
の
場
で
押
し
込
め
て
し
ま
ふ
も
の
だ
。
い
か
に
そ
れ
に
反
抗
し
よ
う
と
も
、
ひ
そ
か
に
黙
つ
て
、
さ
う
し
て
獄
に
入
れ
ら

れ
て
し
ま
へ
ば
、
私
ら
は
そ
こ
か
ら
脱
出
す
る
こ
と
は
出
来
ぬ
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
か
う
い
ふ
場
合
、
知
識
階
級
と
は
、
自
分
を
自
分
の
手

で
獄
に
入
れ
る
も
の
を
い
ふ
の
で
あ
る
。
自
分
を
自
分
の
手
で
獄
に
も
入
れ
ぬ
も
の
は
、
悪
人
た
る
資
格
は
な
い
。
と
、
そ
の
や
う
に
一
度
は

親
鸞
も
考
へ
た
こ
と
だ
ら
う
。 

 

自
分
自
身
や
他
者
を
「
善
人
」
か
「
悪
人
」
か
に
峻
別
し
て
し
ま
う
人
間
の
心
理
を
説
明
し
つ
つ
も
、
横
光
は
親
鸞
の
悪
人
正
機
説
を
参
照
し
、

知
識
階
級
は
「
自
分
を
自
分
の
手
で
獄
に
も
入
れ
る
も
の
」
だ
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
知
識
人
は
自
分
自
身
を
「
悪
人
」
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
意

識
の
必
要
性
を
戦
後
に
お
い
て
問
お
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る

（

１６
）

。 

冒
頭
で
紹
介
し
た
杉
浦
明
平
は
、
横
光
を
「
こ
う
い
う
狂
人
が
瘋
癲
院
に
押
し
込
め
ら
れ
」
な
か
っ
た
の
か
と
批
判
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
も
続

け
て
「
横
光
の
全
作
品
は
精
神
病
理
学
研
究
者
に
博
士
論
文
の
好
資
料
を
提
供
す
る
役
に
し
か
立
た
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
」（「
横
光
利
一
論 

「
旅

愁
」
を
め
ぐ
つ
て
」
前
掲
）
と
述
べ
て
い
く
。
横
光
を
「
狂
人
」
と
措
定
し
「
戦
争
中
の
作
品
傾
向
を
顰
蹙
、
憫
笑
」
す
る
批
評
家
の
一
人
に
数
え

ら
れ
た
で
あ
ろ
う
杉
浦
の
批
評
態
度
は
、「
微
笑
」
で
登
場
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
の
医
者
や
放
送
員
の
姿
と
被
っ
て
み
え
て
く
る
（「
微
笑
」
で
の
「
梶

は
自
分
も
少
し
は
彼
に
伝
染
し
て
、
発
狂
の
き
ざ
し
が
あ
つ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
疑
は
れ
た
」
は
、
梶
＝
横
光
＝
「
狂
人
」
と
い
っ
た
戦
後
の
横

光
評
価
を
逆
手
に
取
っ
た
表
現
な
の
か
も
し
れ
な
い
）。
た
だ
「
紅
い
花
」
の
理
路
に
従
え
ば
、
こ
う
し
た
杉
浦
の
横
光
へ
の
糾
弾
は
、
横
光
を
「
悪
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人
」
と
い
う
「
獄
」
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
で
、
批
判
者
自
身
の
「
善
人
」
性
を
補
強
す
る
行
為
と
も
い
え
る
。
横
光
は
、
自
分
自
身
を
無
謬
の
「
善

人
」
だ
と
固
定
化
し
て
い
こ
う
と
す
る
戦
後
知
識
人
た
ち
へ
批
判
を
向
け
て
い
く
の
で
あ
る
。 

た
し
か
に
、
語
気
や
表
現
が
強
烈
で
あ
る
も
の
の
概
ね
杉
浦
ら
の
横
光
批
判
は
「
正
し
い
」。
戦
時
下
の
作
品
や
発
言
な
ど
を
概
観
し
て
み
れ
ば
、

や
は
り
横
光
の
文
学
活
動
は
「
狂
乱
の
戦
争
へ
戦
争
へ
と
狩
り
立
て
る
の
に
役
立
っ
た
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

（

１７
）

。
ま
た
こ
う
し
た
杉
浦
ら
の
横

光
批
判
が
、
戦
後
の
文
学
の
再
起
動
の
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
し
か
し
、
戦
時
下
を
「
狂
っ
た
」
時
代
と
し
て
、
ま
た

横
光
を
「
悪
人
」
と
し
て
断
罪
・
冷
笑
す
る
だ
け
で
は
「
世
界
は
ま
す
ま
す
二
つ
に
分
れ
て
」
い
く
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
横
光
を
「
善

人
」
だ
っ
た
と
救
済
し
て
い
く
こ
と
も
同
じ
陥
穽
が
待
ち
構
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
必
要
な
の
は
、
狂
い
と
正
常
、
夢
と
現
実
、
善
と
悪
な
ど
の
狭
間

で
揺
れ
動
く
戦
中
戦
後
と
い
う
特
異
な
時
代
を
、「
零
点
五
」
の
地
点
か
ら
扇
風
機
の
羽
根
を
捉
え
る
よ
う
に
、
そ
の
瞬
間
瞬
間
を
掴
み
取
っ
て
い
く

し
か
な
い
。
そ
う
し
た
知
的
営
為
の
中
か
ら
で
し
か
、
横
光
の
「
旅
愁
」
か
ら
続
く
問
題
系
を
捉
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
正

し
い
言
説
、
正
し
い
情
愛
と
い
へ
ど
も
、
微
笑
を
失
へ
ば
不
正
と
な
る
」
の
で
あ
る
。 

戦
後
、
徐
々
に
「
苦
し
げ
な
表
情
」
に
な
っ
て
い
っ
た
横
光
は
、
そ
れ
で
も
な
お
微
笑
を
浮
か
べ
よ
う
と
し
て
い
た
。
横
光
が
最
期
に
残
し
た
そ

の
「
微
笑
」
は
、
戦
中
か
ら
戦
後
そ
し
て
イ
マ
・
コ
コ
に
生
き
る
我
々
に
も
届
き
う
る
光
線
な
の
で
あ
る
。 

  
 

注 

（
１
） 

も
ち
ろ
ん
、
佐
藤
卓
己
『
八
月
十
五
日
の
神
話
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
五
年
七
月
）。
佐
藤
卓
己
・
孫
安
石
編
『
東
ア
ジ
ア
の
終
戦

記
念
日 

敗
北
と
勝
利
の
あ
い
だ
』（
ち
く
ま
新
書
、
二
〇
〇
七
年
七
月
）
な
ど
が
正
し
く
指
摘
す
る
よ
う
に
、
戦
後
と
い
う
時
代
は
八

月
一
五
日
を
境
に
明
瞭
に
区
分
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
絶
え
ず
ゆ
ら
ぎ
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、
横
光
は
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ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
翌
日
か
ら
始
ま
る
『
夜
の
靴
』（
鎌
倉
文
庫
、
一
九
四
七
年
一
一
月
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
て
、「
終
戦
の
日
か
ら

自
宅
に
帰
る
日
ま
で
の
、
お
よ
そ
百
ヶ
日
間
ほ
ど
の
こ
と
」
（
二
四
九
頁
）
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
横
光
に
と
っ
て
の
「
終
戦
」
意

識
は
、
八
月
一
五
日
を
起
点
に
し
て
い
る
と
い
え
る
。 

（
２
） 
『
旅
愁
』
の
改
稿
作
業
と
は
も
ち
ろ
ん
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（G

en
eral 

H
ead

q
u
arters

／S
u
p
rem

e 
C

o
m

m
an

d
er 

fo
r 

th
e 

A
llied

 
P

o
w

ers
）
に
よ
る
事
前
検
閲
の
こ
と
で
あ
る
。
一
連
の
検
閲
の
経
緯
と
内
情
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
十
重
田
裕
一
の
詳
細
な
研
究
、
例
え

ば
「
せ
め
ぎ
合
う
占
領
期
事
前
検
閲
と
改
造
社
文
芸
出
版 

一
九
四
五
―
四
六
年
・
横
光
利
一
『
旅
愁
』
を
中
心
に
」（『
日
本
文
学
』

六
四
巻
一
一
号
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）、「
占
領
期
メ
デ
ィ
ア
検
閲
と
横
光
利
一
『
旅
愁
』 

プ
ラ
ン
ゲ
文
庫
所
蔵
の
校
正
刷
か
ら
の

照
明
」
（
『
文
学
』
一
七
巻
六
号
、
二
〇
一
六
年
一
一
月
）
な
ど
が
あ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。 

（
３
）
由
良
哲
次
の
証
言
（
井
上
謙
『
横
光
利
一 

評
伝
と
研
究
』
お
う
ふ
う
、
一
九
九
四
年
一
一
月
、
四
六
九
―
四
七
〇
頁
）
に
よ
る
と
、

横
光
の
健
康
不
調
は
既
に
戦
時
中
か
ら
そ
の
影
を
落
と
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
症
状
が
悪
化
す
る
の
は
『
旅
愁
』
の
改
稿
作
業
の
時
期

か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
戦
後
版
『
旅
愁
』
の
編
集
を
手
掛
け
た
木
佐
木
勝
の
『
木
佐
木
日
記
』（
四
巻
、
現
代
史
出
版
、
一
九
七
五
年
一

〇
月
）
に
よ
る
と
、
『
旅
愁
』
第
一
篇
改
稿
後
の
一
月
一
五
日
に
は
「
憔
悴
が
目
立
っ
て
い
た
」（
七
一
頁
）、
七
月
一
日
に
は
「「
旅

愁
」
も
い
よ
い
よ
最
終
巻
［
論
者
注
：
戦
後
版
『
旅
愁
』
第
四
篇
の
改
稿
作
業
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
］
を
迎
え
て
、
作
者
の
健
康
の

さ
ら
に
衰
え
た
と
も
聞
く
」
（
一
四
三
頁
）
な
ど
の
記
載
が
あ
る
。
井
上
謙
は
「
横
光
利
一 

新
世
紀
へ
の
序
章
」（『
近
畿
大
学
日
本

語
・
日
本
文
学
』
創
刊
号
、
一
九
九
九
年
三
月
）
の
中
で
、
横
光
家
に
千
代
夫
人
記
載
の
病
気
記
録
「
父
の
回
想
」
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
メ
モ
に
は
、
横
光
の
「
病
気
の
遠
因
は
廿
一
年
の
七
月
二
十
三
日
以
来
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
『
旅
愁
』
の
改
稿
作
業
や
戦
後
の
横
光
批
判
が
活
発
化
さ
れ
た
時
期
に
死
に
至
る
病
が
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
井
上
は
そ
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れ
に
加
え
、
身
内
で
あ
っ
た
那
珂
考
平
か
ら
非
難
の
手
紙
が
来
た
こ
と
も
横
光
の
体
調
に
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
い

る
。 

（
４
） 

木
村
徳
三
『
文
芸
編
集
者
の
戦
中
戦
後
』（
大
空
社
、
一
九
九
五
年
七
月
）、「
横
光
さ
ん
の
微
笑
」（『
横
光
利
一
全
集 

月
報
』
一
一

巻
、
河
出
書
房
、
一
九
五
六
年
四
月
）
に
、
一
連
の
経
緯
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
人
間
』
掲
載
時
の
原
稿
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ

Ｐ
の
検
閲
を
恐
れ
て
木
村
が
手
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
十
重
田
裕
一
「
引
き
裂
か
れ
た
本
文 

横
光
利
一
「
微
笑
」
と

事
後
検
閲
に
お
け
る
編
集
者
の
自
主
規
制
」（『
文
学
』
四
巻
五
号
、
二
〇
〇
三
年
九
月
）
を
参
照
の
こ
と
。
本
章
で
引
用
す
る
『
定
本

横
光
利
一
全
集
』
掲
載
の
「
微
笑
」
本
文
は
、
木
村
が
手
を
加
え
て
お
ら
ず
、
ま
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
検
閲
も
特
に
問
題
が
な
か

っ
た
初
版
『
微
笑
』
（
斎
藤
書
店
、
一
九
四
八
年
三
月
）
収
録
の
も
の
を
底
本
と
し
て
い
る
。 

（
５
） 

本
章
第
二
節
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
「
微
笑
」
の
素
材
自
体
は
戦
時
中
か
ら
あ
っ
た
。
し
か
し
、
作
品
内
に
登
場
す
る
ラ
ジ
オ
放
送
が

一
九
四
七
年
七
月
に
放
送
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
、「
微
笑
」
を
執
筆
し
終
え
た
の
は
、
戦
後
版
『
旅
愁
』
の
改
稿
作
業
や
、「
梅
瓶
」

（
『
人
間
』
一
巻
四
号
、
一
九
四
六
年
四
月
）
の
発
表
以
降
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

（
６
） 

栖
方
が
勤
め
て
い
た
機
関
は
、
恐
ら
く
横
須
賀
の
海
軍
航
空
技
術
廠
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
殺
人
光
線
」（
当
時
は
「
Ｚ
装
置
」
と
呼

ば
れ
て
い
た
）
は
、
河
村
豊
『
旧
日
本
海
軍
の
電
波
兵
器
開
発
過
程
を
事
例
と
し
た
第
２
次
大
戦
期
日
本
の
科
学
技
術
動
員
に
関
す
る

分
析
』
（
東
京
工
業
大
学
博
士
論
文
、
二
〇
〇
一
年
一
一
月
）
に
詳
し
い
。
河
村
に
よ
れ
ば
、
海
軍
が
「
Ｚ
装
置
」
の
研
究
を
立
案
し
た

時
期
は
一
九
四
二
年
七
月
頃
で
あ
り
、
そ
の
後
九
月
に
「
Ｚ
装
置
」
の
研
究
に
関
す
る
訓
令
が
発
令
さ
れ
、
翌
年
に
は
同
研
究
所
で
か

な
り
の
規
模
で
実
施
さ
れ
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
実
験
の
際
、
約
三
七
〇
名
の
研
究
者
や
助
手
と
い
っ
た
係
官
が
必
要
と
さ
れ

大
学
の
物
理
学
者
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
Ｚ
装
置
開
発
の
た
め
の
新
た
な
研
究
所
の
設
置
が
計
画
さ
れ
、
一
九
四
三
年
五
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月
に
静
岡
県
島
田
に
設
立
さ
れ
た
海
軍
技
術
研
究
所
に
「
Ｚ
装
置
」
開
発
の
拠
点
を
移
し
た
こ
と
な
ど
が
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
参
考
に

な
る
（
「
第
四
章 

電
波
兵
器
開
発
計
画
と
そ
の
初
期
の
対
応
」）。 

（
７
） 

た
だ
、
相
対
性
理
論
に
対
す
る
疑
義
自
体
は
同
時
代
か
ら
も
み
ら
れ
、
そ
の
代
表
者
と
し
て
土
井
不
曇
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。
土
井

は
既
に
一
九
二
〇
年
代
に
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
相
対
性
理
論
の
否
定
』（
総
文
館
、
一
九
二
二
年
九
月
）
を
上
梓
し
て
お
り
、
作
品
内
時

間
と
比
較
的
近
い
も
の
だ
と
「
相
對
性
理
論
の
内
部
的
不
合
理
を
論
ず
」（『
理
化
學
研
究
所
彙
報
』
一
三
巻
一
号
、
一
九
三
四
年
一

月
）
、
「
相
對
性
理
論
を
駁
す
」
（
『
理
化
學
研
究
所
彙
報
』
一
七
巻
一
二
号
、
一
九
三
八
年
一
二
月
）
な
ど
の
論
文
が
あ
る
。
栖
方
の

「
あ
れ
は
仮
説
が
間
違
つ
て
ゐ
る
の
で
す
よ
」
と
語
る
内
容
そ
れ
自
体
は
、
同
時
代
空
間
に
お
い
て
決
し
て
荒
唐
無
稽
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。 

（
８
） 

た
だ
河
田
和
子
は
、
殺
人
光
線
の
射
程
範
囲
が
同
記
事
で
は
せ
い
ぜ
い
「
一
千
米
」、「
微
笑
」
で
は
「
三
千
メ
ー
ト
ル
」
と
記
さ
れ
て

い
る
点
に
注
目
し
、
「
い
わ
ば
仮
想
現
実
に
似
た
時
空
を
「
微
笑
」
で
は
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。「
微
笑
」
で
は
、
そ
う
し
た
現
実
と

夢
と
が
入
り
交
じ
っ
た
戦
中
の
意
識
を
相
対
化
し
な
が
ら
、
戦
後
の
意
識
も
表
わ
さ
れ
て
い
る
」（「
横
光
利
一
の
戦
中
戦
後
と
「
微

笑
」
」
『
近
代
文
学
論
集
』
三
一
号
、
二
〇
〇
五
年
一
一
月
）
と
指
摘
す
る
。 

（
９
） 

芹
澤
光
興
は
「
栖
方
の
死
を
予
感
し
た
梶
が
、
し
か
し
そ
の
〈
死
に
方
〉
に
つ
い
て
は
何
も
考
え
ら
れ
ず
、
ま
た
考
え
よ
う
と
も
し
な

か
っ
た
こ
と
」
に
着
目
し
、
「
彼
の
予
感
が
栖
方
に
お
け
る
客
観
的
必
然
性
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
自
身
の
主
観
的
必
要
性
か
ら
生
れ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
横
光
に
と
っ
て
、
栖
方
は
ま
さ
し
く
《
大
東
亜
戦
争
》
と
と
も
に
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ
存
在
だ
っ
た
」（「
夢

か
ら
の
「
微
笑
」
」
『
名
古
屋
短
期
大
学
研
究
紀
要
』
二
一
号
、
一
九
八
三
年
五
月
）
と
述
べ
て
い
る
。
本
章
で
の
モ
デ
ル
で
あ
っ
た
栖

方
の
書
き
変
え
の
問
題
と
も
通
ず
る
指
摘
で
あ
る
だ
ろ
う
。 
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（
１０
） 

『
読
売
新
聞
』（
朝
刊
、
一
九
四
七
年
七
月
二
五
日
）
の
ラ
ジ
オ
欄
か
ら
の
情
報
に
よ
る
。 

（
１１
） 

東
京
都
立
松
沢
病
院
は
日
本
で
初
め
て
の
精
神
病
院
で
あ
っ
た
。
文
学
界
隈
で
い
え
ば
、
一
九
三
〇
年
に
検
挙
さ
れ
市
谷
刑
務
所
の
収

容
中
に
拘
禁
反
応
と
な
っ
た
中
本
た
か
子
、「
微
笑
」
発
表
の
翌
年
の
一
九
四
九
年
に
、
愛
人
刺
傷
事
件
の
た
め
田
中
英
光
が
、
そ
れ
ぞ

れ
松
沢
病
院
に
入
院
し
て
い
る
。
ま
た
大
川
周
明
が
東
京
裁
判
以
降
、
精
神
鑑
定
の
た
め
一
九
四
六
年
か
ら
四
八
年
に
か
け
て
入
院
し

て
い
た
の
も
同
病
院
で
あ
る
。
横
光
と
の
関
係
だ
と
、
新
感
覚
派
映
画
連
盟
の
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
た
『
狂
つ
た
一
頁
』（
衣
笠
貞
之

助
監
督
作
、
一
九
二
六
年
上
映
）
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
が
、
こ
の
松
沢
病
院
で
あ
っ
た
。
詳
し
く
は
岡
田
靖
雄
「
作
品
を
と
お
し
て

み
る
松
沢
病
院
一
〇
〇
年
史
」
（
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
二
六
巻
二
号
、
一
九
八
〇
年
四
月
）
を
参
照
の
こ
と
。 

（
１２
） 

松
沢
病
院
に
勤
務
し
て
い
た
看
護
師
の
鈴
木
は
る
子
が
、「
精
神
医
学
の
重
要
性
は
ま
だ
一
般
に
認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
精
神
病
者
は

単
に
気
狂
い
と
し
て
斥
け
ら
れ
、
不
幸
な
こ
の
人
達
に
対
し
て
一
般
の
人
は
同
情
は
も
と
よ
り
関
心
さ
え
寄
せ
な
い
状
態
で
は
な
い

か
」
（
「
心
を
病
め
る
者
と
共
に 

松
澤
病
院
看
護
婦
の
手
記
」『
婦
人
公
論
』
三
八
一
号
、
一
九
四
九
年
二
月
）
と
嘆
い
て
い
る
よ
う

に
、
世
間
一
般
の
精
神
病
患
者
に
対
す
る
認
識
は
、
ラ
ジ
オ
番
組
の
内
容
同
様
冷
た
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 

（
１３
） 

石
川
巧
は
「
師
／
弟
小
説
と
し
て
の
「
微
笑
」 
栖
方
の
微
笑
は
な
ぜ
「
美
し
い
」
の
か
」（
前
掲
）
に
お
い
て
、「
他
者
の
厳
し
い
視

線
に
晒
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
栖
方
は
、
精
神
を
休
め
る
た
め
に
〈
師
〉
を
必
要
と
し
て
い
た
」
の
に
対
し
、
梶
は
「
栖
方
の
心
に
浸
透

す
る
言
葉
を
探
す
こ
と
を
怠
る
だ
け
で
な
く
、〈
弟
〉
と
し
て
受
け
容
れ
る
こ
と
自
体
も
拒
絶
す
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）〈
弟
〉
の
立
場

で
信
頼
で
き
る
〈
師
〉
を
求
め
た
栖
方
を
し
か
と
受
け
止
め
よ
う
と
は
せ
ず
、
彼
の
言
葉
を
戦
後
日
本
に
生
き
る
す
べ
て
の
人
々
に
開

い
て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
そ
の
問
題
性
を
指
摘
す
る
。
た
し
か
に
傾
聴
す
べ
き
論
考
だ
が
、
モ
デ
ル
で
あ
る
ラ
ジ
オ
放
送
の
内
容
や
狂

人
達
を
冷
笑
し
て
い
く
戦
後
空
間
や
、
栖
方
の
も
う
一
人
の
〈
師
〉
と
も
い
え
る
高
田
が
栖
方
に
つ
い
て
「
死
児
の
齢
を
算
へ
る
つ
ま
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ら
な
さ
で
、
た
だ
曖
昧
な
笑
ひ
を
も
ら
す
の
み
だ
つ
た
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
か
き
消
え
て
い
く
多
く
の
記
憶
の
中
で
、

ま
す
ま
す
鮮
明
に
膨
れ
あ
が
つ
て
来
る
」
と
し
て
梶
が
栖
方
の
記
憶
を
回
想
し
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
戦
時
中
の
栖
方
を
「
受

け
止
め
よ
う
と
」
し
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
梶
は
そ
の
後
悔
の
念
か
ら
、
戦
時
中
の
時
間
意
識
に
引
き
ず
ら
れ
、
ま
た
狂
人
達
を
冷
笑

し
顧
み
な
い
戦
後
の
人
々
に
向
け
て
、
栖
方
の
記
憶
を
語
り
出
す
と
解
釈
で
き
う
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

（
１４
）
栖
方
の
「
微
笑
」
が
登
場
す
る
箇
所
に
注
目
し
て
み
れ
ば
、「
赤
児
が
初
め
て
笑
ひ
出
す
靨
の
や
う
な
、
消
え
や
す
い
笑
ひ
」
や
、
繰
り

返
さ
れ
る
「
ぱ
ッ
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
扇
風
機
の
羽
根
の
姿
の
よ
う
に
瞬
間
的
に
表
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。 

（
１５
） 

横
光
と
亀
井
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
神
谷
忠
孝
が
「
横
光
利
一
の
戦
後 

禅
か
ら
親
鸞
へ
」（『
横
光
利
一
論
』
前
掲
）
に
て
両
者
の
戦

中
・
戦
後
の
親
鸞
受
容
を
取
り
上
げ
そ
の
類
縁
性
を
指
摘
し
て
い
る
。 

（
１６
） 

二
項
対
立
の
図
式
と
、
他
方
を
排
し
て
い
く
力
学
へ
の
批
判
の
ま
な
ざ
し
は
そ
の
後
も
散
見
で
き
る
。
例
え
ば
、
横
光
の
明
治
大
学
の

講
師
時
代
の
教
え
子
で
あ
り
、
ル
ソ
ン
島
で
戦
病
死
し
た
桔
梗
五
郎
の
追
悼
文
の
一
節
、
「
判
断
力
が
表
現
力
よ
り
も
正
し
く
、
そ
の
二

つ
の
そ
ぐ
は
ぬ
部
分
で
苦
し
ん
だ
や
う
で
あ
る
が
、
そ
こ
を
い
つ
も
微
笑
で
通
過
さ
せ
て
誤
ま
ち
が
な
か
つ
た
と
こ
ろ
に
、
桔
梗
流
の

哲
学
も
出
か
か
つ
て
来
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
」
（「
桔
梗
君
の
相
」『
批
評
』
八
巻
二
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
）
や
、「
微
笑
」
と
同
時

期
に
発
表
さ
れ
た
「
悪
人
の
車 

覚
書
」（『
改
造
』
二
九
巻
一
号
、
一
九
四
八
年
一
月
）
で
の
「
右
翼
と
い
へ
ば
、
一
言
で
、
そ
れ
に

対
立
す
る
反
対
の
左
翼
と
い
ふ
言
葉
に
随
分
一
切
の
事
実
の
死
を
意
味
し
、
左
翼
と
い
へ
ば
、
こ
れ
に
反
す
る
右
翼
全
面
の
死
を
願
ふ

意
味
を
持
つ
」
が
そ
れ
に
あ
た
る
。 

（
１７
） 

横
光
の
戦
後
に
な
っ
て
も
対
抗
勢
力
や
そ
こ
に
い
る
人
々
を
排
し
て
い
こ
う
と
す
る
力
学
へ
の
注
目
は
卓
見
だ
と
い
え
る
。
し
か
し
、

芹
澤
光
興
が
「
あ
る
日
す
べ
て
が
終
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
心
理
的
断
絶
ゆ
え
に
、
そ
れ
は
ひ
た
す
ら
純
化
さ
れ
て
い
く
。
否
、
総
て
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の
可
能
性
が
崩
壊
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
こ
そ
、
人
は
自
ら
の
夢
を
夢
と
し
て
純
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」（「
夢
か
ら
の

「
微
笑
」
」
前
掲
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
戦
中
期
の
事
象
を
往
々
に
し
て
純
化
・
美
化
し
過
ぎ
る
危
険
性
も
孕
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
栖

方
の
純
粋
無
垢
で
美
し
い
微
笑
と
い
っ
た
表
象
の
さ
れ
方
が
、
戦
時
下
に
発
表
さ
れ
た
横
光
の
「
特
攻
隊
」（『
文
芸
』
二
巻
三
号
、
一

九
四
五
年
三
月
）
の
一
節
「
幼
児
の
唇
に
初
め
て
泛
ん
で
消
え
る
微
笑
の
ご
と
き
無
垢
、
類
ひ
稀
な
る
名
華
の
微
笑
で
あ
ら
う
か
」
と

連
続
性
を
有
し
て
い
る
と
い
う
仁
平
政
人
の
指
摘
（「
横
断
す
る
〈
希
望
〉 

横
光
利
一
「
微
笑
」
に
お
け
る
〈
戦
中
／
戦
後
〉」『
横
光

利
一
研
究
』
五
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
は
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
戦
中
と
い
う
時
代
を
切
断
せ
ず
、
し
か
し
純
化
・
美
化
し

過
ぎ
る
こ
と
も
な
く
戦
中
戦
後
と
い
う
時
代
を
正
当
に
見
据
え
て
い
く
、（「
微
笑
」
と
は
異
な
る
形
で
の
）「
明
晳
」
さ
も
ま
た
必
要
な

の
で
あ
る
。 

 



終章 横光利一の足跡を辿り終え

 

- 154 - 

 

 

終
章 

横
光
利
一
の
足
跡
を
辿
り
終
え
て 

 

一 

飛
ぶ
た
め
の
羽
根
を
探
し
求
め
て 

 

全
六
章
に
わ
た
っ
て
、
横
光
利
一
の
欧
州
体
験
と
帰
国
後
の
日
本
表
象
の
考
察
を
行
っ
て
き
た
。
本
論
文
の
最
後
に
各
論
の
考
察
結
果
を
踏
ま

え
、
一
貫
し
た
テ
ー
マ
や
横
光
の
思
想
の
変
遷
に
つ
い
て
素
描
し
て
い
く
。 

ま
ず
は
、
横
光
の
欧
州
体
験
や
「
旅
愁
」
で
提
出
さ
れ
た
土
へ
の
着
目
が
、
徐
々
に
空
へ
と
向
か
っ
て
い
く
点
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
第
四
章

に
て
詳
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
横
光
や
矢
代
達
は
、
石
の
都
市
パ
リ
と
土
の
日
本
と
い
う
対
立
構
図
を
描
く
こ
と
で
日
本
と
欧
州
と
の
差
異
を
、

ま
た
日
本
人
を
植
物
的
存
在
だ
と
み
な
す
こ
と
で
郷
里
と
自
分
の
足
と
の
調
和
を
描
出
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
が
進
む
に
つ
れ
、
そ
う

し
た
土
へ
の
関
心
が
徐
々
に
空
へ
と
向
か
っ
て
い
く
。
例
え
ば
、
「
旅
愁
」
内
に
て
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
に
滅
ぼ
さ
れ
た
矢
代
家
の
歴
史
を
千
鶴
子
に
伝

え
る
べ
き
か
ど
う
か
悩
ん
だ
際
、
矢
代
は
ふ
と
遠
方
を
見
上
げ
、「
千
鶴
子
の
カ
ソ
リ
ツ
ク
も
母
の
仏
教
も
と
も
に
彼
か
ら
意
味
を
失
ひ
、
溶
け
混

じ
た
空
な
る
も
の
に
見
え
る
」
（
「
旅
愁
（
第
四
篇
）」『
文
学
界
』
一
〇
巻
一
二
号
、
一
九
四
三
年
一
二
月
）
と
思
う
。
矢
代
家
の
歴
史
や
仏
教
、

千
鶴
子
の
カ
ソ
リ
ッ
ク
と
い
う
境
遇
が
混
じ
り
合
っ
て
い
く
可
能
性
が
、
空
と
い
う
表
現
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
土

に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
る
以
上
、
そ
の
土
地
（
ト
ポ
ス
）
が
異
な
っ
て
い
る
人
や
文
化
な
ど
は
相
容
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か

し
、
そ
う
し
た
「
断
層
」
を
越
え
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
空
が
見
出
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
例
が
、「
旅
愁
」
第
五
篇
、
矢
代
の
自
宅
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で
の
場
面
に
あ
る
。 

 

前
か
ら
矢
代
の
家
の
茶
の
間
と
風
呂
場
の
角
に
柱
が
あ
つ
て
、
そ
こ
に
一
分
ば
か
り
の
小
さ
な
穴
が
あ
い
て
ゐ
た
。
そ
の
穴
か
ら
白
蟻
が
噴

き
で
て
来
た
。
（
中
略
）
そ
し
て
、
全
体
が
光
線
の
射
す
廂
の
方
へ
じ
り
じ
り
移
動
し
つ
つ
、
直
接
日
光
を
う
け
た
柱
の
角
ま
で
く
る
と
、
そ

こ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
空
へ
む
か
つ
て
飛
び
た
つ
た
。
小
粒
で
数
万
の
大
群
な
が
ら
も
、
初
め
か
ら
秩
序
整
然
と
し
て
ゐ
て
、
誰
か
号
令
す
る
も

の
の
あ
る
や
う
な
風
韻
あ
る
動
き
で
間
も
な
く
、
あ
た
り
に
は
一
疋
の
姿
も
見
え
な
く
な
つ
た
。（
中
略
）
こ
こ
で
も
何
ご
と
か
旅
立
ち
が
な

さ
れ
て
ゐ
た
の
だ
つ
た
。
／
彼
は
蟻
の
立
つ
た
柱
を
叩
い
て
み
た
。
中
に
空
洞
の
あ
る
ら
し
い
乾
い
た
音
を
聞
き
な
が
ら
、
彼
は
自
分
と
千
鶴

子
と
の
結
婚
も
、
か
う
し
て
巣
立
つ
て
ゆ
か
う
と
し
て
ゐ
る
旅
立
ち
に
似
て
ゐ
る
と
も
思
つ
た
。
（「
旅
愁
（
第
五
篇
）」『
文
芸
春
秋
』
二
三
巻

一
号
、
一
九
四
五
年
一
月
） 

 

家
の
土
台
の
柱
を
食
べ
て
い
た
白
蟻
が
「
空
へ
む
か
つ
て
飛
び
た
つ
た
」
様
を
矢
代
は
目
撃
し
、
「
自
分
と
千
鶴
子
と
の
結
婚
も
、
か
う
し
て
巣

立
つ
て
ゆ
か
う
と
し
て
ゐ
る
旅
立
ち
に
似
て
ゐ
る
と
も
思
つ
た
」
と
あ
る
。
「
旅
愁
」
で
の
中
心
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
矢
代
と
千
鶴
子
の
結
婚
や
、

家
（
歴
史
）
の
問
題
、
東
洋
と
西
洋
の
対
決
と
調
和
と
い
っ
た
要
素
が
空
と
い
う
表
象
に
よ
っ
て
、
昇
華
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
空
の
モ
チ
ー
フ
は
、
戦
後
発
表
さ
れ
た
「
微
笑
」
（『
人
間
』
三
巻
一
号
、
一
九
四
八
年
一
月
）
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
栖
方

が
訪
れ
よ
う
と
す
る
際
、
梶
は
「
彼
ら
の
悩
み
、
―
―
そ
れ
も
み
な
数
学
者
の
さ
な
ぎ
が
羽
根
を
伸
ば
す
に
必
要
な
、
何
か
食
ひ
散
ら
す
葉
の
一

枚
と
な
つ
て
ゐ
た
自
分
の
標
札
を
思
ふ
と
、
さ
な
ぎ
の
顔
の
悩
み
を
見
た
か
つ
た
」
と
あ
る
。「
旅
愁
」
で
は
白
蟻
だ
っ
た
が
、「
微
笑
」
に
お
い

て
は
、
栖
方
を
「
さ
な
ぎ
」
に
例
え
、
彼
ら
が
自
分
の
家
の
標
札
を
「
食
ひ
散
ら
す
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
羽
根
を
伸
ば
」
し
、
飛
翔
し
て
い
こ
う
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と
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
「
微
笑
」
最
終
部
で
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
く
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
何
よ
り
美
し
か
つ
た
栖
方
の
あ
の
初
春
の
や
う
な
微
笑
を
思
ひ
出
す
と
、
見
上
げ
て
ゐ
る
空
か
ら
落
ち
て
来
る
の
を
待
つ

心
が
自
ら
定
つ
て
来
る
の
が
、
梶
に
は
不
思
議
な
こ
と
だ
つ
た
。
そ
れ
は
い
ま
の
世
の
人
た
れ
も
が
待
ち
望
む
一
つ
の
明
晳
判
断
に
似
た
希
望

で
あ
つ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
冷
笑
す
る
が
ご
と
く
世
界
は
ま
す
ま
す
二
つ
に
分
れ
て
押
し
あ
ふ
排
中
律
の
さ
中
に
あ
つ
て
漂
ひ
ゆ
く
ば
か

り
で
あ
る
。
梶
は
、
廻
転
し
て
ゐ
る
扇
風
機
の
羽
根
を
指
差
し
ぱ
ッ
と
明
る
く
笑
つ
た
栖
方
が
、
今
も
ま
だ
人
人
に
云
ひ
つ
づ
け
て
ゐ
る
や
う

に
思
は
れ
る
。
／
「
ほ
ら
、
羽
根
か
ら
視
線
を
脱
し
た
瞬
間
、
廻
つ
て
ゐ
る
こ
と
が
分
る
で
せ
う
。
僕
も
い
ま
飛
び
出
し
た
ば
か
り
で
す
よ
。

ほ
ら
。
」 

 

生
前
栖
方
が
扇
風
機
の
「
羽
根
」
を
掴
ま
え
る
際
に
発
し
た
台
詞
を
梶
が
思
い
出
し
た
と
こ
ろ
で
物
語
は
閉
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
僕

も
い
ま
飛
び
出
し
た
」
と
い
う
発
言
に
は
、
当
初
「
さ
な
ぎ
」
だ
っ
た
栖
方
が
「
羽
根
」
を
獲
得
し
、
空
に
飛
び
立
っ
て
い
っ
た
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
い
け
ば
、
土
か
ら
の
脱
却
の
先
に
空
が
想
定
さ
れ
、「
旅
愁
」
で
は
白
蟻
が
、「
微
笑
」
で
は
栖
方

が
、
そ
れ
ぞ
れ
家
の
柱
や
標
札
を
養
分
に
取
り
、
「
羽
根
」
を
獲
得
し
、
空
へ
飛
び
立
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
想
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
、
横
光
の
代
表
的
な
俳
句
「
蟻
台
上
に
飢
ゑ
て
月
高
し
」（「
蟻
」『
書
方
草
紙
』
白
水
社
、
一
九
三
一
年
一

一
月
）
で
あ
る
。
こ
の
句
に
つ
い
て
、
中
田
雅
敏
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。 

 

小
さ
な
蟻
が
台
上
に
攀
じ
登
っ
て
飢
え
を
訴
え
な
が
ら
月
を
仰
ぎ
見
て
い
る
そ
の
姿
こ
そ
横
光
自
身
の
姿
で
あ
り
、
横
光
の
野
心
と
貪
欲
な
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ま
で
の
執
着
心
と
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
し
粒
ほ
ど
の
小
さ
な
蟻
が
、
と
ど
き
も
し
な
い
天
空
の
月
を
眺
め
て
飢
餓
を
訴
え
る
と
こ
ろ

に
、
お
の
れ
の
芸
術
と
文
学
の
完
成
と
を
求
め
て
頑
く
な
な
ま
で
に
孤
軍
奮
闘
し
て
い
る
横
光
の
姿
が
見
え
て
来
る
。（「
臺
上
の
蟻
」
『
横
光

利
一 

文
学
と
俳
句
』
勉
誠
社
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
、
一
八
三
―
一
八
四
頁
） 

 

こ
こ
で
の
「
蟻
」
が
横
光
自
身
を
指
し
示
す
と
す
れ
ば
、「
旅
愁
」
と
「
微
笑
」
で
み
て
き
た
空
へ
の
志
向
が
さ
ら
に
意
義
深
い
も
の
に
み
え
て

く
る
だ
ろ
う
。
人
間
は
空
が
飛
べ
な
い
以
上
、
そ
の
土
地
に
根
を
下
ろ
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
戦
争
の
勃
発
に
よ
り
様
々
な
対
立
構
造
が

生
み
出
さ
れ
て
い
く
中
、
横
光
は
そ
う
し
た
争
い
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
、
空
を
飛
ぶ
「
羽
根
」
を
探
し
求
め
て
い
く
の
で
あ
る
。
土
か
ら

空
へ
、
こ
こ
に
横
光
の
晩
年
の
境
地
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

二 

一
〇
〇
年
目
の
「
旅
愁
」
論
の
た
め
に 

 

最
期
に
、
全
六
章
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
特
に
各
章
に
お
け
る
共
通
性
を
概
括
し
つ
つ
、
欧
州
体
験
と
帰
国
後
の
日
本
表

象
に
関
す
る
作
品
群
の
可
能
性
・
問
題
性
を
指
摘
し
本
論
文
を
閉
じ
た
い
。 

各
章
で
の
考
察
結
果
を
踏
ま
え
わ
か
っ
て
き
た
点
は
、
横
光
は
あ
く
ま
で
も
自
身
の
身
体
に
接
着
し
た
要
素
を
拠
り
所
に
し
て
日
本
（
語
）
回

帰
に
迫
ろ
う
と
し
た
こ
と
、
そ
し
て
二
項
対
立
を
意
識
し
つ
つ
も
そ
こ
か
ら
零
れ
落
ち
、
ま
た
対
立
そ
の
も
の
を
無
化
さ
せ
て
い
く
要
素
へ
の
注

目
に
あ
る
。 

例
え
ば
、
第
一
章
で
は
、
外
国
で
俳
句
を
詠
む
困
難
さ
を
通
し
て
、
言
語
は
無
色
透
明
で
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
く
、
多
分
に
歴
史
性
や
伝
統
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が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
。
第
二
章
で
は
、
観
光
者
で
も
定
住
者
に
も
な
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
横
光
自
身
の
境
遇
が
、
人
民
戦
線
運

動
の
最
中
、
零
れ
落
ち
そ
う
に
な
る
外
国
人
達
に
目
を
向
け
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
点
。
第
三
章
で
は
、
西
洋
で
あ
り
つ
つ
も
東
洋
的
な
歴
史
を

持
つ
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
い
う
国
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
西
洋
と
東
洋
の
紐
帯
の
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し
た
点
。
第
四
章
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

観
戦
を
通
じ
て
、
身
体
は
言
語
同
様
無
色
透
明
な
も
の
で
は
な
く
、
属
し
て
い
る
環
境
か
ら
多
分
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
点
。
第
五
章
で

の
矢
代
の
古
神
道
の
発
話
の
実
践
は
、
心
身
並
び
に
現
在
と
過
去
を
統
一
し
よ
う
と
す
る
狙
い
が
あ
っ
た
点
。
第
六
章
で
は
、
他
方
を
排
す
る
形

で
保
持
さ
れ
る
定
理
〈
排
中
律
〉
を
越
え
る
も
の
と
し
て
、
栖
方
の
微
笑
を
位
置
付
け
よ
う
と
し
た
点
、
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。 

具
体
的
な
身
体
や
言
語
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
文
学
活
動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
横
光
の
創
作
姿
勢
は
、
新
感
覚
派
と
称
さ
れ
た
頃
か
ら
一
貫
し

た
も
の
だ
と
い
え
る
。
渡
欧
前
年
、
横
光
は
藤
澤
桓
夫
に
欧
州
体
験
を
経
て
「
新
感
覚
派
が
も
う
一
度
、
僕
に
は
来
る
の
で
す
」（「
藤
澤
桓
夫
宛

書
簡
」
一
九
三
五
年
一
二
月
一
九
日
消
印
）
と
書
い
て
い
た
こ
と
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
横
光
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
す
る
こ
と
で
、
身
体
や

言
語
の
問
題
に
つ
い
て
、
再
考
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
第
五
章
に
て
論
じ
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
試
み
は
、
自
身

の
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
身
体
や
言
語
が
西
洋
由
来
の
も
の
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
づ
き
を
与
え
た
。
そ
う
し
た
西
洋
意
識
の
脱

色
化
を
図
っ
た
作
品
こ
そ
が
、
「
旅
愁
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
こ
う
し
た
横
光
の
思
想
や
作
品
群
に
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
自
身
の
個
別
的
な
身
体
や
言
語
へ
の
探
求
が
、
国
民
国
家
の
強
化
へ

と
接
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
へ
の
無
自
覚
さ
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。
例
え
ば
、
第
五
章
の
注
（
１０
）
で
記
し
た
よ
う
に
、
儀
礼
的
な
矢
代
の
「
イ
ウ

エ
」
の
発
話
は
、
「
起
源
へ
の
同
一
化
」
へ
の
欲
望
と
も
解
釈
で
き
る
し
、
西
川
長
夫
が
『
国
民
国
家
論
の
射
程 

あ
る
い
は
「
国
民
」
と
い
う
怪

物
に
つ
い
て
〔
増
補
版
〕
』
（
柏
書
房
、
二
〇
一
二
年
三
月
）
の
中
で
提
言
し
た
国
民
化
の
五
項
目
（
空
間
の
国
民
化
・
時
間
の
国
民
化
・
習
俗
の

国
民
化
・
身
体
の
国
民
化
・
言
語
と
思
考
の
国
民
化
）
に
、「
旅
愁
」
は
少
な
か
ら
ず
抵
触
し
て
く
る
こ
と
だ
ろ
う
。
も
う
一
点
挙
げ
る
と
す
れ
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ば
、
二
項
対
立
か
ら
零
れ
落
ち
る
も
の
や
、
そ
れ
を
相
対
化
す
る
可
能
性
に
注
目
し
て
い
た
も
の
の
、
横
光
自
身
の
身
体
・
言
語
観
に
お
い
て

は
、
そ
う
し
た
要
素
を
是
認
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
、
横
光
が
新
感
覚
派
時
代
に
評
価
さ
れ
て
き
た
の
は
、
翻
訳
文
体
に
よ
っ
て
培

っ
て
き
た
、
混
合
・
雑
種
的
な
要
素
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
だ
が
横
光
は
、
そ
の
よ
う
な
混
在
し
た
言
語
・
身
体
を
良
し
と
せ
ず
、

「
純
粋
」
・
「
正
規
」
性
へ
と
向
か
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
日
本
的
な
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
く
戦
時
下
と
い
う
時
代
状
況
や
、
文
壇

の
代
表
者
と
し
て
の
立
場
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

し
か
し
、
序
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本
の
「
近
代
」
を
背
負
い
、
ま
た
日
本
文
学
の
代
表
者
と
な
っ
た
横
光
の
欧
州
体
験
と
帰
国
後
の
作
品

群
は
、
現
在
の
我
々
に
お
い
て
も
様
々
な
視
座
を
与
え
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
特
に
身
体
や
言
語
を
介
し
た
日
本
（
語
）
回
帰
へ
の
隘
路
や
、
二
項

対
立
を
超
え
る
も
の
へ
の
注
目
は
、
今
な
お
古
び
て
い
な
い
課
題
で
あ
ろ
う
。 

本
論
文
で
は
、
横
光
の
足
跡
を
一
歩
一
歩
辿
り
、
時
に
立
ち
止
ま
り
な
が
ら
そ
こ
に
残
さ
れ
た
言
葉
や
意
味
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
こ

で
提
出
さ
れ
た
右
記
の
よ
う
な
問
題
系
は
、
決
し
て
「
冷
笑
」
し
切
り
捨
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
我
々
自
身
の
今
日
的
な
問
題
と
し
て
残
存
し

続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
横
光
は
亡
く
な
る
直
前
、「
今
の
日
本
に
は
、
ワ
シ
の
『
旅
愁
』
を
判
っ
て
く
れ
る
人
が
一
人
も
い
な
い
。
し
か
し
百
年

後
の
人
は
判
っ
て
く
れ
る
と
思
う
よ
」
（
横
光
佑
典
「
父
の
残
し
た
言
葉
」『
横
光
利
一
の
世
界
Ⅱ
』
豊
の
国
宇
佐
市
塾
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
と

家
族
に
漏
ら
し
て
い
た
と
い
う
。
横
光
が
そ
の
胸
中
を
吐
露
し
て
か
ら
七
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
が
、
残
さ
れ
た
課
題
は
未
だ
多
い
。
一
〇
〇
年

目
の
「
旅
愁
」
論
に
向
け
て
、
本
論
文
が
そ
の
道
標
と
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
擱
筆
と
し
た
い
。 
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補
足
資
料
１ 

「
欧
州
紀
行
」・「
旅
愁
」
書
誌
情
報 

 

一 

「
欧
州
紀
行
」 

単行本『欧州紀行』（創元社、1937 年 4 月） 

 

「欧州紀行」 

ス
ヰ
ス
行 

イ
タ
リ
ア
行
１
、
２ 

ハ
ン
ガ
リ
ア
行 

手
紙
２ 

手
紙
１ 

失
望
の
巴
里 

巴
里
ま
で 

家
人
へ
の
手
紙
一 

初
版
で
の
構
成 

「
欧
州
の
旅
四

―
ス
ヰ
ス
行
」『
東
京
日
日
新
聞
』
八
月
一
一
日 

「
欧
州
の
旅
二
～
三

―
イ
タ
リ
ア
行
」『
東
京
日
日
新
聞
』
八
月
八
・
九
日 

「
欧
州
の
旅
一
―
ハ
ン
ガ
リ
ア
行
」
『
東
京
日
日
新
聞
』
八
月
七
日 

四
月
二
二
日
付 

千
代
子
夫
人
宛
書
簡 

四
月
四
日
付 

千
代
子
夫
人
宛
書
簡 

「
失
望
の
巴
里
（
第
二
信
）」『
文
芸
春
秋
』
六
月
一
日 

「
巴
里
ま
で
（
第
一
信
）」『
文
芸
春
秋
』
五
月
一
日 

二
月
二
九
日
付 

千
代
子
夫
人
宛
書
簡 

初
出 

六
月
下
旬
～
七
月
初
め 

六
月
下
旬
～
七
月
初
め 

六
月
下
旬
～
七
月
初
め 

四
月
二
二
日 

四
月
四
日 

三
月
一
〇
日
～
四
月
六
日 

二
月
二
四
日
～
三
月
一
〇
日 

二
月
二
二
日 

物
語
内
時
間
（
一
九
三
六
年
） 
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※
黒
田
大
河
「
作
品
と
し
て
の
『
歐
洲
紀
行
』 

『
旅
愁
』
へ
の
助
走
」
（『
横
光
利
一
と
そ
の
時
代 

モ
ダ
ニ
ズ
ム
・
メ
デ
ィ
ア
・
戦
争
』
前
掲
）
で
の
表
を
参
照
し
論
者
が
作
成 

単行本『欧州紀行』（創元社、1937 年 4 月） 

「
厨
房
日
記
」 

「欧州紀行」 

人
間
の
研
究 

巴
里
か
ら
帰
つ
て 

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
開
会
式 

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
記 

半
球
日
記 

雨
の
南
欧 

花
散
る
巴
里 

ド
ー
ハ
を
超
え
て 

『
改
造
』
一
九
三
七
年
一
月
一
日 

「
人
間
の
研
究
」『
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
七
年
一
月
一
〇
日
～
一
四
日 

 

「
巴
里
か
ら
帰
つ
て
」『
東
京
日
日
新
聞
』
九
月
三
〇
日
～
一
〇
月
二
日 

「
オ
リ
ムマ

マ

ピ
ツ
ク
入
場
式
を
観
る
」『
東
京
日
日
新
聞
』
八
月
二
日 

「
日
本
選
手
へ
の
鬼
門
」『
東
京
日
日
新
聞
』
八
月
五
日 

「
列
国
の
観
衆
挙
つ
て
」『
東
京
日
日
新
聞
』
八
月
七
日 

「
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
村
を
観
る
」『
東
京
日
日
新
聞
』
七
月
二
九
日 

「
半
球
日
記
」『
改
造
』
一
九
三
七
年
四
月
一
日 

初
出
未
詳
（
単
行
本
化
の
際
に
加
筆
さ
れ
た
部
分
か
） 

「
花
散
る
巴
里
―
渡
欧
通
信
」『
文
芸
春
秋
』
八
月
一
日 

「
ド
ー
ハ
を
超
え
て

―
巴
里
通
信
」『
文
芸
春
秋
』
七
月
一
日 

（
小
説
） 

（
随
筆
） 

（
随
筆
） 

八
月
一
日 

八
月
二
日
～
八
月
三
日 

八
月
四
日
～
八
月
五
日 

七
月
二
四
日
～
七
月
二
六
日 

七
月
二
四
日
～
八
月
二
〇
日 

六
月
一
三
日
～
七
月
二
三
日 

五
月
一
八
日
～
六
月
一
二
日 

四
月
七
日
～
五
月
一
三
日 
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【
再
録
本
】 

・
『
刺
羽
集
』
生
活
社
、
一
九
四
二
年
一
二
月
（「
ハ
ン
ガ
リ
ア
行
」「
イ
タ
リ
ア
行
」「
ス
ヰ
ス
行
」
収
録
） 

・
『
欧
州
紀
行
』
講
談
社
学
芸
文
庫
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月 

 

【
全
集
】 

・
『
横
光
利
一
集 
欧
州
紀
行
』
創
造
社
、
一
九
四
〇
年
六
月 

・
『
横
光
利
一
全
集
』
第
二
〇
巻
、
改
造
社
、
一
九
四
九
年
六
月 

・
『
横
光
利
一
全
集
』
第
九
巻
、
河
出
書
房
、
一
九
五
五
年
九
月 

・
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
一
三
巻
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
二
年
七
月
（
決
定
稿
・
底
本
は
初
版
） 

        



補足資料１ 「欧州紀行」・「旅愁」書誌情報

 

- 163 - 

 

二 

「
旅
愁
」 

【
初
出
】 

矢
代
の
巻
（
第
一
篇
相
当
） 

・
『
東
京
日
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
四
月
一
四
日
―
一
九
三
七
年
八
月
六
日
ま
で
通
算
六
五
回
掲
載 

※
最
終
回
（
六
五
回
目
）
末
尾
に
は
「（
矢
代
の
巻
終
）」
と
あ
る
。 

・
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
夕
刊
、
一
九
三
七
年
四
月
一
三
日
―
一
九
三
七
年
七
月
八
日
ま
で
通
算
五
四
回
連
載 

※
『
大
阪
毎
日
新
聞
』
版
は
途
中
で
打
ち
切
り
と
な
る
。 

続
篇
（
第
一
・
二
篇
相
当
） 

・
『
文
芸
春
秋
』
一
九
三
九
年
五
月
―
一
九
四
〇
年
四
月
ま
で
一
二
回
連
載 

第
三
篇 

・
『
文
芸
春
秋
』
一
九
四
二
年
一
月
お
よ
び
一
九
四
二
年
五
月
―
一
九
四
二
年
一
二
月
ま
で
九
回
連
載 

第
四
篇 

・
『
文
芸
春
秋
』
一
九
四
三
年
一
月
―
一
九
四
三
年
三
月
、
お
よ
び
一
九
四
三
年
七
月
―
一
九
四
三
年
八
月
ま
で
五
回
連
載 

・
『
文
学
界
』
一
九
四
三
年
九
月
―
一
九
四
四
年
二
月
ま
で
六
回
連
載 

第
五
篇 

・
『
文
芸
春
秋
』
一
九
四
四
年
六
月
・
一
九
四
四
年
一
〇
月
・
一
九
四
五
年
一
月
の
三
回
連
載 
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梅
瓶 ・

『
人
間
』
一
九
四
六
年
四
月 

 

【
初
版
・
再
録
本
】 

●
戦
前
版
テ
キ
ス
ト 

・
『
旅
愁
』
第
一
篇
、
改
造
社
、
一
九
四
〇
年
六
月
（「
第
一
篇
」
初
版
） 

→
『
東
京
日
日
新
聞
』（
一
九
三
七
年
四
月
一
四
日
―
一
九
三
七
年
八
月
六
日
（
全
六
五
回
））
＋
『
文
芸
春
秋
』（
一
九
三
九
年
五
月
―

一
九
三
九
年
七
月
（
「
続
篇
」
全
一
二
回
の
内
の
三
回
分
）） 

・
『
旅
愁
』
第
二
篇
、
改
造
社
、
一
九
四
〇
年
七
月
（「
第
二
篇
」
初
版
） 

→
『
文
芸
春
秋
』
（
一
九
三
九
年
八
月
―
一
九
四
〇
年
四
月
（「
続
篇
」
全
一
二
回
の
内
の
九
回
分
）） 

・
『
旅
愁
』
第
三
篇
、
改
造
社
、
一
九
四
三
年
二
月
（「
第
三
篇
」
初
版
） 

 

●
戦
後
版
テ
キ
ス
ト
（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
／
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
の
検
閲
＋
横
光
利
一
の
自
主
検
閲
あ
り
） 

・
『
旅
愁
』
第
一
篇
、
改
造
社
、
一
九
四
六
年
一
月 

・
『
旅
愁
』
第
二
篇
、
改
造
社
、
一
九
四
六
年
二
月 

・
『
旅
愁
』
第
三
篇
、
改
造
社
、
一
九
四
六
年
六
月 
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・
『
旅
愁
』
第
四
篇
、
改
造
社
、
一
九
四
六
年
七
月
（「
第
四
篇
」
初
版
） 

 
●
横
光
利
一
死
後
の
『
旅
愁
』
再
録
本 

・
『
旅
愁 
全
』
改
造
社
、
一
九
五
〇
年
一
一
月 

・
『
横
光
利
一
集
』
上
巻
、
新
潮
社
、
一
九
五
一
年
八
月 

・
『
昭
和
文
学
全
集 
横
光
利
一
集
』
角
川
書
店
、
一
九
五
二
年
一
一
月 

・
『
旅
愁
』
前
篇
、
新
潮
社
、
一
九
五
八
年
一
〇
月 

・
『
旅
愁
』
後
篇
、
新
潮
社
、
一
九
五
八
年
一
一
月 

・
『
旅
愁
』
上
巻
、
新
潮
文
庫
、
一
九
六
〇
年
七
月 

・
『
旅
愁
』
中
巻
、
新
潮
文
庫
、
一
九
六
〇
年
八
月 

・
『
旅
愁
』
下
巻
、
新
潮
文
庫
、
一
九
六
〇
年
一
〇
月 

・
『
世
界
名
作
全
集 

旅
愁
』
平
凡
社
、
一
九
六
一
年
四
月 

・
『
昭
和
文
学
全
集 

横
光
利
一
』
角
川
書
店
、
一
九
六
二
年
一
月 

・
『
縮
冊
日
本
文
学
全
集 

現
代
小
説
篇
』
日
本
週
報
社
、
一
九
六
四
年
四
月
（
※
旅
愁
（
抄
）） 

・
『
旅
愁
』
上
巻
、
旺
文
社
文
庫
、
一
九
六
六
年
五
月 

・
『
旅
愁
』
下
巻
、
旺
文
社
文
庫
、
一
九
六
六
年
六
月 

・
『
豪
華
版
日
本
文
学
全
集 

横
光
利
一
集
』
河
出
書
房
社
、
一
九
六
七
年
一
〇
月 
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・
『
グ
リ
ー
ン
版
日
本
文
学
全
集 

横
光
利
一 

旅
愁
（
全
）』
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
八
年
四
月 

・
『
旅
愁
』
上
巻
、
新
潮
文
庫
、
一
九
六
七
年
一
二
月 

・
『
旅
愁
』
下
巻
、
新
潮
文
庫
、
一
九
六
七
年
一
二
月 

・
『
旅
愁
』
上
巻
、
講
談
社
文
芸
文
庫
、
一
九
九
八
年
一
一
月 

・
『
旅
愁
』
下
巻
、
講
談
社
文
芸
文
庫
、
一
九
九
八
年
一
二
月 

・
『
旅
愁
』
上
巻
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
六
年
八
月 

・
『
旅
愁
』
下
巻
、
岩
波
文
庫
、
二
〇
一
六
年
九
月 

 

【
全
集
】 

●
改
造
社
版
全
集 

・
『
横
光
利
一
全
集
』
第
一
六
巻
、
改
造
社
、
一
九
四
八
年
四
月 

・
『
横
光
利
一
全
集
』
第
一
七
巻
、
改
造
社
、
一
九
四
八
年
五
月 

・
『
横
光
利
一
全
集
』
第
一
八
巻
、
改
造
社
、
一
九
四
八
年
六
月
（「
第
五
篇
」「
梅
瓶
」
初
版
） 

 

●
創
元
社
版
全
集 

・
『
横
光
利
一
作
品
集
』
第
七
巻
、
創
元
社
、
一
九
五
一
年
九
月 

・
『
横
光
利
一
作
品
集
』
第
八
巻
、
創
元
社
、
一
九
五
一
年
九
月 
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●
河
出
書
房
版
全
集 

・
『
横
光
利
一
全
集
』
第
八
巻
、
河
出
書
房
、
一
九
五
五
年
一
二
月 

・
『
横
光
利
一
全
集
』
第
一
〇
巻
、
河
出
書
房
、
一
九
五
六
年
一
月 

 

●
河
出
書
房
新
社
版
全
集
（
決
定
稿
） 

・
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
八
巻
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
二
年
二
月 

→
第
一
・
二
・
三
篇
収
録
（
底
本
は
初
版
：
戦
前
版
テ
キ
ス
ト
） 

・
『
定
本
横
光
利
一
全
集
』
第
九
巻
、
河
出
書
房
新
社
、
一
九
八
二
年
三
月 

→
第
四
・
五
篇
・
「
梅
瓶
」
収
録
（
底
本
は
初
出
本
文
） 
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補足資料２ 渡欧年譜 

 

 

 

日付 

（1936年） 

場所 出来事 

2月 15日 東京 銀座のニューグランドで渡欧歓送会。 

2月 16日 東京 高濱虚子が東京で、箱根丸に乗船。 

2月 17日 東京 日本ペンクラブによる渡欧送別会。 

2月 18日 

東京 

神戸 

夕方、東京日日新聞社主催の送別会兼『家族会議』の講演会を行う。午後 9時半、鉄道にて東京発から神戸へ。 

2月 19日 

神戸 

大阪 

大阪に宿泊する（土佐堀の京屋）。 

2月 20日 神戸 日本郵船箱根丸で神戸港から出港。高濱虚子、宮崎一定らと同船となる。機関長には、虚子の弟子の上ノ畑純一がいた。 
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2月 21日 瀬戸内海上  

2月 22日 門司 

門司を通過。妻に「これから出す手紙は保存しておいてほしい」「船中の心理の移動、自然の変化と自分の気持ちを引きくらべてみ

たい」と記す（「家人への手紙 一」）。 

2月 23日 門司  

2月 24日 上海 午後 9時半、上海着。今鷹瓊太郎宅の階下にある内山書店で山本実彦、魯迅、内山完造と出会う。 

2月 25日 東シナ海  

2月 26日 台湾沖 

船中にて 2.26事件を知る（※初出時では 2月 29日に記されているが、高濱虚子・宮崎一定らによれば、27・8日にその報が船内に

届いている）。 

2月 27日 台湾沖  

2月 28日 台湾 朝 8時、香港着。自動車で島を一周の後、街を散策。チャイナメイルのイギリス人記者（2名）の取材を受ける。 

2月 29日 台湾 朝 7時、香港出航。 

3月 1日 印度支那沖  

3月 2日 印度支那沖 赤道付近。かつて佐藤次郎・シャリアピン（ロシアのバス歌手）も箱根丸に乗っていたことを記す。日本へ電報を打つ。 

3月 3日 印度支那沖 

第 1回洋上句会。「古里の便りは無事と衣更」「カムランの島浅黄なる衣更」「衣更はるかに椰子の傾ける」の三句が高濱虚子の選に

入る。夜から風邪をひく。 

3月 4日 シンガポール 朝 8時、シンガポール着。ジョホール王宮、ゴム園などを訪ねる。シンガポール市郊外の玉川園で昼食。夜、高濱虚子と、シンガ
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ポールにいる虚子の門人 20人と句会。「水牛の車入りけり仏桑花」「鰐怒る上には紅の花鬘」の二句が虚子の選に入る。 

3月 5日 

シンガポール 

マラッカ海峡 

正午、シンガポール出港、マラッカ海峡に入る。船内にて、マラッカ海峡で投身自殺をした佐藤次郎の話題が出る。 

3月 6日 ペナン 午後 4時、ペナン入港。これまでの寄港地の中で最も気に入った所であると記す。マレー人に麻袋で作った夏服を褒められる。 

3月 7日 

印度洋 

ベンガル湾 

インド洋にて、広田弘毅内閣誕生の報を聞く。ベンガル湾に入る。地上と海上での感覚の違いについて考察する。 

3月 8日 ベンガル湾 天ぷらを食べたことで胃痛が起きる。 

3月 9日 ベンガル湾 

午後 4時、第 3回洋上句会。胃痛のせいでよい句が出来ず虚子の選に入ったのは「京に似しペナンは月の真下にて」一句のみ。妻

宛てに手紙を書く。 

3月 10日 コロンボ 

紅海の暑さに困る。午後 4時コロンボ着。コロンボの夕暮が美しいと記す。インド人が横光の麻袋の夏服に対し興味を持つ様子が

描かれる。 

3月 11日 

コロンボ 

アラビア海 

正午、コロンボ出港。赤道付近の国と日本との思想の違いを考察する。 

3月 12日 アラビア海 熱帯季語について考えを巡らせる。 

3月 13日 アラビア海 船内という空間における人々の関係性や国籍が違う子供たちとの交流について記す。 

3月 14日 アラビア海 アラビア海。洋上第四回句会。 
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3月 15日 アラビア海 海が荒れる。マラッカ海峡では船客の頭はロマンティックになっていたが、今はリアリスティックに戻ってきたと記す。 

3月 16日 アデン湾 

午後 9時すぎ、アフリカの東端、サマリランドの一角を見る。日向豊作に 3月 5日頃執筆の手紙を出す。夜にはブリッジへ登り星

を見る。 

3月 17日 アデン 

横光の誕生日（満 38歳）。アデン着。現地人からジャスミンの花を貰う。博物館を見学。アラビヤの歴史に思いを寄せる。夕方ア

デン出航。 

3月 18日 紅海 自然（太陽と空）と自意識の関係等について記す。 

3月 19日 紅海 祖国が近づいてきたため外人たちが嬉しそうな様子を記す。海外に対する様々な人の認識について記す。 

3月 20日 紅海 紅海の最終日。日本へ帰る桑名丸とすれ違う。 

3月 21日 エジプト 午後 3時、スエズ運河着。下船して、カイロへ行き、ピラミッド、スフィンクス、博物館など見学。 

3月 22日 

スエズ 

地中海 

 

3月 23日 地中海  

3月 24日 地中海 クレタ島付近を通る。英語の得意な人が人気だったが、フランスが近づくにつれフランス語の得意な人が注目を浴び始める。 

3月 25日 メッシナ海峡 イタリアの先端、メッシナ海峡通過、エトナ火山は雲の中に隠れて見えなかった。夜の 9時、ストロンボリ島の噴火を見る。 

3月 26日 ティレニア海 夕暮れ、コルシカ島とサルデーニャ島の間を通過していく。 

3月 27日 マルセイユ マルセイユ入港・上陸。船内の年長者が税金を取られる。マルセイユの街を廻るが、片足が硬直して動かなくなる。群衆が笑わな
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い様子を記す。 

3月 28日 

マルセイユ 

パリ 

マルセイユを出発、鉄道でパリへ。夕方 6時パリ着。城戸又一と夜宿場に近い酒場へ行きビールを飲む。その様子を目撃した東日

の特派員が驚く。 

3月 29日 パリ 午後 2時から、高濱虚子らとセーヌ川沿いの観光名所を見て廻る。 

3月 30日 パリ  

3月 31日 パリ  

4月 1日 パリ 『文学界』に「横光利一渡欧歓送会」が掲載される。 

4月 2日 パリ  

4月 3日 パリ  

4月 4日 パリ 一週間で「見るべき所は皆見てしまった」と記す。同日付の妻への手紙（「手紙１」）にも同様の記述が見られる。 

4月 5日 パリ  

4月 6日 パリ 頭の中が混乱している状態と、人間の資本が金だということを記す。 

4月 7日 パリ パリに対する印象は毎日のように変化する。ドストエフスキーのパリ滞在を想起する。パリはリリシズムがないと記す。 

4月 8日 パリ 

ホテルを変更するため、リュクサンブール公園近くのホテルを訪ねるが、借りずに終わる。リュクサンブール公園の沢山ある文学

者の像のうち、モンテーニュ像が好きだと記す。 

4月 9日 パリ  
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4月 10日 パリ  

4月 11日 パリ  

4月 12日 パリ ホテルをセレクト・ラスパイユホテルに変更。 

4月 13日 パリ エッフェル塔に登る。岡本太郎と夕食。 

4月 14日 パリ 14日夜から 15日にかけて、妻宛てに手紙を書く。 

4月 15日 パリ 正金銀行に行って 200円を 850フランに換える。 

4月 16日 パリ  

4月 17日 パリ  

4月 18日 パリ  

4月 19日 パリ 蚤の市へ行く。 

4月 20日 パリ  

4月 21日 パリ 総選挙間近とタクシーのストライキの様子を記す。パリの都市空間に関する考察を行う。またフランスと中国が似ていると記す。 

4月 22日 パリ 妻へ手紙を書く（「手紙２」）。タクシーのストライキの様子、ピントが合ってきて写生できるようになってきたことなどを記す。 

4月 23日 パリ 

サンジェルマンへ行く（途中、「椿姫」がアルマンと住んだとされるブージヴァルを通る）。フランソワ一世の宮廷とイギリス庭園

を訪問。 

4月 24日 パリ  
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4月 25日 パリ  

4月 26日 パリ 総選挙第 1回投票。左翼が絶対勝つという現地の予想を記す。フランスの右翼・左翼の状況を記す。 

4月 27日 パリ 選挙は、極右と左翼が競り合っている状況を記す。妻へのプレゼントのため街を廻り、手袋を 3つ購入。 

4月 28日 パリ 

午後、岡本太郎らとブローニュの森へ行く。妻へ手紙を出す。ロンドンで講演の予定があることを記す（実際は高濱虚子の講演と

なった）。 

4月 29日 パリ  

4月 30日 パリ  

5月 1日 パリ 

午後、初めてモンパルナス墓地に足を踏み入れる。メーデーの様子を記す。『文芸春秋』五月号に「巴里まで（第一信）」が掲載さ

れる。 

5月 2日 パリ 「少し神経衰弱の気味がある」と記す。外国人とパリでの日本人の態度について考察を巡らせる。 

5月 3日 パリ 総選挙第 2回投票。人民戦線派が 376議席獲得。 

5月 4日 

パリ 

ロンドン 

9時出発、12時にロンドン着。東京日日新聞社の南條真一に市中と郊外を車で案内してもらう。トキワ・ホテルの別館に宿泊す

る。 

5月 5日 ロンドン ペンクラブに招待され出席する。高濱虚子が講演。 

5月 6日 ロンドン 

市中を一人で散策する。宿であるトキワ別館の庭の美しさを高く評価する。昼から夜にかけて、宿客である細菌学の博士と話をす

る。 
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5月 7日 ロンドン 宿にいると外出する気が起きず、スコットランド行きを断念する。 

5月 8日 ロンドン 

宿の庭と家人の「素朴さ」に魅了され、パリへ帰るのを延期する。妻へ手紙を書く。中村嘉一・静子宛の手紙にアメリカ行きを断

念したことを記す。斎藤弘次にも手紙を書く。 

5月 9日 

ロンドン 

パリ 

12時半、ロンドン発、3時パリ着。「初めて家へ帰つたやうな気持ちになる」と記す。6月になれば再度イギリスに行きたいと記す

（実現はしなかった）。 

5月 10日 パリ ロンシャン競馬場へ競馬を見に行く。帰途、シャンゼリゼーのロンパンで休む。 

5月 11日 パリ ローゼンベルクへマチスの展覧会を見に行く。マチスを大天才と評価する。 

5月 12日 パリ 再度、ローゼンベルクへマチスの展覧会を見に行く。日本には文学も絵画も「本格」がないと思う。 

5月 13日 パリ 

ローゼンベルクへマチスの展覧会の前まで来る。リユウ・ラ・ボエッシイからサントノレ間の通り、オーグスト・コント通り、ロ

ンパン・ゼ・サンゼリゼー、コンコルド広場に美しさを見出す。佐分真の自殺を知る。先日自殺した牧野信一のことを思い出し、

好きなオーギュスト・コント通りを通るたび「二人の冥福を祈ろうと思ふ」と記す。 

5月 14日 パリ  

5月 15日 パリ  

5月 16日 パリ 17日付の妻宛ての手紙の前半を書く。 

5月 17日 パリ 妻への手紙の続きを書く。「スペインへ行くかもしれぬ」と記す。 

5月 18日 パリ 岡本太郎らとヴァンセンヌの森へ行く。パリと自然との関係に考察を巡らせる。 
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5月 19日 パリ 立体活動写真を見に行く。夜 10時ごろ、岡本太郎らとブローニュの森へ行き、ボートで湖を一周する。 

5月 20日 

パリ 

ルーアン 

バスでルーアンへ行き、一泊。ルーアンの景色や現地人の真面目さを評価する。 

5月 21日 

ルーアン 

パリ 

ルーアンから汽車でパリへ帰る。パリの人の金銭に対する考え方について記す。 

5月 22日 パリ 水原秋桜子の句集『葛飾』が届く。外国で俳句をつくる際の困難さについて記す。 

5月 23日 パリ  

5月 24日 パリ 妻に手紙を書く。60万人のデモが発生。 

5月 25日 パリ  

5月 26日 パリ フランス人は笑うことが少ないと記す。政府による芸術への支援の必要性を記す。 

5月 27日 パリ チュイルリーの画館にて、セザンヌの展覧会を見に行く。 

5月 28日 パリ  

5月 29日 パリ  

5月 30日 パリ 『東京日日新聞』に「旅中寸前」が掲載される。 

5月 30日 パリ 日本の小説を読み、繊細微妙な美しさに感嘆する。妻へ手紙を書く。 

6月 1日 パリ 妻に手紙を書く。『文芸春秋』に「失望の巴里（第二信）」が掲載される。人は誰も「心に聾を持つてゐる」とし、東洋的なものを
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希求することを記す。 

6月 2日 パリ 

出発前の吉田健一との会話から銀座の資生堂や軽井沢や日比谷が東洋的な良さであると記す。また久米正雄・林房雄が東洋的な作

家であり、奈良や京都は「電池の切れた日本」だと記す。 

6月 3日 パリ パリは「特別の国」だと記す。「先日から工場二百に罷業が起こつている」とあり、新聞もストライキだと記す。 

6月 4日 パリ パリでは人間は通用せず金だけが通用すると記す。レオン・ブルム政府誕生。 

6月 5日 パリ 

妻へ手紙を書く。文芸春秋社より原稿料が届く。淡徳三郎の「日仏通信」を詠み、東洋・西洋とでは捉え方が異なることに気付

く。 

6月 6日 パリ 

罷業が拡大する中、カルチェラタンを歩く。夜レストランで運転手たちが政治の話ばかりをしている場面を目撃する。シャンゼリ

ゼ一帯の静粛な様子を記す。 

6月 7日 パリ 

モンパルナス墓地を会場にレオン・ブルムが集会している様子を目撃する。 

ブルム、マティニョン協定に署名。 

6月 8日 パリ 新聞は出始めたが、汽車の食堂や百貨店はいまだ罷業中の状況を記す。 

6月 9日 パリ スペインかイタリアへ旅行に出ようと思うが、パリの罷業を見てからにしようと思い留まる。 

6月 10日 パリ 罷業は拡大しているのに、周囲はそれを忘れてしまっているという様子を記す。 

6月 11日 パリ 

モンパルナス一帯のレストランが罷業しているため、白系ロシア人の店で食事をする。午後、シャンゼリゼからカルチェラタン方

面を歩いたがホテルもカフェも罷業だった。ルクサンブルク公園のベンチに座っていると、老婆に腰かけ賃をせがまれる。妻へ手
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紙を書く。 

6月 12日 パリ 夜、岡本太郎に誘われ、モンマントルにあるトリスタン・ツァラの家を訪問。 

6月 13日 パリ 妻へ手紙を書く。食事が出来ることになったと記す。 

6月 14日 パリ 妻へ手紙を書く。岡本太郎から海苔を送られてくる。 

6月 15日 パリ  

6月 16日 パリ  

6月 17日 

パリ 

ストラスブルグ 

午後 1時 40分パリ発、午後 7時、ストラスブルグ着。ドイツとフランスの風土が入り乱れていると記す。ホテル・メゾン・ルージ

ュ宿泊。妻へこの小旅行についての手紙を書く。 

6月 18日 

スタラスブルグ 

ミュウヘン 

午後 9時 15分、ミュウヘン到着。ホテル・パーク宿泊。夜中腹痛に襲われる。 

6月 19日 

ミュウヘン 

チロル 

ミッテンワルド 

インスブルック 

ミュウヘンの街を散策。ミュウヘン出発。チロル→ミッテンワルド→インスブルック着。 

6月 20日 インスブルック 午後、山に登る。山上の光景を見る。 

6月 21日 ウィーン 夜 10時半、鉄道にてウィーン着。クリイドホテル泊。 
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6月 22日 

ウィーン 

ブダペスト 

ウィーンから鉄道にてブダペストへ出発。午後 6時ブダペスト着。ハンガリーの歴史・地政学的状況について考える。 

6月 23日 ブダペスト  

6月 24日 ブダペスト 夕月の中、ダニューブの川岸でロマの演奏を聴く。 

6月 25日 ブダペスト 

カフェ・ジャパンへの言及。ブダペストは感情・リリシズムが横湓していると評価する。郊外（ローマ町）へ行き遺跡を見て廻

る。日本人だからとハンガリー人から油差しを貰う 

6月 26日 

ブダペスト 

ベニス 

ブダペストから空路にてミュウヘン経由でイタリア、ベニス着。ローヤル・ダニエルホテル泊。妻への手紙を書く。 

6月 27日 ベニス サンマルコの前で朝食。午後から島巡り。 

6月 28日 

ベニス 

フローレンス 

7時にフローレンス（フェレンツ）着。日の暮れる間にホテルの周囲を歩く。午後七時、タクシーや馬車で、市内を観光。 

6月 29日 フローレンス フローレンスの街を散策。イタリア・ルネッサンスと現在のパリ文化を比較する。夜、馬車で市内を廻る。 

6月 30日 

フローレンス 

ミラノ 

フローレンス出発前に、博物館を見学。午後 5時、ミラノ着。予約していたホテル・レジナの切符の期間が過ぎており、ホテル・

マルノへ変更。 

7月 1日 

ミラノ 

ローゼンヌ 

ミラノを出発。鉄道にてスイスに入る。夜八時半、ローゼンヌ着。『文芸春秋』に「ドーハを超えて 巴里通信」が掲載される。 
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7月 2日 

ローゼンヌ 

ジュネーブ 

レマン湖を半周して、午後 5時ジュネーブ着。ホテル・ヴェレビュ泊。時計を買うため、すぐ街を散策。 

7月 3日 

ジュネーブ 

パリ 

ジュネーブを発ち、夜 11時パリ着。パリの都市の幾何学性について考察する。 

7月 4日 パリ  

7月 5日 パリ  

7月 6日 パリ  

7月 7日 パリ  

7月 8日 パリ 山田キクと面会。 

7月 9日 パリ 

妻への手紙に今夜の講演について報告。夜、万国知的協力委員会（ラソシアシオン・ポルザ）に参加。「我等と日本」と題して講演

（山田キク訳）。アインシュタインやヴァレリーなどが出席していた。 

7月 10日 パリ  

7月 11日 パリ  

7月 12日 パリ  

7月 13日 パリ 

右翼が警官に殴られている場面を見る。塩谷成策・大久保正雄から誘われ帝大教授矢部貞治と共にオートゥイユへ向かう。サンク

ルーの森を散歩する。夜、大久保の部屋で雑談。上の部屋の松平男爵夫婦、鶴岡氏も加わる。深夜三時、松平氏の車でホテルまで
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送ってもらう。 

7月 14日 パリ 

塩谷成策や矢部貞治らと共に、ナシオン広場まで巴里祭の様子を見に行く。夜シャンゼリゼーへ行くが警官隊が警護しているばか

りなので、モンパルナスへ引き返す。 

7月 15日 パリ 『文芸春秋』に掲載された「失望の巴里（第二信）」を借りて読む。 

7月 16日 パリ 妻に手紙を書く。 

7月 17日 パリ 巴里祭後の閑散とした様子を記す。シャンゼリゼ周辺を歩く。 

7月 18日 パリ 

水上瀧太郎の「相撲雑記」（『中央公論』1936年 6月）を読んでいる最中に、樋口氏から水上の死去したこと知り驚く。しかし午

後、岡本太郎から南部修太郎の間違いだと知らされる。夜、山田キクの招待に出席。 

7月 19日 パリ 日本へ帰る準備をする。 

7月 20日 パリ 「失望の巴里」が日本で話題になっていることを知り「この題は私のつけた題ではない」と執筆の意図を記す。 

7月 21日 パリ パリの男女の様子から、金銭と心理の問題とフランスの植民地の構造を考察する。 

7月 22日 パリ スペイン内戦の報をきく。 

7月 23日 パリ ベルリンへ発つ準備のため、飛行機の切符を買う。夜、西條八十とホテル・ぼたん屋で出会う。 

7月 24日 

パリ 

ケルン 

ベルリン 

岡本太郎・嵯峨善兵・井上清らに見送られ、午前 11時パリ出発、午後 2時ケルン着。午後 4時ベルリン着。 



補足資料２ 渡欧年譜 

 

- 182 - 

 

7月 25日 ベルリン 

ホテルが満員のため、リーツェンブルガー・ストラッセ 33番地に宿泊。 

隣室は城戸又一夫婦。女主人はキエフの白系露人（ユダヤ人）の女医。 

7月 26日 ベルリン 

デペリッツのオリンピック村を視察する。吉岡・孫・南・メトカーフ（ベルリン・オリンピック三段跳び銅メダル）、リーフェンシ

ュタールを目撃。ツォー駅付近でウィンドー・ショッピングを行う。 

7月 27日 ベルリン 掃除の行き届いたベルリンの様子から「ドイツではファッショ以外には赦されぬのであらう」と記す。 

7月 28日 ベルリン ウンター・デル・リンデン街にある横浜正金銀行へ行く。その際老婆に銀行の場所を教えてもらう。 

7月 29日 ベルリン 

次回のオリンピックが日本と決定する。困惑した日本人たちの様子を記す。 

『東京日日新聞』に「花赤く旗翻る〝伯林祭〟オリンピック村を観る」が掲載される。 

7月 30日 ベルリン 次回オリンピックが東京に決定する。困惑した現地日本人の様子を記す。 

7月 31日 ベルリン 嵯峨善兵がパリから到着。夜、ツォーのカフェに座っているとボーイが日の丸の旗を卓上に置く。 

8月 1日 ベルリン 

オリンピック開会式を視察。その後、城戸又一・北澤清・本田親男とヴィクトリヤのカフェへ。『文芸春秋』に「花散るパリ 渡欧

通信」が掲載される。 

8月 2日 ベルリン 日本選手の調子が悪いので文章を書く気が起きないとこぼす。『東京日日新聞』に「オリンピツク入場式を観る」が掲載される。 

8月 3日 ベルリン 買い物をした後、店主から「ハイル・ヒットラー」と挨拶をうける。帝王と国民との関係性について考察する。 

8月 4日 ベルリン 女主人の姪に競技場を案内する。西欧諸国と日本との運動に関する考えの違いを記す。 

8月 5日 ベルリン 支那料理店へ夕食。東洋の歴史について考察する。『東京日日新聞』に「日本選手への鬼門」が掲載される。 
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8月 6日 ベルリン 帰国手段をアメリカ経由かソビエト経由かで迷う。 

8月 7日 ベルリン 

「レインコートを持つて出ようかどうかを考へるのが最大の私の関心事になつて来た」と記す。『東京日日新聞』に「列国の観衆挙

つて、日本応援の集中火―劇的の此の一戦を観る」と、「欧州の旅（１） ハンガリア行」が掲載される。 

8月 8日 ベルリン 

ソーセージを食べるだけで心が満足すると記す。村社講平を目撃する。『東京日日新聞』に「欧州の旅（２） イタリア行（１）」

が掲載される。 

8月 9日 ベルリン 

マラソンの映画を持って帰ってくれないかと依頼され、帰国を決意。ホテル・アドロンで送別会。会後、脇村という人物とチャガ

ーデン通りを歩く。『東京日日新聞』に「欧州の旅（３） イタリア行（２）」が掲載される。 

8月 10日 ベルリン 

帰国準備のため、城戸夫婦と共に買い物。ヨーロッパで見たものをどのように表象していくかということを悩む。『東京日日新聞』

に「欧州の旅（４） スヰス行」が掲載される。 

8月 11日 

ベルリン 

ポーランド 

夜 11時、ベルリン、ツォー駅出発。ソ連へ。大山という人物と出会う。 

8月 12日 

ポーランド 

ソビエト連邦 

ドイツからポーランドを経由して午後 5時半、ソ連の国境に入る。午後 6時、ネゴレエで乗り換え。夜 9時、食堂でアンドレ・ジ

ッドを目撃。 

8月 13日 ソビエト連邦 

食堂で再度ジッドを見かける。午前 11時、モスクワ着。特派員森氏の案内で、クレムリンの赤の広場ほか市街を歩く。ホテル。メ

トロポリスでまたジッドをみかける。ホテルのレストランで昼食後、ＧＰＵ（ソ連の秘密警察）の建物などを見る。午後 3時、モ

スクワ出発。 
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8月 14日 ソビエト連邦 ウラル山脈通過。 

8月 15日 ソビエト連邦  

8月 16日 ソビエト連邦 ソ連の平原が続く光景に思いを寄せる。 

8月 17日 ソビエト連邦 ロシアの国土や鉄道という空間について考察する。 

8月 18日 ソビエト連邦 バイカル湖付近を通過。旅をすることと、万国の論理という問題を考える。 

8月 19日 ソビエト連邦 夜一二時頃、国境付近に到着。荷物の検査があり、旅券が戻される。 

8月 20日 

ソビエト連邦 

満州 

ソ連を出国。午前 3時、満州国着。大阪毎日新聞の記者にマラソンのフィルムを手渡す。特高課の刑事に案内され、宿で休憩後、

午前 10時ハルピンに向かう。 

8月 21日 

満州 

朝鮮半島 

 

8月 22日 

満州 

朝鮮半島 

 

8月 23日 

満州 

朝鮮半島 

 

8月 24日 

満州 

朝鮮半島 
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8月 25日 下関 

午後 7時半、下関到着。山陽ホテルで報道陣の質問をうける。午後八時半、「富士」にて姉しずこのいる神戸に向かう。『読売新

聞』に「文化統制問題批判」が掲載される。 

8月 26日 神戸 

午前 6時神戸到着。阪急電車で梅田に行き、大阪毎日新聞社の歓迎昼食会に出席。その後、藤澤桓夫と会談（「対談 横光利一と藤

澤恒夫 一問一答」『モダン日本』1936年 11月）。中村嘉一宅で宿泊か？ 

8月 27日 神戸  

8月 28日 神戸  

8月 29日 神戸  

8月 30日 神戸  

8月 31日 

神戸 

東京 

午後 9時東京駅着。出迎えていた佐々木茂索らと寿司を食べに銀座に出る。 

9月 1日 東京 

午後 6時、日比谷音楽堂にて東京日日新聞社主催の「横光利一氏観戦（オリムピツク）」談とオリンピック・トーキーが上映され

る。そこで横光は「ベルリン大会を観て」と題した講演を行う。『文芸春秋』に「南の南欧―渡欧通信」、『文学界』に「同人雑記 

スイス便り（川端康成宛）」がそれぞれ掲載される。 
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○渡欧年譜作成に関する参考文献 

・高濱虚子『渡仏日記』改造社、1936年 8月 

・「オリムピツクを機に日本の文化は十年飛躍しよう／今にして思ふ日本女性の美」『東京日日新聞』朝刊、1936年 8月 26日 

・寺崎浩「横光氏を迎へる」『文芸』4巻 10号、1936年 10月 

・藤澤桓夫「大阪日記 横光さんを迎へる」『文芸』4巻 10号、1936年 10月 

・無署名「〝文学の神様〟帰る」『文芸通信』4巻 10号、1936年 10月 

・工藤恆治『横光利一とやまがた』東北出版企画、1978年 7月 

・『定本 横光利一全集』16巻、河出書房新社、1987年 12月 

・井上謙『横光利一 評伝と研究』おうふう、1994年 11月 

・井上謙・掛野剛史・井上明芳編、『横光利一 歐洲との出会い―『歐洲紀行』から『旅愁』へ』おうふう、2009年 7月 
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―
横
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―
」『
跨
境 

日
本
語
文
学
研
究
』
一
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
六
月 

 

第
二
章 

「
隆
起
す
る
「
欧
州
紀
行
」
―
横
光
利
一
の
パ
リ
体
験
―
」『
昭
和
文
学
研
究
』
七
五
集
、
二
〇
一
七
年
九
月 

 

第
三
章 

「
書
き
変
わ
る
日
本
と
東
欧
―
―
横
光
利
一
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
体
験
―
―
」『
日
本
近
代
文
学
』
一
〇
〇
集
、
二
〇
一
九
年
五
月 

 

第
四
章 

「
横
光
利
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と
ベ
ル
リ
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オ
リ
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」『
横
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利
一
研
究
』
一
六
号
、
二
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一
八
年
三
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第
五
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（
未
発
表
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六
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―
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」
論
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、
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本
論
文
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所
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す
る
に
あ
た
り
、
大
幅
な
加
筆
修
正
を
行
っ
た
。 


